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    　第四章　《ＳＯＸソツクス》ＶＳ《日本四大下ネタテロ組織》


    



    　事態は切せつ迫ぱくしているに違いなかった。


    　早さ乙おと女め先輩の離反。二日後に迫るアンナ先輩の襲しゆう来らい。


    　重なった二つのトラブルは、状況がどれだけ危あやういのか咄とつ嗟さには飲み込めないほど深刻だ。


    「くそっ、なんだってこんな立て続けに……っ。どうしますか、華か城じよう先輩」


    　だから僕は、嵐あらしの海に投げ出された小舟が灯とう台だいの光を頼るように華城先輩の指示を仰あおいだ。


    　けれど、


    「なくしてからその大切さに気づくものがあるわ。夏休みの宿題ってあるじゃない？　自由研究で朝あさ勃だちの観察とか、工作で子供作ってくるとか、『夏休みのセフレ』って問題集も定番だったわよね。ああいうのって、そのときは煩わずらわしかったけれど、いま思うと、毎日を充実させるのに適量の課題だったとつくづく思うわ」


    　ああ、灯台ぶっ壊れてるわ。


    　華城先輩はペタンと座り込んだまま、ぼんやりと微笑ほほえんでいる。


    「華城先輩！　現実逃避はいい加減にしてくださいってば！　そんな宿題は古こ今こん東とう西ざいどこにも存在しません！」


    　僕の懇こん願がんなぞどこ吹く風。


    　華か城じよう先輩は携帯電話を操作してＰピーＭエムを無効化しつつ、下ネタ放出をやめる気配もない。


    「私ね、画期的な発明品を思いついたの。なんとセミの言葉がわかる、その名もセミリンガル。基本的には『ヤラセテクレー』しか表示されないけど。ほかにもスズムシバージョンやコオロギバージョンがあるわ」


    「全部同じだろうが！」


    「あ、閃ひらめいた！　〝円〟って漢字、バックから挿そう入にゆうされるのを待つ、よつんばいの女の子のお尻しりに見えない!?　これはエロい！」


    「その素晴らしい発想はこの状況を打破するために使ってくださいお願いですから！」


    「ちなみに〝円〟の字の右ハネは、ふくらはぎあたりに引っかかった脱ぎかけパンツよ」


    「マニアックな方向に完成度たけぇな！」


    「そう考えると〝円周率〟って凄すごいわね。円周率＝πパイ。たったこれだけの式に、おっぱいとお尻が内ない包ほうされているわ。あとは足でも含まれていれば、男の三大性せい癖へきをあらわす究極式になったでしょうに……惜おしいわね」　


    　そこまで言うなら　〝＝〟が足ってことでいいんじゃね？　と思ったけれど、華城先輩の現実逃避下ネタをこれ以上加速させてはならないと僕は口をつぐんだ。


    　華城先輩の支し離り滅めつ裂れつな下ネタをなだめようと悪戦苦闘しているうちに、そう短くない時間が経過してしまっている。


    　鬼おに頭がしら慶けい介すけの傘さん下かに入るなどと言い残して個展会場に向かった早さ乙おと女め先輩を一刻も早く捕まえて、事情を聞くなり説得するなりしなくちゃいけないのに。


    　時間を無駄にしている感が尋じん常じようじゃない。


    　貴重な青春時代をオナニーに費やすエロ男子並みに不毛な時間だ。


    　子こ種だねをバラまいているのに不毛とはこれいかに。


    　てゆーか〝エロい男子〟って表現は〝頭痛が痛い〟とか〝犯罪を犯す〟と同類だよね。


    「って、僕もこんなくだらないこと考えてる場合じゃない！　……僕なんかが説得できるとは思えないけど、僕だけでも早乙女先輩を追いかけたほうがいいかな……」


    　頭を抱えながら呟つぶやく。ＰＭに電話をかけても早乙女先輩は出ようとしない。


    「狸たぬ吉きち」


    　と、真剣な表情をした華城先輩が僕の肩をつかんだ。


    　やっと再起動してくれたか。僕は安あん[image: ]どして、「追いかけましょう！　まだ近くにいるはずです！」と華城先輩に向き直る。けれど、


    「狸吉あなた、〝円〟がよつんばい系女子に見えるっていう私の説に異論がありそうね？」


    「……は？」


    「バスのときみたいに、『またこの人は意味不明なことを……』って顔をして頭を抱えていたでしょう？　まったく、想像力が足りないわね。いい？　ほら、〝円〟の左右の四角がそれぞれ左ひだり尻しり右尻、下に延びた左右の棒が太ももで……」


    　華か城じよう先輩が布ふ団とんの上でいきなりよつんばいになり、自分の各部位を指さして、自分の下ネタの解説をし始めた。


    「ちょっとなにやってるんですかやめてください！」


    　いたたまれないうえに、目のやり場に困る。


    　僕は華城先輩の腕を引っ張って、そのあんまりな体勢をやめさせようとするのだけど、華城先輩は頑かたくなによつんばいを維い持じしたまま解説をやめようとしない。


    　そのときである。


    「綾あや女め様ー。もしかしてこっちにおられるんっスかー？　昨日きのうのバトン勝負についてなんの音おと沙さ汰たもないっスけど、いまいったいどうなって……っ!?」


    　部屋に、鼓こ修す理りが入ってきた。


    　僕と華城先輩の姿を見て、石化したように固まる。


    　そこでよくよく僕と華城先輩の体勢を見てみれば……うん、まあ、アレですわ。完全にバックですわ。しかも華城先輩は鼓修理の出現などおかまいなしで自分のお尻を指さしながら、


    「だから、ここ！　ここだって言ってるでしょう？　わからない？　これだから童どう貞ていは！」


    　誤解を招くような言葉を連発していた。
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    「綾あや女め様になにしてくれとんじゃボケがああああああああっ！」


    「アッ─────!?」


    　一瞬で頭に血が上のぼったらしい鼓こ修す理りのロケット頭突きが、僕の〝理解不能アナライズな趣味の穴キヤンセル〟、略してアナルを直撃した。衝撃が直ちよく腸ちようを突き抜ける。なにこれ突とつ貫かん工事で開発されちゃう。


    「おい鼓修理、ふざけんなよ。いまはこんな茶番をやってる余裕なんてないんだぞ……」


    「はっ。そりゃあ女性に襲おそいかかっておいて、どの穴に入れていいのかわからずに叱しかられるような情けないサクランボに余裕なんてあるわけないっス！」


    　鼓修理は僕に対する警戒態勢を保ったまま、「大丈夫っスか、綾女様！　お怪け我がは！」とよつんばいの華か城じよう先輩に駆かけ寄る。


    「あ、いいところに来たわ鼓修理！　ねえ、ほら、よつんばいが〝円〟に見えるでしょう？」


    　華城先輩がパァン！　と自分の右みぎ尻しりを叩たたく。


    「……大丈夫っスか、綾女様？　頭は」　


    　いきなり意味不明な同意を求めてくる華城先輩に、さしもの鼓修理も絶句していた。


    「頭？　絶好調よ！　亀き頭とうみたいに血が集まりまくって、下ネタがぽんぽん浮かぶの！　……なんだか、いま頭をしごけば頭頂部からなにか発射できる気がする！」


    　華城先輩は浴衣ゆかたの襟えり元もとをつかみ、「こしこしこしっ！」と頭を隠したり出したりする挙きよ動どうを繰り返し始めた。


    　なんか本当に白い液体とか出てきそうだな。華城先輩の頭、膿うんでるだろうし。


    「……鼓修理の誤解だったみたいっス。なにがあったんっスか、狸たぬ吉きち？」


    　華城先輩の錯さく乱らん状態を見て、緊急事態が発生していると察してくれたようだ。


    　鼓修理がバツの悪そうな表情で、尻の痛みに悶もん絶ぜつする僕に説明を求めてきた。


    「早さ乙おと女め先輩が、鬼おに頭がしら慶けい介すけの側についたんだよ」


    　端的な説明に、鼓修理がこのうえなく不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せる。


    「なんでいきなり……早乙女乙おと女めがパパの側についたら、もう外部のテロ組織はパパの言いなりじゃないっスか！」


    　話が早くて助かる。


    　そう。身近にいすぎて感覚が麻ま痺ひしてしまいそうになるけれど、早乙女先輩はこの世界において、お金で買えない価値のあるエロイラストをゼロから生み出せる人材なのだ。


    　その力が鬼頭慶介の手に渡り、全国の下ネタテロ組織がその甘かん露ろを求めて結集するとなれば、慶介と敵対する《ＳＯＸソツクス》に味方はいなくなる。


    《ＳＯＸ》の性知識流る布ふは、善ぜん導どう課と下ネタテロ組織、両方の勢力に潰つぶされることになるのだ。


    　それになにより、自分の利益のためだけに若者の性暴走を加速させようとしている男の下もとに早乙女先輩を置いてなんておけない。……まあ、いまの華城先輩を見てると、こっち側も大たい概がいな気がするけど。


    「あんのクソオヤジ……っ、狙ねらいは最初から早さ乙おと女め乙おと女めだったんっスね……っ！　ゆとりのことといい、どこまで人を振り回せば気がすむんっスか」


    　憎々しげに顔を歪ゆがめた鼓こ修す理りは口の中でもごもごと呻うめきながら、ＰピーＭエムを操作し始めた。


    　プルルル、と電話の呼び出し音が聞こえる。


    　通話が僕たちにも聞こえる設定にしているらしい。


    「もしかして、慶けい介すけに電話してる？」


    「期待はすんじゃねぇっスよ。ここ最近パパは電話に出ないっスし、仮にパパが鼓修理のお願いを聞いて早乙女乙女を返してくれたとしても、問題はなにも解決しないんっスから。とりあえず鼓修理が個人的に文句をぶちまけてやりたいだけっス」


    「わかってるよ。早乙女先輩は悔くやしいことに、自分の意思で慶介についたみたいだったから」　


    　裏でどんなやりとりがあったのかわからないけれど、早乙女先輩の目や声は、脅おどされたりした人間のそれじゃなかった。


    　だから僕も華か城じよう先輩も、早乙女先輩を追いかけることを躊ちゆう躇ちよしたんだ。


    　と、僕の言葉を聞いた鼓修理が鼻で笑った。


    「〝自分の意思〟なんて曖あい昧まいなもの、操作するのは朝あさ飯めし前まえっス。んなもん尊重せず、さっさと上書きしてやりゃいいんっスよ。口先で洗脳するなり、カリスマで扇せん動どうするなり、ほかのやつが操作できないくらい強烈な技術やパワーを使って。ま、そんな芸当があんたにできるとは思えないっスから、早乙女乙女の奪だつ還かんは、やっぱり綾あや女め様の人並み外れたパワーに一任ってとこっスね。それよりも気になるのは……おっ？」


    　ぺらぺらと性しよう根ねの腐ったご高説を披ひ露ろうしていた鼓修理のＰＭが、ブツッと着信状態に切り替わった。


    「このクソオヤジ！　人をおちょくるのもいい加減にしろっス！　……ん？」


    　開口一番に罵ば倒とうを炸さく裂れつさせた鼓修理だったが、その勢いは急速に萎しぼんでいった。


    　どうしたんだろう。僕はＰＭから聞こえる慶介の声に耳を澄ましてみる。


    〝これで鼓修理は、パパに五十回も電話してくれたことになるね☆　愛まな娘むすめにこれだけ求められて、パパはめがっさうれＰです☆　けどパパはいま忙しくて電話に出られませんなの～。もしよかったらまたかけ直してほちぃな☆〟


    　ぶち。


    　無言でＰＭの通話を切断すると、鼓修理はその場に崩れ落ちた。


    　手の甲をおでこにあてがい、掠かすれた声を漏もらす。


    「……いっそのこと、鼓修理がここで禁止単語を叫んで善ぜん導どう課に逮たい捕ほされれば、パパをぶっ潰つぶせるんじゃないっスかね……？」


    　あまりにも腹が立つ慶介の所しよ業ぎように、鼓修理は自爆テロを考えるほどに追い詰められていた。


    「落ち着いて鼓修理！　あ、ところでさっき言いかけてた『気になること』ってなに!?」


    　このまま放っといたら本当に〝おちんぽおおおおっ！〟とか叫んで走り出しそうな鼓こ修す理りの気を逸そらすために話を振る。


    　鼓修理も激情に任せて口から〝ちんこ〟が飛び出るのを避けるためか、珍しく僕の話に乗ってくれた。


    「あー、単純な話っスよ。パパに早さ乙おと女め乙おと女めの情報を売り渡したやつがいるに違いないっスから、それが誰かなー、と」


    「……え？」


    〝売り渡した〟という物ぶつ騒そうな物言いに、僕はほとんど反射で渋じゆう面めんをつくっていた。


    　すると鼓修理は僕の表情を無言の反論と認識したのか、「やれやれやれやれっス」と執しつ拗ように肩を竦すくめながら補足説明を始めた。股こ関かん節せつ脱だつ臼きゆうすればいいのに。


    「卑ひ猥わいなイラストの作製者が誰なのか、ある程度の人数まで絞り込むことはそう難しくないっス。けど慎重なパパのことっスから、確証のない情報や憶おく測そくを頼りに動くはずがないんっスよ。それがこの朱あけ門かど温泉くんだりまで直じき々じきに出で張ばってきたということは、早乙女乙女がイラスト作製者だという話を信頼できる情報筋から得ていたと考えるのが妥だ当とうっス」


    　鬼おに頭がしら慶けい介すけは早乙女先輩を《ＳＯＸソツクス》から引き抜く際の目め眩くらましに、日本四大下ネタテロ組織をも巻き込んだ大規模な変態リレーまで開催している。


    　いくらエロイラスト作製者の価値が計り知れないものだとしても、早乙女先輩がそうだと確証のないまま動員するには大げさにすぎる投資だ。


    　鬼頭慶介がなにかしらの確信をもって早乙女先輩に接触したことは事実だろう。


    「だとしたら、いったい誰が早乙女先輩の正体を……」


    　知っているのは《ＳＯＸ》メンバーと、第一清せい麗れい指定都市に散在する支援者ぐらいだ。


    　その中に、僕らの情報を漏もらした人がいる？


    　谷や津つヶが森もりのエロ本に狂きよう喜き乱らん舞ぶし、早乙女先輩が作製したエロイラスト恵みに感動の涙を流していた彼らの中に？


    　信じたくない結論に[image: ]たどり着いてしまった、そのときだ。


    　頭部を亀き頭とうに、浴衣ゆかたを皮に見立てて全身センズリに興じていた華か城じよう先輩がバランスを崩し、頭から壁に激突した。


    「どぴゅ!?」


    　[image: ]なぞの悲鳴を上げ、華城先輩がその場に崩れ落ちる。


    「頭大丈夫っスか綾あや女め様!?」


    　鼓修理が慌あわてて抱き起こす。


    「はっ。私はいままでなにを……ちょっと正しよう気きを失ってたみたいね」


    　普段からずっと正気を失ってるようなもんじゃないですか。


    「……わっ。私が下ネタに溺おぼれている間に、もうこんなに時間が経たってしまっているわ！　早乙女先輩はもう個展会場入りしちゃってるわね。……かつて、ネットでオカズ漁あさりに没頭し、貴重な時間を無駄遣いしまくった男子高校生は、事後にこんな虚きよ無む感を味わっていたのかしら」


    　早さ乙おと女め先輩を引き留めて説得するタイミングを逃のがした華か城じよう先輩が頭を抱える。


    「や、まだチャンスはあるみたいっスし、むしろこれでいいんじゃないっスかね？」


    　鼓こ修す理りが顎あごに手を添えながら呟つぶやいた。


    「早乙女乙おと女めは個展会場へ向かったんっスよね？　完全に寝返ったのなら、パパと一緒に朱あけ門かど温泉から消えてるはずなのに。鼓修理からパパに電話が繫つながらないのも、まだ早乙女乙女を説得してる最中だからだと思うっス。たぶん、個展が終わったあとに二人は改めて接触するんじゃないっスか？　なら、個展会場から出てきた早乙女乙女を尾行して、その密会場に乱入してやるのが一番っス。早乙女乙女とパパの交渉がどういう塩あん梅ばいなのか知ってから説得できるっスし、相手の意表をつけるっスから」


    　相変わらず、頭の回転が速いやつだ。しかも鼓修理は下ネタテロに執しゆう着ちやくや情熱がないせいか、危機的状況にも浮き足立つことなく対処できるらしい。


    　うーむ、普段は腹立つけど、見習う部分もあるにはあるんだよな、こいつ。


    　華城先輩も鼓修理の言葉を聞いて、少し冷静さを取り戻したふうに頷うなずく。


    「鼓修理の言うとおりだわ。童どう貞ていみたいに焦あせる必要はなさそうね。……となると夕方まで少し間が空あいてしまうわけだけれど、その時間はアンナ対策にでも当てようかしらね」


    「……え？　なんで、あの化け物女の名前が出てくるんっスか？」


    　アンナ先輩の名前が出た途端、いままで涼しい顔をしていた鼓修理の顔が引きつった。


    「あ。そういえば、アンナ先輩が明後日あさつてにも朱門温泉に襲しゆう来らいするって話、してなかったっけ」


    　僕は適当に謝りながら、アンナ先輩の一件について説明する。


    「……あ、あの女が、あの化け物が、ここに来る……？」


    　先ほどまでの冷静さはどこへやら。


    　鼓修理は慶けい介すけから留守電でおちょくられたときなんかと比べ物にならないくらい取り乱した。唇くちびるなんかかっさかさになっている。


    「は、早く！　早く狸たぬ吉きちがここにいたって証しよう拠こを、素そ粒りゆう子しレベルで除去するっスよ！　あ、あの化け物の嫉しつ妬と心しん──いや、獣じゆう性せいに火がついたら、誰にも止められないっス！　狸吉は別にどうでもいいっスけど、綾あや女め様まで捻ひねり殺されてしまうっスよ！」


    　鼓修理はガクガクと震えながら、凄すさまじい勢いで部屋を掃除し始めた。


    　ここしばらくの奴ど隷れい生活で身についたスキルが活いきている。


    「ほら！　お前もさっさと荷物を片づけるなりするっスよ！　どうせ今日きようからお前の宿は別の旅館に移すに違いないんっスから！」


    「わかった、わかったから！」


    　怒鳴りつけられて荷物を片づけ始めるも、「トロいっス！」とケツを引っぱたかれる。


    「女は『ウォーリ●をさがせ！』レベルの違和を四六時中察知し続け、男の浮気を一瞬で看かん破ぱする一点突破型の名探偵なんっスよ!?　しかも相手はあの化け物！　のんびりしてる時間はないっス！　ホーモズやコチン相手に完全犯罪を貫つらぬき通すくらいの気持ちで処理にあたるっス！」


    「もうそれ諦あきらめたほうがよくない？」


    「……いっそのこと、このいまわしい旅館ごと燃やしてしまえば……っス」


    　目の据すわった鼓こ修す理りが犯罪予告をし始めたこともあり、僕は急いで身支度に取りかかった。


    　僕たちの様子を見て、華か城じよう先輩が「ふむ」とＰピーＭエムを操作する。


    「日々体中からいろいろな液体を分ぶん泌ぴつする思春期男子の痕こん跡せきをこの人数で消しきるのはやっぱり難しいわよね……。祭りの真っ最中で忙しいでしょうけど、撫子なでしこに連絡して人手を割さいてもらわなくちゃ。早さ乙おと女め先輩と慶けい介すけの件でも協力を仰あおがなくちゃいけないし」


    　華城先輩はＰＭで電話をかけつつ、部屋を出ていった。


    　それから僕たちは、早乙女先輩の個展が終わるまでの間、ほぼ一日をかけて〝奥おく間ま狸たぬ吉きち〟が存在したことを示す物的証しよう拠こから化学物質まで排除し続けたのだけど……あれだね、捨てても捨てても陰毛が湧わいてくるのはなんなんだろうね？　自生してるのかな？


    



    
      ●

    


    



    「……対たい症しょう療法でもいい、さっさとあのクソオヤジどもを懐かい柔じゅうして、早乙女乙おと女めをこちらに引きずり戻して、掃除、掃除をしないと……っス……」　　


    　すっかり日も暮れ、早乙女先輩の個展が終了する時間帯。


    　僕と華城先輩、それから潔けつ癖ぺき症しようの極みみたいになっている鼓修理は、個展会場近くの物陰から早乙女先輩を出待ちしていた。　


    　慶介と接触するだろう早乙女先輩を尾行し、現場に乱入するためだ。


    　密会場がどこであっても対応できるよう、三人とも動きやすい私服だ。お祭りがまだ続いている朱あけ門かど温泉は日暮れ時であっても人通りが多い。白しら霊たま流しという一番大きなイベントが終わったせいか、浴衣ゆかたではなく僕たちのようにラフな恰かつ好こうの人が大半だった。


    「おい鼓修理。アンナ先輩が怖いのはわかるけどさ、いい加減、僕の体にファブリー●とリセッ●ュを交互に噴ふん霧むするのやめろ。なんか変な匂においで気分悪くなってきた」


    　しかも鼓修理は僕の股こ間かんの匂いを集中的に消そうしているらしく、いまの僕の股間はびしゃびしゃかつ異臭を放つという有あり様さまだ。これ捕まるよね？


    　てゆーか、人に向かって噴きつけるなって説明書きにあるだろうが。あ、おい、顔射はマジで危険だからやめろ！　髪とかべたべたになるし！　むせるし！


    　僕は口内に入り込んだ消臭液をティッシュに「ぺっ」とやってからファブリー●とリセッ●ュを取り上げる。


    「あっ！　なにするんっスか！　人がせっっかく、お前を生き埋めにすることなく匂においを消す方法を考案してやったっていうのに！」


    「こんなことしてたらアンナ先輩以前に一般人を引き寄せちまうわ！　それに、生き埋めにしたところであんま意味ないらしいぞ」


    　ゆとりいわく、ちょっとやそっと埋めたくらいじゃあ、野生動物の鼻はごまかせないらしい。アンナ先輩なら僕の死体が埋められている場所くらい、難なく掘り当てそうである。


    「……そんな、いざとなれば火葬も辞さない覚悟だったんっスけど、いったいどうすれば……」


    　燃やせば匂いもクソもないじゃないの？　ってのは命に関わるので伏せておいた。


    「……いっそのこと、狸たぬ吉きちの痕こん跡せきを消すのは諦あきらめて化け物女をあえて嫉しつ妬と暴走させたあと、〝これが匂いの原因じゃない？〟と、事前に取り外しておいた狸吉の愚ぐ息そくを差し出して沈静化を図るってのはどうっスかね……？　化け物女はそっちの知識疎うといっスから、新種のキノコとでも言っておけば[image: ]だませると思うんっスよ」


    　思うっスよ、じゃねえよ。死ねよ。


    　僕の股こ間かんのダイオウ愚息ムシを子オームみたいに扱うな。それに愚息は脱着できるもんじゃないし、仮にできたとしてもアンナ先輩の手に渡った時点でもう返ってこないだろ。


    「二人とも。掃除が進まなくてアンナ対策が不安なのはわかるけれど、いまはこっちに集中しなさい。……まったく撫子なでしこのやつ、こんなときに連絡が取れないなんて、どういうことなの」


    　華か城じよう先輩が「お～ちんちん、ちんちん、挿いれてるんだ、ろうか～」などと精神安定のために歌いながらため息をつく。


    「変ですよね。ＰピーＭエムはずっと留守電ですし、従業員さんたちも『朱あけ門かど温泉街のどこかにはいるはずなんですが』とか、詳しい行き先を知らないなんて」　


    「おかげで、各旅館に分散して宿泊してるはずの慶けい介すけや四大テロ組織構成員の動向を調べるどころか、狸吉の分身を処理するための人手も貸してもらえないんだもの。困ったわね」


    「その〝分身〟って表現、やめてもらえます？」


    　髪の毛とかのことを言いたいんだろうけど、ほら、分身って言えばオタマジャクシに決まってるもんですし。


    「あら。部屋の片かた隅すみに現地集合するちん毛を掃除してあげたのは誰だと思っているのかしら」


    「僕だよ！」


    　華城先輩は僕の部屋を掃除する際、それらのブツを発見してすぐさま逃げだしました。


    　そのくせ、口でだけはこうして生々しく言うんだからな、この人は。


    「あっ、来たっスよ！」


    　珍しく僕と華城先輩のやりとりを邪魔せずおとなしくしていた鼓こ修す理りが、個展会場となっている多目的館を凝ぎよう視ししたまま無声音で叫んだ。


    　まだ人ひと気けの残る多目的館から、ふらふらした足取りの小さな影。早さ乙おと女め先輩だ。


    　その雰ふん囲い気きは数日前、健全な絵画をベタ褒ぼめされて打ちひしがれていた姿と同じに見えた。


    　今日きようもまた、世の識しき者しやたちからのもったいなきお言葉に打ちのめされたのだろう。


    　そうなることはわかっていたはずなのに、なんで早さ乙おと女め先輩は個展会場に向かったんだ？


    「うへへへ、もう後先のことなんて知ったこっちゃないっスよ。早乙女乙おと女めをここで拉ら致ち監かん禁きんして強制洗脳、パパは鼓こ修す理りが駄々をこねて黙らせ、速攻で事態を解決してやるっス。そして残りの時間はすべて化け物女対策に注ぐっスよ……」


    「おいバカやめろ」


    　アンナ先輩への恐怖で冷静な判断がつかなくなっている鼓修理を押し留とどめる。


    　僕たちがそんな強引な手に出れば、慶けい介すけ率ひきいる四大下ネタテロ組織がどんな態度に出るかわかったもんじゃない。


    　いまは《ＳＯＸソツクス》が鼓修理を抱き込んでいたり、慶介たちに借りをつくってたりするからなんとか緩ゆるい抗争関係が成り立っている。けれど、一度向こうに武力を行こう使しする口実を与えれば、そんなぬるま湯は一瞬で煮えたぎる。数は正義、力も正義。マイノリティーはルールを破るタイミングに人一倍気をつけ、基本的には従順にしていなくちゃいけない。


    　と、暴走寸前の鼓修理をなだめようと華か城じよう先輩が口を開いた、そのときだ。


    　獲え物ものを狩るガマガエルみたいな目をしていた鼓修理の表情が、すっと真顔に戻った。


    「早乙女乙女の、あの濁にごった目……。まさか……」


    　鼓修理は不愉快そうに歯はがみすると、弱気な表情で華城先輩に顔を向けた。


    「……綾あや女め様。鼓修理には、早乙女乙女を洗脳することはできそうにないっス……」


    　いや、だからしなくていいんだって。


    「けど、綾女様なら、あのアホどもの目を覚ましてやれるっスよね？」


    「もろちんよ」


    　珍しく殊しゆ勝しような鼓修理の言葉に、華城先輩は即答する。そのアナグラムはわざとですか？


    「たとえ惑わされていても、早乙女先輩は私たちと同じ、この世界に不満を持つ仲間よ。あんなおかしな考えを持つ慶介から寝取り返すなんて、お茶の子さいさいおにゃの子ニャンニャン！」


    　ノリと勢いだけで喋しやべっている気がしないでもない。


    「卑ひ猥わいなイラスト制作に取りつかれた早乙女先輩を、下ネタに取りつかれた私が口く説どき落とせないわけがない！　さ、もたもたしてないで、とっとと早乙女先輩を尾つけるわよ」


    「はいっス！」


    　頼もしすぎる華城先輩の背中に続き、僕と鼓修理は早乙女先輩の尾行を開始した。
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    「え、と。ここ……？」


    　早さ乙おと女め先輩が入っていった建物を見上げ、僕は首を傾かしげた。


    　そこはこの数週間で慣れ親しんだ高級旅館、清きよ門かど荘そうだったのだ。


    　早乙女先輩、慶けい介すけサイドに寝返るとか宣言しておいて、普通に戻ってきたのか？


    　だとしたら神経ずぶとすぎだろ。


    「いや、もしかすると、アソコかもしれないわ。二人とも、靴くつを持ってついてきて」


    　華か城じよう先輩は〝アソコ〟だけやけに強調しながら、僕たちをあのトラウマポイントへと導みちびいた。


    「って、男女混合風ぶ呂ろじゃないですか！」


    　ちんこ湧わき肉棒踊ることでお馴な染じみの混浴風呂である。


    　この温泉は僕と華城先輩（ときどき撫子なでしこさん）専用の混浴と化しているから基本的に人ひと気けはないのだけど、いくらなんでもこんなとこで密会するわけがないだろうに。


    　すると華城先輩は混浴風呂と裏山を区切る板をがさごそといじりながら、


    「数あるルートの中で、ここが一番短いわ。ろくに足コキもできなさそうな早乙女先輩の足でも、比較的容易に[image: ]たどり着けるはずよ」


    「華城先輩、これは……？」


    　板を取り払い、茂った常緑樹の枝葉をくぐり抜けた先。


    　華城先輩が懐中電灯で照らしたそこには道があった。


    　数日のうちに少なくない人通りがあったのか、地面がやけに踏み固められている。足フェチドＭが喜んで寝そべりそうだな。


    「隠し社やしろについては、イキのバスで話したわね？」


    　華城先輩は僕と鼓こ修す理りを振り向き、力強く笑う。


    「この窮屈な道は、朱あけ門かど温泉のタブー、隠し社の東側へ通じているわ。いまの時間なら川の水位が下がって社が現れているはずだし、そこが密会場になっているに違いない。二人とも、産道をくぐり抜けたときと同じように、身を引き締めなさい。ここからが本番よ」


    　華城先輩はポケットから取り出したパンツと懐中電灯を僕たちに投げてよこし、自分もパンツをかぶって隠し社への道を進んでいく。


    「綾あや女め様の体温が残った下着……はぁ、はぁ……」


    　パンツを頭にかぶって興奮し始めた鼓修理を後ろから蹴け飛とばし、僕たちは早乙女先輩が向かったであろう、隠し社へと急いだ。


    



    　朱門温泉の中心を流れる朱門川は、上流で子し宮きゆうのように二股またに分かれている。


    　隠し社は朱門温泉を囲む低い山の向こう側、二股に分かれた朱門川沿いにひっそりと鎮ちん座ざしていて、西側と東側に一つずつあるらしい。


    　年に一度、この夏祭り期間にあたる一週間は、半世紀以上前に建設されたダムの影響で特定の時間帯に川の水位が下がり、隠し社周辺に大きなお椀わん形の河原かわらが出現するという。昔からこのお椀わん形の河原かわらは聖地とされていて、ちんこ神輿みこしを早く担かついできたチームは神事として勝負事を執とり行おこない、負けたチームは担いできたちんこ神輿を削ってその欠片かけらを川に返していたらしい。


    　ちなみに昨晩行われた白しら霊たま流しは、削ったちんこ神輿を川に流す風習を健全風味にアレンジしたもので、白霊はそのまま子こ種だねをあらわすのだそうだ。なんか、弾圧された民族が、その伝統武術を踊りの中に隠して伝えたって話に似てるな。


    　などと、華か城じよう先輩から改めて隠し社やしろの概がい要ようを聞きながら向かうのは、朱あけ門かど温泉の清きよ門かど荘そう方面、すなわち東側の隠し社だった。


    　足を滑らせないように張られたロープをたどり、真っ暗な山道を歩くこと十数分。


    　曲がりくねった道の先──お椀形の河原が広がる空間から漏もれる明かりを前に、先頭を歩いていた華城先輩が足を止めた。


    「……なんだか、社のほうがやけに騒がしいわね。熟じゆく女じよモノ乱交ＡＶアダルトビデオの喘あえぎ声より騒々しいわ」


    「前から言いたかったけど、そういう映像を観みたことないだろあんた！　カブトムシの味がする、みたいな適当なたとえを使うな！」


    　僕たちが物心ついた頃、映像コンテンツはＶＨＳやＤＶＤなんかから電子データへと完全に移行していて、エロ動画はその狩りやすさゆえにほぼ完全に駆く逐ちくされていたはずだ。


    　僕もＡＶに関しては父さんから聞かされた知識しかない。『女性のひけらかすような喘ぎ声ほど萎なえるものはない。押し殺そうと必死に我慢して、けれど漏れてしまう喘ぎ声にこそ神は宿る』って父さんが言ってた。そういえばほかにも『女性は年をとるから劣れつ化かするのではない、恥じらいをなくすから劣化するのだ、ゆえに俺おれの妻はいつまで経たっても魅力的だ』とも父さんは言って……あのクソオヤジは子供になにを吹き込んでやがる！


    　年を重ねてからわかる、親の言げん動どうの意味、重さ、そしてその不適切さ。


    「ふっ。確かに私はその手の映像を観たことはないわ。すべては父さんにせがんで得た、実体験の伴ともなわない空からっぽの知識から組み立てた妄もう想そうよ」


    「前も思いましたけど、よくもまあ小学校入学前の娘に深い知識を授さずけてくださる親御さんですこと！」


    「父親は、自分の娘と股こ間かんのムスコの要求に逆らえないのよ」


    　なにこの先輩。真理の扉とびらでも見たのか。持ってかれたのはきっと自制心。


    「私の頭の中にあるＡＶ映像は、確かにただの空想。けれど人は〝想像力〟すなわち〝心〟でセックスする生物よ！　つまり男の性器はチンコでなく心！　女の性器はマン●ではなく心！　大事なのは心イキ！　心で描えがけばそれは現実に反射し実体を為なすわ！」


    　華城先輩はドンッと胸を叩たたきながら宣言した。最低最悪のスローガンが誕生した瞬間である。


    「だから、私たちがしっかりした心構えでいれば、なにも心配はないのよ」


    　華城先輩は決意を固めるように、胸に添えた拳こぶしを固める。


    　社から届く人間の気配は百や二百じゃない。


    　清きよ門かど荘そうで慶けい介すけたちと対たい峙じしたときとは比べ物にならない数の四大下ネタテロ組織構成員が集結しているのはまず間違いない。


    　しかも伝わってくる気配は怖いほどの熱気に包まれている。華か城じよう先輩の下ネタに見せかけた鼓こ舞ぶがなければ、この時点で気け圧おされてしまっていただろう。


    「思った以上に、早さ乙おと女め先輩を説得するのが難しい状況らしいわ。けど、作戦は変わらない。鼓こ修す理りが、慶介に突っ込んで場を攪かく乱らんしている間に、私と〝オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー〟が早乙女先輩の説得にあたる」


    「僕の二つ名、微妙に進化してませんか!?」


    　日数が十日増えたうえ、読み方がセンシティブからセンチメンタルになってる。オナ禁のしすぎで鬱うつになってるじゃねぇか。何事もほどほどが大事。


    「早乙女先輩をこちら側に引き戻すには鼓修理、あなたがどれだけ密会場をぐちゅぐちゅにかき回してくれるかが重要になるわ。時間をかけるほど、説得できる可能性は上がるから」


    「はいっ！　鼓修理は頑張るっスよ！　なによりも綾あや女め様のために！　化け物女の目を眩くらますためのお掃除にさっさと集中するために！」


    　様々な理由に突き動かされる鼓修理が、据すわった目で敬礼した。まあこいつは場を引っかき回す天才（前科持ち）だから任せて問題ないだろう。


    　僕たち三人はそれぞれの役割を改めて確認し合い、社やしろへと体を向けた。


    「名付けて〝三本のヤリチン〟作戦、発動よ！」


    「その作戦名、初めて聞きましたけど!?」


    　華城先輩のかけ声とともに、僕たちは走り出した。


    　まあ、〝三本のヤリチン〟作戦っていうのはあれでしょ。一本のヤリチンじゃあ満足させられない強大な[image: ]いん乱らんビッチも、三穴同時にぶち込めば中折れすることなく満足させられるっていう、つまりみんなで力を合わせればどんな困難も乗り越えられるって意味でしょ。


    　よし頑張ろう。


    「まずは社に突撃よ！　場の重要人物は社をステージに見立ててそこにふんぞり返ってるはずだから、真っ先にそこへ奇き襲しゆうをかけて……うっ!?」


    　先陣切って飛び出した華城先輩が急ブレーキをかけた。


    「ちょっ、どうしたんですか《雪せつ原げんの青あお》！　……うっ!?」


    　僕と鼓修理も立ち止まり、そしてその場に満ちる熱気の正体を知った。


    　いくつもの松たい明まつに照らし出されたお椀わん形の河原かわらを埋め尽くしていたのは、案の定、思い思いの変態衣装（略して変装）で顔を隠した四大下ネタテロ組織のメンバーだった。


    　その数は百人や二百人どころではなく、ざっと五百人はいる。ただでさえ服装が常じよう軌きを逸いつしている彼らはいま、その様子さえも僕たちの理解を逸脱していた。


    　誰もがハガキサイズの紙片を手に、興奮しきった表情でトリップしている。


    　まるで、何年も禁断症状に苦しめられていた薬物中毒者が、集団で極上のブツを堪たん能のうしているかのような、倫理の枠わくを外れたお祭り騒ぎ。


    　さしもの華か城じよう先輩もドン引きで、僕や鼓こ修す理りは啞あ然ぜんとして思考停止という有あり様さまだ。


    　いますぐこの場を善ぜん導どう課に一いつ掃そうしてもらいたい。そのくらい酷ひどい。


    「な、なんだよ、この状況は……はっ、《雪せつ原げんの青あお》！　あれを！」


    　お椀わん形の河原かわらで最も奥まった箇か所しよ、もしこの河原がおっぱいならちょうど乳ち首くびに当たる位置に鎮ちん座ざする木造の建物を僕は指さした。


    　川の浸食に耐えるよう石垣を土台とし、背後の山からせり出した木々に覆おおい隠されるような形になっている、小さいながらも荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを纏まとう社やしろ。


    　その本殿へ通じる扉とびらは開放されていて、ご神しん体たいである巨大なちんこ像（実在したのか……）が松たい明まつの明かりを浴びてドヤァとそそり立っている。そしてそのすぐ近くに正座し、口にくわえた絵筆を鬼き気き迫る勢いで振るっていたのは、バタフライマスクで申し訳程度に顔を隠した早さ乙おと女め先輩だった。


    「ぷっ。ほれ、できたぞ。会心の出来じゃ」


    　吐き出した絵筆をキャッチしながら、早乙女先輩は満面の笑みでできあがったイラストを近くの黒服に手渡した。


    　本殿の中に運び込まれている巨大なコピー機で、イラストがみるみるうちに量産される。


    　その様子を見て満足気に頷うなずいた早乙女先輩の背後で、人影が動いた。


    『さーて、本日二作目のイラストは～〝サオリ三号とデートしているところを束そく縛ばく彼氏に目撃され、自分が奴ど隷れい人形にされてしまった男子高校生の日常〟だよー』


    「「「ウッヒョオオオオオオオオオオオオ！　ついに念願の鬼き畜ちく絵えキタコレエエエエエエ！」」」


    　ＰピーＭエムで拡声された聞き覚えのある声でイラストの解説がなされ、《ベーコンレタス母の会》の構成員らしき人影、およそ百人が社の前に殺到する。


    　ＢＬボーイズラブ絵を求めるケモノと化した《母の会》の方々は、釣り堀の魚のような勢いでもって、バラまかれる大量のイラストに飛びついている。


    　悪夢のような光景だ。クトゥルフ神話かよ。


    　早乙女乙おと女めという人材を手中に収めた鬼おに頭がしら慶けい介すけが、その力を使ってあらゆる勢力を自分の傘さん下かに取り込もうとしている、その第一歩。　


    　間違いない。


    　ここで早乙女先輩を取り返せなければ、全国の下ネタテロ組織はそのすべてが鬼頭家に下る。僕たち《ＳＯＸソツクス》は第一清せい麗れい指定都市の外へ活動領域を広げることはかなわず、自然に崩ほう壊かいするこの退屈な世界を、指をくわえて傍ぼう観かんするほかなくなるだろう。


    「……っ！　二人とも！　作戦続行よ！　なんとしてもここで早乙女先輩を寝取り返すわ！」


    「は、はいっ！」


    「はいっス！」


    　一足早く我に返った華か城じよう先輩の叱しつ咤たに刺激され、僕たちは社やしろへの奇き襲しゆうを再開した。


    　四大下ネタテロ組織の連中はみんな早さ乙おと女め先輩のエロイラストに夢中で、僕たちには目もくれない。こいつら、学生時代オナニーに夢中になって母親の襲しゆう撃げきを食らったタイプの人間だな？


    　僕たちはお楽しみ中の彼らを邪魔することなく、一気に社へと駆かけ上がった。


    　社の奥に控えているのだろう慶けい介すけ目がけて「くおらぁ！　このクソオヤジがああ！」と殴り込みにかかった鼓こ修す理りと分離し、僕と華城先輩は早さ乙おと女め先輩に駆け寄る。


    「「早乙女先輩！」」


    　その小さな肩を激しく揺ゆする。けれど、


    「んっくくくくくっ！」


    　いきいきと筆を滑らせる早乙女先輩は、四大下ネタテロ組織の面々とは違った方向にトリップしていて、僕たちの話を聞くどころかエロイラスト作製をやめる気配すらない。


    　まるで、ずっと健全な絵を描かくよう強要されていた反動に呑のまれているかのように。


    「これはまずいわ……鼓修理の時間稼かせぎが相当長くないと、まともに話すことさえ……」


    「ぎゃあああああああああああああああっス！」


    　そのときだ。


    　慶介を相手に駄々をこねまくって時間を稼ぐ役目だった鼓修理の断だん末まつ魔まの叫びが、僕と華城先輩の耳じ朶だを打った。がくがくと全身を痙けい攣れんさせた鼓修理が巨大ちんこ神輿みこしの陰から逃げ帰ってきて、僕の後ろに隠れる。「ひいいいいっ」と吐き気を抑えるように口元を隠しながら、僕を盾たてにしようとぐいぐい押してくる。


    「ちょ、このっ、お前なにやって……っ」


    「鼓修理いいいいいっ！」


    　暗がりから、モンスターが現れた。


    「どうして逃げるんだい！　久しぶりのパパだお!?」


    「ぎゃあああああ！　寄るな触るな素す肌はだが腐る！　バーカ！　クズ！　死ね！　消えろっス！」


    　鼓修理はついに「うおえっ」とえずきながら床ゆかに崩れ落ちた。


    「どうしたんだい鼓修理！　も、もしかしてつわり!?　《ＳＯＸソツクス》の連中になにか酷ひどいことをされたんじゃあ……っ!?」


    「言いがかりだボケ！　現在進行形でお前が酷いモノを見せてるんじゃねえか！」


    　僕は思わず目の前の慶介らしきモンスターを指さしていた。


    　モンスターの声は確かに、この前すりガラス越しに接触した鬼おに頭がしら慶介その人だ。しかしいま目の前で鼓修理の身を案じている壮年男性は、薄ピンク色のふりふりドレスに身を包んだ、いっそバイオハザードと呼ぶべき異い形ぎようのモンスターである。リッカーのモデルはたぶんこいつ。


    　ってか、もしかして早乙女先輩と接触してた〝森の妖精〟ってこいつか!?


    「あはっ☆　鼓こ修す理りにお仕事中の姿を見せたのは初めてだからねー。びっくりしちゃった？」


    　ショック死レベルだろこれ。


    　仮にも女の子、しかも反抗期真っ最中である鼓修理の精神ダメージは計り知れない。


    　これ以上鼓修理の精神がねじ曲がったらどうするつもりだ。


    　しかし同時に慶けい介すけも鼓修理からの罵ば倒とうに相応のダメージを受けたようで、ストレス性らしい胃痛に「ぐぬぬ」と胸を押さえながら片膝ひざをついていた。


    「まぁでもこれで、僕が鼓修理の暴ぼう言げんやワガママで潰つぶされることはなくなったね」


    「「っ!?」」


    　僕と華か城じよう先輩は息を呑のんだ。まさかこの男、僕たちの説得をぶち壊して早さ乙おと女め先輩を確保するために、骨を切らせて心を断たつ戦法を？


    「ま、仮に僕が戦闘不能になったところで、君たちにいまの乙おと女めちゃんをどうにかできるとは思えないけどー。ま、念には念をってやつだねー」


    「ぷっ。ほれできたぞ。三枚目じゃ」


    　と、僕たちのやりとりを完全に無視していた早乙女先輩が、早くも三枚目のイラストを描かき上げ、ひょいと掲かかげる。


    「おっ、今回もいい仕上がりね～」


    　すかさず慶介が受け取り、同時に早乙女先輩の肩を軽く叩たたいた。
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    「乙おと女めちゃん。昔のオナカマが来てくれてるけど、話くらいは聞いてあげたほうがいいわよ～？」


    　いきなりオネェ言葉に切り替わった慶けい介すけの声に、早さ乙おと女め先輩がぴくりと反応し、いま初めて気づいたというように僕と華か城じよう先輩、それから地面で死体同然となっている鼓こ修す理りを見つめた。


    「説得できるものなら、してみるといいわ～？」


    　慶介は余裕綽しやく々しやくで呟つぶやくと、『さあ、本日三枚目のイラストは、普段見られないという意味では他の追つい随ずいを許さない部位、〝足の裏〟に焦しよう点てんを当てた作品だよ～』


    「「「うおおおおおおおおおおおおっ！　イラスト作製者は現あら人ひと神がみかああああ！」」」


    《絶対領域》らしき方々が興奮絶頂ボルケーノする中、僕と華城先輩、それから早乙女先輩は対たい峙じした。華城先輩が僕の肩をとんとんと叩たたく。なんだ、新たな作戦か？


    「ねえ狸たぬ吉きち。〝オナカマ〟って響きが[image: ]いん猥わいね。オナニー中のオカマの略かしら。それとも〝同じオカマに食われた仲〟で棒兄弟という意味かしら」


    「いまそんなこと言ってる場合じゃないってことくらい、華城先輩にもわかりますよね!?」


    「やあね狸吉。男の子だからってカリカリしないの。私にとって下ネタは、一仕事の前の準備体操、プロスポーツ選手のプリショット・ルーティーン！　挿そう入にゆう前まえの前ぜん戯ぎみたいなものよ！」


    「全国のアスリートに謝れ！」


    「すまんこ。さてそれじゃあ、早乙女先輩」


    　華城先輩は満足気に「ふんす！」と鼻を鳴らしてから、改めて早乙女先輩に向き直った。


    〝すまんこ〟には正直殺意が湧わいたけど、その自信たっぷりな態度は安心して交渉を任せられる。


    「慶介は危険な男よ。私たちの世代を、ことごとく食い物にしようとしているわ。たとえ早乙女先輩が自分の意思でここを選んだのだとしても、看かん過かできない。これまでどおり、《ＳＯＸソツクス》で絵を描かいてもらえれば、とても悦よろこばしいのだけれど」


    「いや！　じゃ！」　


    　華城先輩の控えめな切り出しに、早乙女先輩は断固とした声こわ音ねで応じた。けれどその目はすぐに申し訳なさそうにきょろきょろ泳ぎ、気まずそうに唇くちびるが尖とがる。


    「……た、確かにの、お主ぬしらには恩義を感じておるよ？　こんな素晴らしい絵を描けるようになったのも、お主らがわしに知識を授さずけてくれたからじゃ」


    　早乙女先輩は言いながら、器用に次のイラストを描いていた。こちらにお尻しりを向けた女の子が幾十にも重なって尻壁を形成しているイラストだ。《震しん激げきの尻いさらい》向けだろう。う～ん、マンダ●。ダム放水はまだですか？


    「じゃがな、わしはもう、お主らの下もとでは絵を描けん。そちらに留とどまろうとすれば、わしは虫むし酸ずの走る健全な絵画で我が身をカモフラージュせねばならんからな。その点、慶介は腹が太い。学校も、家も、すべてのしがらみを丸め込み、切り離し、専属の絵師として囲ってくれるというではないか！　わしはわしの描きたいものを好きなだけ描くために、鬼おに頭がしら家を選ぶぞい。


    　……説得に来てくれたのは嬉うれしいが、どうせ、わしはもう健全な絵など描けん。もうそっちには、帰れないんじゃよ……」


    　ぴくりと、僕の後ろで鼓こ修す理りが動いた。ひょっこりと顔を出し、じっと早さ乙おと女め先輩を凝ぎよう視ししている。と、華か城じよう先輩は気まずそうに目を逸そらす早乙女先輩へ口を開いた。


    「なるほど。描かきたいものを好きなだけ……そうやって慶けい介すけに堕おとされたわけね」


    　予想どおりね、と華城先輩は笑って僕の肩をぐいと引き寄せた。


    「早乙女先輩。思い出して。あなたが一番描きたいものは、この男の捕食を目もく論ろむ生徒会長ではなかった？」


    「……あの、《雪せつ原げんの青あお》？」


    　まさか、それが交渉材料だなんて、言いませんよね？


    「それに、私たち《ＳＯＸソツクス》の所有しているエロ本の破壊力を、忘れたわけではないでしょう？」


    　華城先輩は服の下に仕込んでいたらしい谷や津つヶが森もりのエロ本を数冊取り出し、


    「《ＳＯＸ》にいれば、この超強力な参考書が読み放題なのよ？　ほーれ、ちっちっち」


    　華城先輩は、エロ本をまるでエサかなにかのように早乙女先輩の前でちらつかせる。


    　まさか、それが交渉材料だなんて言いませんよね!?


    「確かにそれらは、特にアンナについてはわしにとってこのうえなく魅力的じゃが……」


    　早乙女先輩の声こわ音ねから、急に感情が欠落したような違和感が発生した。


    「……そちらに戻ったところで、どうせ絵が描けなくなるのなら、意味がないじゃろ。ならばアンナや過激な不健全雑誌については妥だ協きようして、称賛の中に堂々と胸を張って浸つかっていられる空間で描き続ける道を選んでも、それは仕方のないことではないか」


    　早乙女先輩が、社やしろからその全ぜん貌ぼうを見下ろせるお椀わん形の河原かわらへ体を傾けた。


    　早乙女先輩のエロイラストによって人の形をなくしかけている四大下ネタテロ組織の面々。誰もがエロイラストを堪たん能のうすると同時に、作者である早乙女先輩を女神であるかのように崇あがめ奉たてまつる声を上げている。その全容が松たい明まつにゆらゆらと照らされるさまは、なんかもう怪しい新興宗教の集会そのものだ。精神力が削られて、僕の気弱な股こ間かんは寒くもないのに萎い縮しゆくしきっている。


    「わしの絵を、わしの描きたい絵を、心の底から欲してくれるたくさんの連中に、こうやって堂々と直接届けられる。描きたいものを描きたいだけ……ここが、本来のわしでいられる唯ゆい一いつの場所じゃ」


    　自分に言い聞かせるような、けれど断固とした早乙女先輩の言葉を聞いて、華城先輩の体がふらりと傾かしぐ。


    「まさか、私たちの有するエロ資源の魅力が、打ち負けるだなんて……」


    「どんだけ卑ひ猥わい資源に自信があったんですか！」


    「だって、エロに惹ひかれない早乙女先輩なんて想定外よ！　穴の開いたコンドーム!?」


    　それはそうですけど、交渉の切り札にするか普通!?　しかもあんなに軽く！


    「こうなったら、狸たぬ吉きちとアンナの公開交こう尾びショーで早さ乙おと女め先輩を繫つなぎ止めるしか……」　　


    「ちょっとおおっ!?　視点のずれた町おこし案みたいなノリでなに言ってるんですか！　てゆーかさっきから僕とアンナ先輩を卑ひ猥わい資源扱いするのやめてくれます!?」


    　……とまあ、一通りダメ出ししてはみたものの、華か城じよう先輩のやり方は間違っていない。


    　たぶん、これは言葉で説得できる場面ではないからだ。


    　早乙女先輩の言う、本来の自分でいられるこの空間は、このうえなく怪しくうさんくさい。けどそれは早乙女先輩にとって現実で、僕たちが目指しながら到達できないでいる世界だ。


    　いまの僕たちがいくら言葉を重ねて慶けい介すけの狙ねらいのおぞましさやこの空間の危あやうさを説いたところで、それは負け惜おしみにしか聞こえないだろう。早乙女先輩の中で、もう最初からそう結論付けられていて、僕たちの言葉はその結論というフィルターで歪わい曲きよくされてしまう。


    　幸いなのは、早乙女先輩が僕らに恩義や仲間意識をまだ持ってくれていて、話をする余地が残っているという点だろう。《群むれた布地》に迎げい合ごうした際の鼓こ修す理りと違って。


    　この温泉宿に来た日の夜、撫子なでしこさんは僕たちに言った。『お前らには守り切る力がない』と。


    　いまならなんとなくわかる。


    　守る力とはなにも、早乙女先輩が健全な絵画作製を強要される圧力から守る力、なんかじゃない。こういう場面で、フィルターなんてぶち抜いて早乙女先輩をこちら側に引き込んでしまうような、組織としての魅力のことだったんだ。


    　そして華城先輩は《ＳＯＸソツクス》の魅力としてエロ資源を選択し、失敗した。


    　方向性は間違っていない。ただちょっと、嗜し好こうと思考が華城先輩だっただけだ。


    「早乙女乙おと女めの、あの目……鼓修理は知ってるっスよ。あれはもう話が通じる状態じゃないっス。……なにか、《雪せつ原げんの青あお》様のパワーを伝えられる舞台が整えられればいいんっスけど」


    　と、僕の背後でグロッキーになっていた鼓修理が、僕と同じ結論に達していた。　


    　撫子さんは守る力がないと断じたけれど、それは間違いだ。


    　僕たちがなにに魅力を感じて《ＳＯＸ》に所属しているのか。


    　それはひとえに、華城先輩の真っすぐなパワーに惹ひかれてのことだ。　


    　それさえしっかりと示すことができれば、早乙女先輩も目を覚ますはず。


    　僕と鼓修理で、どうにかそれをアピールする舞台を整えられればいいんだけど……。


    「あれー？　もう終わっちゃったのー？」


    　と、エロイラスト配布を一段落させた慶介がへらへらと笑いながら、ピンクのドレスをひらひらさせて早乙女先輩の隣にやってきた。鼓修理が「ごぷっ」と精神ダメージを受けて僕の後ろに隠れる。こいつ、順調にトラウマが増えていってるよな。


    「んー？　なんだいなんだい？　《ＳＯＸ》の面々は当然として、乙女ちゃんもなんだかすっきりしない顔してるねー？　まだ、吹っ切れない？」


    「そ！　そんなことは、ないぞい。わしはお主ぬしの下もとで、好きなだけ卑猥な絵を描かくんじゃ！」


    「いや～、それは迷ってる顔だよー。だめだめ、みんなが心の底から納得できるかたちにしないと、あとで変なわだかまりや躓つまずきに繫つながっちゃうんだよー？」


    「……？」


    　僕たちは慶けい介すけの言げん動どうが理解できないでいた。なぜ、ほとんど慶介の側に傾いている早さ乙おと女め先輩の躊躇ためらいを助長するようなことを？


    「というわけで《ＳＯＸソツクス》のみんなに提案なんだけどさ」


    　慶介は早乙女先輩を背中に隠し、僕たちだけに向けて言った。


    「もし乙おと女めちゃんを奪いたいのなら、いまだけ特別に、勝負してあげてもいいよ？　こっちは乙女ちゃんを担たん保ぽに、君たちは昨日きのうのバトン勝負と同じ、過激な不健全雑誌を担保にさ」


    「「なっ!?」」


    　僕と早乙女先輩は、同時に声を上げていた。華か城じよう先輩と鼓こ修す理りも、声こそ出さなかったものの驚きの混じった様子で[image: ]いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せている。パンツ越しの表情なので推測だけど。


    「ここにきてまた勝負なんて、お前のバカ親父おやじ、なに考えてるんだよ」


    　僕は背後の鼓修理にひそひそと耳打ちした。華城先輩と対たい峙じしている慶介から一瞬、凄すさまじい嫉しつ妬とと殺気の視線を向けられた気がするけど、アンナ先輩に比べれば軽い軽い。無視無視。


    「……《雪せつ原げんの青あお》様の魅力を発信するには都合のいい話っスけど、裏がないわけがないっス。とりあえずは、勝負のレギュレーションを聞いてみないことには始まらないっスね」


    　まあ、そりゃそうだ。


    「勝負の内容を聞かせてもらおうかしら。なに？　先にイッたほうが負けとか？」


    　華城先輩が仁に王おう立だちで慶介に尋ねた。もっと聞き方あるでしょうよ……。


    「んー、乗り気みたいで嬉うれしいね。勝負の内容は、これだよ」


    　ぱちん、と慶介が指を鳴らして合図する。エロイラストをバラまいていた秘書らしき黒服がどこからか木製のボードを持ってきた。そこには、


    



    　・一回戦　〝笑っちゃいけない下ネタ二十四時〟　～ＶＳ《震しん激げきの尻いさらい》


    　・二回戦　〝下ネタ大おお喜ぎ利り〟　　　　　　　　　　～ＶＳ《絶対領域》


    　・三回戦　〝借り物擬ぎ人じん化か競争〟　　　　　　　　～ＶＳ《捕ほ乳にゆう類》


    　・四回戦　〝森しん羅ら万ばん象しようゲーム〟　　　　　　　　　～ＶＳ《ベーコンレタス母の会》


    　・五回戦　〝下ネタ温泉卓球・古こ今こん東とう西ざい〟　


    



    　……と彫り込まれていた。こいつ、いつからこの場面を想定して準備してたんだ？


    「昨日のバトン勝負と同じで、この温泉街に伝わる伝統的なゲームをアレンジしたものだよ。それぞれ異なる形式で卑ひ猥わいな冗談の練度を競って、三本先取したほうの勝ちだ。まあ、ちょっと品の悪い歌合わせみたいなものだね」


    　平安貴族に謝ろうか？


    「テロの腕を競ったバトン勝負とは違って、純粋にどちらが卑ひ猥わいを愛しているのかを競えるうえに、各組織の代表が直接《ＳＯＸソツクス》と当たれる。互いが卑猥な知識や卑猥な冗談に関する情熱を全力でぶつけ合って優ゆう劣れつを決める、とってもいい勝負だと思うよ？」


    「ルールがまだ不ふ明めい瞭りようね。いい勝負かどうかはまだ判断できないわ」


    「ま、だろうね。それじゃあお次は各ゲームの概がい要よう説明を、各組織の代表紹介と合わせてやっちゃおっか？　勝負の内容と、それに出場する相手選手の力量も、知っておきたいでしょ？」


    　慶けい介すけはＰピーＭエムの拡声機能を使い、『おーいみんなーっ。自己紹介の時間だよーっ』と四大下ネタテロ組織の面々に呼びかける。しかし、


    「「「「ウッヒョオオオオオオオオオオオオッ！」」」」」


    　皆様大変お楽しみ中のようで、誰一人として返事しない。


    「……おい、あいつらなんとかして」


    「はっ」


    　慶介に指示された秘書さんが自身のＰＭを操作して、朱あけ門かど川の向かいの崖がけへなにやら映像を投影した。それは、


    『──はっ、ふっ、ふっ、ふんっ！』


    　二人のお相撲すもうさんが汗だくになって取組を行おこなっている映像だった。二人の力士は法令に従って服を着ているけど、男が荒々しい息を吐いて取っ組み合っていることに変わりはない。


    「「「「……」」」」」


    　さっきまであんなに盛り上がっていた男たちが、ふっと真顔に戻っていく。


    　対照的に、


    「「「「「──────っ！」」」」」


    　さらなる興奮材料を投下されて神経ブチ切れそうになっているのは《ベーコンレタス母の会》の面々だ。もはや孵ふ化かに失敗した巨きよ神しん兵へいのほうが可愛いレベル。おいどうすんだこれ。


    『えー、ただいま流れている映像で取っ組み合う二人ですが』


    　僕がドン引きしていると、秘書さんがＰＭを通して映像についての補足説明を始めた。


    『どちらも女性となっております』


    「「「「……」」」」」


    　夜の社やしろに、神聖な静寂が生まれた。


    「さて、場が落ち着いたところで、ルール説明の続きに移ろう。まずは一回戦について！」


    



    「おいそこの黒服。ちょっとこっち来なさい」


    「力士が女ってどういうこと？　あんた上げて落とすタイプなの？　やることやったあとは女性に冷たくなるタイプなの？　最低だね……最低だね……最低だね……」


    「おら、脱げよ」


    「靴くつとネクタイ、それからネクタイピンを胸部の突起に装着することだけは許す」


    「あ？　文句言わないの。私たちが萎なえた分を補ほ償しようしてね？」


    「はーいみんな、輪になってー。このクズは真ん中で私たちが押さえておくからー」


    「それじゃあみんな、この男を題材にして、一斉に妄もう想そう開始。せーの」


    「「「「「はあはあはあっ、じゅるり……はあ、はあ、う腐腐腐腐腐」」」」」」


    



    「あの秘書さん、大変なことになってますけど……？　助けないのかよ」


    「一回戦は名前のとおり、お題に合わせて各陣営が卑ひ猥わいな冗談を披ひ露ろうして、先に五回笑ったほうが負けになるよー　二十四は語ご呂ろ合わせで、特に意味はない！」


    　僕の指摘を無視して慶けい介すけは話を続ける。


    「狸たぬ吉きち。ライオンの檻おりに入れられたウサギを助ける人間なんて、この世にいないのよ」


    　華か城じよう先輩が僕の肩に手を置きながら首を左右に振った。


    　秘書さんに合がつ掌しよう。社会人になるって大変なんだな……。


    「それじゃあ一回戦に出場する《震しん激げきの尻いさらい》代表、カモン！」


    　慶介の呼びかけに、河原かわらの変態たちが割れた。一人の大柄な男が歩み出る。


    　もともと鬼おに頭がしら家の傘さん下かである《震激の尻》代表……一いち之の瀬せ琢たく磨ま並みのド変態野や郎ろうの登場を覚悟する。


    　だが、


    「ほほほ、お呼びですかな」


    「な、なんだこの神こう々ごうしさは……っ」


    　僕たちの目の前に現れたのは、観かん音のん菩ぼ[image: ]さつのように穏やかかつ神聖な空気を纏まとうおっさんだった。悟りきったような澄んだ瞳ひとみにいやらしさの感じられない微笑ほほえみ。心なしか後光さえ見える。


    「出たわね……《震激の尻》最高幹部、《禁きん欲よくの魔ま人じん》！」


    「《雪せつ原げんの青あお》、面識があるんですか!?」


    「面識、というほどではないけれどね。四大テロ組織とは以前、一応は接触しているから」


    　そういえばそうだった。華城先輩は谷や津つヶが森もりのエロ本を四大下ネタテロ組織に割かつ譲じようするため、全国を飛び回っていたことがある。


    「見た目の清浄さに[image: ]だまされてはダメよ。やつは卑猥資源の鑑賞や射しや精せいを禁じることですべての精神エネルギーを自みずからの内面に凝ぎよう縮しゆくする、日本屈くつ指しの妄想クレイジーっ！」


    　ただのオナ禁オヤジじゃねーか。


    「ほほほ。己おのれの邪じやを外側に垂れ流すなど気力の無駄遣い。己を御ぎよする力のない猿さるのすること。すべてのエネルギーを己の内に留とどめ、祈りと感謝に使うのです。さすれば悟りは開かれん。川のせせらぎも小鳥のさえずりも、下半身の立体機動装置を噴かす糧かてとなりましょう。立体機動装置により、私の想像力はどこまでも羽ばたいていくのです」


    　オナ禁のしすぎで妄もう想そうが止まらなくなってるだけの変態じゃねえか！


    　一いち之の瀬せ琢たく磨まとは真ま逆ぎやく。自みずからの性せい癖へきや欲望を解放するだけが変態のかたちではないということか。


    「……って、あれ？　そういえばこの人さっきまで、早さ乙おと女め先輩のイラストを……」


    　小鳥のさえずりや川のせせらぎさえも妄想の材料としてしまうくらいに常時ムラムラＭＡＸマックス、枝の分かれ目に興奮する中学生を地でいくこのおっさんがあんなイラストを見た日には……。


    「ぬふぅん……っ」


    　僕の指摘を受けて、《禁きん欲よくの魔ま人じん》が突とつ如じよその場に膝ひざをついた。


    「ほほほ、気づかれましたか。そう、私は先ほど、そちらのお嬢さんが作製したイラストの引力に負け、見てしまいました。私の十六年の禁を破るとは、ますますもって魅力的な絵え描かき！」


    《禁欲の魔人》は精気が抜けたように呻うめき、その額ひたいに脂汗が滲にじむ。


    「早く下着を交換したいものです。さっきから気持ち悪くって……」


    「……おい」


    「立体機動装置がガス漏もれで使い物にならなくなりまして」


    「誰かこいつを黙らせろ！」


    　見ただけで達しやがったなこいつ！　なにが股こ間かんの立体機動だ！　死ね！


    「これは好都合だわ。最高位ハイの古代変態エンシエントが一人消えてくれるなんて」


    　勝手に自爆していた《禁欲の魔人》から目を逸そらしつつ、華か城じよう先輩がガッツポーズ。


    「四大テロ組織の幹部連中はみんな、私たちが生まれる前、つまりＰピーＭエムの装着が義務化されていない時代を生きているから、元の知識が総じて多いの。その中でも特に思考の変態度が高い実力者を最高位ハイの古代変態エンシエントと呼ぶのよ」


    　へー。


    「最高位ハイの古代変態エンシエントが一人陥かん落らくしたなら、この勝負における私たちの勝率はぐんと上がるわ」


    「ほ、ほほほ、それはどうでしょうねぇ」


    　勝手に戦闘不能となっている《禁欲の魔人》がにやりと笑った。


    「こちらはすでに、私に勝まさるとも劣おとらない猛も者さたちに代打を頼んでいます。来なさい、お前たち」


    　すると人込みから五つの影が飛び出してきた。


    　キレのある動きで《禁欲の魔人》と僕らの間に整列しポーズを決めると、


    「べろべろ山やま田だ！」


    「くちゅくちゅ佐さ藤とう！」


    「ずこばこ高たか木ぎ！」


    「どぴゅどぴゅ小こ島じま！」


    「びくびく田た中なか！　五人そろって……」


    「「「「「《震しん激げきの尻いさらい》若わか頭がしら五人衆！」」」」」


    　悪魔の実の能力者みたいな連中出てきたんだけど。


    　……えーと。一回戦って、笑ったら負けなんだっけ？　鼻で笑ってしまいそうなんだが。


    　こいつらノリは大学生だけど、見た目は明らかに三十超えのおっさんだぞ……。


    「ほほ。こちらは《ＳＯＸソツクス》と違って人材などいくらでもいるのです。油断しないことですね」


    「くっ……」


    　華か城じよう先輩が忌いま忌ましそうに顔を歪ゆがめるも、僕としてはいまいち緊張感に欠ける。


    「なにが若頭五人衆よ。ネーミングセンスないんじゃない？　五人いて、しかもオナ禁失敗野や郎ろうの配下なら〝オナ中戦隊コキレンジャー〟とでも名乗ればいいのに」


    「《雪せつ原げんの青あお》。挑ちよう発はつになってないです。あいつら喜んでます。敵に塩を送らないように」


    「潮？　吹いてないわよ」


    「おいちょっと黙ってろよ」


    「さてそれじゃあ、お次は二回戦、大おお喜ぎ利りについて！」


    　慶けい介すけがざっとその場を流し、《震激の尻》連中もざっとはける。よく訓練されてんな。


    「これも文字どおり、お題に対する卑ひ猥わいな冗談を披ひ露ろうして、どっちが面白いか競うんだ。それじゃあ出場組織《絶対領域》の代表、おいでー」


    　慶介の軽薄な呼び声に「はぁ」と腑ふ抜ぬけた声で応こたえたのは、しょぼくれたサラリーマンのような男だった。ひょっとこのお面で顔は隠しているが、覇は気きに欠ける雰ふん囲い気きは隠せていない。


    「……？　最高位ハイの古代変態エンシエントじゃ、ない？」


    《絶対領域》の代表を見て、華城先輩が眉まゆをひそめた。


    「おかしいわね。《絶対領域》の最高幹部は、《二足歩行の獣けもの》という男だったはずだけれど」


    「どうも。《絶対領域》の代表、《二足歩行の社しや畜ちく》と申します」


    　困惑する僕と華城先輩に、《絶対領域》代表らしいおっさんが腰を低くして名刺を渡してきた。


    　え？　なに？　なんでこの人、反社会グループの構成員のくせに会社に調教されちゃってるの？　そういうものなの？　初対面の人に名刺渡すのは習性なの？　逮たい捕ほされたいの？


    「さて続いて三回戦。借り物擬ぎ人じん化か競争についてだよ！」


    　特に変態的脅きよう威いを示すことなく《二足歩行の社畜》さんは静かに場をはけていった。去り際に「なんでもいいからドラムを叩たたきたいな」とか言ってたくらいだ。ストレスが溜たまっているのだろう。……あれ？　そういえば、鶏とり肉にくの部位で足のことをドラムって言うらしいけど……いや、考えすぎか。ははっ。ストレスって怖い。


    「借り物擬人化競争は、朱あけ門かど温泉内の物品をここまで運んできて、それをいかに卑猥に巧たくみに擬人化して表現できるか競うゲームだよ。発想力と体力が肝きもだね。さ、代表カモーン」


    　そして出てきた三回戦の出場組織《捕ほ乳にゆう類》の代表を見て、僕は思わず声を上げていた。


    「あっ。あいつは……」


    　すらりとした体たい軀くのその人は、昨晩のちんこバトンゲームで僕と一騎打ちした少女だった。


    　キツネのお面で顔を隠した彼女は無機質な様子で僕たちの前にやってきて、一言も発さずぺこりと形式的に頭を下げる。


    「《捕ほ乳にゆう類》も最高位ハイの古代エンを射精だしてこないなんて、これはもしかすると……」


    　華か城じよう先輩がなにやら腕を組んで思案する。と、僕の後ろでノックダウンしていた鼓こ修す理りがなにやら動き始めた。「あのバカ……昨日きのうより目が濁にごってんじゃないっスか……」と唸うなっている。


    「おい、そこの背中に突起物。待つっスよ」


    　鼓修理がいきなり、《捕乳類》代表の少女に酷ひどい暴ぼう言げんを投げつけていた。なんなのこいつ。


    　義務は終えたというように僕たちの前から去ろうとしていた少女がぴくりと足を止める。


    「《捕乳類》の代表が、聞いて呆あきれるっスね。なんなんっスかその貧ひん相そうな母性は。所属組織、間違えてんじゃないっスか？」


    　ゴゴゴ、と殺気を放ち始めた少女に「やっとこっち見たっスね」と鼓修理が不敵な笑みを浮かべ、場に不ふ穏おんな空気が流れる。


    　と、そのときだ。


    「異議あり。彼女は間違いなく我ら《捕乳類》のメンバーだ」


    　河原かわらに密集する変態たちの中から一人の男が声を上げた。


    「我ら《捕乳類》の最高幹部、《乳ギガを愛でる者バスター》様は常々おっしゃっている。『我らは巨大な胸部をこそ求める。貧しい胸部に興奮する者たちは胸部そのものではなく、将来性や少女の恥じらい、幼おさない女性を示す記号性など、胸部以外の要素に興奮しているにすぎない。我々は純粋に豊かな胸部を求める嗜し好こうを持つ。ゆえに《捕乳類》』と」


    　どうしよう。僕、《捕乳類》となら仲よくできるかもしれない。乳ちち弾はずむ、ゆえに乳有り。


    「我ら《捕乳類》代表である彼女は、その貧しさゆえに豊かさを求めている。形は違えど志こころざしは同じ。かつ我らの情欲の対象になることなく、純粋に同どう胞ほうとしてやっていけるのだ。所属組織を間違えていると言ったな？　彼女はいま《捕乳類》と《絶対領域》の現場指揮を担になっているが、もし彼女が自みずからの身体的魅力を当てはめて《絶対領域》に所属したならば──」


    　と、男が視線を向けた先、少女の隣に《二足歩行の社しや畜ちく》さんが出現していて、


    「ちょっとお嬢さん、あなたのドラムを叩たたかさせていただけないでしょうか？」


    　少女に向かって手を合わせていた。少女は不愉快そうに社畜さんを蹴けり飛ばす。


    「ありがとうございます！」


    　社畜さんは言いながら、カウンターの要領で少女のふくらはぎをぺちぺちやっていた。


    　……数合わせのモブに見えたけど、あのおっさんも侮あなどれないな。てゆーかさっきから肉を切らせて骨を断たつおっさんばっかりなんだけど、社会に出たらみんなあーなるの？


    「──と、このようにテロ活動を継続して行おこなうことは難しくなる。彼女は間違いなく、《捕乳類》のメンバーだ」


    「……所属組織が間違ってるってのは、そういう意味じゃなかったんっスけどね……」


    　鼓こ修す理りは無ぶ粋すいな横よこ槍やりに辟へき易えきしたように勢いをなくし、舌打ちしながら引っ込んだ。　


    　少女も「どいつもこいつも、好き勝手ほざいてんじゃねーぜ」とキツネのお面の奥で陰いん鬱うつな声をくぐもらせながらその場をあとにする。


    「これは、思ったよりもずっと有利な状況かもしれないわね」


    　華か城じよう先輩が腕を組んでにやりと笑う。「なにがです？」と僕が尋ねると、


    「《絶対領域》も《捕ほ乳にゆう類》も、この下ネタ合がつ戦せんとやらで大きな戦力となる最高位ハイの古代変態エンシエントを出してこない。まだ完全に慶けい介すけの支配下、というわけではないみたいね。私たちを試すつもりなのか、《尻いさらい》と《母の会》に任せれば十分だと思っているのか、はたまた単にやる気がないのか。いずれにせよ、慶介傘さん下かの《母の会》の代表として確実に出場してくるだろうあの女を相手にするに当たって、前座で白しろ星ぼしを挙げやすいこの[image: ]さい配はいはありがたいわ」


    「あの女……？」


    　華城先輩の声こわ音ねからただならぬものを感じた僕の疑問をかき消すように、慶介が続ける。


    「さ、いよいよ次は四回戦。森しん羅ら万ばん象しようゲームだよっ。これはお題に合わせた受け攻めのカップリングを作って、どちらがより巧たくみな絡みを語れるかの勝負だ。出場組織《ベーコンレタス母の会》、出番だよー」


    　その瞬間。


    「……っ!?」


    　場の空気が一気に変質した。否いな、変態した。


    　先ほどまで視界の隅すみでイキイキとしていた《震しん激げきの尻》若わか頭がしら五人衆も含め、河原かわらに並ぶ構成員のほとんどが恐れ多いモノと対たい峙じするかのように体を萎い縮しゆくさせる。


    　黒服を囲んで妄もう想そうを垂れ流していた《母の会》の面々がぴたりと静かになり、恭うやうやしく頭こうべを垂れた、その先。松たい明まつの明かりも届かない闇やみの奥から。


    　腰から膨ふくらんだ豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとい、頭にブラジャーを積み上げた女性が、胸元に真っ赤かな国語辞典を抱きかかえてこちらに歩いてきた。


    　離れていてもわかる、圧倒的な腐のオーラ。歩を進めるごとに、その足あし下もとからキノコやら粘ねん菌きんやらが一気に成長する錯さつ覚かくさえ見える。


    　そしてその女性の歩みが《母の会》メンバーの妄想垂れ流しから解放されて安あん[image: ]どしきっていた黒服の隣で止まる。女性は黒服の耳元にふくよかな唇くちびるを近づけると、ぼそぼそとなにか呟つぶやく。


    「───うぐっ、ぐはっ!?」


    　黒服ががくがくと震え、その場に気絶した。


    「は？　な、なんだあれ……命を吸い取られた……？　新あら手てのシシ神がみ様？」


    「やつの妄想を耳にして正しよう気きを保っていられる者は多くないわ。……来るわよ。《ベーコンレタス母の会》最高幹部、最強最悪の最高位ハイの古代変態エンシエント《羅ら武ぶマシーン》」


    　顔にかぶったパンツでさえ吸収しきれない冷や汗が、華か城じよう先輩の首筋を流れる。


    「……」


    　と、僕たちの目の前までやってきた《羅武マシーン》が、おもむろに国語辞典を開いた。


    　ざっとそのページに目を通すと、


    「フェルマーの最終定理」


    　支し離り滅めつ裂れつな言葉を吐き出し、


    「カケル！」


    　マスク越しのその瞳ひとみから稲いな妻ずまを発し、辞書が発光したように錯さつ覚かくさせる迫力で、


    「大化の改新」


    　再び意味不明な単語を発した。上半分がマスクに覆おおわれたその顔は、ヒクヒクニヤニヤと見るも[image: ]いん猥わいに歪ゆがんでいる。


    「……は？」


    　なにを、なにを言ってるんだ、この女性は……？　


    　僕が呆あつ気けにとられていると、《羅武マシーン》はおかまいなしに先ほどと同じ動作を繰り返す。


    「男女平等参さん画かく社会。×カケル！　降りしきる雨の日の思い出」


    「壁に開いた穴。×！　雲一つない青空教室」


    「使い古された消しゴム。×！　台風二十八号」


    「三。×！　八」


    　一通り単語を羅ら列れつして好き勝手ニヤニヤし、そのまま自己紹介は終えたとばかり、ぱたんと辞書を閉じて河原かわらへと戻っていった。


    　あの、せめて、日本語を喋しやべっていただけると……最後のなんてただの九九ですし……。


    　理解を超越した存在に困惑する僕の隣で、華城先輩が補足するように呟つぶやく。


    「あの女、いま羅列したカップリングのなれそめからゴールインまで、一瞬でシミュレーションしているのよ。しかも、受け攻めを入れ替えたパターンも含めて、ね」


    「なっ……!?　なんですかその、異様に偏かたよったスパコンみたいな演算能力は」


    　意味が、意味がわからない。だっていま挙げられたカップリング、概がい念ねんまで混じってたぞ？


    「正直な話、あの女に勝つのは骨が折れるわ。だから最初の三戦で最高位ハイの古代変態エンシエントが出てこないのは都合がいいの。うまくすれば《羅武マシーン》と闘わずにすむし、勝ち星を稼かせいでおけば五回戦に繫つなげられる。……あれ？　そういえば五回戦、慶けい介すけ側は誰が出るのかしら」


    　華城先輩が首を傾かしげたところで、慶介がにやりと説明を続けた。


    「さていよいよラストの五回戦は、これまた名前どおり。卑ひ猥わいなお題に沿った温泉卓球古こ今こん東とう西ざいだ。三セット先取。出場権を有するのは、四大テロ組織、全員だよ」


    「は!?」


    　全員とか、ふざけてんのか？


    　しかもそのルールだと、五回戦にもあの《羅ら武ぶマシーン》とやらが出てこられるじゃねえか。


    「慌あわてない慌てない。ルールの詳細はそのとき説明するけど、五回戦は仮にもスポーツ形式だからねぇ。僕たちおっさんおばさんは体力がキツいんだよ。最終決戦だし、盛り上がりも考えて総力戦ができるよう、選手交代自由にしてみたんだけど、どうかな？」


    　どうかな、もなにも。


    　どうせちんこバトンのときと同じで、人員や物量も組織力のうちとか言うんだろうが。


    　華か城じよう先輩もそう察しているのか、「問題ないわ」と忌いま忌ましげに条件を受け入れた。


    「じゃあこの勝負、受けてくれる？」


    　慶けい介すけが誘うように尋ねてくる。と、華城先輩が「一つ、最も重要な説明を忘れてるわよ」と慶介を睨にらみつけた。


    「勝敗はどうやって決めるつもりなのかしら」


    「えー？　説明したじゃーん。どの勝負も、より優すぐれた卑ひ猥わいな冗談を披ひ露ろうしたほうが」


    「中出し野や郎ろうみたいにとぼけんじゃないわよ。一回戦はまだしも、二、三、四回戦は全部、主観でしか判断できない勝負じゃない。下へ手たしたら五回戦も、お題に対する回答が認められないとかで失点になりそうね。……まさか、多数決とか言わないわよね？」


    　抜け目なく詰きつ問もんした華城先輩に、慶介がにやりと笑う。


    「多数決だよ？　決まってるじゃん」


    「……っ！　そんなルール！」


    　話にならない、と口を開こうとした僕を遮るように、慶介が早さ乙おと女め先輩の肩に手を置いた。


    「ただし、その判定を下すのは乙おと女めちゃんだ。この子には、一連の勝負の主審になってもらう」


    「ふぇ!?」


    　自分を景品とした勝負の説明だというのにこれまで蚊か帳やの外にされていた早乙女先輩が、突然の指名に口からぽとりと絵筆を落とした。描かき進めていたエロイラストに唾だ液えきが落ちる。


    「この子の観察力の高さは君たちもよく知ってるよね？　この子なら、披露された卑猥な冗談に対してここにいるテロ組織のメンバーがどんな感情を抱いだくのか、敏感に察知できる。公平に、多数決を判断できるはずだよ。ただ、まあ」


    　慶介の瞳ひとみが、ヘビのようにぎらりと光った。


    「乙女ちゃんがどちらの組織に帰属したいのか心移りすることで、判定がその都度その都度、若じやつ干かん不公平になる可能性もあるけど、それはどうしようもないことだよね？」


    「……っ」


    　慶介の狙ねらいがようやくわかった。


    　こいつは、ここで僕たち《ＳＯＸソツクス》を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶし、早乙女先輩の隷れい属ぞくを完かん璧ぺきなものにするつもりだ。


    　この勝負で僕たちから戦う意思と[image: ]きば（エロ本）を奪い取り、勝負という公式の場で早さ乙おと女め先輩に自みずから《ＳＯＸソツクス》との決別を選択させる。


    　あわよくば、[image: ]も自信も失った《ＳＯＸ》に鼓こ修す理りが愛あい想そを尽かすことも期待していそうだ。


    「さ、どうする？」


    　選択肢を与えるように、けれど考える時間を与えないかのように慶けい介すけは優しく問い詰めてくる。


    「これは、[image: ]かけっスね」


    　鼓修理が床ゆかに[image: ]はいつくばったまま顔を上げた。


    「早乙女先輩を説得するには、願ったり叶かなったりな状況ではあるんだけどな」


    　僕と鼓修理はひそひそと言葉を交わす。


    　慶介が仕掛けてきたこの勝負なら、下ネタに対する華か城じよう先輩の情熱が十二分に発揮できる。


    　だけど、それで早乙女先輩の心が動かせなかった場合、早乙女先輩を取り返せないばかりかエロ本まで奪われる。まさにオール・オア・ナッシング。


    　しかも対抗馬である四大テロ組織の面々は、僕たちが生まれる前、性知識を自由に手に入れることのできた伝説の時代を生きた変態たちだ。


    　なかでもあの《羅ら武ぶマシーン》とかいう女性は格が違う。


    　ここまで用意周到に早乙女先輩奪だつ取しゆを画かく策さくしてきた慶介が、僕たち《ＳＯＸ》を絶対に下すべきタイミングで投入してきた変態だ。実力は折り紙付きだろう。


    　華城先輩がいくら希き代たいの変態とは言え、確実に勝てる保証はない。


    　そもそも、すでに慶介サイドに気持ちが傾いてしまっている早乙女先輩が公平な判断を下せる精神状態にあるのかどうかも怪しいところだ。


    　勝ち目はあるのか。それどころか真っ当な勝負になるのか。


    　僕と鼓修理は視線を目配せしあって結論を探る。と、そのときだ。


    「いいわ。この勝負、受けて立ちましょう」


    　僕たちに背を向けて慶介と対たい峙じしていた華城先輩が、高らかに言い放った。


    「えっ、ちょっ、《雪せつ原げんの青あお》!?」


    　あまりにも歯切れのいい即決に、僕と鼓修理が慌あわてて止めに入る。けれど、


    「覚悟を決めなさい二人とも。性病にかかった絶世の据すえ膳ぜんを前にしたときのようにね」


    　華城先輩の双そう眸ぼうは、すでに真っすぐ前を見み据すえていた。


    「私たちのやることはいつもと変わらないわ。時とき岡おか学園の生徒に性知識を流る布ふし、署名するか否いなかを選ばせたように、私たち《ＳＯＸ》を早乙女先輩に魅せて、選んでもらいましょう。どちらの組織についていくのか！　どちらの考えに身を委ゆだねるのか！」


    　そして僕らを振り返り、


    「ま、エロ資源が通じなかった以上、私には《ＳＯＸ》をどう魅せればいいかわからないけれど……あなたたちが一緒にいるなら、きっとどうにかなるわ。私はもう、一人じゃないから」


    　力強く笑った。


    「……おい鼓こ修す理り」


    「なんっスか」


    「勝つぞ。《雪せつ原げんの青あお》を、全力でサポートする」


    「当たり前のことばっか言ってんじゃねぇっスよ。そっちこそ足引っ張るんじゃねえっスよ。鼓修理のプロデュース能力にかかれば、四十八人+αアルフアの素人しろうと集団も日本一のアイドルに仕立て上げられるんっスから」


    　捏ねつ造ぞうとごり押しはやめろ。


    「話はまとまったみたいだね。それじゃあ、早速一回戦を開始しようか」


    「えっ、ちょ、いきなり!?」


    「らめぇ、まだ心の準備が～。ずぶり。……そういえば、コンセントを差し込むときに出る音って明らかに狙ねらってるわよね。しかも基本的に二穴責めがデフォ」


    　僕が抗議の声を上げ、そこに華か城じよう先輩が茶々を入れると同時、慶けい介すけがぱちんと指を弾はじいた。


    　河原かわらに集まっていた四大下ネタテロ組織の構成員たちが動き、社やしろの前に半円状の空間をつくる。


    　脇わきで待機していた黒服たちが、社の中に積まれていた畳を開いた空間に敷き詰めていく。


    「この朱あけ門かど温泉に、僕たち四百人以上が一斉に、しかも密ひそかに集まれる場所はここぐらいしかないんだよ。でもってこの隠し社が現れるのは、この一週間ほど、それも一日数時間だけ。五回の勝負を全部消化するには、ちょっと急がないといけないんだよね」


    　なら鑑賞するテロ組織構成員を減らせばいいじゃねえかと思ったけど、慶介たちはこの勝負を《ＳＯＸソツクス》の公開処刑と位置づけているようだから、観客は多いほうが好ましいのだろう。


    「それじゃあ一回戦、笑っちゃいけないゲーム、始めよっか。一回戦はあんまり審判とか関係ない勝負だから、乙おと女めちゃんは試運転がてら、気楽に観戦してるといいよ～」


    「う、うむ。わかったのじゃ」


    　社に設しつらえられた二つの玉座に、にんまりとした慶介と困惑したままの早さ乙おと女め先輩が座る。


    「くそっ、全部あっちのペースじゃんか」


    　僕はぼやきながら、まだ父親の痴ち態たいによる精神ダメージから回復しきっていない鼓修理を背負い、戦いの舞台へ颯さつ爽そうと歩む華城先輩を追いかけた。


    　畳の上にはすでに、べろべろ山やま田だ、くちゅくちゅ佐さ藤とう、ずこばこ高たか木ぎ、どぴゅどぴゅ小こ島じま、びくびく田た中なかが正座している。


    『笑っちゃいけないゲームは、最大五人まで参加可能のゲームだよ。ランダムに選ばれた三文字のアルファベットがなんの略なのか交互に答えて、相手チームを笑わせてね！　たとえば〝ＬＥＤ〟というお題が出たら、〝リトルな女性の援助大好き〟みたいな。先に五回笑ったほうの負けだよ～』


    　ＰピーＭエムの拡声機能を介した慶けい介すけのルール説明を聞きながら、僕たちも畳の上に正座する。鼓こ修す理りはいつまで経たっても首が据すわらないので、ごろんと雑ざ魚こ寝ねさせておいた。


    「一回戦は落とせないわね。主観で判断されることのない競技だし、なによりここで勝っておかないと、ラストに《羅ら武ぶマシーン》と当たることが確実になってしまうわ」


    　華か城じよう先輩がじっと前を見み据すえながら呟つぶやいた。


    　一回戦目にして、この勝負は《ＳＯＸソツクス》の命めい運うんがかかった一戦となっている。


    　けれどもまあ、華城先輩がいれば負けることはないだろう。


    　頼みましたよ、と華城先輩に目線を送ると、任せなさいとばかりに笑いながら下腹部をぽーんと叩たたく。ノリノリだな。


    『それじゃ、一個目のお題を発表するよ。はい、審判さん』


    「うぇっ？　わ、わしがやるのか？」


    『もっちろーん。公平性が大事だからねー』


    　なにやら福引きに使うような箱を慶介が構え、早さ乙おと女め先輩にその中から紙片を引き抜かせている。どうやらあれを使ってお題となる三文字のアルファベットを決めるらしい。


    『一個目のお題は～〝ＦＡＱ〟』


    「はいっ！　〝ファック〟！」


    　マッハの勢いで携帯電話を操作しＰＭを無効化した華城先輩が、間かん髪はつを容いれずに答えた。


    「ちょっと《雪せつ原げんの青あお》！　それルールに沿ってな──」


    「ぶふぉ！」


    『ずこばこ高たか木ぎ、アウトー』


    　慶介が言うと、川向こうの崖がけに投影されていた得点表に『《震しん激げきの尻いさらい》マイナス一ポイント』と書き加えられる。


    『いやー、いまのは正直ルールから外れた回答だったけど、オーケーなんだね審判さん？』


    『うむ。強引ではあったが、構成員どもは肝きもを抜かれて感心しておったからの。その不意打ち具合も相まって笑わせたのじゃから、《雪原の青》の作戦勝ちじゃな』


    　のんびり観戦と言いながら、早乙女先輩はきっちり観察眼を光らせているらしい。


    　ちゃっかり解説役に収まっていた。


    「……結果オーライだからよかったものの、いきなり際どいことしますね、《雪原の青》」


    　呆あきれ半分驚嘆半分で半はん眼がんを向けると、華城先輩はドヤ顔でふんぞり返った。


    「先に五回笑わせたほうが勝ちなのだから、先せん手てを取るに超したことはないわ。それに、五回にわたるこの勝負は結局のところ、どちらが凄すごい組織なのか競うものでしょう？　こっちがＰＭを無効化できるって大々的にアピールして怯ひるませるのも戦術よ。……もっとも、いまの回答で今日きようの無効化時間は使い切ってしまったけれど」


    「普段から不用意にＰピーＭエムを無効化してるから！　大丈夫なんですか、次から」


    「なにを間抜けたことを言っているのかしら」


    　華か城じよう先輩は不敵に微笑ほほえみ、


    「ＰＭが無効化できなくなったくらいで、私の垂れ流す卑ひ猥わいな冗談が劣れつ化かするとでも？」


    　おいおい、言っていることは頭おかしいのに、無駄にかっこいいぞ。


    『《雪せつ原げんの青あお》アウトー』


    「ああ!?」


    　不意打ちで下された判定に、華城先輩が抗議の叫びを上げた。


    「ふざけんじゃないわよ！　《震しん激げきの尻いさらい》はまだお題に答えてさえいないのに！」


    『えー？　言ったじゃーん。先に五回笑ったほうの負けだってさ。君いま、笑ってたでしょ』


    　先に説明しとけやボケナス！　しかし主審である早さ乙おと女め先輩が『緊張感に欠けておったようじゃな』と判断してしまったため、《ＳＯＸソツクス》はマイナス一ポイントだ。


    「あーくそ腹立つ……。《雪原の青》、気をつけてくださいね。真剣勝負なんですから」


    「もちろんよ。けどまあ、あまりに気負いすぎてああなっても面白くないけどね」


    　ふと華城先輩が視線を向けた先では、


    「貴き様さまぁ、あの程度で噴き出すとはふざけてるのか……？」


    「この勝負に負ければ、あの素晴らしき卑猥なイラストともお別れなのだぞ」


    「五人衆の面つら汚よごしめ。ペナルティーが必要だな」


    「ほほほ。ずこばこ高たか木ぎさん……明日あしたから私と一緒に、禁きん欲よく生活を営いとなみましょう。さすれば、自みずからがどれだけ尊とうといモノを[image: ]かけて戦っているか、理解できるでしょう」


    「ひ、ひいっ！　《禁欲の魔人》様、どうか、どうか道連れ禁欲だけはご勘弁を……っ！」


    　五人衆や《禁欲の魔人》によってたかって責め立てられるずこばこ高木の姿があった。


    　競技に参加せず観戦している《震激の尻》や《母の会》からも盛大なブーイングが上がっている。早乙女先輩のエロイラストによほど魅せられているのか、全員目が据すわっていて野や次じも荒々しい。


    《禁欲の魔人》に至っては十六年にもわたるオナ禁を解いた反動なのか、阿あ修しゆ羅らの形ぎよう相そうだ。


    『はいはい君たち。内輪もめの前に〝ＦＡＱ〟の回答をどうぞ』


    　痺しびれを切らした慶けい介すけが促うながす。


    　[image: ]ばん回かいのチャンスをやろうとばかりの圧力に押されるかたちで手を挙げたのはずこばこ高木だ。


    「……ええと、〝Ｆ踏んでください　Ａありがとうございます　Ｑ女王様クイーン〟」


    　おい、さっきの糾きゆう弾だんを通して思考が完全にドＭ化してんじゃねえか。


    　まあけど、この程度の回答じゃあ、日々華城先輩の変態思考に振り回されている僕としては笑うどころか反射のツッコミさえも発動しない。この勝負、もらった。


    「……ぷひっ」


    『《雪せつ原げんの青あお》アウトー』


    「ちょっとおおおおおお!?　《雪原の青》!?」


    「いや、あの、ホントごめんなさい。なんか、ツボっちゃって。ちゃんと[image: ]ばん回かいするから！」


    　華か城じよう先輩が全身をぷるぷる震わせながら手のひらを合わせる。


    　お、おいおい、この人まさか……。


    『さて。両陣営が答えたから、次のお題だね。さ、乙おと女めちゃん』


    　予想外の失点に慌あわてふためく僕たちの混乱をよそに、慶けい介すけは淡々と勝負を進行する。


    『今回のお題は～～〝ＷＨＯ〟』


    「はいっ！　〝白くて熱くて噴出モノWhite Hot Out・burst〟！」


    「ぶほっ！」


    『どぴゅどぴゅ小こ島じま、アウト～』


    　華城先輩は宣言どおり、速攻の回答で敵の腹筋を破壊した。が、


    「……ぷふっ」


    『《雪原の青》アウト～』


    「ちょっと《雪原の青》！　自爆はないでしょ自爆は！」


    「いや、だって、世界〝保健〟機構が白くて熱くて噴出するだなんて、さすがよね、と思ってしまって」


    「あんたが考えたんだろうが！　一回戦は負けられないんでしょ!?　しっかりしてください！」


    「確かにこの勝負は大事だわ。私も真剣よ。だけどね、私はそれ以前に、卑ひ猥わいな冗談が大好きなんだもの！　にやりとも笑っちゃいけないなんて無理だわ！　いま気づいた！」


    　だあああああ！　やっぱりそうかああああああ！　


    　くそっ、敵さんを笑わせられるような下ネタを思いつける人は華城先輩くらいなのに……メガンテかよ！


    　などとやりとりしている間に、粛しゆく清せいが終わったらしいどぴゅどぴゅ小島が手を挙げた。


    「〝ＷＨＯ〟は、〝Ｗわたし　Ｈホントに　Ｏおっきくなくて……〟の略です」


    　だから、さっきから回答が卑ひ屈くつすぎるんだって。


    「……ふへっ」


    『《雪原の青》アウト～』


    　だから、さっきから沸ふつ点てんが低すぎるんですって、先輩！


    「くっ。や、やるじゃないの、《震しん激げきの尻いさらい》……っ」


    　笑いをこらえるように顔面を歪ゆがめながら華城先輩が呻うめく。尻しり引っぱたいてやりたい。


    　すでに《震激の尻》がマイナス二ポイント、《ＳＯＸソツクス》がマイナス四ポイントでリーチだ。あと一回、こちらが笑ったら負けである。早すぎだろ。詰んでるよねこれ。


    「おい狸たぬ吉きち。なにやってるんっスか」


    　と、ぐったりしたまま動きを見せなかった鼓こ修す理りが僕の服の裾すそを引っ張った。


    「《雪せつ原げんの青あお》様ばっかりに回答させて文句言ってるんじゃねーっスよ。サポート、するんじゃなかったんっスか」


    　全力で役立たずと化している鼓修理には言われたくなかったけど、まったくもってそのとおりだ。……かといって、僕が華か城じよう先輩の代わりに卑ひ猥わいな冗談を繰り出すとなると厳しい。


    　最近はかなり緩かん和わされてきたけど、反射的に下ネタや卑猥なブツに嚙かみつくクセは直っていないのだ。そんな僕がこんな大勢の前で下ネタをまき散らすなんて、できるわけがない。


    「……いや、待てよ」


    　僕の羞しゆう恥ち心しんはここしばらくの修しゆ行ぎようで、ちょっとアレなレベルにまですり切れたはずだ。


    　ましていまはパンツをかぶった匿とく名めい状態で、周りは変態だらけ。いまなら、いけるかもしれない。


    　華城先輩のように、僕も堂々と下ネタを発露できるかもしれない。


    「……《雪原の青》。次のお題は、僕に任せてください。あなたは笑わないことに集中して、いっそのこと卑猥なことをなにも考えない状態にでもなっていてください」


    「え？　私に死ねと言っているのかしら？」


    「そこまで難しい注文しましたか!?　いいから僕に任せてくださいって！　必ず、《雪原の青》のような回答で相手を下してみせますから！」


    「……。私みたいな、ね……」


    　華城先輩は安あん[image: ]どと落らく胆たんがないまぜになったような表情をつくると、


    「ええ。わかったわ。好きにしなさい。私はいったん、マグロ化するから」　


    　言うと、華城先輩はぎゅっと唇くちびるを引き結んで動かなくなった。


    　華城先輩はまだ僕に任せるのは不安みたいだけど、僕だってこの夏休みで成長したんだ。


    　このゲームと相性の悪い華城先輩をサポートし、なんとかこの場をしのいでみせる。


    『さて次のお題は～～〝ＡＴＭ〟』


    　ＡＴＭ……華城先輩ならどう答えるだろうか……。


    　慶けい介すけが新たに出したお題に僕が迷っていると、


    「はい」


    　若わか頭がしら五人衆の中でも特に貫かん禄ろくのあるびくびく田た中なかが挙手した。


    「ＡＴＭは、〝Ａ洗ってない　Ｔ体操服　Ｍマジで最高〟の略だ！」


    　華城先輩の頰ほおがヒクヒクと痙けい攣れんする。けど、なんとか持ちこたえたみたいだ。


    　華城先輩が頑張ってくれている。僕は必死で頭を働かせた。


    　……そうだ。確か華城先輩が今け朝さ口にしていた下ネタをちょっと加工すれば。


    「はいっ。ＡＴＭは〝Ａ朝から　Ｔ特濃　Ｍミルク〟の略だ！」


    　下ネタを拒絶してしまうクセを吹っ切るように、いつの日か谷や津つヶが森もりで一瞬だけ爆発したときのように、僕は全力で叫んだ。


    「……ごぽっ」


    　そしてむせるように笑い声を上げたのは、華か城じよう先輩でしたとさ。


    「ちょっ、これは違うの！　あなたの（回答）があまりにも熱くて（心の）奥まで届いてしまったから！　マグロじゃいられなかったの！」


    　わざとらしい言い回しをしながら華城先輩が必死に弁解してくる。　


    「てゆーか、卑ひ猥わいな冗談を笑うのこらえるなんて、一回が限度だったわ！」


    　そして開き直った……。僕の気分は激おこぷんぷん丸を通り超して激イかせしこしこ丸──略してＧＩＳですわ。……なに考えてんだ僕は。


    『はい終了～。一回戦は《震しん激げきの尻いさらい》の勝ちだねー』


    「「「「うおおおおおおしゃあっ！」」」」


    　慶けい介すけが宣言した瞬間、《震激の尻》と《ベーコンレタス母の会》から凄すさまじい勝ち鬨どきが上がる。


    　そしてそのタイミングを見計らったかのように、バラまかないで保管しておいたらしい早さ乙おと女め先輩の最新エロイラストのコピーが褒ほう美びとして配られる。


    　僕たちを直接下した若わか頭がしら五人衆などは早乙女先輩に直接リクエストまでしており、描かき上がった至高のイラストを恭うやうやしく受け取っては、次の瞬間いけないお薬状態に突入していた。


    　くそ、うまいやり方だ。


    「あの……本当にごめんなさい。こんなに堂々と卑猥な冗談を言い合える場なんて経験したことがないから、なんか途中から凄すごく楽しくなっちゃって……」


    　華城先輩がしょぼんと頭こうべを垂れる。うっ、そんな素直に反省されると……。


    「ま、ま、今回は競技との相性が悪かったんっスよ！　《雪せつ原げんの青あお》様のレベルは向こうを圧倒してることがわかったっスし、こいつがただの数合わせじゃなくてちゃんと卑猥な冗談を言えるようになっただけでも拾いものっス！」


    　寝そべったままの鼓こ修す理りが僕を指さしながら華城先輩を庇かばう。


    　まあ、確かにそうか。そもそも華城先輩じゃなきゃ、相手からポイントを奪うことさえできなかっただろうしなぁ。


    「大丈夫ですよ。《羅ら武ぶマシーン》については不安ですけど、《雪原の青》さえいれば勝てるって、僕たちは信じてますから」


    　あの異様な女性の変態性は計り知れない。けど僕たちのリーダーだって、下ネタを愛めでる一心で世界に戦いを挑いどむイカれたカリスマだ。


    　きっと、四大下ネタテロ組織の構成員や早乙女先輩を圧倒し、引き込んでくれるはずだ。


    　僕たちを惹ひき寄せたように。


    「……ええ、そうね。ありがとう」


    　僕と鼓修理の言葉に、華城先輩はこくりと頷うなずいた。


    『さて、それじゃあ一回戦はこれにて終了、解散だよ～。二回戦はまた明日あした、今日きようと同じ、日暮れ頃に開催するから。遅刻しちゃダメだよっ』　


    　慶けい介すけの指示が響くと、四大下ネタテロ組織の構成員たちは各おの々おのが通ってきたらしい隠し通路に分散していく。と、二つの人影がこちらにゆらりと近づいてきた。


    「ほほほ。自信満々に挑いどんでおきながらその体ていたらく。やはり大したことはありませんでしたねぇ。慶介殿の思おも惑わくに抗あらがおうなど、思い上がりも甚はなはだしい」


    　早さ乙おと女め先輩作のエロイラストをポケットやら服の隙すき間まやらに詰め込んだ《禁欲の魔人》が、勝ち誇った顔で[image: ]あおってきた。……こいつ、もうオナ禁できねぇだろ。


    　そしてその隣で、圧倒的な存在感を放ってこちらを見つめる《羅ら武ぶマシーン》は、


    「やはり未熟」


    　マスクの向こうから見下すような視線を投げ、静かに言い放った。


    「……卑ひ猥わいな冗談を楽しんでなにが悪いっていうのよ。あなたたち！　首、じゃなくてしｒ、でもなくて、排はい泄せつ孔こう洗って待ってなさいよっ！　私たちは、負けないわ！」　


    　華か城じよう先輩が悔くやしげに顔を歪ゆがめながら、去っていく二人の最高位ハイの古代変態エンシエントに啖たん呵かを切る。


    　きっと〝尻しり洗って待ってろ〟って言いたかったんだろうなぁ。ナニする気ですか先輩。


    「はぁ。……さて、私たちも帰りましょうか。以降の勝負やアンナについて、対策しないと」


    　深呼吸で気持ちを切り替えた華城先輩の指示に従い、僕たちも隠し社やしろをあとにした。


    　幸さい先さきの悪いスタートだけど……華城先輩がいる限り、《ＳＯＸソツクス》はきっと大丈夫だ。


    　僕は自分にそう言い聞かせ、慶介と楽しげにやりとりする早乙女先輩に背を向けた。


    　大丈夫、僕たちのリーダー《雪せつ原げんの青あお》は負けない。


    　彼女はきっとこの世界を変える、僕の手が届かないほど凄すさまじいパワーを備えた、憧あこがれの人なのだから。


    「──って、あれ？　鼓こ修す理りのやつ、あんなフラフラでどこ行ったんだ？」


    



    
      ●

    


    



    「相変わらず、ムカつくやつらだぜ……」


    　隠し社から温泉街へ戻る通路の順番待ちをしていた濡ぬれ衣ごろもゆとりは、鬼おに頭がしら慶介と早乙女乙おと女めを中心にらんちき騒ぎを繰り広げる一団を一いち[image: ]べつして吐き捨てた。


    　大騒ぎしている連中は、《震しん激げきの尻いさらい》と《ベーコンレタス母の会》の構成員。


    　ゆとりたちが生まれる以前、表現規制が緩ゆるかった時代でさえ入念にモザイクをかけられるに違いないだろうキまってしまった顔でエロイラストを堪たん能のうしつつ、神でも崇あがめるかのように早乙女乙女に賛辞を投げかけている。


    　ゆとりが指揮をとってこの場に連れてきた《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》の若い構成員もエロイラストに夢中になっていたが、あそこまでの痴ち態たいを長時間にわたって晒さらす者はいない。


    　いまだって、慶けい介すけから下された解散命令を優先して粛しゆく々しゆくと帰路に就いている。


    　なによりも自分たちの欲望を優先するのは、《震しん激げきの尻いさらい》と《母の会》の特徴だった。


    　組織としての方針も、希き少しようなエロ資源を独占し、自分たちで楽しむことこそに主しゆ眼がんを置いていて、性知識の流る布ふなどもってのほかという考えだ。


    　反体制組織という大たい義ぎ名めい分ぶんのために善ぜん導どう課などに敵対する行動も起こしてはいるが、そのほとんどは名ばかりの迷惑行為で、誰の支持も得ていない。なのに誰からご教授　承うけたまわったのか、その狡こう猾かつさと慎重さで、遠目からはまともな下ネタテロ組織に見えてしまうことが厄やつ介かいだった。


    　実際は、一いち之の瀬せ琢たく磨まが率ひきいていた《群むれた布地》に極めて近い存在だというのに。


    　それゆえに、鬼おに頭がしら慶介との相性は抜群だったといえる。


    　鬼頭家は日本最大級の貿易商社グループを形成しており、海外の反《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》勢力が密輸入を仕掛けてくるエロ資源のほとんどを自主検閲できる立場にある。


    　回収したエロ資源はすべて善導課に引き渡しているとされる鬼頭グループだが、いったいその何割が《震激の尻》や《母の会》、各界有力者への[image: ]え付づけとして秘密裏に使われたのか、わかったものじゃない。


    　そしてその見返りとして、同時に反体制組織としての大たい義ぎを満たすため、《震激の尻》と《母の会》はハタ迷惑なテロ行為を繰り返す。性表現規制をさらに厳しくし、慶介の思い描えがく〝健全な社会の自然崩ほう壊かい〟を加速させるために。


    　実際のところ、その見事なまでの連れん携けいは着実に〝健全な社会の自然崩壊〟を加速させてきた。


    　海外からのエロ資源流入が食い止められることで性知識の流布は輪をかけて滞とどこおり、下ネタテロリストのイメージを著いちじるしく下げることで〝性＝悪〟という社会通念をさらに強固なものとした。


    　悪い[image: ]うわさはすぐに広まる。百人のうち一人が黒なら、その集団はすべて黒と見なされるのだ。実際、ゆとりたちと敵対していた《ＳＯＸソツクス》のメンバーも、四大下ネタテロ組織のイメージは悪わる目立ちする《震激の尻》と《母の会》のそれで固まってしまっているだろう。そもそも、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》のことを見ていたかどうかすら怪しい。


    　つい先日、大規模な署名運動が展開された《エイチ禁止法》などというバカげた法案は、錦にしきノの宮みや祠まつ影かげと鬼頭慶介の実質的な連携があったからこそあそこまで盛り上がりを見せたといっていい。慶介率いる《震激の尻》と《母の会》が〝性知識を有する者〟のマイナスイメージを振りまき、錦ノ宮夫妻が《エイチ禁止法》という救済案を提出する。まさに茶番。


    《群れた布地》の起こした大事件を受けて、政界での性表現規制強化の流れが再び強まっているのも、その焼き増しだ。


    　彼らの身勝手な欲望や計画に操あやつられた、実体の伴ともなわないイメージゲームの標的とされるゆとりの世代は、まさにピエロでしかなかった。


    「そりゃ腹も立つっスよねぇ。あの連中が欲望のまま自分勝手好き勝手に振る舞った結果として、あんたらの世代が余計にしわ寄せを食うことになったんっスから。やっぱりわかんねーっスわ。そんな目の敵かたきみたいな連中に味方するゆとりの考えは」


    　早さ乙おと女め乙おと女めの周りに群がる一団をどんよりとした目で睨にらんでいたゆとりの隣に、いつの間にか一人の少女が立っていた。


    　人を小こ馬ば鹿かにしたようなその喋しやべり方には聞き覚えがある。鬼おに頭がしら慶けい介すけの一人娘、鼓こ修す理りだ。


    「話しかけるんじゃねーぜ。裏切り者だと思われるだろーが」


    「裏切り者、ねぇ」


    　鼓修理は相変わらずのいやらしい目つきでゆとりを見上げると、


    「《ＳＯＸソツクス》じゃあ、あの絵え描かきのことを誰もそんなふうに呼ばなかったっスけどね。無論、鼓修理も、なーんでこんな面白い組織から離れるのか理解できないってだけで、あの絵描きには特になにも思ってないっス。むしろ《雪せつ原げんの青あお》様を慕したうライバルが減ってうへへへへ」


    「危機管理がなってねーんじゃねぇの。情報漏ろう洩えいで組織がどう傾くかわかったもんじゃねーってのに。裏切り者への報復は当然だぜ」


    「離れることにペナルティーが発生する空間なんて、刑務所と同じじゃないっスか。やっぱり、ゆとりがなーんでパパサイドにいるのかさーっぱり意味不明っス。もう一度言うっスよ？　所属組織、間違えてんじゃねーっスか？」


    　鼓修理の挑ちよう発はつめいた口く調ちようにゆとりは「昨日きのう説明したんだぜ」とうんざりしつつ、


    「やっぱり、カエルの子はカエルだぜ。あの自称〝森の妖精〟オヤジが絵え描かきをたぶらかしたみてーに、お前も性しよう懲こりもなくあたしをたぶらかそーってんだろ」

  


  [image: ]



  
    　ゆとりの指摘に、鼓こ修す理りは「ぐふっ……っ！」と片膝ひざをついた。つい先ほど突きつけられた父親の性せい癖へきをまだ完全に受け止めきれていないらしい。


    「ま、そう受け取るっスよね。昨日きのうの時点で、あんたに言葉が通じないのはわかってたっス」


    「じゃあ、なんで今日きようもまたあたしに接触してきたんだぜ」


    「んー？　腹いせの、嫌がらせっスかね。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の弊へい害がいと風評被害に晒さらされる自分やお友達を救うためにテロ組織に入った女が、いまや被害を拡大させる側に与くみしてるなんて、ねぇねぇいまどんな気持ちっスか？　って、傷口抉えぐってやろうかと」


    　ゆとりは言葉に詰まって鼓修理を見下ろす。昨晩、自分の過去をこの粘ねん着ちやく質しつな性しよう悪わるに語ったことを猛烈に後悔した。


    　濡ぬれ衣ごろもゆとりが日本四大下ネタテロ組織の一角《捕ほ乳にゆう類》の構成員となったのはおよそ一年半前、中学三年生の春だった。


    　ソフィア・錦にしきノの宮みやが主導する《エイチ禁止法》賛成署名運動を叩たたき潰つぶすため、同時期に人員増を図っていた組織の誘いに乗ったかたちだ。


    　実はそれ以前にも、実家が酪らく農のう家かであるゆとりには下ネタテロ組織からの勧誘が秘密裏に何度かあったのだが、同業者や家族に迷惑はかけられないと、すべて断ことわっていた。


    　そのゆとりが中三の春になって誘いに応じたのは、ひとえに彼女が荒すさんでいたからだ。


    　風紀優良度最底辺の中学に進学した頃から、ゆとりの周りでは性知識が希き薄はくなせいで奇き行こうに走る子供が増え始めていた。清せい麗れい指定都市ほど性表現規制や大人の躾しつけが徹底しておらず、断片的に聞きかじった知識を実じつ践せんしたり、ふとした拍ひよう子しに気づいた気持ちいい行為を拡大させていった結果である。


    　木の穴に男の象徴を突っ込んで抜けなくなったり、自分の排はい泄せつ孔こうに拳こぶしを突っ込んだまま抜けなくなったところを善ぜん導どう課にしょっぴかれ、そこで人生が終了する、そんな事例がぽつぽつと散さん見けんされた。


    『あんまり大ボラ吹いてると、あんたの気持ちを狸たぬ吉きちのアホにチクるっすよ？』


    　などと鼓修理は疑っていたが、すべて事実だ。


    　一度性知識に汚染された子供はもうどうしようもないと烙らく印いんを押され、親からも見捨てられる。その末路は、国が運営する養護施設だ。


    　性知識を暴走させた危険因子として善導課に逮たい捕ほされたまま戻ってこなかった生徒の中には、交友関係の広いゆとりの友人も多くいた。ゆとりが男子と関われなくなる前に仲のよかった男子も含めれば、その数はかなりのものになる。


    　そしてゆとりはその友人たちが奇行に走ってから逮捕されるまでの間『そんなことをしたら捕まるぞ』と伝えることさえできない立場にいた。


    　それは性知識の流る布ふに当たり、実家のことで差別されてきたゆとりにとっては自分や周囲の人を風評被害に晒さらすタブーにほかならなかったからだ。


    　中学に入ったゆとりは狸たぬ吉きちとともに不届き者を捕まえて自みずからの身の潔けつ白ぱくさを証明しながら、友人たちを見捨て続ける生活を強制されていた。


    　あたしらはこの先ずっと《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》で勝手に悪者扱いされて、傷つき続けなくちゃいけないのか。知らない間に悪者にされて、ゴミ溜ために放り込まれなくちゃいけないのか。


    　そんなゆとりの自問自答が弾はじけたのは、中三の春、想おもい人の進路を知ったときだった。


    『僕は、時とき岡おか学園を目指すよ。憧あこがれている人がいるんだ』


    　その瞳ひとみは恋をしていた。本人にその自覚があったかどうかは定かではない、けれど。


    　ゆとりは、これ以上狸吉と関わってはいけないと思った。


    　狸吉は父親こそ歴史に名を残すレベルの大犯罪者だが、本人の素そ行こうは至って健全であったし、母親は善ぜん導どう課の有力者であったから、本人の努力次第で入学できる目が残っていたのだ。


    　そんな微妙な立場の狸吉に、実家が酪らく農のう家かの小娘が関わりを持とうとすれば。


    　まして、特別な想いを伝えようものなら。


    　生まれながらに不健全であることが決まっていた自分なんかが深く関わろうものなら！


    　友人たちをさんざん見捨ててきたゆとりはついに、自分の気持ちを切り捨てることになった。


    　あたしたちはこの先ずっと、知らない間に悪者扱いされていろいろなものを棒に振り、素直に誰かに想いを伝えることもできないんだ。


    　その確信がゆとりをつき動かした。


    　こんな、あたしたちの世代ばかりがわりを食わされるような世界はぶっ壊してやる。そう意気込んで、《捕ほ乳にゆう類》の門もん戸こを叩たたいた。


    　ゆとりが《捕乳類》を選んだのは、この組織が《絶対領域》と並び、性知識の流布による穏おん健けんな社会変革を目指していると認識していたからだった。


    《捕乳類》はゆとりの見立てどおり性知識の流布を使命としていて、失恋の腹いせもあってやる気に満ちていたゆとりは、その駿しゆん足そくを下ネタテロで存分に発揮する日々に明け暮れた。


    　だが──。


    　ゆとりは、嫌みったらしくニヤニヤ笑う鼓こ修す理りから目を逸そらして、自らが指揮する《捕乳類》と《絶対領域》の中核メンバーに目をやった。


    　いずれもマスクの上からでもわかるほど若く、そしてゆとりと同じく死んだマグロのような目をしている。かろうじて元気なのは、代表メンバーの中では高齢な《二足歩行の社しや畜ちく》くらいだが、あくまで相対的な話だ。


    「なあ鼓修理。どうせお前、《捕乳類》と《絶対領域》の指揮官であるあたしを動どう揺ようさせて、二、三回戦を少なからず有利に進めようって魂こん胆たんだったんだろ？」


    　ゆとりの指摘に、鼓修理は「べろべろばー」と小こ馬ば鹿かにするようにしてごまかす。


    「だとしたら、とんだ無駄足だぜ。どうせ、二、三回戦は《ＳＯＸソツクス》が勝つんだからな」


    　ゆとりは、朱あけ門かど川の増水を受けて湿り気を帯びつつある地面を見下ろす。


    「慶けい介すけもそれを踏まえてカードを組んでる。あの《羅ら武ぶマシーン》って化け物がいれば片がつくと確信してるんだぜ」


    「……ま、そんなこったろーと思ってたっスよ」


    　けど、と鼓こ修す理りは笑う。しかしその笑みはそれまでのいやらしいものではなく、心底楽しそうな年相応のそれだった。


    「うちのボスは負けねーっスから。なにをやらかしてくれるか、鼓修理の頭脳でも理解できない人たちっスからね」


    「……たち？」


    　言い間違いだろうか？　とゆとりが首を捻ひねっていると、鼓修理は「さーて、あんまり長いと裏切り者扱いされちゃう不ふ憫びんな組織に所属してる人に気を遣って、鼓修理はそろそろ退散するっスかね」といつもの嫌みな口く調ちように戻り、《ＳＯＸ》の下もとへと戻っていってしまった。


    「……それにしても、負けたってのに、楽しそうな連中だったぜ」


    　ゆとりは一瞬、自分の胸に火花のようなものが散るのを感じたが、それはすぐに霧きりの彼方かなたに埋もれ、見えなくなってしまった。

  



  
    



    


    　第五章　熟した二人


    



    「──て具合に、二～五回戦の戦略およびそれと並行したアンナ対策はいま示したとおりの作戦でいこうと思うのだけど、異論はあるかしら」


    　隠し社やしろから清きよ門かど荘そうに戻った僕たちは、一度温泉に入って気持ちを落ち着かせたあと、僕が宿泊している部屋である〝菊の間〟に集合して今後の作戦を練っていた。


    　鼓修理のＰピーＭエムに改めて送信されていた二～五回戦の詳細なルールを熟読した華か城じよう先輩が、今後のプランを発表している。


    　その内容をかいつまんで説明するなら、各競技に華城先輩は当然として、僕や鼓修理も含めた《ＳＯＸ》メンバーをバランスよく出場させようというものだ。早さ乙おと女め先輩に《ＳＯＸ》という下ネタテロ組織をアピールし直す必要がある以上、フルメンバーで戦いに挑いどもうとする華城先輩の狙ねらいは至し極ごく真っ当に違いない。


    　しかし、僕と鼓修理は目配せし合ってタッグを組み、華城先輩の案に強固として反対した。


    「勝負には、華城先輩メインで出場すべきです。ほら、特にこの三回戦なんて、出場できるメンバーは一人だけなのに、鼓修理を投入するなんて。こいつは性格こそ下げの下ですけど、だからって下しもな冗談に長たけているわけではないんですよ？」


    「そうっスよ。できる限り勝率の高い人で挑いどむべきっス。鼓こ修す理りたちはその間化け物女対策に専念するっスから。下へ手たにタスクを皆で共有するより、それぞれがそれぞれの業務に特化したほうが効率いいんっスよ？　適材適所っス。この場合、狸たぬ吉きちは火葬される役目が適してるっスね」


    　僕がさらりと混ぜた罵ば倒とうに役立たず宣言で返す鼓修理。


    　けれどその狙ねらいはどちらも、五本勝負において華か城じよう先輩を全面的に押し出すことだ。


    　華城先輩は自覚が薄いようだけど、《ＳＯＸソツクス》の要かなめは華城先輩だ。


    　下ネタ合がつ戦せんなんて絶好の舞台で輝かがやく華城先輩を見れば、早さ乙おと女め先輩もきっと考え直してくれる。僕と鼓修理はそう確信して動いている。


    「ちょ、ちょっと待って二人とも。どうしたの？　スッポンとかウナギでも食べたの？」


    　いや、誰も精力増強なんてしてないですけど……。


    　僕はともかく、いつも従順な鼓修理の反対意見に驚いたらしい華城先輩が反論を重ねてくる。


    　けど、僕も鼓修理も引き下がらない。引き下がれない。


    　あの手この手を駆く使しして華城先輩を五本勝負のメインに仕立て上げようと躍やつ起きになる。


    　議論はそのまま、ずっと平行線を[image: ]たどった。


    　それもそのはず。これは議論なんかじゃないからだ。


    　互いに[image: ]り着きたい結論は最初から決まっている。いかに相手の結論やそれを導みちびくための理論が間違っているかを指摘し、屈服させることができるのか。これはそういう勝負である。


    　あまりいい気分ではないけれど、早乙女先輩を取り返すためには必要な戦術だ。


    　……あれ？　なんか、この嫌な感じ、前にどこかで……。


    　と、議論が紛ふん糾きゆうしてさすがに鼓修理の従順さが華城先輩のパワーにへし折られそうになっていたそのときだ。


    「てめぇら。まぁだ起きてたのかい。もう日付が変わっちまってるよ。一回戦で負けて悔くやしいのはわかるが、次もあるんだ。部屋に戻ってとっとと寝な」


    〝菊の間〟の扉とびらを開けて入ってきたのは、この清きよ門かど荘そうの女将おかみにして華城先輩の養母、《ＳＯＸ》を後援してくれている華城撫子なでしこさんだった。服装は仕事用の淡い色の着物をびしっと着こなして接客モードだけど、表情は元ヤン時代が透すけて見える凶暴な呆あきれ顔になっている。


    「撫子！　あなたいままでどこにいたのよ!?　誰かさんと下半身でイチャイチャしまくってたんじゃないでしょうね!?」


    　鼓修理の尻しりを足げにしていた華城先輩が下品に詰め寄るも、「どんな言いがかりだい！」と撫子さんに投げ飛ばされて終わる。


    　と、撫子さんはすぐに着物を整え、真っすぐ僕に近づいてきてがっしり肩を組んできた。


    　そのままずるずると部屋の隅すみに僕を連行する。な、なんだなんだ？


    「おめぇら、一回戦負けただろ。で、どうよ。おめぇいま、綾あや女めのことをどう思う？」


    　いきなりの質問に面食らうが、有う無むを言わさぬ撫子なでしこさんの迫力に僕の口は自然と開いていた。


    「どうって……いままでと変わりませんよ。華か城じよう先輩は僕の憧あこがれの人で、どこまでもついていきたくなるパワーを持った凄すごい人です。慶けい介すけに仕掛けられたこの勝負も、華城先輩さえいれば早さ乙おと女め先輩を取り返せるって信じた作戦を組んで──」


    「……あぁ？」


    　僕の言葉を聞き終える前に、撫子さんが鬼の形ぎよう相そうでほっぺをアイアンクローしてきた。


    「おめぇ、綾あや女めが原因でボロ負けしたはずだってのに、まだあいつのことをヒーローかなにかだと思ってんじゃねーだろうな？」


    　それのなにがいけないんだ。目で訴えると、撫子さんはため息をついて僕を放り出した。


    「おい綾女。二～五回戦、どんな面めん子つで挑いどむことになってんだい？」


    　問われた華城先輩が「これだけれど」とＰピーＭエムで作成した対戦表を虚こ空くうに映す。それに対して鼓こ修す理りも負けじと「いやいや、こっちっスよ！」と華城先輩をメインとした対戦表を掲示した。


    「……はぁ。おめぇら、本当アホな」


    　撫子さんは二人が掲示した対戦表を見てため息をつくと、ＰＭを操作してどこかに電話をかける。その雰ふん囲い気きはすぐさま仕事用の丁てい寧ねいなものに切り替わった。


    「もしもし。夜分遅くに失礼いたします。清きよ門かど荘そうの撫子でございます。ええ、お客様にお知らせを。五本勝負の残りの試合の《ＳＯＸソツクス》サイドの出場メンバーについてなのですが、二回戦は三人とも、三回戦は《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》、四回戦と五回戦は《雪せつ原げんの青あお》と《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》のペア固定でお願いします」


    　おい、僕にその二つ名を定着させようとするのやめろ。《禁欲の魔人》とかぶるだろうが。


    　などとツッコミを入れる余裕なんてなかった。


    　撫子さんがいったい誰と電話しているのか、僕たちの意識はそこだけに集中していたからだ。


    「……はい。《ＳＯＸ》側がこの出場メンバーを変更しようとした場合、その時点でそちらの勝ちということで。はい。後援のわたくしが保証いたします。ええ、はい、それでは今後とも清門荘のご利用をお待ちしております、鬼おに頭がしら様」


    　撫子さんがＰＭを切り、呆ぼう然ぜんとする僕らににんまりと向き直る。


    「これでおめぇらは早乙女乙おと女めを取り返すために、この構成で挑まなきゃならなくなったな」


    「……おい狸たぬ吉きち。今け朝さの鼓修理との話、覚えてるっスか？」


    　僕は鼓修理の問いに黙って頷うなずく。


    　鬼頭慶介に、希き代たいの絵え描かきである早乙女先輩の情報を売ったやつがいる、という話だ。


    　鬼頭慶介が、まだ正体の定かではない早乙女先輩に執しゆう着ちやくし続けたほど信頼できる情報筋。長年利用してきた旅館の女将おかみにして、《ＳＯＸ》の後援者ともなれば、慶介が信用するのも頷ける。


    「あんたが、早乙女乙女の情報をリークしたんっスね」


    　こき使われた恨うらみもこもっているだろう鼓修理の剣幕に対して、撫子さんは凶暴なまでの笑え顔がおで応じた。


    「それだけじゃないさ。早さ乙おと女め乙おと女めがこの夏この街で鬼おに頭がしら家に寝返るよう計画したのも、《ＳＯＸソツクス》を叩たたき潰つぶす方法を探してた慶けい介すけに五本勝負を提案したのも、全部あたいの仕し業わざさ」


    　ストレート、かつ唐突にすぎる告白は、完全に臨りん戦せん態勢だった僕と鼓こ修す理りをも怯ひるませた。


    　華か城じよう先輩に至っては「はあ!?　な、なんでそんなことを……っ！」と目を見開いたあと「そういえば、赤ちゃんの性感帯は唇くちびるだから、おしゃぶりを咥くわえている赤ちゃんは口マ●コにバイブを突っ込んでフェラの練習をしているようなものよね！　あはっ！　毎日がしゃぶりデイのあの頃に戻りたいわ！」と現実逃避を始めた。


    　二回戦もあるのでＰピーＭエム無効化時間の浪費はやめていただきたい。


    「僕たちにテロをやめさせるため、ですか？」


    　一足早く臨戦態勢に戻った僕は、撫子なでしこさんの凶悪な双そう眸ぼうを真正面から睨にらみつけた。


    　いつの日か、混浴風ぶ呂ろで聞いた華城先輩の独白が頭をよぎる。


    　朱あけ門かど温泉の人たちは、華城先輩の性質を快こころよく思っていない。


    　華城先輩のテロ行為を後援している撫子さんがこの街でいくら強大な発言権を持っていようと、ここまで大規模になった《ＳＯＸ》の活動に不安を感じる温泉街の人たちを黙らせておくのは骨だろう。


    　どんな大たい義ぎがあろうと、何人の若者に支持されようと、僕たちは性を愛するがゆえに周囲の人々の生活を脅おびやかす身勝手な犯罪組織なのだ。頭おかしいって自覚はあるのです。


    　なにせこちとら、電子辞書なるもので〝ＳＥＸ〟を発音させて遊ぶ父親の下もとで育ったんだぞ。


    「ああ、温泉街の連中や慶介には、そう説明して協力を取りつけた。倫理無視の修しゆ行ぎようも、バトンレースも、いい目め眩くらましだっただろう？　おめぇらはそっちに集中しすぎて、まんまと早乙女乙女が懐かい柔じゅうされるのを許しちまったってわけさ。間抜けなこった」


    「間抜けって……あんな無む茶ちや苦く茶ちやな修行や対決をふっかけられた状態で、早乙女先輩に寄ってくる悪い虫にまで気を回せるはずがないじゃないですか！」


    「甘い」


    　撫子さんは反論を許さない圧力で一いつ刀とう両りよう断だんした。


    「おめぇら《ＳＯＸ》はこれから、もっと滅め茶ちや苦茶な状況に放り込まれるはずさ。なのにこの程度で周りが見えなくなるようじゃあ、テロ組織として半人前。遅かれ早かれ、早乙女乙女はほかの勢力に奪われてただろうよ。おめぇらが気づかないうちに、取り返す猶ゆう予よもない周到さで」


    　撫子さんの鋭するどい指摘にぐうの音ねも出ない。


    　僕たちが組織として未成熟で甘かったのは、きっと事実だからだ。と、


    「けどな」


    　撫子さんがにやりと挑ちよう発はつ的に笑いながら僕にキセルを突きつけた。


    「いまここで早乙女乙女が寝返ったのなら、まだ取り返すチャンスがある」


    「……え？　あの、撫なで子しこさん？」


    「言っただろ？　五本勝負を提案したのもあたいだってね。さあ、修しゆ行ぎようも大詰めさね。てめぇら《ＳＯＸソツクス》に最後の課題だ。早さ乙おと女め乙おと女めをとっとと奪い返してきな」


    　……は？　え、ちょ、この人まさか……。


    「バカじゃないの!?」


    　それまでポカンとしていた華か城じよう先輩が、混乱する僕の言葉を代弁するように叫んだ。


    「昔っからおかしいとは思ってたけど、この数週間で確信したわ！　組織の力を高めるための修行で、組織が活動不能になるようなトラブルをひっさげてくる指導者がどこにいるの！　スパルタを通り越してもうスペルマって感じ！」


    　言ってることは意味不明だけど、言いたいことはわかる。


    「あー？　この程度でスパルタぁ？　さっき言っただろ？　五日も猶ゆう予よがあるなんて、イージーモードだイージーモード。こんな優しい修行を最終課題にしたあたいに感謝しな」


    　出た、タチの悪いヤンキー特有の文化、感謝の押し売り。


    「まあなんにせよ、ここでダメならおめぇらはそこまでの組織だったってことさね。早乙女乙女が取り返せないようなら、テロ活動なんてキッパリ諦あきらめるべきさ」


    　撫子さんがふと目を細め、華城先輩を見つめた。


    「この安全な温泉街で、世界が勝手に変わるまで、おとなしく卑ひ猥わいな冗談を楽しんでりゃいい。お前にはもう、受け止めてくれる仲間がいるんだろ？　そういう選択肢もアリだって考えはないのかい？」


    「……愚ぐ問もんね」


    　撫子さんの静かな問いに、華城先輩は撫子さんそっくりの凶暴な笑みで応こたえた。


    「撫子や慶けい介すけの言うとおり、じっとしていれば勝手に世界は変わるわ。けれどそれじゃあなにも変わらない。私たちはずっと、息苦しいままよ。引き下がるなんて、ありえないわ」


    「……そうかい」


    　撫子さんが寂しげに微笑ほほえみ、景気づけとばかり華城先輩の肩をばしんと叩たたいた。


    「うげぷっ」


    「じゃあもう止めやしないよ。早乙女乙女を連中の目の前でとっとと口く説どいてかっさらっちまいな。魅力的な組織ってのは規模でも待遇でもねぇ、人タラシがいるかどうかなんだからな」


    　小気味よく送り出してくれる姿勢の撫子さんに、華城先輩がぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる。


    　あの表情は、激おこびんびん丸だな。ちなみにその一段階上はマラ着火ファイヤー。


    「……これだけ厄やつ介かいなシチュエーションを組み立てておいて、いまさら爽さわやかぶらないでちょうだい。私たちがいま、どれだけのトラブルに見舞われているかも知らないで」


    「あー？　また愚ぐ痴ちか？　あたいにつっかかる暇があんなら、さっさと早乙女乙女を──」


    「アンナが朱あけ門かど温泉に来るの！　撫子が勝手に狸たぬ吉きちを選手にしちゃった、三回戦の日の夜に！」


    　切羽詰まった華か城じよう先輩の言葉で、またしても時間が止まった。親子そろって雪女かなにか？


    　ちなみに三回戦は借り物擬ぎ人じん化か競争。朱あけ門かど温泉中を走り回らなければならない競技である。


    「……あ？　……おめぇ、本気で言ってんのかい？　綾あや女め」


    　撫なで子しこさんも華城先輩からアンナ先輩のスペックや性質は聞き及んでいるらしく、わかりやすいくらいに顔が青ざめていく。


    　ここ朱門温泉の清きよ門かど荘そうは華城先輩の実家。僕が内緒で滞在しているなどとアンナ先輩に知れれば、冗談抜きで死人が出る。


    　しかもアンナ先輩は僕の匂においを警察犬のような敏感さで探知するため、僕の存在を隠いん[image: ]ぺいするにはそれ相応の手間がかかる。鼓こ修す理りいわく、僕の陰毛が床ゆかに一本落ちていただけで気づかれる、くらいの心構えで臨のぞまないとダメらしい。なにその無理ゲー。攻略本あっても無理だわ。


    　撫子さんは数秒の沈黙を経へてにっこり笑うと、


    「……ま、まあ、頑張りな！　アンナのための部屋は用意しておくからね！　それにほら、三回戦のときは川の水位が昼間に下がるし、時間差でこう、どうにかなるだろ？」


    　びしっ！　と敬礼っぽく腕を上げ、とっとと部屋から退散した。


    「あ!?　あのババア、逃げやがったわ！」


    　華城先輩がいきり立ち、


    「お祭りがピークで旅館がどれだけ忙しかろうと、もう知ったこっちゃないわ！　狸たぬ吉きちの痕こん跡せきを一いつ掃そうするための人手をむしり取ってパイパンにしてやる！」


    　撫子さんを追いかけ始めた華城先輩を見送りつつ、僕は鼓修理に話しかけた。


    「……まぁ、結果オーライ、かな？　全部とはいかなかったけど、華城先輩を主力に据すえて五本勝負に挑いどめそうだし」


    「妥だ協きよう案みたいなもんっスけどね。……にしてもあのクソババア、事情も知らずに三回戦に狸吉を当てるとか、マジふざけんじゃねぇっスよ……」


    　アンナ先輩の恐怖に小さくなってぷるぷると震える鼓修理を見ながら僕は思った。


    　なんかローターみたいだな。じゃなくて！　明日あしたからの勝負、本当に大丈夫なんだろうかと。
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    『さてそれじゃー、二回戦開始だよ～』


    　撫子さんのカミングアウトから丸一日が経たち、僕たちは再び隠し社やしろの河原かわらに集合していた。


    　河原には昨晩と同様、勝負のための畳とそれを取り囲む四百人あまりの四大下ネタテロ組織構成員。社には審判として早さ乙おと女め先輩が腰かけ、その両脇わきは女装した鬼おに頭がしら慶けい介すけとサオリ三号を模したお面で顔を隠した撫子さんが固めていた。なにやってんだあの人。


    　二回戦は《下ネタ大おお喜ぎ利り》。対戦相手は《絶対領域》。


    　互いに最大五人までメンバーを持ち寄り、審判が掲かかげる単語○○に対して「○○とかけまして～」と場の全員がオーソドックスな大おお喜ぎ利りを答えるバトルスタイルだ。


    　お題に対して一番うまい下ネタを発した者の所属組織に座ざ布ぶ団とんが配給され、先に三枚たまったほうの勝ちとなる。ちなみに、あまりにも大喜利の出来が悪いと座布団没収もあるらしい。


    　なので、よほど下ネタが下へ手たなやつがいない限りは上限人数で勝負するべき競技なのだけど、


    「なんで、《絶対領域》からは《二足歩行の社しや畜ちく》一人しか出てないんでしょう……？」


    　パンツをかぶって《雪せつ原げんの青あお》と化している華か城じよう先輩にそっと耳打ちする。


    　座布団没収を恐れて華城先輩一人に出場させようとしていた僕たちに指摘する資格はないんだけど、《絶対領域》は僕たちと違って一定以上の実力者が多数いるはずだ。違和感が残る。


    『んー？　《絶対領域》は本当に一人しか出場しないのかなー？』


    　慶けい介すけまでもがＰピーＭエムの拡声機能を通して確認をとる始末。


    　けれど出場選手である《二足歩行の社畜》さんが「はい」と頷うなずくだけでほかのメンバーは一言も発さない。


    『本当にいいのー？　《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の共同指揮者さんはー？』


    「……いいって言ってんだぜ。さっさと二回戦始めろっての」


    　ちんこバトンで僕とデッドヒートを繰り広げた《捕乳類》の少女もまた、苛いら立だったように慶介を促うながす。


    「わからないわね。あの男がよほどの実力者なのか、それとも……」


    　華城先輩が思案するように首を傾かしげる。それにしてもさっきから気になってたんだが、


    「《雪原の青》、なんだか声がガラガラじゃありません？」


    「ん？　ああ。これ？　なんか昨日きのう、撫子なでしこを捕まえてアンナ対策を約束させたときにね、見返りとして官能小説の朗読をさせられたの。谷や津つヶが森もりのエロ本から抜ばつ粋すい」


    「ちょっと意味わかんないんですけど」


    「私もよ。用途を聞いてもニヤニヤするだけで教えてくれないし。でもあれね。文字だけのエロというのも改めて鑑賞すると凄すごいわよね。禁止単語を一つも使ってないのに、エロエロよ！　昔から検閲を逃のがれるために造語やオノマトペを使いまくってたジャンルなだけあるわ！　あまりに刺激が強すぎて、私のピンク色の脳のう細さい胞ぼうは果てのないオーガズムにみまわれたもの！」


    　アハ体験ならぬアヘ体験か。


    　そういえば、文字だけのエロの魅力については父さんも語ってたな。


    　いわく、なぜ映像媒ばい体たいが普及したあとも文字媒体の官能小説が愛され続けたのか。


    　それは文字だけのエロは人の想像力をびしびし刺激するから、らしい。


    　たまに経験はないだろうか。ドキドキハラハラするサスペンスやミステリーで、途中まではとても楽しいのに[image: ]なぞ解ときや解決の段階になると途端につまらなくなることが。


    　これは話の構造やオチがつまらないのではなくて、途中までは「なんでこんなことに」とか「まさかああなるんじゃないだろうな」と自分の頭を使ってあれこれ想像していたから楽しめていたのが、答え合わせの段階になると想像をストップして解答を鵜う呑のみにするだけになるから面白くなくなる、という一面がある。


    　エロ動画やエロ画像が刺激するのは股こ間かんのみ。対して官能小説は脳みそと股間を同時に刺激するため、快楽もひとしおなのである。


    　場合によっては下へ手たなエロ動画を鑑賞するより〝●●町の駐車場で夜よな夜な露出しているカップルがいる〟みたいな中途半端に具体的な文字列のほうが興奮したりする。


    　人は想像力でセックスをする生き物。


    　つまり官能小説は人の根源的エロ欲求を刺激する、〝エロの故郷〟なのだ。


    　……って、酔った勢いで父さんが語ってたよ。僕じゃないよ。ホントだよ。


    『さ、じゃあ早速お題を選ぼうかなー。ねー《羅ら武ぶマシーン》、ちょっとそれ貸して？』


    　僕が長々と父さんの語りを思い出している間に、慶けい介すけは着々と競技を進めていた。社やしろの階段を上った《羅武マシーン》が、抱えていた真っ赤かな辞書を慶介に手渡す。


    『じゃあ審判さん。この中から好きな単語を適当に選んでね。それがお題になるから』


    『うむ』


    　ＰピーＭエムで拡大された二人の声が、松たい明まつの明かりだけで照らされる夜の河原かわらによく響く。


    　早さ乙おと女め先輩はいま、《ベーコンレタス母の会》の宿泊する旅館で囲われているそうだから、競技に関する打ち合わせもばっちりなのだろう。怖いくらいに声が落ち着いている。
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    『そうじゃなぁ……では一つ目のお題は〝地球〟じゃ』


    「はいっ！　〝地球〟とかけまして、〝ムラムラした女性〟と解くわ！」


    『そのこころは？』


    　ＰピーＭエムを無効化した華か城じよう先輩がコンマ一秒で手を挙げ、早さ乙おと女め先輩が解答を促うながす。


    「どちらも子し宮きゆう温暖化に悩まされているのよ！」


    　なんなのこのハイスピード＆ハイクオリティ。次に答える僕の身にもなってほしい。


    「……えー、と。じゃあ、はい。〝地球〟とかけまして、〝女性の下半身〟と解きます」


    『そのこころは？』


    「どちらも塩水で満ちています」


    「うわぁ……」「ないっスわ……」『キモイのぉ』味方サイドから続々と非難の声が上がる。


    　僕だって頑張って生きてるんだぞ！　てゆーか華城先輩は絶対に面白がってる！


    　いいもん……《禁欲の魔人》と若わか頭がしら五人衆がゲスく笑ってくれたし。


    「えー、それじゃあ次っス。水の惑星〝地球〟とかけまして〝お前〟と解くっス」


    『……？　なにを言う気じゃこやつ。そ、そのこころは？』


    「向こう見ずの学生、っスね」


    　やらかしやがったこいつ。


    　下ネタではないうえに、早乙女先輩が慶けい介すけサイドに所属していることを暗に非難している。


    　案の定、《震しん激げきの尻いさらい》や《母の会》から「ふざけんなチビ！」「こちとら卑ひ猥わいな冗談を楽しみにしてんだ！」「若いからって調子に乗って！」と野や次じが上がる。最後のはただの嫉しつ妬とだけど。


    　早乙女先輩もじっと鼓こ修す理りを睨にらんだまま動かない。


    「バカお前！　なにやってんだ！　座ざ布ぶ団とんがパーになるだろ！」


    「やー。《雪せつ原げんの青あお》様に任せておけば座布団はもらえるっスし。ならこっちはあの絵え描かきを揺ゆさぶろうかと。どうせちやほやされてばかりで、喧けん嘩か腰ごしが懐なつかしいと思うっス」


    　だからって観客まで敵に回しちゃあ、座布団ゲットできないだろうが。


    「大丈夫っスよ。黙って見てろっス」


    　鼓修理は僕の懸け念ねんを軽くいなし、観客のほうへ体を向けた。すると、


    「……うっ、ご、ごめんなさいっス。ひ、卑猥なこととか、まだよく、わからなくって」


    　少し着崩した肩口を抱くようにして、微かすかに体を震わせながら、目め尻じりに涙を浮かべて上目遣いの消え入るような謝罪。こいつこれ一瞬で切り替えるからなー。


    「「「バキューンッ！」」」


    　野次を上げていた《震激の尻》構成員のかなりの数が撃ち抜かれる。


    「な、なあ。ああ言ってるわけだしな、今回だけは見み逃のがして、な」


    「あ？　なに言ってんだこのネオテニー好きの犯罪者予備軍どもが。《震激のネオテニー》に組織名変えるか？　あ？」


    　ロリコン抜きにしてお前らもう犯罪者だから。


    　しかしまあ、ロリコン＝犯罪者予備軍という認識に時代を感じる。


    　いまは〝ちんこ〟と言えば逮たい捕ほされる時代だけど、昔は〝小さい、女の子、可愛い〟なんてなんの卑ひ猥わいさもない単語の組み合わせで気持ち悪がられてたらしいし。


    『ま、ま。今回は初しよ手てだったこともあるし、不問ってことで！　でも次からはちゃーんと卑猥な冗談を繰り出してね。じゃないと失格にしちゃうから。それじゃ、次どうぞー』


    　慶けい介すけが混こん沌とんとし始めた流れを断たち切り、《絶対領域》へバトンを渡す。娘に甘いなぁ。


    「ちっ。まあ、パパの統とう率そつ力りよくの前でなら、ほんのちょっとかき乱せただけで[image: ]もうけっスね」


    　早さ乙おと女め先輩だけでなくこの混乱までも狙ねらっていたのだとしたら、鬼おに頭がしら鼓こ修す理り、恐ろしい子。けどマジでそのメガンテみたいな戦術にこっちを巻き込むのは勘弁な。


    　と、一連の流れの中でまったく動きを見せていなかった《二足歩行の社しや畜ちく》が手を挙げた。


    　さあ、どう来るか。僕と華か城じよう先輩は身構える。


    「はい。〝地球〟とかけまして、〝部下の妻に手を出す社長が率ひきいる会社〟と解きます」


    『そのこころは？』


    「どちらもマン盗とるを中心に回っています」


    　そこで哀あい愁しゆう漂ただよわせるのやめてくんない？　鼓修理とは違う意味で卑ひ猥わいな〝冗談〟じゃなくなるから。


    『さてそれじゃあ、結果発表だね☆』


    　慶介が一部の特殊性せい癖へき者しやを除いて盛り下がってしまった空気を払ふつ拭しよくするように早乙女先輩へ水を向けた。早乙女先輩は『うむっ』と社やしろに設しつらえられてたＶＩＰ席でふんぞり返りながら、


    『最も周囲を唸うならせておったのは、《雪せつ原げんの青あお》じゃな』


    　だあああっ、と落らく胆たんするような声が《震しん激げきの尻いさらい》や《母の会》から上がる。感心してしまった自分たちを責めているかのようだけど、早乙女先輩の観察眼はごまかせまい。


    「にしても、やっぱりあの《二足歩行の社畜》さん、そこまでの実力者じゃありませんよね？」


    　僕なんかよりはよほどアレだが、単独で華城先輩と渡り合える変態とまではいかない。


    「……そうね。まるで最初から勝負に対してやる気がないような。けれど油断は禁物。最後まで全力でシモっていきましょう」


    　華城先輩は真ま面じ目めそのもので言い切ると、次のお題を発表する早乙女先輩へと注意を向けた。


    　赤い辞書を「うーむ」とめくる早乙女先輩がお題を発表し、下ネタ大おお喜ぎ利りが再開する。


    『それでは、二つ目のお題は〝紙飛行機〟じゃ』


    「はいっ！　〝紙飛行機〟とかけまして、〝精せい液えき〟と解くわ！」


    　華城先輩が相変わらずのスピードで手を挙げ、早乙女先輩が『そのこころは？』と促うながす。


    「遠くまで飛ぶと男の子が喜ぶわ！」


    　偏見だ！　女の子だって喜ぶはずだよ！　……え？　違うの？　あ、紙飛行機の話ね。


    「まあいいや。えーと、じゃあ。〝紙飛行機〟とかけまして、〝経験の少ない男〟と解きます」


    『そのこころは？』


    「すぐに折れます」


    「え、なに、やだ、カミングアウトかしら？」「キモいっスね」『ありえんのぉ』


    　みんな僕を精神的に痛めつけてなにがしたいの？　サオリ三号との[image: ]おう瀬せで心が鍛きたえられてなかったらここで自殺してるところだった。


    「じゃ、次っスね。〝紙飛行機〟とかけまして、〝お前〟と解くっス」


    『……そ、そのこころは？』


    「風に吹かれてふらふらふらふらっス」　


    　こいつマジで反省しろよ。


    「……うっ、ご、ごめんなさいっス。ひ、卑ひ猥わいなこととか、まだよく、わからなくって」


    　男はたとえそれが噓うそであるとわかっていても学習せずに引っかかってしまいます。


    「……それでは最後に私《二足歩行の社しや畜ちく》が。〝紙飛行機〟とかけまして〝頭の悪そうな男子に口く説どかれる愛いとしの一人娘〟と解きます」


    『そのこころは？』


    「すぐに折れます」


    　だから！　哀あい愁しゆうを漂ただよわせるな！　大体いまどき〝口説く〟ような文化まともに残ってねぇよ！


    　あと、僕と解答がかぶってるから、なんか僕まで変な目で見られ……最初からでしたね！


    『それじゃあ乙おと女めちゃん、判定をどうぞ～』


    『そうじゃな……微妙な差じゃが、トップは《雪せつ原げんの青あお》。座ざ布ぶ団とんは《ＳＯＸソツクス》じゃ』


    「よっしゃあ！」


    　僕がガッツポーズすると、対照的に四大下ネタテロ組織のほうからは落らく胆たんの声。


    「《母の会》お前ら、《雪原の青》の解答に笑ってただろ！」「はっ、バカか。あんたら《震しん激げき》が『あー、確かによく飛ぶと嬉うれしいよな』みたいな納得顔してたのが滑こつ稽けいで[image: ]ちよう笑しようしてたんだよ！」「あ？　責任なすりつけてんじゃねぇぞ垂れ肉ども」「は？　てめぇら全員今晩のオカズにしてやっぞ？」「あ、あなたたちよしなさい！　あまり騒ぐと《羅ら武ぶマシーン》様の空想の[image: ]え食じきに……う、ぐあっ!?　《羅武マシーン》様!?　なぜ私に空想を吹き込んで……うぶっ」「《羅武マシーン》様は空想を聞かせたいときに聞かせたい者に聞かせる……そこに善悪はないのよ。ただ思いついたまま、欲望のままに……命を刈り取り命を生み出す……っ！」


    　なんなのその理り不ふ尽じんかつ無慈悲な大自然みたいな変態は。シシ神がみ様か。


    『さてじゃあ、三つ目のお題にいってみようか、乙女ちゃん』


    《羅武マシーン》のおかげで場が落ち着いたのを見計らって、慶けい介すけが勝負を進める。


    『うーむ、三つ目のお題は、そうじゃな……〝詐さ欺ぎ師し〟じゃ』


    「はいっ！　〝詐欺師〟とかけまして、〝ナンバーワン風俗嬢〟と解くわ！」


    『そのこころは？』


    「口が達者！」


    　いやいや、手クニシャンや素す股またマスターだっているんだ……いや股聞き情報だけどね！


    　つーか風俗なんて携帯電話以上の昔に消え去った文化だぞ。


    「……えーと、それじゃあ、はい。〝詐欺師〟とかけまして〝セミ〟と解きます」


    『そのこころは？』


    「ちょうどいい獲え物ものがかかるまで声をかけまくります」


    「交際相手のことを獲物って……」「潜せん在ざい意識のあらわれっスよ。前からそういうやつだと思ってたっス」『お主ぬしにはおなごがそういうふうに見えとるんじゃな……』


    　誤解！　誤解だって！　けどどうせ弁解しても届かないだろうことはわかりきっているので、女子を〝おなご〟と読むのはオナ子みたいでエロいなぁ、とか考えて精神安定を図る僕でした。


    「じゃ、次っスね。〝詐欺師〟とかけまして、〝お前〟と解くっス」


    『こ、こやついい加減に……そのこころは？』


    「どちらも口先で天国を描えがくっス」


    　あれ？　下ネタではないものの案外普通？　と僕がほっとしていると、


    「ま、お前は[image: ]だまされる側っスけど」


    　また爆弾放りやがった。鼓こ修す理りはまたしても噓うそ泣なきでごまかし、解答者は《二足歩行の社しや畜ちく》さんに移る。


    「えー、では、〝詐欺師〟とかけまして、〝中●産のゴム製品〟と解きます」


    『そのこころは？』


    「信用すると多額の金銭を払わねばならないハメになります」


    　あんたの人生にいったいなにがあったんだよ。さっきから解答が悲しすぎる。


    　しかし海外産の避ひ妊にん具ぐとは……時代を感じる。いまは海外からのエロ資源流入を避けるために国産オンリーだからなぁ。使用者が激減しているから、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》違反者や国が経営する施設出身者による国内の小規模生産で間に合うのだ。


    『それじゃ、結果発表だね』


    『うむ。今回はかなりの[image: ]きん差さじゃったが、またしても《雪せつ原げんの青あお》がトップ。《ＳＯＸソツクス》に座ざ布ぶ団とん進しん呈ていじゃ』


    　あああああっ……と結果がわかっていたかのように落らく胆たんする四大下ネタテロ組織構成員たち。


    「……あれ？　もうこれで、一回戦は終了ですか？」


    「そうみたいね」


    　あんまりにも起き伏ふくのない一方的な勝利で、勝負が終わってから肩すかしを食らってしまう。


    「いやー、《雪せつ原げんの青あお》様はさすがっス！　もう《雪原の青》様一人でいいんじゃないっスか!?」


    　僕と同様にあっけなさすぎる勝利に拍ひよう子し抜けしていた華か城じよう先輩に、鼓こ修す理りが心の底からの賛美を捧ささげる。けれどその目線はちらちらと早さ乙おと女め先輩を見ていて、ある意味露骨なほど華城先輩をアピールしていた。


    　早乙女先輩が躊躇ためらいがちに口を開く。


    『……二回戦は《ＳＯＸソツクス》の完勝じゃな。続く三回戦は、明日あしたの昼間じゃ。……そして最後に一つ、言いたいことがある』


    　早乙女先輩はそこで言葉を区切って大きく息を吸うと、マスク越しに鼓修理を睨にらみつけ、


    『お前の父ちゃんキ～～モ～～イ～～っんじゃ！　余計なこと言わずに勝負に集中せい！』


    「ぐふぉあ……っ!?」


    　あまりにもあんまりな慶けい介すけの痴ち態たいを意識から除外してなんとか精神を保っていたらしい鼓修理が、膝ひざから崩れ落ちた。そのリアクションを見た慶介もその場に崩れる。なんなのこの親子。


    『……ぐっ。なんのこれしき。それじゃ、今日きようはもう解散っ。また明日、正午にこの場所で！』


    　慶介は最後の力を振り絞るように宣言して、どさりと力なく倒れ伏した。


    　……なんだか本当に、気持ち悪いくらいスムーズな勝利だったな。


    　まったく悔くやしがるそぶりを見せなかった《二足歩行の社しや畜ちく》さんの後ろ姿を見ながら、僕は改めてなにかの違和を感じ取っていた。


    「さて、じゃあ私たちも帰って、明日の晩に朱あけ門かど温泉に襲しゆう来らいするアンナの対策を進めましょう」


    　華城先輩に促うながされた僕は感じていた違和を追い出し、鼓修理を担かついで隠し社やしろをあとにする。


    　と、そのとき。ある人物が死に神のような低い声で僕を呼び止めた。


    「話がある。そのチビスケ運び終わったら、サオリ三号を隠してある地下室に来な」


    　二回戦の最中、早乙女先輩の隣で黙って僕らの戦いを鑑賞していた華城撫子なでしこさんだった。
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    「そりゃあ、快勝するはずだぜ」


    　なんたって、《絶対領域》の連中にやる気なんてっこれっぽっちもねぇんだからな。


    　勝利にはしゃいでいた鼓修理が運ばれていく後ろ姿をジト目で見つめながら、濡ぬれ衣ごろもゆとりは呟つぶやいていた。


    「困るなー、共同代表の君がそんな態度じゃ。てゆーかそもそも、《乳ギガを愛でる者バスター》や《二足歩行の獣けもの》が来てないってのもマイナスだよねー。やる気あるの？」


    「……うちの組織の覇は気きのなさについて、お前にだけは言われたくねーぜ、鬼おに頭がしら慶介。って」


    　背後からの声に振り返ったゆとりは呆あきれたように目をすがめた。


    「なにしてんだぜ、あんた」


    　そこには「ここでは名指ししないでね、ううぅ」と呻うめきながら[image: ]はうようにしてゆとりに近づいてくる慶けい介すけがいたのだ。煌きらびやかなピンクのドレスに河原かわらの藻もが絡まってグロさが増している。


    「娘に気持ち悪がられるダメージに慣れなくてね……」


    「……どうでもいいけど、ご自慢の高級ドレス、台なしだぜ？」


    「いいよ別に。同じのが家に二十着あるから」


    　こりゃ娘との和解は遠いな、とぼんやり考えながらゆとりは慶介から目を逸そらす。


    「いいから、あたしに話しかけんじゃねーぜ。《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》をこんなにした張本人のくせして、よくもまあいけしゃあしゃあと」


    「あはっ☆」


    　敵意をむきだしにしたゆとりの態度を意にも介さず、慶介は愉快そうに笑う。


    「僕はなにもしてないよ？　うん、なにもね。《絶対領域》と《捕乳類》がこうなるまでずっと泳がせてただけ。わかってるくせに。僕がいなくたって、彼らはこうなってたって」


    「……ちっ」


    　ゆとりは慶介から目を逸そらし、唇くちびるを嚙かみしめた。


    　ゆとりが《捕乳類》の門もん戸こを叩たたいたのは、この組織が《絶対領域》と並んで、知識流る布ふによる穏おん健けんな社会変革を目指している組織だと聞いていたからだった。


    　性に関するネガティブキャンペーンともいうべき行動を取る《震しん激げきの尻いさらい》や《母の会》に対して苦く言げんを呈ていする父や母、それから同業者の雑談の中から、『《絶対領域》と《捕乳類》はまともなんだが』という話を漏もれ聞いていたことが決め手となった。　


    　実際、両組織はいまの《ＳＯＸソツクス》のように性知識流布による社会変革を是ぜとする組織ではあったのだ。


    　ソフィアの署名運動に対抗するための人員増強も、過激な抗議ではなく、あくまで性知識流布のためで、《エイチ禁止法》がもつ危険性の周知を目的としていた。


    　しかしゆとりが《捕乳類》に入ったとき、そこはかつての《捕乳類》や《絶対領域》ではなくなっていた。


    　若い世代に向けて卑ひ猥わいな知識を十年以上流布し続けてなんの成果も上げられず、無気力になったメンバーの多くが、ゆとりたちの世代に犠ぎ牲せいを強いる慶介の思想に籠ろう絡らくされようとしている、崩ほう壊かい寸前の組織となっていたのだ。


    　ソフィアの署名活動妨害どころか、前線で普通のテロを起こす人員さえ足りず、性せい癖へきは違えど志こころざしは同じ《捕乳類》と《絶対領域》とで人員を融ゆう通ずうしあうような有あり様さまになっていた。


    　そんな両組織の有様を見て、ゆとりは最初、なんて腑ふ抜ぬけた連中だと憤ふん慨がいしていた。


    　失恋の八つ当たりパワーも相まって、同時期に入った同世代の下ネタテロリストを引っ張り精力的に性知識の流布にかけずり回った。


    　しかし実際に活動していくうちに、《捕ほ乳にゆう類》や《絶対領域》がなぜこんなにも無気力になっていたのか、わかるようになっていた。


    　ＰピーＭエムの監視を逃のがれて知識を流る布ふする方法は、交互に文字を書いた文章をバラまいたり、モザイクアートを利用したり、木彫りの教材を使ってみたりと、様々な[image: ]意工夫を凝こらしたものがめじろ押しだった。


    　だが、そのどれもが伝えられる知識の量や質、説得力のわりに、テロの最中に善ぜん導どう課に捕まるリスクが高く、とても成果を上げられるようなものではなかった。


    　そもそも、不健全雑誌のコピーをバラまいたところで、合体シーンのない不健全雑誌で伝えられる知識などたかがしれてる。


    　清せい麗れい指定都市外の未成年にはわざわざ伝えるまでもない程度の情報ばかりで、肝かん心じんの合体や妊にん娠しんについて、強烈な説得力をもって真実を伝えるには程遠い状況だった。


    　しかも、ゆとりたちが善導課の警けい戒かい網もうを必死にかいくぐって情報をバラまいたところで、それを拾っていくのはもともと卑ひ猥わいの知識や価値を知っている大人たちばかりだったのだ。


    　人は努力の成果が実らない、しかもその行おこないを悪と糾きゆう弾だんされるような行動に対して、長くモチベーションを保てる生物ではない。


    　現実を突きつけられたゆとりは、何度も折れそうになった。


    　それでも、組織の考え方の主流は性知識の流布による変革のままであったし、若い世代を中心に頑張ろうと、慶けい介すけの甘かん言げんなんかには乗らないと、ゆとりは息巻いてた。まだやる気の残っている若い構成員をまとめ、第一線で知識を流布し続けていた。


    　たとえそれが穴を掘っては埋めて掘っては埋めてを繰り返す果てのない行為だったとしても、自分たちの世代にしわ寄せが来るこんな世界をいつか変える礎いしずえになると信じて。


    　しかし、ゆとりが《捕乳類》に入ってからおよそ一年が経たった頃。


    　そのおかしな出来事は起きた。


    　十年以上にわたって両組織の代表として君くん臨りんし、前線で活動していた《乳ギガを愛でる者バスター》と《二足歩行の獣けもの》の両名が、突とつ如じよ引退を表明したのだ。


    　今後はスポンサーとして活動資金や物資の提供、後方支援に回ると一方的に告げて。


    　同時に、《捕乳類》と《絶対領域》の現場指揮権がゆとりにすべて委い託たくされた。


    　ゆとりだけではない。


    　ゆとりと同時期に構成員となった、すなわち組織に属してから一年未満の者たちにも、世代交代と称して、急に様々なポストが与えられるようになった。


    　建前は、『卑猥な知識流布の対象である、未成年の集まる場所に潜入しやすい若い衆に権限を委託したほうが効率よくテロを起こせる』という話ではあったが、そんな言葉に[image: ]だまされるほど、ゆとりたちもバカではない。すぐにわかった。


    　自分たちが事実上、テロ組織としての責任をすべてなすりつけられていることに。


    　両組織の古こ参さん構成員の心が水面下でとっくに折れていたことにゆとりが気づいたのは、現場指揮権を全面委い託たくされてすぐだった。


    　それは《捕ほ乳にゆう類》や《絶対領域》が敵視していたはずの《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》や慶けい介すけ、あるいはこの社会そのものと同じ、若い世代に負ふ債さいを背負わせる考え方で……。


    　──十年以上なんの成果も出ない現実に負けて、保身に走って、全部あたしたちに投げやがったんだぜ！　あいつら！　ふざけんじゃねーぜ！


    　ゆとりは吠ほえた。悔くやしくて、信じられなくて、それ以外に術すべを知らない獣けもののように吠えた。


    　ゆとりはそこでようやく悟った。


    　結局ここでもあたしたちにしわ寄せがくるのだと。


    　体制に逆らうはずの四大下ネタテロ組織内部でさえこうなのだから、もうどこに行っても変わらないのだと。


    『リスクを背負って無駄に知識を流る布ふするなんて骨折り損。卑ひ猥わいな資源を溜ため込んでー、保身に走って守りを固めー、社会が勝手に壊れるのを待てばいー。ノーリスクで甘い汁吸い放題なんだよー？』


    　鬼おに頭がしら家傘さん下かの《ベーコンレタス母の会》《震しん激げきの尻いさらい》だけでなく、《捕乳類》と《絶対領域》までもが慶介の思想に侵食されていったのは、もはや必然だった。


    　ゆとり自身も、もうどうでもよくなって、流されるままに慶介の話に乗ったのだ。


    　そんなときに現れたのが、《ＳＯＸソツクス》だった。　


    　あまりにも現実離れした、劇的な活躍。


    　谷や津つヶが森もりの不健全雑誌を善ぜん導どう課から奪い、風紀優良ランキング第三位の時とき岡おか学園の生徒たちに性知識をバラまき、笑うしかないほどバカバカしい手段で署名運動をぶっ潰つぶした。


    　ゆとりたちにとって、《ＳＯＸ》はまさに救世主だった。


    　しかも善導課から奪取した不健全雑誌を分け与えるなどという粋いきな計らいのおかげで、《捕乳類》と《絶対領域》は一いつ気き呵か成せいに息を吹き返した。


    　慶介は『すぐに揺ゆり戻しがくるよー』などと言っていたが、ゆとりたちは『《ＳＯＸ》と一緒なら戦える！』とはりきるばかりで、その負け惜おしみめいた甘かん言げんに耳を傾ける者はいなかった。


    　だが、事の顛てん末まつはやはり現実だった。慶介の言う〝揺り戻し〟はすぐにやってきたのだ。


    《群むれた布地》。


    　彼らの起こした大事件は、再びゆとりたちの心に霞かすみをかけた。　


    　──結局いくら頑張ったって、成果を出したって、ああいう連中が出てきて台なしにする。結局、知識の流布なんて骨折り損のくたびれもうけでしかない。救世主に思えた《ＳＯＸ》の演説も、慶介の言うように善導課や体制側に重なって……どうせこいつらも《捕乳類》や《絶対領域》みたいに、いつかどこかにしわ寄せを要求するんだろうな──


    　一度は《ＳＯＸ》という名の希望によって担かつぎ上げられたゆとりたちの心は、そこで決定的なまでに崩ほう落らくした。


    『だからもうさ、疲れちまったんだぜ』


    　二日前、ちんこバトン勝負が始まる直前、ゆとりは鼓こ修す理りにそう告げた。


    『慶けい介すけの案に乗ってさえいれば、なにも考えなくても、大した危険を冒さなくても、社会は勝手に変わって、あたしたちはこれまでの仕打ちに見合った甘い汁が吸えるんだぜ。


    　──だから、もうそれでいいやって、あたしはここに立ってるんだぜ』


    　いつの日か、泣いて悔くやしいと吠ほえた獣けものは。


    　鳴き声を上げることさえ忘れ果て、ただの家か畜ちくに堕おちていた。


    「──ね、聞いてる？　やる気出してもらわないと、僕困っちゃうんだけど」


    「……ああ、聞いてるぜ」


    　ぼーっとしていたゆとりは、いつの間にか立ち上がるまでに回復していた慶介に適当な相づちを打つ。


    「うん、ならいいんだ。数合わせは数合わせらしく、せめて奮闘してるふりくらいはしてさ、《ＳＯＸソツクス》を調子づかせてくれなきゃ困るよ」


    「……」


    　慶介の物言いに、もうゆとりは言い返す気力も残っていない。


    「やっぱりさー、高いところから突き落としたほうがよーくすり潰つぶせるし、そうしたほうが乙おと女めちゃんも見限りやすいと思うんだよねー、《ＳＯＸ》のこと」


    　慶介はからからと笑いながら、《羅ら武ぶマシーン》たちによって崇あがめ奉たてまつられる早さ乙おと女め乙女のほうへと去っていった。


    　ゆとりは周囲にゆっくりと首を巡らせる。


    　ゆとりに押しつけられた指揮権の象徴、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》、両組織の若い構成員がマスクの向こうで暗い瞳ひとみを行き場なく彷徨さまよわせている。


    　ゆとりたちに責任を押しつけた古こ参さん連中もその中にわずかに混ざっている。だが、負けることを前提として惨みじめな勝負に駆かり出されるゆとりに手を差しのばそうとする者はいない。


    「……さて、と」


    　ゆとりはくるりと体の向きを変え、河原かわらから温泉街へと続く隠し通路へ歩いた。


    「押しつけられた責任を果たしに、行くとするかな」


    　ゆとりが明日あしたに挑いどむのは下ネタ合がつ戦せん五本勝負三回戦、借り物擬ぎ人じん化か競争。


    　その背中には、覇は気きもやる気もなにもない。


    　なぜなら彼女は知っている。


    　人が変わらなければ世界は変わらない。


    　人は変わらないのだから、世界もまた変わらない。


    　ゆとりが勝とうが負けようが、頑張ろうが頑張るまいが、結果は同じ。


    　どうせ《ＳＯＸソツクス》は試合にも勝負にも負け、早さ乙おと女め乙おと女めは鬼おに頭がしら慶けい介すけの支配下に置かれるのだ。


    　そんなゆとりの考えを、もし鼓こ修す理りが聞いていたなら、きっとこう罵ば倒とうしただろう。


    　これだからゆとりは……。


    「そうだぜ。あたしはゆとりだ。もうその事実は変わらない。あたしはもう、変われねぇんだ」


    　本来なら軽やかな両足を引きずるようにして歩きながら、ゆとりは乾いた声こわ音ねで自じ[image: ]ちようした。
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    　下ネタ五本勝負の三回戦当日。僕はもう限界だった。


    「ねぇ狸たぬ吉きち。あなた今け朝さからおかしいわよ？　どうしたの、オトコノコの日？」


    「……ええ、まあ、そんなところです」


    　下ネタが混ざった華か城じよう先輩の心配に対して、僕は目を逸そらしながら答えた。


    「ちょっと。真ま面じ目めに答えなさいよ。ツッコミもないのはやっぱりおかしいわ」


    　いや。さっきの僕の相づちは、決して適当に答えたわけじゃない。　


    　いまの僕は、正しよう真しん正しよう銘めい〝オトコノコの日〟なのだ。


    　説明しよう！


    　オトコノコの日とは、様々な条件が重なって男が性欲をコントロールできなくなる寸前まで追い詰められ、金玉が破裂するかのように痛む状態のことを指す。


    　オンナノコの日がイライラしてしまうのに対して、オトコノコの日はムラムラするのだ。


    　さてそれでは。なぜ僕がオトコノコの日状態に陥おちいっているのかといえば……話は昨晩、下ネタ五本勝負二回戦の直後に[image: ]さかのぼる。


    『そら。今日きようは頑張ったじゃないかい。おめぇにだけ、特別メニューだ』


    　清きよ門かど荘そうの地下室に僕を呼び出した撫子なでしこさんは、怖いくらいの笑え顔がおで僕に労ねぎらいの言葉を投げかけて、地下室に似つかわしくない豪華な食事を振る舞った。


    『全部食い終わるまでそこから出さねぇからな』


    　地下室に似つかわしい座ざ敷しき牢ろうに僕を閉じ込めて……。


    『ちょっと待て！　いろいろおかしいけど、まずなんなんだこのメニューは！』


    　撫子さんが鉄てつ格ごう子しの隙すき間まからよこした食事は、スッポン鍋、ウナギの蒲かば焼き、マムシの生き血ドリンク、豚レバー、そこからさらに消化吸収を促うながすための各種ビタミン錠じよう剤ざいの山。


    　露骨すぎてもういっそのこと最初からバイアグラかけご飯でも出せばいいのにレベル。


    『おめぇが不ふ甲が斐いないことこのうえねぇまんまだから、手助けしてやってんだろうが。ほら、さっさと食わねぇと、うちの厨ちゆう房ぼうメンバーが激務の中手て塩しおにかけて作った特別メニューをミキサーで〝ドーピング根詰めスープ〟に加工して流し込むからね』


    『なんて抵抗しづらい脅おどしを！』


    　そんなこんなで結局僕はそのメニューをたいらげることになったわけだが、そのあとこそがとびっきり酷ひどかった。


    　撫なで子しこさんは僕が完食したのを満足気に確認すると、座ざ敷しき牢ろうに設置されていた椅い子すに僕をくくりつけ目隠しをした。


    『完食したら出してくれるんじゃなかったのかよ！』


    『完食してすぐに出すとは言ってねぇだろ』


    　撫子さんは自身のＰピーＭエムに接続されたヘッドホンを僕の頭に装着した。


    　この時点で嫌な予感はＭＡＸマツクスだった。だってそのヘッドホンは、いくら首を振っても外れないよう、ガムテープでぐるぐる巻きにされていたのだから……。


    　案の定、ヘッドホンから流れてきた音声は酷いモノだった。


    『──両手で必死の抵抗を試みるサオリの秘肉はしかし、普段の清せい楚そな縦筋の面おも影かげさえないほど熟うれ熱を帯び、[image: ]えさを求める錦にしき鯉ごいのように開閉を繰り返していた。上気したサオリの体は秘肉からあふれる快楽の汁の匂においを周囲にねっとりとまき散らす。その匂いは、サオリを壁に押しつける秀しゆう二じにも届いていた。だから彼にとって、抵抗の意思を示すはずのサオリの両手はもはや、背はい徳とくの魔女が自みずからを誘っているようにしか思えなかったのだ。〝いやあああああああああっ！〟と、秀二の雄おすを体の中心に突とつ如じよとしてねじ込まれたサオリから甲高い悲鳴が上がる。しかしそれは〝悲鳴〟などという表現がそぐわないほど歓喜に満ち満ちていた。サオリはもう、秀二を拒絶する言げん動どうのすべてが秀二をさらに激しくさせると知ったうえで、秀二を拒絶していた──』


    『……ちょっとこれ！　官の……大人小説の朗読音声じゃないですか！』


    　しかも、やけに感情のこもった名演だから最初はわからなかったけど、この声、華か城じよう先輩だろ！　二回戦の直前にアンナ先輩対策の見返りとして録音させられたとは言っていたけど、ここまで全力投球するなんてなに考えてんだ!?　ああそうだ下ネタのことしか考えてないんだったあの人は！　


    『お前には三回戦の直前まで、ずっとこれを聞いておいてもらうからねぇ』


    『……はへ？』


    　そこで僕はようやく自分が致命的なまでに追い詰められていると悟った。


    　あへぇぇぇっ！　と華城先輩の熱演がヘッドホンから耳を通して僕の股こ間かんに叩たたきつけられる。その隙すき間まから撫子さんの死刑宣告が耳に響く。


    『限界まで想像力を溜ため込んで、三回戦に臨のぞみな。期待してるからねぇ』


    　そしてそこから十数時間。僕はほとんど不眠不休でＣキヤラクターＶボイス・華城先輩の官能小説朗読を聞かされ続け、下ネタ五本勝負の三回戦直前であるいまに至っている。


    「──ぬ吉きち、狸たぬ吉！」


    「はっ、はい!?」


    　股間の邪じや神しんが暴れ出しそうなのを必死に抑えていた僕の顔を、華城先輩が至し近きん距離から覗のぞいてきた。さんざん聞かされ続けた卑ひ猥わいボイスから想像した[image: ]いん猥わいなシーンがフラッシュバックする。


    「ぬあああああっ！」


    　当然、フラッシュバックする[image: ]猥なシーンは、華か城じよう先輩の声、華城先輩のイメージと密接に結びついて僕の中に蓄ちく積せきされている。


    　華城先輩を、いまそういう目で見るなという命令は、いまこの場で僕のネオアームストロングサイクロンジェットアームストロング砲ほうをすり潰つぶせ！　と命じられるに等しい。無理だ。


    　いかにいまの自分が気持ち悪く不快な思考をしていようが、抑えることはできない。男の子ってそういう生き物。化学反応みたいに当然かつどうしようもないもので、これを悪だと糾きゆう弾だんするのは、二酸化炭素を排出する〝燃焼〟という現象を地球温暖化の罪で法廷に引きずり出すくらいナンセンスだ。


    　行動に移すのは時と場合によりけりだけど、エロいことを考えてしまうこと自体に善も悪もない。その人の人格や品位が損そこなわれたり、非難されたりするいわれはない。


    　けれど、僕が華城先輩に抱いだく感情は尊敬できる先輩、いつか追いつきたい人、というものであって、恋愛感情とか、その先にあるアレコレとかそんなんじゃない。


    　だって、ほら、あれは華城先輩なんだよ？


    　だからいまの僕の中にあるムラムラは、華城先輩に向けてはいけないものだ。


    「なんでもない！　なんでもないですから！　さっさと隠し社やしろに行きましょう！」

  


  [image: ]



  
    「……ならいいのだけど。わかってる？　今日きようは三回戦だけじゃないのよ？　夜にはアンナが到着するわ。あなたは絶対に見つかっちゃダメなの。夏休みに近所の公園で露出プレイに興じる女教師並みに大だい胆たんかつ慎重にならなきゃいけないのよ？」


    　母親であるソフィア・錦にしきノの宮みやと意見が対立し、喧けん嘩か別れするかたちで朱あけ門かど温泉に逃げてくることとなったアンナ先輩。もし僕の存在がバレれば、なんかもうそこを皮切りにしっちゃかめっちゃかになることは目に見えている。下へ手たすればそこから下ネタテロ組織が壊かい滅めつすることだってありえる。……大げさでもなんでもなく。


    「わかってますから！　さっさといきましょう！　鼓こ修す理りはまだ寝てんですか!?」


    「あー。あの子は昨日きのう早さ乙おと女め先輩から受けた暴ぼう言げんのダメージが深刻で、まだ寝てるわ」


    「いますぐ叩たたき起こしましょう！」


    　強烈な頭突きを食らいながらも僕は鼓修理を叩き起こし、寝ぼけ眼まなこの鼓修理に不自然なまでに絡みまくることで華か城じよう先輩に対するアレやコレやをごまかしたのだった。
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    『さーて。今日はお日様も高いうちから決闘だ。いやー、晴れてよかった三回戦。始まるよー』


    　二回戦と同じく、社やしろに設しつらえられた椅い子すにちょこんと座った早乙女先輩を中心として、左右にそれぞれ鬼おに頭がしら慶けい介すけと撫子なでしこさんが鎮ちん座ざしている。


    　一、二回戦と違うのはいまが昼間で、水位の下がった河原かわらに集結した変態たちの姿がはっきりくっきりと認識できるという点だ。


    「おおうっぷ……」


    　日の当たる場所で見る、女装姿でノリノリに司会を務める父親の姿はやっぱり破壊力抜群らしく、鼓修理はもはや生ける屍しかばね状態だった。


    　けれどもまあ、今日は別にそれで問題はない。今日頑張るべきなのは、僕だけだから。


    『さてそれじゃあ三回戦、借り物擬ぎ人じん化か競争のルール説明だね。この競技は《ＳＯＸソツクス》と《捕ほ乳にゆう類》からそれぞれ一人ずつ出場。ほかのメンバーの手助けは反則になるから注意してね』


    　河原を埋め尽くす変態たちが割れ、出現した空間に《捕乳類》の代表である少女と僕が立たされる。


    　あーヤバ。ＡＶアダルトビデオの撮影シチュエーションって、きっとこんな感じだよね。ねぇなんで女の子は服を着てるの？　そんなふうに隠したら男の妄もう想そうを促うながすだけなんだよ？　


    『ルールは簡単。いまから、出で店みせで賑にぎわっている朱門温泉に繰り出して、これだと思った物品を三つ、ここまで持って帰ってきてね。そこからが勝負だ』


    　男のエロい視線が気になる子は、いっそのこと全ぜん裸らになればいいよ。だから服を脱ごう。ね？


    『持ち帰った物品それぞれについて、擬ぎ人じん化かしたらどうなるのか皆の前で面白く発表してもらうよ。二回戦と同様、よりウけたほうの勝ちだ』


    　もうね、どうせ男と女の体の違いなんて穴の数だけなんだから、恥ずかしがらなくていいんだよ？　あ？　女の子にちんこはないって？　バカめ。のどちんこがあるだろうが。


    『擬人化する物品を探して戻ってくるまでの制限時間は二時間！　それまでにここへ戻ってこないと不戦敗だからね？　それじゃ、よーい、スタート！』


    　あ、ヤベー。凄すごいことに気づいた。〝穴〟って漢字は〝ケツ〟と読むよね？　ケツ、穴る、アナル……つまり全身の穴という穴はアナルなんだよ。すべての穴はアナルに通ず。


    「ちょっと！　もうスタートしてるわよ!?」


    「うおっ!?　ちょ、《雪せつ原げんの青あお》!?　 《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》であるこの僕に触れるなんてなに考えてるんですか！　爆発しますよ？」


    　華か城じよう先輩に頭を引っぱたかれた衝撃と、手のひらから漂ただよってきた匂においが火ひ種だねとなって爆発しそうになる。


    「あ、え、狸たぬき……じゃなくて、《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》が支し離り滅めつ裂れつに下ネタを……？　まさか、いきなりこんな日が来るなんて……」


    　華城先輩はなぜか口元に手を当て、歓喜したような、悲しそうな顔をしていた。


    「離れるっス《雪原の青》様！」


    　それまでぐったりとしたままだった鼓こ修す理りが、僕から華城先輩を庇かばうように躍おどり出た。


    「なにをそんなに動どう揺ようしているのかはわからないっスけど、いまのこいつは危険っス！」


    　鼓修理はレンジでチンされて爆発したゴキブリを見るような目で僕を睨にらんでいる。


    「おらっ、食らえ！」


    　鼓修理は足あし下もとの丸い石を拾うと、僕の股こ間かん目がけて投とう擲てきしてきやがった。


    「甘いな！」　


    　しかし僕は避けない。なぜなら鼓修理が投げつけてきた石は狙ねらいがわずかに上へずれていたからだ。あんなもの、食らったところで痛くもかゆくもない。気持ちいいくらいだ。


    「っ!?　ぐはあああっ!?」


    　なにが起きたのかわからなかった。だが、股間から立ちのぼるこの痛み……ムスコが殺やられた!?


    「ほら見てくださいっス《雪原の青》様！　いまのあいつは、的まとが大きくなっていることさえ気づかないほどオーバーヒートしてる獣けものっス！　きっと昨晩、撫子なでしこのババアになにかされてるんっスよ！」


    「……」


    　うずくまる僕を見て、華城先輩がドン引きしていた。


    　うん、まあ、鼓修理の暴ぼう言げんと暴力も今回ばかりは反論できない。


    　たぶん、いまの僕の言げん動どうや思考をあとで思い出したら僕自殺できるし。


    『お主ぬしら、早くスタートせんでいいのか？』


    　審判である早さ乙おと女め先輩の呆あきれた声が響いた。


    「あ、そうだったわ！　早く行きなさい！　あ、エロい意味じゃなくてね!?」


    　僕の尻しりを蹴けり飛ばしながら華か城じよう先輩が言うものの、なんかもうどんなものでもエロフィルターを介さないと脳内に届かなくなっている僕にとってそんな注釈はないに等しかった。


    『……改めて思うが《ＳＯＸソツクス》は本当に、やる気があるのかのぅ。やはりテロ組織としては、こちらが優秀そうじゃな』


    　朱あけ門かど温泉へと戻る隠し通路に僕が飛び込む直前、早乙女先輩のそんな声が聞こえたような気がした。


    



    
      ●

    


    



    「……大丈夫なんっスかね」


    「ええ。問題ないわ。早乙女先輩のあの態度は、想定の範囲内よ」


    　股こ間かんに爆弾を抱えた男、奥おく間ま狸たぬ吉きちがようやく競技をスタートしてすぐ。


    　不安げに呟つぶやいた鼓こ修す理りに凜りんとした眼まな差ざしを向け、綾あや女めは自信を持って頷うなずいた。


    　いまの早乙女乙おと女めは《ＳＯＸ》か鬼おに頭がしら家かの狭はざ間まで揺ゆれている。だが、その天てん[image: ]びんはほとんど鬼頭家に傾いている。と言うより、早乙女乙女自身が鬼頭家側に傾いてほしいと願っている。


    　だからいまの早乙女乙女は、自分が鬼頭家についていくのは仕方ないな、と思える情報だけを積極的に取り入れようとしているのだ。


    　早乙女乙女を取り返そうとするなら、早乙女乙女の中に設置されたそのフィルターをぶち壊す必要があり、そのためにはそれこそ爆弾みたいなエピソードが不可欠だ。


    　けどそんなものは、人じん為い的に生み出せるものではない。


    　だから綾女は、ジタバタするでもなく焦あせるでもなく「大丈夫」だと落ち着いていた。


    　競技そのものに全力を尽くすのは当然としても、あとは完全に神頼みだと思っていたからだ。


    　もしくは早乙女乙女を取り戻せようが取り戻せまいが、彼女はどちらでもよかった。


    　どちらに転んでも、綾女にとって大切なものを失うことになるとわかっていたから。


    「あー、いや、そっちも心配なんっスけど。あれっス、本当に心配なのは、その、あの化け物女のことっス」　


    　鼓修理はぷるぷると震えている。今晩にもアンナがやってくることが恐ろしくて仕方ないらしい。


    「ああ。そっち。大丈夫よ。清きよ門かど荘そうは徹底的に掃除したし、彼の宿も清門荘とは真反対の奥まったエリアに移したわ。今回の勝負で彼は街中に痕こん跡せきを振りまくことになるでしょうけど、屋台の匂においや人出の多さでごまかせるはずよ。いくらアンナでも、お祭りの場で、しかも時間の経たった匂いなんて追えないわ」　


    　早さ乙おと女め乙おと女めの件と違い、アンナの暴走は下へ手たをすると《ＳＯＸソツクス》メンバー壊かい滅めつもありえる重大案件だ。善ぜん導どう課に逮たい捕ほされるならまだマシ、死人が出る可能性も十分にある。


    　けれどそれゆえに撫子なでしこも狸たぬ吉きちの痕こん跡せき隠いん[image: ]ぺいには力を入れてくれた。加えてアンナが乗る予定のバスには嗅きゆう覚かくを麻ま痺ひさせる匂いを充満させ、到着と同時に嗅覚を阻そ害がいするための強烈な料理でもてなす算段だ。抜かりはない。


    「ま、慎重さを持続させることは重要だから。あなたには期待してるわ」


    「は、はいっス！」


    　不安から一転。頭を撫なでられた鼓こ修す理りは下着越しの表情を華やがせる。そのときだ。


    　ピピピピピッ、と綾あや女めのＰピーＭエムが着信を知らせた。


    〝アンナ・錦にしきノの宮みや〟の表示を見て、綾女の表情が凍る。


    『んー？　もしかして選手からの電話ー？　反則だよー？』


    　慶けい介すけが目ざとく綾女の着信を見とがめた。


    「違うわ。ちょっと笑え顔がおを向けただけで精神勃ぼつ起きする童どう貞ていみたいな勘違いしないでちょうだい」


    　しかしどうしたものか。


    　着信には出たいが、反則だと認定されてしまう。かといってこの電話の内容を周知するのは危険だし……。


    『わしが電話の内容を確認しよう。それで問題なかろ』


    　綾女の心情を察したのか、早乙女乙女が社やしろから降りて綾女の隣に立った。


    　いろいろと気後れする部分があるのだろう。顔は逸そらしたままだが、こうして困ったシーンで手を差し伸べてくれるだけまだ希望はある。


    「ありがとう。じゃ、電話に出るわね」


    「うむ」


    　綾女は隣にいる乙女と鼓修理にだけ聞こえるようＰＭの音声を調節し、電話に出た。


    『あ、もしもし。綾女さん。突然で申し訳ありませんが、そろそろ朱あけ門かど温泉に到着いたしますので、連絡差し上げましたわ』


    　時が止まった。


    　綾女は思考が停止し、鼓修理はその場に倒れ、事情を知らない乙女も二人のリアクションから事態の切せつ迫ぱく具合を察したのか顔面が蒼そう白はくになる。


    「中止！　勝負は中止じゃ！　いますぐ二人をここに連れ戻すんじゃ！」


    　乙女がこれから起こるだろう惨さん劇げきを予想してすぐさま動く。


    　しかし事情を知らない四大下ネタテロ組織や慶介の反応は鈍にぶかった。


    「いますぐ中止せねば、わしらはみんなここで終わるやもしれんぞ!?」


    　乙おと女めの切実な訴えが続く中、アンナと綾あや女めのやりとりが続く。


    『すみません、いきなり。お母様に家出がバレそうになってしまって……少し予定を早めてしまったんですの。それと、重ね重ね申し訳ないのですが、実は月つき見み草ぐささんも一緒に来てしまっていて、彼女の分のお部屋も用意していただけると……あの、もしもし、綾女さん？』


    「え、あ、ああ。うん。そうね。大丈夫よ。私とアンナの仲だもの。それくらい、いくらでも融ゆう通ずう利かせてあげるわ」


    『……ありがとうございます。本当に、わたくしは綾女さんのような友人を持ってしあわ……』


    「ところでアンナ！　その、いろいろと融通は利かせるけど、一つ条件があってね？」


    『なんですの？　こちらからいろいろとワガママを言ったのですから、なんでも来いですわ』


    「え、とね。朱あけ門かど温泉に着いたら、真っすぐ清きよ門かど荘そうに来てほしいの。もしなにか寄り道したくなる要因があってもそれは全部気のせいだから、絶対に真っすぐ清門荘に来て！」


    『お安い御用、と言うより、最初からそのつもりでしたわよ？　……あ、着きましたわ。話に聞いていたとおり、綺き麗れいな場所ですのね。空気もおいし……びくんっ』


    　ＰピーＭエム越しでもわかるほど、突とつ如じよとしてアンナの雰ふん囲い気きが激変した。　


    「あ、アンナ？　アンナ！　ちょっとどうしたの!?」


    　いきなり黙りこくり、あからさまに息を荒くし始めたアンナに、綾女は必死で呼びかける。


    　しかし、


    『……なんだか、とても、いい匂においがしますわ……』


    「屋台！　屋台の匂いよそれは！　アンナ！　いいから早く清門荘に！」


    『……いえ、これは、食欲とはもっと別の、下腹部に、直接訴えかけるような、……ふへっ、ふひっ───ブツッ』


    　電話は切れ、綾女が何度かけ直しても繫つながることはなかった。


    「マ、マズイことになったわ……火事の起こったラブホで膣ちつ痙けい攣れんにロックされた不倫男の気持ちよ」


    　いまから狸たぬ吉きちに退避命令を出しても間に合わない。


    　それ以前に、この短時間で四大下ネタテロ組織と慶けい介すけを説得することができるかどうか……もともとこいつらは、アンナのような《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》によってねじ曲げられた世代を軽んじている連中だ。


    　こちらの説明を、どうせ噓うそや大げさに違いない、という色いろ眼鏡めがねを通して聞くだろう。乙女や撫子なでしこを介して説得したとしても、相当な時間がかかりそうだ。


    「……堪たえて、狸吉……っ！」


    　綾女は祈ったが、つい先ほどまでの狸吉の様子を思い出し、今回ばかりはダメかもしれない、と頭を抱えた。


    



    
      ●

    


    



    「さて、と」


    　朱あけ門かど温泉に戻ってきた僕は、手近な屋台からお面を一枚購入していた。


    　いまの僕の恰かつ好こうは、個性の欠片かけらもない無地の半はん袖そで半ズボン、それから機動力重視のスニーカーだ。そこにお面を装着し、横顔を隠すような体ていにする。


    　いまの朱門温泉は、お祭り最終日というだけあって人通りが多い。


    　白しら霊たま流しみたいな大々的な催しがあるわけではないのだけど、取れたての山菜などを使った風変わりな食べ物の屋台が軒のきを連ね、そこに昔ながらの金魚掬すくいや射しや的てきなんかが混ざっている。


    　ここの屋台は優良なお店がほとんどで、ゲーム類はほとんどぼったくりなしだ。くじ引き系のお店さえ、ハズレなしを謳うたっている。


    　家族連れも多い宿泊客が適度に遊びながらのんびり食べ歩きできる、そんなゆったりしたお祭りの光景が生まれていた。


    　下ネタ五本勝負三回戦、借り物擬ぎ人じん化か競争には制限時間がある。


    　どうしたって焦あせりで動きがせかせかしてしまうだろうから、怪しまれたときに少しでも顔を隠せるようお面はつけておきたかった。


    　今日きように限っては動きやすさを優先してか僕みたいなラフな私服の人も多いし、子供にねだられた結果なのかお面をつけている男性も多い。


    　独り身だってことを除けば僕は大して目立つ存在じゃない。これで安心して物品探しに専念できるだろう。


    　ホントはここまで警戒する必要はないのだけど、ここに来てからずっと人目を気にせざるをえない荒あら行ぎように身を投じてきた僕としては、うまくエロ擬人化できる物品を探すなんて後ろめたいこと、適度に恰好をカムフラージュしないとやってられない。


    「さてそれじゃあ……どれを持ち帰ればいいのやら」


    　僕は人の流れに乗りながら、周囲を見渡した。


    　いやね、エロいものは山ほど目に入りますよ。


    　こんな状態になったからこそわかる。世の中はエロいもの、シチュエーションで[image: ]あふれている！


    　金魚掬いをするためにしゃがんだ女性のうなじ！　ちらりと覗のぞく鎖さ骨こつ！　胸元！　射的のために構える女性の強調されたお尻しり！　浴衣ゆかたを着ているおかげでちらちらと見える足首！　


    　射的の景品は性せい感かん帯たいに当てられると落ちるドＭ！　水風船ヨーヨーは手のひらでパンパンパンパンッされるのが好きなド[image: ]いん乱らん！　お好み焼きの上にまかれるカツオブシは火ほ照てる体に耐えきれずうねうね動き回る欲しがり屋さん！　輪投げなんてもう説明するまでもない[image: ]いん猥わいな遊びだ。


    　金魚掬すくいのポイは膜まくを無理やり濡ぬらされて破られ、中古になった途端捨てられるかわいそうな子。しかも初めての相手は獣けものどころか魚類という徹底的鬼き畜ちく度ど。


    　世界は輝かがやきに満ちている。だけれども。


    　僕の思いつくこれらの擬ぎ人じん化かがあの勝負の場で通用するかと言われれば疑問だ。


    　やっぱり、華か城じよう先輩みたいに奇き天て烈れつなネタじゃないといけないような、そんな気がする。


    「んー、そうだな……」


    　華城先輩が朗読していた官能小説に、錦にしき鯉ごい云うん々ぬんって描写があったっけ。


    　金魚の欲しがり屋さんなお口と下の口をかければ華城先輩っぽいネタが仕上がりそうだな。


    　特に走り回る必要はないし、さっさと物品その一を確保しておこう。


    　僕は近くの金魚掬すくいの屋台に立ち寄り、膜が破られる瞬間をぷるぷると待つポイを五つほど購入した。


    　ちなみにこの金魚たちは遺い伝でん子し操作で繁はん殖しよく不可となっている種類だ。魚って基本的にぶっかけで繁殖するＡＶアダルトビデオ見すぎな最近の若者みたいにマニアックな連中だから、野放しにしておいても影響なかったと思うんだけどな。……いや、不ふ破わさんみたいなのもいるから、念には念をというやつか。


    　あー、それと、ゆとりが昔ちょっと言ってたな。不妊治療を施ほどこして動物を販売するのは、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に準ずるほかに、本来なら必要のない付加価値を与えることで値段をつり上げて利益を増す狙ねらいがあるんだとか。あんまり気持ちのよくない情報である。


    「っと、いまはそんなこと考えてる場合じゃないや」　


    　金魚を掬いながら、次にどんな物品を確保するべきか考える。


    　んー、どうしたもんかな。いろいろと思いつくんだけど、これだ！　というものがない。


    　そこでふと、かつて父さんがドライブの最中に言っていた妄もう言げんを思い出した。


    『このウィンドーウォッシャー液、俺おれとタメ張る勢いだぜ……なぁ母さぐはぁあ！』


    『へへ、前の車見てみろ狸たぬ吉きち。マフラーからぽたぽた垂らして、物欲しそうに痙けい攣れんしてぐあっ！』


    『バックします、バックします、バックしま痛い！　母さん、首はいかん、首はぐぐぐっ』


    　ダメだ、役に立たん。てゆーか回想するたびに思うんだけど、父さんと母さんって仲良いよな。


    「さて。金魚も掬えたし、次だ次」　


    　華城先輩の下ネタを回想しながら再び人込みに身を任せた。そのときだ。


    「……っ!?」


    　この炎天下、僕はいきなり全身に鳥とり肌はだが立つのを感じた。


    　なにか、強大な魔物が僕をロックオンしたかのような、ごまかしようもない、懐なつかしい悪お寒かん。


    「わー、凄すごく綺き麗れいなおねーちゃんだー」


    　と、僕の近くにいた女の子がわたあめを食べながら、道の先を指さした。


    　その先に、いた。


    　通行人の目を、男女問わず惹ひきつけ離さない、絶世の美女が。


    　夏の陽光を浴びて、白銀の髪が、清せい楚そなワンピースが、キラキラと宝石のように光っている。


    「──はぁ──はぁ──はぁ──ん、ふぅ──はぁ──」


    　麦わら帽子の陰から覗のぞく双そう眸ぼうは、飢えた獣けもののようにギラギラと光り、緩ゆるく開かれた唇くちびるからはいまにも涎よだれがこぼれ落ちそうになっていた。


    　逃げなきゃ。


    　なぜ彼女がもうここにいるんだ？　そんな疑問が湧わき上がる前に、僕の脳は全身に撤てつ退たい命令を送っていた。けれど、動けない。


    　動けばその瞬間捕ほ捉そくされてしまうという恐怖に、足がすくんで動かない！


    「……あれ？　奥おく間ま、君……？」


    　しかしあまりにも当然の結末として、アンナ先輩はすぐさま僕を発見した。


    　それまで悠然と歩いていたアンナ先輩の姿勢が、揺ゆらぎ始める。


    「本当に、奥間君、ですの？」


    　この時点で僕はすでにお面をフルフェイス状態でかぶっていたのだけれど、アンナ先輩の熱に浮かされたような瞳ひとみは僕から離れない。


    「ああ、あああああっ」


    　もはやほとんど嬌きよう声せいのような声を上げ、アンナ先輩がこちらに近づいてくる。


    「逃げてきた先で、奥間君と、巡り合えるなんて、ふふふへっ、やっぱり、運命ですのね……下腹部に響く、この強烈な香りも……あっ、はぁ、奥間君からぁ、漂ただよってきているものだったんですのねぇ……？」


    　自分の両肩を抱くようにして必死に痙けい攣れんを抑えながら、アンナ先輩が加速を始めた。


    　夏休みの間中、ずっと性欲を抑え込んできた反動だろうか。


    　それとも僕自身が撫子なでしこさんに〝処置〟を施ほどこされてムラムラしているせいだろうか。


    　アンナ先輩の様子が、すでに尋じん常じようじゃない！　


    「うわああああああああああああああああああああっ!?」


    　僕は金魚を屋台に向けて放り投げた。人目を避けるため、アンナ先輩を振り切りやすくするため、裏路地へと駆かけ込む。


    　アンナ先輩の身体能力は、鼓こ修す理りがいつも揶や揄ゆしているようにまさに化け物級だ。


    　少しでも僕に有利になるよう、いくつか路地をくねくねと曲がってから、すぐさま建物の上へと逃のがれる。


    「もぅ、奥間君ったら。人ひと気けのないところに移動してくれたのはありがたいですけれど、あまり遠くまで行かれると、わたくし、我慢ができなくなってしまいますわ」　


    「……え？」


    　転瞬。


    　屋根の上に手足をかけていた僕の体が、一瞬にしてアスファルトに叩たたきつけられていた。　


    　しかも恐ろしいことに、僕の体重や姿勢を完かん璧ぺきに制御したのか、ほとんど痛みがない。


    「僕は奥おく間まじゃない！　僕は奥間じゃない！」


    　逃走も抵抗も無駄だと判断して適当な噓うそを垂れ流してみたものの、まったく効果はなかった。


    　それどころか、


    「え？　は？　うぎゃああああああああっ!?」


    　アンナ先輩は僕の上に覆おおいかぶさると、なんの躊躇ためらいもなく僕の股こ間かんに顔を埋めた。


    　夏の大気なんかよりもよっぽど熱くて荒い息が、薄いズボン生地を通して僕の股間をじんわりと温める。ヤバイ！　これヤバイ！　やめて！　モゾモゾ動かないで！


    「ふー、はぁ、ふー、はぁ、ふー、はぁ……これ、これですわ……っ！　ずっと、ずっとこの匂においが欲しくて……いや、わたくしが欲していた香りよりも、ずっとずっと濃厚で、頭が、くらくらして……あ、ああ、なんですの？　なんですのコレは───っっ!!」


    　僕の腰をがっちりと両手で押さえつけて股間の匂いを貪むさぼり尽くしていたアンナ先輩が、大きく全身を痙けい攣れんさせた。特に、その豊かな臀でん部ぶが一際大きく飛び跳ねて……そのたびに、なんか液体が滴したたり落ちるような[image: ]なぞの音が聞こえるんですけど気のせいですよね。

  


  [image: ]



  
    　どれだけの時間、痙けい攣れんしていたのか。


    　やっと動かなくなったアンナ先輩が、突然がばりと顔を上げた。


    「あ、はぁ……」


    　その顔はまさに恍こう惚こつ。とろんと垂れ下がった瞳ひとみはいまにも涙を零こぼしそうなほど濡ぬれ、口からはだらしない涎よだれがいくつも筋をなし、頰ほおは熱でもあるんじゃないかというほど赤く染まっている。


    「わたくしを、こんな気持ちにさせるのは、こんな切なくて、幸せな気持ちにさせてくださるのは、奥おく間ま君だけですわ……あなたが奥間君じゃないなんて、ありえないですわ……」


    「……うっ」


    　その有あり様さまこそ欲望を貪むさぼる獣けものそのものだったけど、アンナ先輩が浮かべた笑え顔がおは僕がかつて憧あこがれた天使のように優しい笑顔で……僕の中で凄すさまじい[image: ]かつ藤とうが湧わき起こる。


    「あ、ふあっ」


    　と、アンナ先輩の体が小さくふるっ、と震えた。


    「あ、ああ。またですわ。そこから立ちのぼる匂においを嗅かいだら、また、体が、熱く……っ！」


    「ちょっ、まっ」


    　アンナ先輩は再びなんの躊躇ためらいもなく僕の股こ間かんに顔を埋めた。


    　しかも今度は、武装色の覇は気きを纏まとった僕のバトンに興味を示したらしく、


    「これ、これですわ……いつもわたくしの体が、どこかに入れたいと切望するのは……はむっ」


    「アッ───────!?」


    　アンナ先輩が、僕のバトンを、口に含み始めた!?　いやいやいやいや！　これはいかん！　いかんって！


    　活かつ火か山ざんのように[image: ]あふれ出すアンナ先輩の熱い唾だ液えきは、ウォールズボンとウォールトランクスを悠々と貫かん通つうしてバトンをぬめらせる。


    　アンナ先輩の柔らかい唇くちびると鼻先が激しく上下し、蒸れた股間の匂いを嗅いでその動きは徐々に加速していく。


    「ちょっ、それ以上は！　本当に、ダメですって！」


    　腰をがっちりつかまれているので逃のがれることもできず、僕はアンナ先輩を引きはがそうとその小さな頭を両手でつかんだ。けれど、


    「あ、あああふっ。頭を押さえつけるなんて、奥間君ったら、乱暴なんですのね……？」


    　だああああっ!?　アンナ先輩の動きがさらに加速したあああ!?　なんで？　なんで両手で引きはがそうとしてるのに、さらに動きが速くなんの!?　


    　いかんいかんいかん！　もう無理！　もう無理だって！　うわあああああたーまやあああ！


    「……あ、そういえば」


    　と、アンナ先輩がぴたりと動くのをやめ、唾だ液えきでぬとぬとになった顔をゆらりと上げた。


    　え？　なに？　この期ごに及んで寸止め系女子の再来？


    「奥おく間ま君が、どうして綾あや女めさんのご実家にいらっしゃるんですの？　奥間君はこの夏、ずっと、時とき岡おか学園の学区から動かないと、おっしゃっていたように記憶していますけど……？　もしかして、わたくしに噓うそをついて、夏休みはずっと綾女さんと過ごしていたり……？」


    　アンナ先輩の目が、男を狩るメスから命を狩る死に神のそれに変わっていた。


    　あ、いかん。寸止め系女子どころじゃない。五ご寸すん釘くぎ系女子だこれ。


    「って、ぎゃあああああっ!?」


    　僕がくだらないことを考えていると、アンナ先輩がいきなり僕のムスコに歯を立てて嚙かみついてきた。いや、ムスコだけでなく、きゃんたまちゃんも巻き込んでいる。


    　いまはまだ嚙みつかれているとわかる程度の痛みだけど、もし全力を出されたら……。


    「正直に、答えてくださいましね？　奥間君」


    　アンナ先輩が僕の急所に嚙みついたまま、器用に話しかけてくる。


    　僕は奥間じゃないです、なんて言える空気じゃない。


    「綾女さんと、この温泉街で、わたくしにも内緒で、いったいなにをしていたんですの……っ！」


    　あー、なんかしてたことは決定事項なのかー。いやまあ、温泉入ったりしたけどさ。


    「なにもしてない！　なにもしてないです！　誤解なんです！　話を聞いてくださいぎゃあ！」


    　男の本能的な言い訳文句に対して、アンナ先輩の嚙む力が一層強まる。


    　痛い痛い！　やめてやめて！　ちぎれるちぎれる！　玉ヒュンじゃない玉グシャになる！


    「奥間君。わたくしは別に、とがめているわけではないんですのよ？」


    「え？」


    「正直に話してくだされば、それでいいんですの。……その内容がどんなものであれ、結果としてわたくしのこの気持ちが奥間君にどんな仕打ちを強いたとしても、それはわたくしの愛の証あかし、愛の証明、どんなことになっても、それは正しく、祝福されるべきものなのですから……」


    　目が据すわってらっしゃる。


    　きっとアレだ。僕がいまこの場にいるという事実を、アンナ先輩に知られた時点でゲームオーバーだったんだ。アンナ先輩に動きを封じられているから、以前のように《ＳＯＸソツクス》のメンバーだと名乗ってごまかすこともできないしなぁ……今日きようが命日か。


    「ってそんな簡単に諦あきらめられるかあ！」


    　僕は全身の力を振り絞って抵抗を試みる。


    「あら。奥間君もやっぱりそうなんですのね？　わたくしの愛が嬉うれしくて、わたくしと同じように痙けい攣れんしてしまって……ふふふ、とても可愛らしくて、愛いとしいですわ。……それはそれとして、さっさと答えていただきませんと、わたくしの愛が、奥間君を嚙み切ってしまいますわよ？」


    　アンナ先輩の嚙かむ力が少しずつ確実に強くなっていく。


    　くそっ、なんて怪力だ！　どんだけ暴れてもぜんっぜん拘こう束そくから逃のがれられない！


    　いつの間にか両手もがっちりとアンナ先輩にロックされ、みっともなく上半身をうねうねと動かすことしか……だあもう！　お面がちょっとずれたぐらいしか成果がない！


    「ひぇっ!?　あっ、た、狸たぬ吉きちか!?」


    　そのときだ。


    　曲がりくねった路地の物陰から、上うわ擦ずった声が聞こえた。


    「な、なななっ、お前、その人と、な、なにをっ、なにをやってるんだぜ!?」


    　ずれたお面の隙すき間まから目が合ったその人は、


    「ゆとりかっ!?」


    　物陰にしゃがみ込んでこちらを凝ぎよう視ししていたのは、顔を真っ赤かにした濡ぬれ衣ごろもゆとりその人だった。あわあわと口を動かし、僕と目が合った途端、真っ赤だった顔が蒼そう白はくになっていく。


    「な、なな、た、狸吉、狸吉が、あ、あわわ、や、野外で、は、繁はん殖しよくを、あ、あんな、野生動物みたいに！　野生動物みたいに！」


    　ゆとりは数日前に早さ乙おと女め先輩の個展で別れたときと同じ、動きやすくても露出の少ない恰かつ好こうをしていて、汚れるのも気にせずその場にへたり込んでしまった。


    　と、アンナ先輩が幽ゆう鬼きのようにどろりと動き出す。


    「たぬ、きち……？　誰ですの……馴なれ馴れしく、奥おく間ま君の名前を呼ぶのは……？」


    　ぬとっ。僕の股こ間かんから顔を上げたアンナ先輩は、口元から大量の唾だ液えきを垂らしながらゆとりをロックオンした。その目にはあからさまなまでの殺意が宿っている。


    「逃げろゆとりいいいい！」


    「っ!?　ひぐっ!?」


    　けれど、それはもう遅すぎた。


    「わたくしでさえ、まだ恥ずかしくて、奥間君を下の名前で呼ぶことなんてできていませんのに、あなたはいったい、奥間君の、なんなんですの……？」


    　時空歪ゆがめてんじゃないの？　という速度でゆとりに肉にく薄はくすると、アンナ先輩は涙目になっているゆとりのポニーテールをつかんで思い切り顔面を近づける。


    「あ、あ、あ、あた、あたしは……狸吉の、中学時代の、同級生で……っ」


    「また下の名前で！　奥間君の、同級生？　それだけですの？　それだけで、奥間君を下の名前で呼んで、あまつさえ、わたくしと奥間君が愛し合う機会を邪魔するなんて……この方、危険な香りがしますわ……いまこの場で、排除しませんと……愛ゆえに」


    「え？　は？　ひいっ!?」


    　長期間の禁きん欲よくや嫉しつ妬とで思考回路がフルスロットルなアンナ先輩の細い指が、ゆとりの喉のど元にめり込み始める。お、おいおい！　このままだとゆとりの喉元処しよ女じよがアンナ先輩の指に奪われ僕もよほどパニクっているらしいな！


    「ちょっと！　ストップストップ！」


    　アンナ先輩に駆かけ寄って後ろから組み付くも、その怪力は僕の妨害をものともしない。それどころか、


    「うぐあっ!?」


    　アンナ先輩に片腕で投げ飛ばされ、無ぶ様ざまに地面に叩たたきつけられる。今度は受け身も取らせてもらえず、衝撃が全身を突き抜ける。


    「……奥おく間ま君。あなたには綾あや女めさんのことも含め、後ほどたっぷりとお話がありますので」


    「ちょっ、ちょっと、ホントになんなんだぜ!?　そんな、ちょっと名前で呼んだだけで、こ、殺すとか、意味わかんねーんだぜ！　あんた頭おかしいんじゃねーのか!?」


    　僕の介入でほんの少し冷静になれたらしいゆとりがアンナ先輩に正論で食ってかかる。が、


    「？　なにを言ってますの？　この不届き者は……!?」


    　ぐぐぐっ、とアンナ先輩の指がさらにゆとりの喉のどにめり込む。


    「わたくしの行動は、すべて奥間君への愛から来るもの。……ゆえにすべて正しく、この気持ちに従ってさえいればすべてから愛され受け入れてもらえる、もちろん奥間君からも愛してもらえる、絶対の正義なのですわよ？　おかしいのは、わたくしの奥間君に手を出そうとしている、あなたですわ」


    「……う、わああああああああああっ!?」


    　話が通じないと悟ったらしいゆとりがアンナ先輩の魔の手から逃のがれようと全力で暴れ始める。


    　けれどその抵抗はほとんど意味をなさず、凶器と化したアンナ先輩の指先は止まらない。


    「あ、あたしはただ、ちょっと擬ぎ人じん化かできるものを探しに来ただけで他意は……うぐぐぐぐっ」


    　マジでヤバイ！　僕は痛む体を引きずってアンナ先輩に飛びかかる。


    　けど、このままじゃあ、また吹っ飛ばされて終わり。どうする？　どうすれば暴走状態のアンナ先輩を抑えられる!?


    　……解放するか？　僕のロンギヌスの槍やりを。


    　倫理観がなんだ。こっちはゆとりの命とアンナ先輩の人生がかかってるんだ。


    　連邦の白い悪魔みたいな圧倒的戦闘力を有するアンナ先輩を止めるには、こっちも〝快楽の白いマグマ〟くらい引っ張り出さなきゃダメに決まってる。


    　いや決してさっきのアンナ先輩との絡みで我慢の限界が来たからなんでも理由つけて解放しちゃいたいとかそういうんじゃなくてね！　マジで緊急事態だからさ！


    　なんかもうお漏もらししたみたいになっているズボンを脱ぎ捨てようとした、そのときだ。


    「べろべろ山やま田だ！」


    「くちゅくちゅ佐さ藤とう！」


    「ずこばこ高たか木ぎ！」


    「どぴゅどぴゅ小こ島じま！」


    「びくびく田た中なか！　五人そろって……」


    「「「「「《震しん激げきの尻いさらい》若わか頭がしら五人衆！　見けん参ざん！」」」」」


    　なんか出たああああああ!?　僕が出そうとしてたのとまったく違うのが出たああ!?


    　スーツにサングラスを装着し、なんかムカつくくらい渋く決まっている五人組が背中越しに僕を見る。


    「貴き様さまの仲間と神かみ絵え師しが、やたらと競技中止を主張したのでな」


    「事情を聞き、我らがその化け物とやらを足止めし、競技続行することで妥だ協きようしたのだ」


    「まったく。やはりガキだな君たちは。化け物などと大げさに吹ふい聴ちようして」


    「慶けい介すけ殿が予言していた、ただの暴走する若者じゃないか」


    「少し欲の制御ができなくなっただけの女に、なにを手こずる必要がああああっ!?」


    　と、偉そうに腕を組んでいたびくびく田中が真横にすっ飛び、壁に激突して動かなくなった。


    　あーあーあー。


    　こいつら、自分たちの行おこないがどんな化け物を量産しようとしているか知りもしようとしないで、大きな口叩たたくから……。


    「……いったい、どうなってるんですの……？」


    「「「「……」」」」


    　残り四人となった若頭五人衆が、びくびく田中を葬ほうむったアンナ先輩のほうへギギギ、とぎこちなく首を向けた。


    「お母様も、綾あや女めさんも、この不届き者も、いきなり現れたあなたたちも……どうして、わたくしは奥おく間ま君と愛し合いたいだけなのに、邪魔しようとするんですの？」


    　びくびく田中の返り血を頰ほおに付着させたアンナ先輩が、泣き笑いのような表情をして両手の拳こぶしを強く握る。


    　そしてそのまま無言で加速すると、若頭五人衆に向かって大きく拳を振りかぶった。


    「「「「ぎゃああああああああっ!?」」」」


    　よし、いまのうちに！


    「ゆとり！　大丈夫？　立てる!?」


    「げほっ、げほっ。え、あ、狸たぬ吉きち……？　な、なんなんだぜあの女は!?　狸吉お前、いったいなにをやらかしたんだぜ!?」


    「事情はあと！　いいからいまは逃げることを優先しないと！」


    　僕はゆとりを立たせようとその手を握る。って、あれ？　スカった？


    「バ、バカ野や郎ろう！　お前と手なんて繫つなげるかだぜ！　恥ずかしい！」


    「いまそんなこと言ってる場合か！　……じゃあアレだ。中学のときみたいに」


    「え、あ、けど、アレはなにかいい感じにつかむものがないと……あっ」


    　ゆとりはなにか思い出したように懐ふところをあさると、


    「これがあったぜ」


    　輪投げの輪を取り出した。


    「なんでこんなもん持って──あっ」


    　そこで僕は、ゆとりがアンナ先輩に向かって『擬ぎ人じん化かできるものを探しに』と口走っていたことに改めて気づいた。……ゆとり、こいつ、まさか。


    「──いや、いまはそれよりも！　一刻も早く逃げないと！　って、うおっ!?」


    　僕の肩をかするようにして、ボロ雑ぞう巾きん状態のくちゅくちゅ佐さ藤とうがすっ飛んでいった。


    「その不届き者を連れて、どこへ行くおつもりですの、奥おく間ま君？」


    　はやっ！　若わか頭がしら五人衆全ぜん滅めつするのはやっ！　震動しないローターくらい役立たず！


    　くそっ！　この時間稼かせぎはもっとあとのほうまでとっておくつもりだったんだけど。


    「ふ、ふはははあっ！　なにを勘違いしてるんだお前は！」


    　僕はお面をしっかりと固定しながら、アンナ先輩に対して胸を張った。


    「俺おれは奥間狸たぬ吉きちなどではない！　誇り高き《ＳＯＸソツクス》の一員にして《雪せつ原げんの青あお》の部下、《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》だ！」


    　あーあ。この二つ名、自分で名乗っちゃった。もう公式だよこれ。


    「なっ!?　まさか、またあなたでしたのっ。……そうですわ。よく考えてみれば、奥間君がわたくしに内緒で綾あや女めさんの実家に来るなんて不誠実な真ま似ねをするはずがありませんし……うぅ、け、汚けがらわしいですわ！」


    　アンナ先輩がハンカチで口元を覆おおい、口内の唾だ液えきをすべて吐き出そうと躍やつ起きになる。


    「よしっ！　いまのうちに逃げるぞ！」


    「えうっ!?　お、おう！」


    　そんな場合じゃないはずなのに、柄がらにもなくポカンとしていたゆとりを、輪投げの輪っかを介して引っ張り起こす。いまの僕とゆとりは、輪投げの輪っかをつかみ合って間接的に手を繫つないでいるような状態だ。


    　最初は僕がリードするように裏路地を走っていたけど、すぐに調子を取り戻したゆとりがその駿しゆん足そくを駆く使しして僕を引っ張るようなかたちになった。


    　なんというかこう、動く歩道の凄すごいバージョンみたいな感覚で、ゆとりの速度で僕も走ることができる。おー、速い速い。　


    　中学時代、よくこんな感じで《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》違反者を追いかけて二人がかりで捕まえたものだけど、そのときより格段に速くなってる。


    　短距離の瞬発力勝負では負けても、長距離ならアンナ先輩から逃げ切ることも容易だろう。


    　アンナ先輩が視界から消えてから、もう何度も角を曲がってるしな。完全に撒まいた。


    「なぁゆとり、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


    「ああ!?　んなもんこっちが先だぜ！　聞きたいことが山ほどだ！　第一に、あの化け物女！　ありゃいったい……はっ!?」


    　振り向いたゆとりの表情が、僕のさらに後方を見て固まった。それにつられて僕も振り返る。


    「逃がしませんわよ……忌いま忌ましい、《ＳＯＸソツクス》の男っ！」


    　二階建ての屋根の上をアンナ先輩が疾しつ走そうし、そこから僕ら目がけて飛びかかってきた!?


    「「だあああああああああっ!?」」


    　ゆとりが一気に足を速め、僕もそれに引っ張られて加速する。


    　ずだんっ！


    「ちっ。脳天を蹴けり潰つぶすつもりでしたのに……」


    　子供には見せられないタイプのライダーキックを避けられたアンナ先輩は何事もなかったかのように地面に着地すると、再び凄すさまじい速度で僕たちの追跡を始めた。


    「ふふふっ。あの男を消しさえすれば、わたくしの不ふ貞ていはなかったことになりますの。……それに、朱あけ門かど温泉のお土産みやげにあの男の首を持ち帰れば、今度こそ奥おく間ま君はわたくしとずっと愛し合ってくださるはずですもの……楽しみですわ」


    　ご当地限定キーホルダーを買うようなノリで命を狙ねらわれるなんて、超エキサイティン！


    　そういえば父さんが昔、北海道の温泉旅行のお土産に〝ドスケベア〟って名前のご当地コンドーム買って『旅先は股またも財布も緩ゆるむな！』とかわりと最低なこと言ってたっけ。うふふ。


    「ど、どうなってんだぜあの女！　あんなとこから飛び降りて平気とか……つーか、なんであたしらの居場所がわかったんだ!?　足はあたしのほうが速いはずだから、位置を特定されて先回りされたとしか……っておい狸たぬ吉きち！　しっかりしろボケ！」


    「えっ!?　ぎゃああああああああっ!?」


    　ゆとりがスピードを緩めることなく急カーブを曲がり、僕は遠心力で壁に激突しそうになる。


    　壁に両足をついて忍者みたいに一瞬だけ壁を走り、なんとか無事地面に着地する。


    「あの、たぶんだけどさ。アンナ先輩は、きっと僕の匂においを[image: ]たどってきてる」


    　いまの僕は撫子なでしこさんのせいで普段よりも濃い匂いを発している。


    「はあ!?　匂い!?　犬並みじゃねぇか！　ありえないぜ！　いったいなんなんだぜあの女は！」


    「……あー、うん、実はあれがですね、時とき岡おか学園の、生徒会長だよ」


    「噓うそつくなあ！」


    「噓じゃないって！　ほら、中学時代に僕が言ってたみたいにさ、どことなく品があるでしょ！」


    「ねえよ！　一ミリもねえよ！　あんな卑ひ猥わいなケダモノが、お前の憧あこがれた清せい楚そな生徒会長なわけあるかあ！」


    　グウの音ねも出ませんがな。


    「そうなんだよ。もうあの人は、僕が憧れたアンナ先輩じゃないんだ。……けど彼女だって《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の被害者だ。だからいまは、逃げるしかない」　


    「……マジであの人が、時とき岡おか学園の生徒会長、なのかよ……」


    　僕の声こわ音ねから信じてくれたのだろう。ゆとりが戦せん慄りつするように震えていた。


    「しっかし、このままじゃジリ貧だぜ。匂においを断たって雲隠れする方法がないことには、逃げ切れねえぜ……あっ」


    　ゆとりがちらりと僕を振り返り、八や重え歯ばを見せながら挑ちよう発はつ的に笑う。なにか名案を思いついたときの顔だ。


    「一つあったぜ。匂いを追跡してくる獣けものを撒まく方法がな。なぁ狸たぬ吉きち、あの女の動きを少しだけ止める方法、まだ残ってねぇか？　その間に、あたしが安全地帯まで導みちびいてやるぜ！」


    　ゆとりがサムズアップして促うながしてくるけども……僕の顔は苦かった。


    　いやね。アンナ先輩を足止めする方法。あるにはあるんだけど、あんまりゆとりの前で披ひ露ろうしたくないというか。


    　どごっしゃああああああっ！


    「「うわああああああっ!?」」　


    　突とつ如じよ僕たちの目の前に自転車が降ってきた。


    　それを回避しようとゆとりがジャンプし、僕も合わせて地面を蹴けるのだけど、どうしてもバランスが崩れてしまう。空中でもつれあい、着地が乱れ、スピードが格段に落ちる。


    「取りましたわ！」


    　そして勢いを失った僕らに、アンナ先輩が鬼の形ぎよう相そうで飛びかかってきた。


    　もうゆとりの前で披露したくないとか言っている場合じゃない！


    「食らえ最終手段！」


    　僕は瞬またたく間にトランクスを脱ぎ捨て、アンナ先輩の顔面目がけて放った。


    「あ……はぁ……んっ」


    　アンナ先輩がその場にへなへなと座り込み、びくんびくんと震え出す。


    「……狸吉、お前さぁ」


    　と、僕を引っ張って再びトップスピードに加速したゆとりが、ジト目で睨にらんでいた。


    「お前、変わっちまったな……」


    　だから見せたくなかったんだよ！


    「時間は稼かせげたんだからいいんだろ！　それより早く安全地帯に行かないと！」


    　早くも視界の端へと消えつつあるアンナ先輩を振り返って僕は叫ぶ。


    「……く、うぅ、こんな、汚けがらわしいもの！」


    　アンナ先輩は《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》のトランクスを、快楽に溺おぼれた表情と憤ふん怒ぬの表情がないまぜになった凄すさまじい形相で地面に叩たたきつけると、そのトランクスをちらちらと気にかけながらもふらふらした足取りで僕たちを追ってくる。


    　その速度はさっきよりも格段に遅いけど、またいつトップスピードに戻るかわからない。


    「わーかったよ！　しっかりついて来るんだぜ！　この卑ひ猥わい犯罪者！」


    　──だっ、だっ、だっ、だっ、だっ！


    　本気を出したとき特有の足音を発し、ゆとりが一息でフルスピードに達する。


    　そのまま裏路地から飛び出し、人通りの多い大通りを横断、一気に河原かわらへと躍おどり出た。


    「あっぶねええ！　ゆとりお前、後ろに僕を連結してるって忘れて走ってない!?」


    「卑猥なこと言ってんじゃねえぜ！　あの化け物が追ってきてるって思ったら、足加減なんかできるわけねーぜ！」


    「卑猥なことなんて言ってねえよ！　って、ゆとり、前！　前！　朱あけ門かど川に突っ込むつもり!?」


    「おう！　そのまさかだぜ！　息止めてろよ！」


    　ばっしゃああああああああんっ！


    　ゆとりは宣言どおり、水位の下がった朱門川に真っ正面から突っ込んだ。


    　河原で水遊びに興じていた家族連れたちの白い目をよそに、ゆとりはそのまま川の流れに合わせてどんぶらこと流れていく。輪投げの輪っかを介して繫つながっている僕も、水面から少しだけ顔を出してそれに続く。


    「とりあえず、あの橋の下まで行くぜ」


    　ゆとりが視線で示したのは、朱門川にかかる三つの橋のうち、一番上流に位置する橋だ。


    「匂においってのは、水の中に入ってれば途切れるからな。訓練された警察犬とかならわかんねーけど、さすがにあの女も人間なんだからら、これで撒まけるだろ」


    　それから僕とゆとりはしばらく橋の下で川に浸ひたり続け、アンナ先輩の追跡がないことを確信してから岸に上がった。長時間浸つかっていたせいか、熱された夏の大気が肌はだに心地よい。


    「……で、どういうことなんだぜ、狸たぬ吉きち」


    　先に話を切り出したのは、僕に背を向けて体を休めていたゆとりだった。


    「なんでお前が、《ＳＯＸソツクス》のメンバーなんかになってんだぜ」


    　どこか責めるような声こわ音ねなのも、いろいろな意味で当然だろう。


    「あー、いろいろ言いたいことがあるのはわかるけどさ……そっちこそ、なんで《捕ほ乳にゆう類》と《絶対領域》の共同代表なんてポジションに収まってんのさ」


    　自分や周囲への風評被害を恐れて、犯罪者の息子である僕や男性を避けてきたゆとりがなんで。そんな僕の疑問に対して、ゆとりは歯切れ悪く「それは……」と濁にごすと、


    「……あ、あたしの、ことは、どうでもいいんだぜっ！　それより問題なのは、時とき岡おか学園の生徒会長みたいに健全になりたいっつって必死に努力してたお前が、なんでテロ組織に所属して、あまつさえ卑猥人形の穴あな蔵ぐらに棒突っ込んで勝ち鬨どきを上げるような頭おかしいやつに成り下がっちまったかってことだぜ！」


    　なんて言い草……悔くやしい、けど反論できない！　びくんびくん。


    「さっきも言ったじゃんか。……僕はもう、アンナ先輩には憧あこがれてないんだ」


    「アンナ先輩に〝は〟？」


    　ゆとりが振り返り、目ざとく僕の言葉尻じりを捉とらえてくる。


    「もしかして、あの《雪せつ原げんの青あお》に……？」


    「……うん」


    　面と向かって肯こう定ていを求められるとどこか気恥ずかしくて、僕は顔を逸そらしながら頷うなずいた。


    　さらに恥ずかしさをごまかすため、僕は下ネタテロリストになった経緯についてもざっくり説明し始めた。


    　最初は勘違いから始まって、無理やり付き合わされていたこと。


    　テロを手伝わされるうちに、それまで抑え込んでいた自分が解放されて高こう揚ようしたこと。


    　のちにアンナ先輩が覚かく醒せいし、この社会の歪ゆがみや無自覚な被害者の存在に気づいたこと。


    　そしてそのすべての過程で僕を引っ張ってくれたのが、ほかならぬ《雪原の青》だったこと。


    「──僕はね、ゆとり。もう自分を殺して生きるなんてまっぴらなんだよ。それに、これはまあ後付けみたいなものなんだけど、アンナ先輩みたいないい人が、無知ってだけであんなふうになるのが嫌なんだ。だから、僕は卑ひ猥わいなテロに従事してる。ゆとりも、中学時代から僕と同じ気持ちを持ってたはずだよ。だからいまこうして、テロ組織の一員になってるんでしょ？」


    　当時はそこまで気にかけていなかったけれど。


    　ゆとりはずっと、僕や男性を拒絶することに苦悩していた。


    　無自覚に《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に反してしまって善ぜん導どう課に連れていかれる同級生たちを、泣きそうな顔で見ていた。


    「だからバトン勝負のときも、最後の最後に、手て心ごころを加えてくれたんだよね？」


    「──ちがっ、あたしは、あたしは……っ」


    　ゆとりが僕に背を向けたまま、強く拳こぶしを握りしめて震える。


    「……あたしは、もう、そんな高こう尚しような人間じゃ、ねぇんだぜ……っ」


    　なぜだろうか。ゆとりはどこか、自分を責めるように声を絞り出していた。


    「……あー、その、さ。ゆとり。僕だって別に、そんな凄すごい人間じゃないよ」


    　どう話しかけていいかわからないまま、縮こまってしまったゆとりに声をかける。


    「僕のこの考えだって、全部、《雪原の青》から学んだんだから。あの人は、本当に凄い人なんだよ。ちょっと思考回路はアレだけどさ、とても芯しんの強い人で、たった一人で自分を曲げることもなく、この世界に抗あらがってるんだ。僕は、あんなふうに強くなりたいって、どうしようもなく憧れたんだ。僕なんか、足あし下もとにも及ばない」


    　僕は華か城じよう先輩の魅力を語る熱に浮かされたまま、ありのままの気持ちをゆとりに語った。


    「……ねえゆとり。もし、ゆとりがいま所属してる組織に不満があるのなら、ゆとりも《雪原の青》の下で」


    「なんなんだぜ、それ」


    　ゆとりの空気が一変した。


    　それまで拠よりどころなく縮こまっていたゆとりが急に立ち上がり、いまにも泣き出しそうな顔で僕を見下ろしていた。


    「やっぱりお前らは慶けい介すけが嘯うそぶいてたとおり、善ぜん導どう課と同じなんだぜ！」


    



    
      ●

    


    



    「なんなんだぜ、それ」


    　ゆとりの内心は、どうしようもないほど荒すさんでいた。


    　ついさっきまでは、『自分を殺すのはもうまっぴらだから』と語る狸たぬ吉きちを前に、いまの情けない自分がいたたまれなくなって縮こまっていた。自分なんかとも、鬼おに頭がしら慶介とも違うビジョンを掲かかげて実現しようとしている《ＳＯＸソツクス》から卑ひ屈くつな自分を隠そうと必死だった。　


    　だけどいまは違う。


    《雪せつ原げんの青あお》への熱い憧あこがれを垂れ流し、不自然なまでに自分を卑ひ下げする狸吉に、御ぎよしがたい怒りを感じていた。


    「やっぱりお前らは慶介が嘯いてたとおり、善導課と同じなんだぜ！」


    　その形容しがたい怒りや感情は、ゆとり自身言いがかりに近いと自覚しているその言葉に集約されていた。


    「〝憧れ〟なんてありもしない〝正しい姿〟を追い求めて、結局お前は、自分を殺してるんだぜ！」


    　そんなの、許せない。


    　だってそんな、狸吉が狸吉を否定して、まったく違う誰かになりたいと願うなんて……それじゃあ、いまの狸吉のことが好きなあたしが、バカみてーじゃねえか！


    　……いや、違う。これは完全に、あたしのワガママだ。


    　ゆとりは荒れる心のどこかで、自分を冷静に観察していた。


    　狸吉が、ゆとりがどう足あ搔がいても届かない時とき岡おか学園を目指すと言ったとき、こんな感情は湧わかなかった。そこにはただ、身を引かねばという諦てい観かんだけがあった。


    　なぜいまになってこれほど怒りが湧いてくるのか、それはゆとりのエゴから来るものだった。


    「やっぱり《ＳＯＸ》なんて、叩たたき潰つぶされて当然の組織だぜ！　最初はやる気なんてなかったけど、気が変わったぜ。この勝負、絶対に《ＳＯＸ》を下してやるぜ」


    　けれどゆとりは、自分のこの怒りが醜みにくいエゴだとわかっていても制御できなかった。


    　嫉しつ妬とや後ろめたさ、情けなさ、いろいろな感情がないまぜになって、どうしようもなかった。


    「お前はもう、あの化け物女の跋ばつ[image: ]こする朱あけ門かど温泉をまともに歩くこともできない。ならもう、あたしが擬ぎ人じん化かする物品を持ち帰ればそれであたしの不戦勝だぜ。残念だったな」


    「あっ、ちょっと、ゆとり!?」


    　ゆとりはその場に狸たぬ吉きちを残して、自分の内側で渦巻くエゴを見せまいと逃げるようにその場をあとにした。


    　ゆとりは、いたたまれない気持ちでいっぱいだった。


    　善ぜん導どう課と同じだとかなんとか理屈を並べて狸吉を糾きゆう弾だんしたが、結局それは「憧あこがれの対象を反体制サイドの人間に変えるなら、なんであたしを選んでくれなかったんだぜ！」という子供みたいなワガママを感情的に変換しただけの言葉だったから。そして同時にゆとりは、自分が選ばれるわけがなかったのだと確信していたから。


    　自分や周りを殺す選択肢を取り、それで満足したふりをするような弱い女を、狸吉が選ぶわけがなかったのだ。


    　そしてそれらのエゴを自覚しているにもかかわらず、狸吉に感情を叩たたきつけて逃げだす自分が情けなくて、ゆとりはずぶ濡ぬれの体で朱あけ門かど温泉の裏路地を走り抜けた。


    「……もう、嫌だぜ、こんな自分……」


    　なあ狸吉。なんでお前、下ネタテロリストなんかになってんだよ。


    　お前がずっと時とき岡おか学園にいてくれたなら、あたしは自分の思いが伝わらないのも、恋が実らないのも、全部社会のせいにして、なにも考えずに流されるだけですんだのに。


    　お前が下ネタテロリストになっちまったら、あたしはもう、自分の弱さを責めるしかなくなっちまうじゃねえか……。


    「う、ううううっ……」


    　そんなふうに考える自分が大嫌いで、死んでしまえばいいと思ってしまって。けれどそんな思考を止めることもできなくて。


    「……あたしじゃない。あたしが悪いんじゃない！　《ＳＯＸソツクス》が、《雪せつ原げんの青あお》が全部悪いんだぜ！　《雪原の青》が、狸吉を善導課みたいにしたから！」


    　もう、どんな無理やりにでも誰かに濡れ衣ぎぬを着せていなければ崩れ落ちそうだった。


    　ゆとりは自分の心を守るため、悪と設定した《ＳＯＸ》をこの競技で下すため、呻うめき声さえ漏もらしながら、祭りで賑にぎわう朱門温泉の裏路地を走り続けた。
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    「あいつ、マジで僕を置いていっちゃったぞ……」


    　僕は途方に暮れていた。


    　ゆとりがなんであんなにいきなり怒り出したのかまったくわからないし、なによりこのままだと三回戦に負けてしまうことは明白だった。


    「……大体あいつ、僕や華か城じよう先輩が善ぜん導どう課と同じって、なにバカなこと言ってんだよ」


    　善導課やそれを生み出した連中は、自分たちの考えこそが正しいと信じ込んで、人々から性的な事柄を切り離そうとしているようなやつらだ。同じなわけがない。


    〝エロくない男子〟とか〝甘い塩〟みたいに矛む盾じゆんしたもん作ろうとしてる連中だぞ。そんな、ある意味で人を人とも思ってないようなお堅い方々が、僕たちと同じなわけな……


    「人を、人とも思わない……？」


    　そこで僕はなにか引っかかりを感じた。　


    　つい最近。誰かが、僕に似たようなことを忠告してきたような。


    『──あの子は《雪せつ原げんの青あお》なんかじゃない。〝人間〟なんだよ』


    　頭の奥底で、その言葉がぼんやりと浮かんできた、そのときだ。


    「どこに、どこにいるんですの、あの忌いま忌ましい男は……ん？　この匂におい……近くに」


    「……っ！」


    　ぞわりと悪お寒かんを覚えて振り仰あおぐと、立ち並ぶ屋台の隙すき間まから、きょろきょろとあたりを窺うかがう白い影が見えた。


    　僕は反射的に川へ滑り込んだ。浮かんでいた思考が一気に吹き飛ぶ。


    　ど、どうする！　どうする!?　


    　このままじゃあここから動けないし、かといって勝負を放棄するわけにもいかない。


    　……一瞬で退場した若わか頭がしら五人衆の発言からして、アンナ先輩のことを話せば無効試合に持ち込めるかもしれないけど……相手は鬼おに頭がしら慶けい介すけ。そううまく事が運ぶ保証はないし、なにより華城先輩ならこんな場面でも諦あきらめずに戦い続けるはずだ。


    　アンナ先輩に見つからずにうまく擬ぎ人じん化かできる材料を集め、隠し社やしろに帰る……そんな都合のいい方法が果たして……。


    「んっ。そういえば」


    　水面からアンナ先輩を警戒していた僕は、ある可能性に思い至った。


    　いつもアンナ先輩と行動を共にしてボディガードするよう仰おおせつかっているあのムッツリスケベがもしこの場に来ていれば……まだ勝しよう機きはある！


    「頼む、いてくれよ～～」


    　僕はアンナ先輩が遠ざかっていくのを確認してから岸に上がり、ある番号に電話をかけた。


    　擬人化借り物競争のルールでは味方からアドバイスをもらうことはルール違反に設定されていて、いま社に集まっている人たちとＰピーＭエムで連絡を取ることはできないけど、


    『はいもしもし。月つき見み草ぐさ朧おぼろです』


    　こいつなら社で動きを見張られていないし、そもそも味方じゃない。胸を張って協力を仰げる。まあ、ちょっと反則くさいのは想定外の事態が重なったってことで勘弁な。


    「突然で悪いんだけど、月見草っていま、朱あけ門かど温泉にいたりする？」


    『はい。アンナ様の家出に同行を頼まれまして』


    　ビンゴ！


    「あのさ、ちょっと頼みたいことがあるんだけど、いいかな？」


    『申し訳ございませんが、それは実行できません。私はいま、アンナ様の捜索に力を入れねばならず、ほかの案件に時間を割さいている余裕は──』


    「アンナ先輩の居場所教えてあげるから、頼むよ！」


    『わかりました。なんなりとどうぞ』


    　こいつはホント、ロボットみたいに頑かたくなかつシンプルで助かるんだけど、こうまでチョロいといろいろ心配になるなー、毎度毎度。


    「よしそれじゃあ、いまから用件を伝えるから、言ったとおりに──」
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    『時間切れまで、あと五分だね～』


    　ニヤニヤと笑う慶けい介すけの声を聞きながら、ゆとりは運んできた三つの物品を前にして無気力に佇たたずんでいた。


    　そんなゆとりの周囲では《ＳＯＸソツクス》の関係者が慶介に対して強烈な抗議を続けている。


    「このクソオヤジ、いい加減にオロロロロッ」


    「おい慶介おめぇ、まさか本当にこの三回戦、無効試合にしねぇつもりかい？」


    「ふざっけんじゃないわよ！　小さい男ね！　ケツ穴と毛穴が同じくらいの大きさなんじゃない!?　先に帰ってきた若わか頭がしら五人衆の反応見てなんとも思わないの！」


    『えー？　そんなこと言われてもなー。彼らはこう言ってるし』


    「「「「「ゑ？　ナンニモナカッタデスヨ？」」」」」


    　不自然なまでにボロボロになって帰ってきた若頭五人衆が小刻みに震えながら証言する。


    「明らかに、アナル処しよ女じよを大根巨きよ根こんに貫つらぬかれた！　みたいな異常な恐怖体験した人間が記憶を自動消去したときの顔してるじゃないのーっ！　現実から目を逸そらしてんじゃないわ！　あんたらが量産しようとしてるモンスターの姿を思い出しなさいよ！」


    「「「「「ナンニモナカッタデスヨ？」」」」」


    「あーっ！　もーっ！」


    　必死だなぁ。


    　ゆとりは《ＳＯＸ》の面々、特に《雪せつ原げんの青あお》を見ながらぼんやりと考えていた。


    　どうせ最初から、慶介が無効試合なんて聞き入れるわけないのに。


    　それにもしこの試合をどうにかしたところで、《羅ら武ぶマシーン》に勝てるわけがないのに。


    　だからあたしみたいに、こうして楽なほうに流れて甘い汁を吸えるポジションにいるほうが賢いのに。


    　最初こそ《ＳＯＸソツクス》サイドの面々と騒いでいたあの小さな絵え描かきもいまでは『もうダメじゃな……あやつは逝いってしまった……』と完全に諦あきらめているのに。


    　ゆとりは慶けい介すけに食ってかかる《雪せつ原げんの青あお》を眺めながら、必死に自分を正当化していた。


    　あんな人を選ぶなんて狸たぬ吉きちがおかしい。あたしは悪くない、あたしは悪くない……。


    『は～い。残り一分だね～。これはもう締め切っちゃっても』


    「だーっ！　残り一分か！　あっぶねえ！　間に合ったぞチクショーが！」


    　と、そのときだ。


    　ゆとりの暗あん鬱うつとした思考を吹き飛ばすように、その人は朱あけ門かど川から姿を現した。


    「こっからが勝負、なんだよな？」


    



    
      ●

    


    



    　僕が月つき見み草ぐさに出した指示を要約するなら、『朱門温泉にある卑ひ猥わいなブツを三つ、朱門川の上流に持ってきてくれ』というシンプルなものだった。


    　アンナ先輩に位置を特定されないよう川の中で待機していた僕は、僕の匂においを染みこませたハンカチと引き換えにそのブツを受け取った。


    　問題はどうやって隠し社やしろに戻るのかという点だったけれど、これは朱門川の水位が下がっていたことが助けになった。


    　朱門川の両岸には、社修しゆう繕ぜんの物資などを運ぶ際、小舟で川を[image: ]そ上じようするためのロープが張られている。僕はそれを頼りにして、川に浸つかったままここに[image: ]たどり着いていた。


    　朱門川がもともと緩ゆるやかな河か川せんだったこと、この数週間でかなり体が鍛きたえられていたことが幸いしてなんとかこうして戻っては来られたけど、もう全身ガクガクだ。


    　おかげで股こ間かんのムラムラも全部吹き飛んだ。健全な賢者モードである。


    「こっからが勝負、なんだよな？」


    　月見草が運んでくれた物品を背中に担かつぎながら、僕は慶介を指さす。


    『そうだね。ここからが勝負だ。さ、仕事だよ。審判さん』


    　慶介はあっけらかんとした軽い口く調ちようで言うと、隣でポカンとする早さ乙おと女め先輩に声をかけた。


    　早乙女先輩は『う、うむ』と応じながら『あやつ、勝負前と違ってすっきりした顔をしておる……まさかあの化け物をその身に受け入れおったか……？』などと厨ちゆう二にっぽいことをほざいている。いったいナニを想像してるんですかねぇ。


    『それじゃ、三回戦、借り物擬ぎ人じん化か競争、借りてきた物品のお披ひ露ろ目めだよ！』


    　僕とゆとりは、社の前にぽっかりと開けた空間に担ぎ出される。


    　数百人に及ぶ変態に半円状に囲まれながら、運んできた物品を畳の上に下ろした。


    「……」


    《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の共同代表を務める女──ゆとりがキツネのお面の奥から信じられないものを見る目で僕を見つめていることに気づいた。


    「ふんすっ」


    　僕はどうだとばかり腕を組んでその視線に応こたえる。


    　と、困惑したような表情のゆとりの向こう、変態たちの壁から華か城じよう先輩がこちらに笑え顔がおを覗のぞかせていた。


    「よく戻ってきた！」とばかりに、親指を人さし指と中指の間に入れてヒクヒクさせている。テンションが上がっていた僕は、華城先輩へにっかり笑顔で同じジェスチャーを返した。


    「……死、ねっ、ボケっ！」


    　あ、ヤバい。いまの[image: ]みだらなサムズアップ、ゆとりに向けたものだと思われてる。


    　このままでは僕が変態だと思われてしまう。


    『それじゃ、まずは遅刻寸前だった《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》君から回答をどうぞ～』


    　ゆとりに弁解する間もなく、慶けい介すけから回答を迫られる。


    　まあいいや。ゆとりには変態疑惑撤てつ回かい以外にも話さなきゃならないことが山積み。正体も割れたわけだし、勝負が終わってからゆっくり時間を割さこう。


    「俺おれが持ってきたのはこれだ！」


    　僕は担かついでいた袋の中から、ガラガラ抽ちゆう選せん器きを取り出した。社やしろに奉ほう納のうするかのように差し出し、そのガラガラ抽選器が喋しやべっているという体ていで裏声を出す。


    「……朝から晩まで、みんなが私のことを輪ま姦わすんです。最初は穴から白いものが[image: ]あふれるだけだったんですけど、輪姦されすぎて、最後のほうは、穴から赤いものが……」


    『アウトじゃー』「女の敵ね」「吐き気を催す邪じや悪あくっスね。超能力者があの男の頭の中を覗いたら卒倒するに違いないっス」


    　んなこと言ったら超能力者が華城先輩の頭を覗いたときこそ頭パーンッとなるわ！


    　えー、ガラガラ抽選器不評かー。月つき見み草ぐさからガラガラがいかに《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に反しているのかを聞いたときは感心しちゃったけどなー。


    『じゃ、次ねー』


    　促うながされて前に出たゆとりが、手元の袋に手を入れる。……なんかあいつの袋、さっきからめっちゃ動いてるんだけど……。


    　むっつりと押し黙ったままのゆとりが取り出したのは……糸に繫つながれた二匹のトンボだった。


    　ゆとりはヒモを握ったまましばらくトンボを飛行させる。


    　やがて、二匹のトンボが空中で交こう尾びし始めた。おい、まさかあいつ。


    「青せい姦かん飛行。ムラッ☆」


    　擬ぎ人じん化かっつーかストレートすぎるだろアホかあいつはああああ！


    　いやまあ、アオカンと発言するとＰピーＭエムに引っかかるところをセイカンとしているところとかちゃんと気を回してるけどさ、アホでしょ。


    『……ふむ。一品目から判断が難しいの』


    　僕とゆとりの回答を聞いた変態たちのリアクションを見渡しながら早さ乙おと女め先輩が唸うなる。


    　やがて、


    『うむ。[image: ]きん差さで《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》の勝ちじゃ』


    　よっしゃ！　欲望優先の鬼き畜ちくが多くて助かった！　


    『じゃ、次は二品目ね～』


    「俺おれの二品目は、これだ！」


    　僕が取り出したのは、射しや的てき用の銃じゆうだ。引き金に指を当て、さすさすとくすぐる。


    「ほら、ここがいいんだろ？」


    「あ、ダメ、そこは、その突起をイジられると、私、私……っ！」（裏声）


    「銃身に空気が溜たまって、もうビンビンだなぁ？」


    「いやぁ、言わないでぇ。あなたが充じゆう塡てんしたくせにぃ」


    「そんなに小刻みに震えて、狙ねらいが定まらないじゃないか。あとはここをハジくだけで……」


    「いや、いや～～、もう、ダメ───っ！」（裏声）


    　──パァン！


    　最後に引き金を引いて発はつ砲ぽうし、僕のターンは終了した。


    『……』「……」「……」


    　そして《ＳＯＸソツクス》女性陣からの評価も終了した。


    　なにこの僕の独りよがりを生暖かい目で見守る雰ふん囲い気き。


    「後悔オナニーとはこのことね」


    　んでもって華か城じよう先輩が最後にうまいこと言って、うまいとこ持っていって、僕の見せ場ないんだけど世の中って理り不ふ尽じん。


    『はい次ー』


    　ゆとりが無言のまま袋から取り出したのは、屋台で売られている缶ジュースだ。


    　炭酸飲料、なんだけど、ゆとりはそれを凄すさまじい勢いで振り始める。


    「……なんだお前、始めたばかりなのに、もうはち切れそうにパンパンだぜ」


    　缶に炭酸ガスが充満してるんですねわかります。


    「ほらやっぱり、女にしてもらうよりもこっちのほうがいいんだろ？」


    　そこで《ベーコンレタス母の会》の面々が「「「うほっ!?　まさかのシチュ!?」」」と興奮なさる。


    「そら、出しちまいな」


    　プシュウウウゥウゥゥッ！


    　ゆとりが缶を開けると、真っ白な泡あわが凄まじい勢いで空中に飛散し、陽光を受けてキラキラと光った。なにこれ爽さわやかなつもり？


    「……ちっ。手についちまったぜ。べたべたして気持ちわりぃ」


    　手についた白いモノ（泡あわです）を舐なめとり、ゆとりのターンは終了した。


    『うむ。今回の勝敗は歴然じゃな。共同代表の勝ちじゃ』


    「あれそんなに擬ぎ人じん化かって感じじゃなかったじゃないかーっ！」


    　僕が抗議の声を上げるも、『一回戦では《雪せつ原げんの青あお》がルールを多少逸いつ脱だつしてポイントを得ておったじゃろうが。ウケたほうが勝ちなんじゃよ』と早さ乙おと女め先輩は取りつく島もない。


    　むむむ、まあ確かに、ゆとりの回答は《ベーコンレタス母の会》を中心に好評だったからな。仕方ないな。決してこれ以上ムキになると僕のムスコにまで好評だったことがバレるとかそういうんじゃなくてね。


    『それじゃ、最後の一品をお願いね～』


    　慶けい介すけの進行に合わせて、僕は最後の一品を取り出した。


    「俺おれの最後の一品は、割り[image: ]ばしだぁ！」


    　お祭り屋台の食べ物にさりげなく、そして必ず付属してくる割り[image: ]こそ、お祭りの陰の主役。この擬人化勝負を締めくくるにふさわしい。


    　僕は割り[image: ]の先端を摘つまんで割れるか割れないかの力でぐいぐいやりながら、再び裏声と地声を使い分ける。


    「ほらさっさと足開けって、な？」


    「いやあぁ、そんな無理やりこじ開けたら、こ割れる、こ割れちゃうよぉ！」（裏声）


    「おとなしく従ったほうが身のためだぜ？　ほら、じゃないと力ずくで……」


    「あ、いやっ、いや～～～っ」（裏声）


    　パキンッ。


    　ぐいぐいやっていた割り[image: ]が、歪いびつな形に割れる。


    「ほら言っただろ。素直になってれば、綺き麗れいにいけたのによ」


    「う、ううぅ、私のハジメテが、こんなかたちだなんて……」（裏声）


    　涙声まで演出したところで、僕のターンは終了した。


    『キモいのじゃ』「キモいっス」「キモいわね」


    　おーい月つき見み草ぐさー、お前の発想キモいってよー。現実逃避？　責任転てん嫁か？　なんとでも言うがいいさ。自分の心の平へい穏おんを保つのが最優先だ。


    「あいつこの前から、鬼き畜ちく系の回答しかしないっスよ。ヤバイ願望持ってるんじゃないっスか」


    「善ぜん導どう課を呼ぶか、警察を呼ぶか、情けで救急車にしてあげるか、迷うわね」


    　下ネタ五本勝負が終わったあと、僕の扱いがどうなってしまうのか、わりと本気で心配。


    『じゃ、最後だねー』


    　慶介に促うながされてゆとりが袋から取り出したのは、


    「……キツネ？」


    　なんかどっかで見たことのあるキツネが、大量の変態に怯おびえるようにきょときょとしていた。


    　ゆとりが無言のままキツネにジェスチャーを送る。すると、


    　ごろん。キツネが腹を見せて正せい常じよう位いになる。


    　しゅた。キツネが二本の脚で立ち上がり、ちんちんする。


    　おまけにキツネは、近くにいた《震しん激げきの尻いさらい》構成員らしき男の足にまとわりつくと、野生動物らしいキレのある動きでかくかくかくかくっ！　と腰を振り始めた。《ベーコンレタス母の会》の方々が「獣じゆう姦かんボーイズラブ!?」とでも叫び出しそうな顔で目を輝かがやかせる。


    「……これで終わりだぜ」


    　最後の最後でやる気ＮＥＥＥＥＥＥＥＥ!?　


    　いや、野生動物を手て懐なずけるって点ではかなりの労力だけど、ゆとりにとっては朝あさ飯めし前だろうし、そもそも擬ぎ人じん化かしてないし。


    　たぶん、僕を川に放置していった時点でほぼ勝利を確信してたんだろう。それにしても手の込んだ手抜きだな。ところで手抜きと手コキのそっくり感はヤバイ。


    　勝負の結果としてはある意味当然のごとく、


    『うむ。最後の一品は《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》の勝利。よって、この三回戦は《ＳＯＸソツクス》の勝利じゃ』


    『んー。残念っ。それじゃ、四回戦は明日あしたの晩。時間には正確にねっ』


    　と、慶けい介すけが三回戦の終了をいやにあっさり告げた途端、華か城じよう先輩が満面の笑みで僕のほうに駆かけ寄ってきた。


    「よくやったわね！　さすがは私が見込んだ変態！」


    　ハイタッチを交わすと、華城先輩は案の定「肉と肉がぶつかる乾いた音……」と無駄に下ネタを挟んでくる。そして安心したように僕の顔を見上げた。


    「アンナが予定より早く朱あけ門かど温泉に着いたって連絡してきたから、一時はどうなることかと」


    「いやまあ、なんとか逃げ切れましたし、いろいろと収穫はあったんで、不幸中の幸いでした」


    「本当によかったわ。もうね、あなたの貞てい操そうと命はほとんど諦あきらめて、お通つ夜やとお赤飯の準備を同時にやろうかと考えてたくらいだったもの」


    「なんですかそれ。僕はただ《雪せつ原げんの青あお》なら諦めないだろうと思って、頑張っただけですよ」


    「……そう。私なら、ね」


    　華城先輩はふと目線を下げると、またどこか安心したような、失望したような声で呟つぶやいた。


    「あの、華城先ぱうおっ!?」


    　この朱門温泉に来て、慶介たちと対たい峙じするようになってから特に増えた華城先輩のその態度が気にかかって尋ねようとしたそのときだ。


    「《雪原の青》様に近づくんじゃねーっすスよ！　この脳内犯罪者予備軍野や郎ろうが！」


    　鼓こ修す理りのロケット頭突きによって脇わき腹ばらを抉えぐられ、僕は悶もん絶ぜつする。


    「……この、もう少しくらい僕のことを労ねぎらってくれたっていいじゃないか」


    「なーに言ってるんっスか。あんたはそもそも《雪せつ原げんの青あお》様をトレースしないと戦えもしないじゃないっスか。大体、今回勝てたのはあの背中に突起物が適当な品を持ち帰ってきたからっスよ。自分の実力を勘違いしちゃダメッす」


    「いいじゃんか別に。勝ちは勝ちなんだから。っと」


    　鼓修理の暴ぼう言げんで思い出した。


    　ゆとりには、たっぷりと話を聞いておかなくちゃいけない。


    　首を巡らせると、キツネを山に返しながらこちらを見ているゆとりを発見した。


    　脇腹を押さえながらそちらに近づく。と、


    「……っ！」


    　ゆとりはそれこそ野生動物みたいに警戒心むきだしで立ち上がると、脱だつ兎とのごとき勢いで朱あけ門かど温泉へ続く隠しルートへ突っ込んでいった。


    「……おもっくそ逃げられた」


    　気まずいのはわかるけど、ああまで露骨に逃げられるとなぁ。中学時代とはまた違うゆとりの逃げ方にちょっと傷しよう心しん。


    「おい、お前」


    　それまで華か城じよう先輩にべたべたとくっついていたはずの鼓修理が、鋭するどい目つきで僕を見上げていた。


    「まさか、互いに正体を……」


    「ほら二人とも。さっさと帰るわよ。アンナがもう来ちゃってるんだから、気を引き締め直しなさい。処しよ女じよ膜まく再生させるくらいの気持ちで」


    「はいっス！　《雪原の青》様のご命令なら、もう二、三枚の多重結けつ界かいにする勢いで気を引き締めちゃうっスよ！」


    　華城先輩の介入によって鼓修理の言葉が途切れる。


    「おい鼓修理。なにを言いかけたんだよ」


    「……あー、やっぱりなんでもないっス」


    　鼓修理は突き放すように言うと、清きよ門かど荘そうへと続く隠しルートに入る華城先輩を追いかけていってしまった。


    　……なんだよもう。華城先輩も、ゆとりも、鼓修理も、なんだかすっきりしない。


    　僕は胸にモヤモヤを抱えたまま、帰路に就いたのだった。
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    「違う違う、こんな気持ち、噓うそだ、噓なんだぜ……」


    　帰りの山道を変態に囲まれて歩きながら、ゆとりはぶつぶつと自分に言い聞かせていた。


    　ゆとりが必死に否定しているのは、自分の中に燃え広がろうとしている炎のような気持ちだ。


    　数日前、狸たぬ吉きちとちんこバトン勝負のデッドヒートになった際、自分の中に生まれた感情。


    　それがまた、狸吉が川から[image: ]はい出てきた瞬間に点火され、じわじわと広がろうとしている。


    　逆行を気にせず、下ネタをバカらしく楽しんでいる彼らと行動を共にしたいという感情。


    「違う、だって、この感情を認めたら、あたしは……」


    　それまでの弱い、流されていただけの自分を完全否定するだけに留とどまらない。


    　あの二人の関係だって、認めることになってしまう。


    　あんなにも楽しそうに、お互いが信頼し合っているようにハイタッチを交わしていたあの二人の関係を……。


    「違う。違う。大丈夫、あたしは間違ってない、間違ってるのは《ＳＯＸソツクス》で、それはすぐに証明されるはずなんだぜ」


    　そうだ。こんな高こう揚よう感、またすぐに消え去る。一いつ過か性せいのものだ。


    《ＳＯＸ》がソフィア・錦にしきノの宮みやの署名運動を潰つぶし、谷や津つヶが森もりのエロ本を譲じよう渡としてくれたときも、ちんこバトン勝負のときも、炎のようなこの高揚はすぐに絶望で塗りつぶされた。


    「今回だって、四回戦と五回戦には、あの《羅ら武ぶマシーン》が控えてんだ……」


    《ＳＯＸ》はそこで敗北する。


    　格の違うあの変態が、下ネタ五本勝負の後半戦を通して、《ＳＯＸ》が間違っていると必ずや証明してくれるはずだ。


    「だから、あたしはなにもせず、この感情を抑えつけておくだけでいいんだぜ……」


    　濁にごった瞳ひとみを弱々しく歪ゆがめ、ゆとりは黙々と朱あけ門かど温泉に繫つながる山道を歩いた。

  



  
    



    


    　第六章　愛を生む者


    



    「いやああああっ！　ぜっっったいに嫌っス！」


    「これしか手がねえんだよ。諦あきらめな」


    　僕が脱いだＴシャツを握りしめた撫子なでしこさんが、鼓こ修す理りを部屋の隅すみに追い詰めてガンを飛ばしている。事の発ほつ端たんは三回戦後、清きよ門かど荘そうに戻ってきてすぐのことだ。　


    　いまだに僕こと《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》の命を狙ねらって朱門温泉をうろついているだろうアンナ先輩からどうやって僕を隠そうか相談していた僕と華か城じよう先輩、それから鼓修理のところへ、撫子さんが乗り込んできてこう言った。


    『狸吉の匂においが染みついたこのＴシャツを鼓修理に着せて、アンナの鼻をごまかす』


    　撫子の提案を聞いて瞳どう孔こうガン開きになった鼓修理が部屋から逃げだそうとして、いまに至るというわけである。


    「鼓修理。おめぇは確か、時とき岡おか学園内で〝狸吉の腹違いの妹〟って設定で通ってんだろ？　なら狸吉のお下がりを着てるってことにできる。朱門温泉内に満ちる狸吉の匂いや痕こん跡せきは、おめぇが着てるお下がりから発されたか、テロリストの《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》がまき散らしたかのいずれかってことでごまかせんだよ」


    「絶対に嫌っスよ！　あの女は、兄きよう妹だいの関係だろうと邪魔者と判断したら殺しにかかるような女っス！　お下がり着用だけでもなにされるかわからないっスし、狸たぬ吉きちなんかの体液が染みこんだ服を着るなんてまっぴらごめんっス！」　


    　鼓こ修す理りが全力で抵抗を試みる。と、


    「鼓修理。私からもお願い。アンナの子し宮きゆうをごまかすために、力を貸してちょうだい」


    「了解っス！　鼓修理、どんな目に遭あっても綾あや女め様のためなら頑張れるっス！」


    　華か城じよう先輩からお願いされて、鼓修理はあっさり陥かん落らくした。まあ、想定内です。


    「ありがとう鼓修理。大丈夫。いくらアンナでも、お下がりを着ているくらいで危害を加えようとはしないはずよ。最悪、生きたラブドールにされるくらいで」


    　それただの性せい奴ど隷れいじゃないですかー。


    「んじゃ、こっちはそれでいいとして。狸吉。おめぇはさっさと温泉に入ってきな」


    「え、いまですか？」


    「汗かきすぎなんだよ。おめぇをほかの宿に移す作業は、おめぇが三回戦で披ひ露ろうした策を参考にして、朱あけ門かど川を利用する。けどな、短時間とはいえ地上を移動する時間はあるし、匂においを消しておくに超したことはねぇ」


    　温泉と聞くと嫌な予感しかしないので警戒していたけど、まあそういうことなら。


    「と、それはそれとして、だ」


    　僕がお風ふ呂ろの準備をしていると、撫子なでしこさんががっしりと肩を組んできた。


    　ニヤニヤと上機嫌な表情で僕の耳元に唇くちびるを寄せると、ひそひそと耳打ちしてくる。


    「三回戦、根性見せたねぇ。いい成長ぶりだった。とりあえずは満足だ」


    　いきなり接近されたうえ、手放しに称賛されて顔が火ほ照てる。


    「だけどねぇ、あと一歩、足りねぇんだなー、これがまた」


    　撫子さんが「逃がさねぇぞ」とばかりに腕に力を込める。ああ、嫌な予感ビンビン。


    「けどまぁ、三回戦を頑張ってたことは確かなわけだし、とりあえずはご褒ほう美びをやろう」


    　すると撫子さんは僕にヘッドロックをかまし、華城先輩を捕まえた。


    「さ。久々に男女混合風ぶ呂ろの時間だ」


    「「ちょっと待てえええええ！」」


    　僕と華城先輩が同時に叫んだ。特に僕なんかはいましがたご褒美と聞いていたぶん声を張る。


    「それご褒美じゃなくてペナルティーのやつじゃねえか！」


    「え？　でも、嬉うれしいだろ？」


    「答えになってねえ！」


    　つーかペナルティー＝嬉しい＝ご褒美って、撫子さんは僕のことをドＭだと思ってないか!?


    　こちとら三回戦で鬼き畜ちくドＳ疑惑が浮上した奥おく間ま狸吉だぞオラァ！


    　……いや、あの、マジで、せっかく三回戦でムスコが賢者になれたのに、間を置かず戦士に転職することになっちゃうんで、やめていただけませんか。


    　撫子なでしこさんあんた、義理とはいえ一人娘の貞てい操そうが大事じゃないんですか!?


    「ま、とにかく。四回戦に挑いどむ前に、もう一回ちゃんと向き合っときな」


    「……私は私のペースでやるって、言ってるでしょうに。この世話焼きめ」


    　華か城じよう先輩は撫子さんの無む茶ちや苦く茶ちやなやり方にもう慣れきってしまっているのか、なにかぶつくさと文句を言うと抵抗をやめてしまった。


    　くそっ、こうなったら鼓こ修す理りと組んで撫子さんをどうにかして──。


    「逃げちゃダメっス……逃げちゃダメっス……逃げちゃダメっス……」


    　いかん。アンナ先輩への恐怖に打ち勝って華城先輩の期待に応こたえようと、鼓修理はもういっぱいいっぱいらしい。こっちのことなんて見えちゃいない。


    　僕と華城先輩はなすすべなく、撫子さんによって混浴風ぶ呂ろへと連行されていった。
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    「……」


    「……」


    　気まずい。


    　体を洗ってるときはその作業に集中すればよかったけど、いざ湯船に浸つかるとどうすればいいのやら。


    　これまでみたいに喋しやべろうにも、いまの僕はまさに《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》だし、普通にってのは無理な話だ。


    　華城先輩もどこかそれを察しているのか、なんかちょっとよそよそしい。


    「……ねぇ狸たぬ吉きち」


    　と、のぼせる寸前まで間延びした沈黙の中で動きを見せたのは華城先輩だった。


    「ええと、その、三回戦、凄すごかったわね。割り[image: ]ばしとか抽ちゆう選せん器きとか、狸吉があんな鬼き畜ちくな願望を抱いだいて生きていたなんて……将来の狸吉のお嫁さんはイバラの道を歩むことになりそうね」


    　酷ひどい話題だった。


    「あれは違うんですって！　その、アンナ先輩にくっついてきた月つき見み草ぐさに協力を仰あおいで……っだからあの発想の元は月見草のものです！」


    　まあ、それをアレンジ＆増ぞう幅ふくして演じたのは僕で間違いないですけどね。


    「ですから、まあ、僕は凄くないんですよ。風紀委員なんて敵さんに頼っちゃったわけですし」


    「なに言ってるの。だからこそ、狸吉は強いんじゃない」


    《群むれた布地》事件のとき、生徒会と風紀委員に協力を仰いだ僕を褒ほめたときのように華城先輩がはっきりと言う。


    　僕はあのときから少しは変わった。ほかの人の力を素直に頼れるようになった。けどそれは自分の弱さや無能さを認め受け入れ、自分の分をわきまえたというだけのことであって、僕自身が強くなったわけでも成長したわけでもない。


    「僕は、強くないです。三回戦、途中で折れなかったのも、華か城じよう先輩ならきっと諦あきらめないだろうって思ったからで、僕自身が強かったわけではないんです」


    「私だったら、狸たぬ吉きちと同じような状況に放り込まれた時点で負けていたわ」


    「？　なに言ってるんですか。華城先輩なら負けるどころか、もっとうまくできたと思いますよ。僕みたいに敵にまで力を借りたりせず、自力で」


    「……そう、かしらね。ありがとう」


    　華城先輩は歯切れ悪く頷うなずいた。


    「あの、華城先輩。ずっと気にかかってたんですけど、華城先輩って最近なんだか」


    「明日あしたはついに四回戦ね」


    　と、僕が華城先輩の歯切れの悪さに踏み込もうとした途端、遮るように話題が変わった。


    「いよいよ、あの《羅ら武ぶマシーン》と直接対決することになるわけだけれど……正直、私はあの女に、勝てる気がしないわ」


    「ちょっ」


    　華城先輩が唐突に発した弱気な発言に、僕は目をむいた。


    　いや、確かに僕だって、最高位ハイの古代変態エンシエントの中でも別格らしい《羅武マシーン》には華城先輩でも敵かなわないんじゃないかと懸け念ねんしていた。


    　けれど、あれだけ自信満々に勝負を受けた華城先輩なら勝てるだろうと信じられたし、もしダメでも僕たちがサイドから支えればどうにかなると思った。


    　それなのに、こんなにもはっきりと華城先輩が弱よわ音ねを吐くなんて。


    「四大テロ組織に谷や津つヶが森もりの不健全雑誌を割かつ譲じようしたとき、私が持ち帰った本のこと、覚えてる？」


    「ああ、あの悪魔の書ですよね」


    『森しん羅ら万ばん象しようぶっかけ算』とかいうＢＬボーイズラブ本で、時とき岡おか学園に華城先輩をはじめとした納豆女が増殖するきっかけになった本だ。


    「あれは《羅武マシーン》が中学生だった頃、コミケとかいうイベントで自費出版していたものよ」


    　なん……だと……？　


    　コミケ。聞いたことがある。なんでも日本中から熱意と欲望と変態が集まる天険の地。父さんも若い頃は頻ひん繁ぱんにそこを訪れ、コスプレとかいうものをした子に『落としましたよ？』とコンドームやバイブを手渡す無差別セクハラを敢かん行こうしていたとかいう場所だ。


    　そんな場所で、中学生、しかも女の子が、あんな本を自費出版していただと……？


    「そしてその本を教本にして、私に腐ふ敗はい菌きんを植え付けたのがあの女。いわば《羅ら武ぶマシーン》は、その道における私の師匠なのよ。少なくともいまはまだ、勝つビジョンが見えない」


    　華か城じよう先輩は畏い怖ふさえ混じる声こわ音ねで俯うつむきながら、淡々と喋しやべり続ける。


    「四回戦で《羅武マシーン》に勝てなかったなら、五回戦も絶望的よ。五回戦には《羅武マシーン》だけでなく、ほかの実力者も数多く出てくる。競技の性質も単語を答えるというシンプルなものであるぶん、単純な知識量が勝敗を決するわ。卓球をしながらじゃあＰピーＭエム無効化も長くは続かないし……この二勝一敗の状況、実は私たちに有利ってわけじゃないのよね」


    　華城先輩はそれまで抱えていたのだろう不安要素を絞り出し、現在置かれた状況がいかに危あやういのかを補足説明してくる。


    　その表情は下ネタ五本勝負を受けたときのような自信に満ちたものじゃない。


    　なんの変哲もない、なにか悩みを抱えた普通の女の子の顔で……。


    「大丈夫ですよ！」


    　僕は自分の中に生まれた気持ちも、華城先輩の顔に浮かんだ不安も吹き飛ばすように、声を張って答えた。


    　華城先輩が目を丸くしてこちらを見る。んで、顔を真っ赤かにして逸そらす。


    「なに弱気になってるんですか！　華城先輩が、卑ひ猥わいな冗談で負けるわけないんです！　僕も、鼓こ修す理りだってそう信じてるんですよ！　華城先輩は自分がどれだけ凄すごいのか、強いのか、わかってないんです！　こんな世界で、ちょっと頭おかしいんじゃねえのってくらい卑ひ猥わいな冗談が好きな自分を貫つらぬいて！　そんな華か城じよう先輩さえいれば、早さ乙おと女め先輩だって、きっと戻って来てくれるに違いないんです！　僕たちが……僕がサポートしますから、そんな弱よわ音ねを、吐かないでくださいよ」
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    　僕は必死に力説した。だってこんな、弱気に押しつぶされそうな華城先輩なんて……。


    「……そう。うん、狸たぬ吉きちにそう言ってもらえると、とても嬉うれしいわ」


    　またあの笑え顔がおだ。落らく胆たんしたような、けれど喜んでいるような、複雑な表情で笑う華城先輩。


    「さて、そろそろ上がりましょうか。あなたを早く、ほかの旅館に隠さないといけないもの」


    　僕は華城先輩に促うながされるまま、浴よく槽そうを出て脱衣所に戻った。


    　少しして、華城先輩も脱衣所に戻る音がする。


    「……これで、よかったんだよな？」　


    　こうして、四回戦を翌日に控えた僕たちの時間は過ぎていった。
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    『さーて皆様お待ちかね！　五本勝負の四回戦、《森しん羅ら万ばん象しようゲーム》、はっじまっるよーっ！』


    　やけにテンションの高い慶けい介すけを筆頭に、今日きようの隠し社やしろは異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。


    《ベーコンレタス母の会》の面々は内に興奮を秘め、静かな炎のように待機しているし、残り三つの組織はこの世の終わりを覚悟する修しゆ験げん者じやのように悟りきった顔をしている。


    《羅ら武ぶマシーン》がどれだけ恐ろしいのか、誰もがそれぞれに萎い縮しゆくしていて、それをカバーしようと慶介が頑張っている状態だ。


    『うむ。ようやく《羅武マシーン》の活躍が見られるのじゃな。楽しみじゃ』


    　……いや。早乙女先輩だけは爛らん々らんと目を光らせてるな。


    　早乙女先輩と《羅武マシーン》は毎日顔を合わせているはずだけど、その実力をお披ひ露ろ目めするのは今回が初なのかもしれない。もしくは《羅武マシーン》と普通の会話が成立せず、その変態性を推おし量るにはこういった場を介するしかなかったとか。


    「で、こいつはいったいなにがあったんですか」


    　地面がぬめぬめした石であるにもかかわらず仰あお向むけに寝っ転がって動かない鼓こ修す理りを指さしながら、《雪せつ原げんの青あお》状態の華城先輩に尋ねた。


    「あー、うん。さっきまでずっと、アンナの抱き枕まくら状態だったのよ、この子」


    「ふ、ふへへ。化け物女の怪力と体液に比べれば、河原かわらのぬめぬめくらい……っス」


    「……なんかすまん。で、《雪原の青》、アンナ先輩はどうなってるんですか」


    「とりあえずあのロボっ子とは別々で部屋へ案内して、落ち着いてもらってるわ。事情を詳しく聞こうにも、電話口以上のことはなにも。とりあえず、ソフィアが折れるまで帰るつもりはないっていうのが主張ね」


    　それはつまり学校が始まっても朱あけ門かど温泉に引きこもる可能性があるということで、もしかして僕はしばらく平へい穏おんな暮らしを約束されたのでは──。


    「アンナ転校の件もさっさと解決しないと、あの子たぶん、あなたを拉ら致ち監かん禁きんして朱門温泉に籠ろう城じようするようになるわよ」


    　ですよねー。夏休み前に僕を拉致監禁してずっと愛し合うみたいなこと言ってましたもんねー。早くアンナ先輩の件を解決しないと、平穏どころかアンナ先輩はむしろ家や学校という鎖くさりの外れたモンスターと化すだろう。


    「ま、いずれにせよ。いま目の前の勝負に勝ってからの問題ね」


    　華か城じよう先輩が、慶けい介すけと早さ乙おと女め先輩、それから撫子なでしこさんの座る社やしろへと向き直る。


    『じゃ、《森しん羅ら万ばん象しようゲーム》のルール説明だ。出場選手は各陣営から二人ずつ。お題は〝たわし×○○〟や〝○○×イモムシ〟みたいに片方だけ空白のカップリングが出るから、空白を埋めてそのカップリングのイチャイチャシチュエーションを発表してねっ』


    　たわしやイモムシでイチャイチャシチュエーションって、びっくりするほどディストピア。


    『回答の順は早い者勝ちで、一つのお題に対して各陣営が一人ずつ回答した時点でそのお題に対する勝敗を決するよー。お題は最大五つ、先に三つのお題で素敵なカップリングを成立させた陣営の勝ちだね』


    　ん？　てことはもしかして、全部の回答を華城先輩に託たくすことも可能、なのか？


    　僕と鼓こ修す理りが目配せしていると、慶介はなおも続けた。


    『ただし、各陣営の出場選手は、最低でも二回は回答しなくちゃいけないよ～。相方に全部任せようなんて横おう着ちやくはいけないもんねっ』


    　鼓修理が「ちっ」と吐き捨てる。


    『ま、これは《羅ら武ぶマシーン》が全回答しちゃったら勝負にならないからってことで、僕からのささやかなハンデだと思ってね』


    　大事な勝負を不利にしかねない慶介の発言に、これまで勝負に厳しい態度を取っていた四大下ネタテロ組織の面々はほとんど抗議の声を上げなかった。


    　くそっ。あの変態オヤジもほかの連中も、ナメやがって。


    「《雪せつ原げんの青あお》、あんな挑ちよう発はつ気にしないで、頑張りましょうね！」


    「……ええ。もちろんよ」


    『んじゃ、堅苦しいルール説明も終わったところで、出場選手、カモンッ』


    　慶介の合図に従い、僕と華城先輩は社の前に敷かれた畳に腰を下ろした。直後、


    「「……っ！」」


    　ズズズズズズズズズッ……っ！


    　背後。四大下ネタテロ組織たちがひしめく方向から、邪じや悪あくなプレッシャーが噴出した。


    　振り返ると、そこにはやつがいた。


    　腰から膨ふくらんだ豪ごう奢しやなドレスに身を包み、頭にブラジャーを重ね、真っ赤かな装飾の辞書を抱えた異界の女性──《羅ら武ぶマシーン》だ。


    　横には《羅武マシーン》と一緒に森しん羅ら万ばん象しようゲームに出場するらしい女性が付き従っているけど、《羅武マシーン》の圧力に気け圧おされているのかいまにも消え入りそうなほど縮こまっている。


    「レンズが片方外れた眼鏡めがね」


    　畳に座った《羅武マシーン》が、片手に構えた赤い辞書を開いて目から電撃を迸ほとばしらせる。


    「×カケル!!」


    　そして力強く叫ぶと、


    「打ち上げられたザトウクジラ……デュフフ」　


    　[image: ]なぞのカップリングを宣言して一人怪しく笑う。


    　あの、異世界の挨あい拶さつには慣れていないので、どうリアクションしていいかわかりません。


    『さ、それじゃ早速お題の発表だねー。よろしくね、審判さん』


    　社やしろのほうでは、早さ乙おと女め先輩が市販の辞書を両手で開き、唇くちびるを尖とがらせながら単語を選んでいた。


    『……よし、これがええの。一つ目のお題は……○○×お好み焼き』


    　早乙女先輩がじゅるりと涎よだれを垂らしながら言った。なに、おなか空すいてるの？


    　そういえば早乙女先輩、夏休み中はずっとスランプだったせいで、ものを食べるどころか食べ物を欲している場面さえなかった。


    　食欲が回復しているということは、もうほとんど迷いなく筆をくわえているということで……。もしかして、早乙女先輩の気持ちはすでに固まりつつあるんじゃあ……。僕は嫌な予感がした。


    　いや、けど、大丈夫。華か城じよう先輩ならきっと、この勝負で《羅武マシーン》をぶっ飛ばしてくれる！　下ネタで早乙女先輩を魅了してくれるはず！　ほら、きっとこれまでどおり、華城先輩はコンマ一秒で回答を……って、あれ？


    　僕はそこで場の異様な空気に気づいた。まあ、最初っからクライマックスレベルで異質な空間ではあるのだけど、そういう意味じゃなくて、予想とは違う展開になっていたって意味で。


    　誰も、回答しない。


    　いつもみたいに「はいっ！」と速攻で回答すると思われた華城先輩は警戒心に満ちた表情で《羅武マシーン》を睨にらんでいる。当の《羅武マシーン》はいつの間に準備させたのか、ずずずとお茶をすすりながら「ヒビの入った湯飲み×果汁百パーセントジュース」などと呟つぶやき、まったりしていた。


    　まさか《羅武マシーン》は、最初の二つのお題をもう一人の《母の会》構成員に任せるつもりなのか？　なんのために？　もしかして、華城先輩の回答傾向を探るため、とか？


    「……はいっ。回答します」


    　僕と華城先輩が相手の出方に困惑していると、《母の会》の構成員が手を挙げた。


    「鉄ベラ×お好み焼き。鋼はがねの肉体を持つ鉄ベラ兄弟から、二つしかない穴を執しつ拗ように責められて、最初は柔らかかったけど少しずつ固くなっていってしまうお好み焼き君。そうやって調教されたお好み焼き君は、最後には不特定多数の人に食われるために売られてしまいます」


    　静かに淡々と、しかし言葉の端々に滲にじむ鬼き畜ちくＢＬボーイズラブ臭。


    　と、そこで僕は、華か城じよう先輩が負けじと手を挙げて回答しようとしていることに気づいた。


    　ん？　もしかして、と僕は《羅ら武ぶマシーン》の狙ねらいに思い至る。


    　やつらはこうやって最初に華城先輩の回答数を消費させて、後半をワンサイドゲームにするつもりなんじゃないだろうか。


    「はいっ！」


    　そう考えた僕は、華城先輩を押し留とどめて手を挙げていた。


    　華城先輩が「えっ？」と戸惑った表情で僕のほうを向く。


    「前半は僕に任せてください。《雪せつ原げんの青あお》は後半のＶＳ《羅武マシーン》に備えて」


    「……ええ、わかったわ」


    　華城先輩はなにか言いたげに口を濁にごしていたけど、「せっかく鉄板がお好み焼きに熱い攻めを加えるシーンを熱演できるチャンスだったのに」と文句を言いつつ僕の案に乗ってくれた。


    『ねえ、回答はまだかなー？』と急せかす慶けい介すけに体を向ける。


    「僕の答えは、カツオブシ×お好み焼きだ！」


    　ざわ……ざわ……。


    「カツオブシが、攻め？」「あの子、受けと攻めを間違えたのかしら」と《母の会》から声が上がる。けど、カツオブシが攻めで間違いない。


    「熱々に固くなったお好み焼きの上にのしかかって、穴を舐なめろとばかりに腰を振りまくる、それがカツオブシだ！　それも複数で！　飽きたらそのままぐったりとお好み焼きの上で動かなくなる身勝手さ！　攻めるのが大好きなワガママ女王様に間違いない！　いや、男女に擬ぎ人じん化かしたカップリングが不服なら、カツオブシのことを、排はい泄せつ孔こうを無理やり舐めさせてるひょろい男子と考えてもいいぞ？」


    『勝負ありじゃな』　


    　僕の回答を聞いてのたうち回る《母の会》構成員の様子を見て、早さ乙おと女め先輩が断言した。


    「さすが、常に体を狙われている受け身の男は発想が違うわね」


    「分析しないでくださいよ！　まあとにかく、前半はこのまま任せてください」


    　僕は華城先輩みたいに凄すごくも強くもない、憧あこがれてるだけのちっぽけな男だけど。


    　こうやってサポートはできる。


    　華城先輩が力いっぱい戦えるように火の粉こを払うことくらいはできるはずだ。


    『……うーむ、それでは、次のお題はこれじゃ。○○×ショートケーキ。じゅるり』


    「……はいっ。回答します。洋菓子職人×ショートケーキ。……おじさんが熱心に施ほどこしてくれる調理──いや調教を、おじさんが喜んでくれるならと素直に受け入れていたケーキ君。おじさんの一番になろうと、恥ずかしい気持ちを我慢してガラスケースの中に並んで、ほかの作品と一緒に汚けがらわしい女の目線に晒さらされる。おじさんの最愛になれると信じて。……けどケーキ君のその努力は結局、女に買われていってしまうことに繫つながった。絶望するケーキ君。けれど売られていく姿を喜ぶおじさん。……汚らわしい女の体内に飲み込まれぐちゃぐちゃにされ、オイシイとだらしなく漏もらす女の声に屈くつ辱じよくを覚えながら、けどおじさんはきっとこの声が聞きたかったんだろうと調教の日々を回想して、ケーキ君はその生しよう涯がいを終えたのでした」


    　なげぇよ。んでもってバックの《母の会》は興奮しすぎ。あと、この女は売られていく系のＮＴＲネトラレ好きすぎだろ。ワンパターン戦法マイナス二千だ。


    　けど、僕も人のことは言えない。僕がいまからする回答は、三回戦のそれと大たい差さないから。


    「はいっ！　僕の回答は、僕×ショートケーキ！」


    　──カップリングに自分をねじ込みやがった!?


    　──なんて厚こう顔がん無む恥ちなの!?


    　周囲から戦せん慄りつしたような声が上がる。ほざけ。僕はとっくに羞しゆう恥ち心しんを捨てた人間だぞ。


    「いやぁ、そんな、周りばっかりいじって……早く、早くここに吸い付いてよぉ」（裏声）


    「うへへ……こんなにぷっくり真っ赤かに熟うれて、充血したみたいなびんびんなイチゴは、最後までとっておかねぇとなぁ」


    「あっ、あっ、そんな、フォークでちょこちょこつつくだけなんて、切ないよぉ」（裏声）


    「……よーし、クリームも残さず舐なめきったし、それじゃあ、望みどおり、最後までいじらずにおいたお前のイチゴを、存分に口の中でいたぶってやるよ！」


    「──や、やああああああっ！」（裏声）


    『あやつのイかれた回答はどうにかならんものかの』「アンナの欲望が感う染つってるんじゃないかしら」「あの男、この勝負が終わったら結婚するらしいっスよ」


    　ついに仲間内から死亡フラグを強制建設される始末。勝てばいいんだよ勝てば！


    「おい、いますぐ本部近くのケーキ屋にショートケーキを大量予約だ」


    「了解です！」


    　ほら、《震しん激げきの尻いさらい》の皆様方はそれぞれの食卓で実じつ践せんする気満々だよ？


    『……む。納得いかんが、二つ目のお題においても《ＳＯＸソツクス》サイドの勝利じゃな』


    『そういうときは審判権限で自由にやっちゃっていいんだよ～？』


    　うっせぇ慶けい介すけ黙ってろ。


    　いいよもう。敵ばっかりでも、華か城じよう先輩だけはきっと称賛してくれるはずだから。


    「やりましたよ《雪せつ原げんの青あお》！　これで二ポイント先取です！」


    「ええ。やっぱりあなたは素晴らしいわ。勝利した暁あかつきには、お祝いにショートケーキを買いましょう。あなたがどんな顔して食べるのか、みんなで観察してあげるから。そういうプレイがいいんでしょう？　あ、どうせならモンブランのほうがいいかしら」


    　いかん。やっぱり華か城じよう先輩も敵だった。


    「片腹痛いですねぇ。この未熟者どもは」


    　──ぱんっ！


    　僕たちのすぐ隣から、おぞましいオーラが噴出した、その方向を反射的に見やる。


    　そこには神に祈るように両手を合わせた《羅ら武ぶマシーン》が静かに座っていた。


    　そしてその合わせた両手を広げる。と、そこからなぜか一枚のブラジャーが現れた。


    　なんなの。下着の錬金術師なの？


    　僕が困惑していると、《羅武マシーン》はブラをくるりと裏返し、


    「右カップに攻めを、左カップに受けを……」


    　呪じゆ文もんを唱えてブラジャーを投げ捨てた。


    　なにこの人怖い。イミフすぎてホント怖い。


    「あれはまさか、プリショット・ルーティーン……っ！」


    　華城先輩が戦せん慄りつしたように呻うめく。それって確か、本気を出す前の一連の動作、のことだったっけ。しかしそれが本当ならヤバイ。


    　十分常じよう軌きを逸いつしていた《羅武マシーン》が、これから本気を出すということだ。


    「下がっていなさい。ここからは、私が一人でやりましょう」


    　僕とさっきまでやり合っていた《母の会》構成員が、《羅武マシーン》にそう言われて、捨てられたブラジャーを回収しながら後ろに下がる。


    　僕たちを真っすぐ見み据すえる《羅武マシーン》から、魔物のような圧力が立ちのぼる。


    「華城先輩、頼みましたよ」


    「……ええ」


    『……じゃ、三個目のお題、いってみよっか。審判さん』


    『う、うむ。そうじゃな。うーむ、どれがいいかの』


    　司会進行兼審判席もわずかながら圧倒されている。やがて、早さ乙おと女め先輩がお題を決定した。


    『うむ、これでいこう。空からになった目薬のキャップ×○○』


    　なんか急にお題がコアになってないか!?


    「はい」


    「「っ!?」」


    　早乙女先輩が『空になった目薬のキャップか──』とまで言った時点で既に手を挙げていた人物に驚きよう愕がくしたのは、僕だけじゃなかった。


    　華城先輩も驚く側の人間で、ゼロに等しい時間で回答を練り上げたのは、


    「空になった目薬のキャップ×夜の校舎に立ち尽くす人体模型」


    　よどみない口く調ちようでカップリングを発表する《羅ら武ぶマシーン》だった。


    　そしてそのまま、流れるようにイチャイチャシチュエーションとやらが展開される。


    「それまでずっと、相棒の体液を受け止め続けていた目薬のキャップ。けれど相棒の体液が尽きたとき、キャップはもう用済みだと、理科の授業中に捨てられてしまいます。夜。渇いた心のまま絶望に打ちひしがれていたキャップは、理科準備室の人体模型と出会いました。僕はなんのためにここに立たされ続けているのかわからないんだ、と弱々しく嘆なげく人体模型の下へころころ転がっていくキャップ。そう、人体模型は動くこともできないのです。そうしてむせび泣く人体模型の涙が、キャップの中に落ちました。身も心も満たされるキャップ。キャップは人体模型に宣言します。君はきっと、僕を満たしてくれるためにそこにいたんだと。寂しい夜は、僕が毎日涙を受け止めてあげようと。キャップは人体模型の顔を目指して体を[image: ]はいのぼり始めます。自身に開いた穴を窄すぼませ、人が唇くちびるで吸い付く要領で。そこで人体模型はキャップを受け入れたことが間違いだったと気づきました。吸い付かれた箇か所しよが、どうしようもなく気持ちいい。抵抗の言葉を発する人体模型。しかし人体模型の艶なまめかしい様子に気づいていたキャップはやめずに大だい[image: ]たい部ぶまでせり上がってきます。甘い声を漏もらす人体模型。しかし体は動かせないので、それ以上の抵抗はできません。やがてキャップは人体模型の胸部突起に[image: ]たどり着きました。もしかして、涙以外の液体が出るんじゃないか。キャップは人体模型の必死の抵抗も無視し、思い切り吸い付きます。自分が受け止めるべき体液が出ることを願って。バラバラになってしまうんじゃないかというくらいに大声で感じる人体模型の反応を楽しみながら。けれど体液は出ませんでした。なーんだ。けれどがっかりしたキャップの先っちょに、ねっとりとした液体が滴したたり落ちます。そう、それは感じすぎた人体模型の垂らした唾だ液えき。キャップはいたぶるように人体模型に宣言しました。今日きようから、涙だけじゃなくてそのだらしないネトネトした液体も、僕が全部受け止めてあげるからね。もう枯れさせたりなんて、しないんだから……僕のテクで、ずっと絞り続けてあげるんだからね……」


    　やめろおおおおおおおおお！　頭おかしくなるうううううううう！


    　なんなんだこの女！　そりゃこんなイかれた妄もう想そうを思考時間ゼロで生み出すような女、畏い怖ふされて当然だわ！　見ろよ！　この国連が禁止するレベルの精神攻撃！　四大下ネタテロ組織の連中に片膝ひざつかせるレベルの威力だぞ！　日本が核を持たない理由！


    　しかもこの女、もしかして……。


    「やっぱり、ほとんど擬ぎ人じん化かしていないわ」


    　華か城じよう先輩が、僕と同じ理由で戦おののいていた。　


    　そう。この《羅武マシーン》の妄想は、無機物が無機物のまま展開されている。無機物に感情を持たせたりある種の見立ては行おこなっているものの、人間の属性をほとんど持たせていない。性別さえ持たせず、あるのはただ受け攻めという概がい念ねんだけ。


    　指定された物体のありのままの姿を聖母のように受け止め、カップリングを成立させている。


    　まさに別次元の妄想力だ。


    『ぬおおおおおっ！　これが、これが《羅ら武ぶマシーン》の本気なんじゃな』


    　と、社やしろのほうで異変があった。


    　早さ乙おと女め先輩がいきなり筆をくわえ、ガリガリガリと絵を描かき始めたのだ。


    　僕たちが呆あつ気けにとられていると、ものの数分で絵が描き上げられる。


    『うむ。完かん璧ぺきじゃっ』


    　満面の笑みで早乙女先輩が披ひ露ろうしたのは、いましがた《羅武マシーン》が垂れ流した妄もう想そうのワンシーンを描えがいた一枚絵。乳ち首くびに吸い付かれて涎よだれを垂らす人体模型と、それを受け止める目薬のキャップだ。おかしい。無む茶ちや苦く茶ちやエロいぞ!?　これが表現力か!?


    　それまでぐったりとしていた四大下ネタテロ組織の構成員たちも「あ、あれ？」というようにその新たな刺激に順応し始めている。最初は気持ち悪くて仕方なかったフェラやアナルに興奮を覚えるようになる中学生のように……っ！　これは、最悪の事態じゃないのか？


    『さて。くくっく。そろそろ《ＳＯＸソツクス》サイドから回答を頂きたいね～』


    　信じられない事態に固まっていた僕たちに、慶けい介すけが追い打ちをかけるように促うながしてくる。


    「……くっ」


    　華か城じよう先輩が顔を歪ゆがめながら、力強く手を挙げた。


    「私の回答は、空からになった目薬のキャップ×新品の目薬！　カラカラになった目薬に飽きて、たっぷり精せい液えきを溜ため込んだ若い目薬を寝取ったキャップ君！　もう絶対に枯れさせたりしないんだからね、と固くキャップを閉めてだいしゅきホールド＆長年の経験を凝ぎよう縮しゆくさせた吸い付き！　出したいのに出せなくて苦しむ満タン目薬！　そしてキャップ君の背後からは満タン目薬を射しや精せいさせるためにだいしゅきホールドを外さんと目もく論ろむ、持ち主の強引な指先が迫る！　さあ果たして、キャップ君は指先の強引な攻めに耐えながら満タン目薬への苛か烈れつな攻めを続けることができるのか！」　


    　予告編のようなオチで回答を終えた華城先輩。


    　今日きよう初めてＰピーＭエムを無効化した華城先輩が放ったその回答は、十分に上等……いや下ネタ的に褒ほめるなら下等なものだ。文句なしに頭おかしい。だけれど、


    『……うむ。《雪せつ原げんの青あお》もなかなかに刺激的じゃが、やはり《羅武マシーン》には敵かなわぬの』


    　あの度を超したド変態《羅武マシーン》のあとでは、インパクトが足りない。


    『はいそれじゃあ、次のお題だよ』


    『うむ。くくく、先の《羅武マシーン》の回答で、[image: ]作意欲がビンビンじゃ。まだこの感覚に浸ひたっておきたいが、新たな刺激をもっと欲しいと口が疼うずくわ』


    　早乙女先輩は筆をくわえたまま武む者しや震ぶるいのように体を震わせ、辞書をめくる。


    『……うむ。次のお題は、○○×台風一号じゃ』


    「はい」


    　またしても間かん髪はつを容いれずに手を挙げたのは《羅ら武ぶマシーン》だった。


    「台風三号×台風一号──故郷を飛び出し北上したものの、どうせ私なんか誰からも顧かえりみられないんだと海の藻も[image: ]くずと消えようとしていた台風一号。けれど後ろから追いかけてきたのは同郷に捨て置いてきた台風三号だった。後ろから攻め込まれた一号は、寂しさという名の低気圧に流され、求められるままに三号と結合。凄すさまじい勢いを伴ともなって本土に上陸し、仮かり初そめかもしれない愛を本物にしようと足あ搔がくかのように激しい絡み合いを展開します。日本中の家屋が共鳴するようにギシギシアンアン音を出し、すべてが終わった頃、台風一過で晴れ渡る空はまさしく賢者モード……広がる青空は果たして、流されるままに始まった一号と三号の関係の結末を、どのように暗示しているのか」


    　もうやめろおおおおお！　夏の天気予報さえ冷静な目で見られなくなるだろうが！　


    『ジメジメした一日になりそうですね』とかお天気お姉さんに言われて見上げた空が曇どん天てんだったりした日には、そうかこの世界は湿りまくったパンツを内ない包ほうしたスカートに頭突っ込んだ状態なんだ、みたいな妄もう想そうに浸ひたっちゃうだろ！　ああもう思考が汚染される！


    『んっくっくっくっく！　ついに〝現象〟にまで手を出しおったか。くくく、いいぞぃ、描かいてやろうではないか。天気と天気が織りなす地球規模の壮絶な絡みを！』


    　あっちはあっちでヒートアップしてやがるしな。


    「さすがは《羅武マシーン》ね……敵ながらあっぱれなイかれ具合だわ──はいっ！」


    　華か城じよう先輩が勇んで手を挙げる。


    「私の回答は、アメダス×台風一号！　常にアメダスに見張られ、羞しゆう恥ちから勢いを減らしていくあまたの台風たち。けれど今回の一号はわけが違った！　見られれば見られるほど興奮する変台風！　そんな台風一号に興奮して、アメダスも写真を撮りまくり、テレビ局を通して全国に拡散！　その鬼き畜ちくな攻めに興奮してますます勢力を増し、ついに日本本土に上陸する一号！　興奮が最高潮に達している彼女は鼻息荒く建物を吹き飛ばし、愛液の豪雨で洪水を引き起こす！　そしてその様子をやっぱり鬼畜なアメダスが視し姦かん・撮影して保存・拡散するのよ！」


    　ダメだ。もう僕は天気予報を冷静に見られない体にされてしまった。


    　一瞬でむくむくと成長する入にゆう道どう雲ぐもは勃ぼつ起きの象徴。


    　いや、そんなことはどうでもいい。果たして、判定は……。


    『うむ。皆の反応も、わしの心証も含め、《羅武マシーン》の圧勝じゃな』


    　早さ乙おと女め先輩は、清すが々すがしいまでにばっさりと言い放った。


    「……噓うそだろ」　


    　あっという間に、追いつかれてしまった。ポイントは二対二。次のお題で、勝敗が決する。


    　僕は、微動だにしない華城先輩の背中に声をかけようとした、そのときだ。


    『んー。なんだか味気ないねぇ。そう思わない？　審判さん』


    『……ん？　そうか？　わしは十二分に刺激的じゃが』


    『《羅ら武ぶマシーン》の本気を、見てみたいと思わないかい？』　


    　慶けい介すけと早さ乙おと女め先輩が司会進行を放棄して、不吉なやりとりを始めた。やがて、


    『うむ。それでは、最後のお題じゃな！』


    　わくわくと目を輝かがやかせた早乙女先輩が、ＰピーＭエムを介してはりきった声を上げた。


    『最後のお題は、○○×○○じゃ！』


    「……は？」


    「はい」


    　いきなり言い渡された意味不明なお題に、僕と華か城じよう先輩は息が止まりそうなほど驚いた。


    　そしてなんの戸惑いも躊ちゆう躇ちよもなく手を挙げた《羅武マシーン》が、


    「動物園で退屈そうにしているオスライオン弱気攻め×あの日に繫つながる夏の線路誘い受け」


    　破は滅めつへの呪じゆ文もんを紡つむぎ始めた。


    「脱走したライオン。[image: ]たどり着いたのは廃線寸前の線路。線路はライオンに〝私は過去に戻れる線路だ。私を[image: ]れば、野生だった頃の君に戻れる〟と助言しました。けれどライオンは動物園生まれで、そんな過去はありません。それでも線路はライオンを必死に誘います。いつも自分を刺激してくれた電車とはマンネリで、しかも本数だって減少していたのですから。ライオンは線路の熱心な誘いに折れて、日も暮れないうちから電車の往来しなくなった線路を歩き始めました。熱々に熱された鉄棒の固まりである線路に、ライオンの敏感な肉球は強く刺激されます。なにをするんだ、とたじたじのライオン。けれどいままで喧けん嘩かの一つもしたことのないライオンはそれ以上強くは出られません。その後も線路はわざとライオンを脱線させて砂じや利りを踏ませたり、小刻みに震えて電車が来るぞと脅おどかしたり、ライオンを挑ちよう発はつし続けます。やがてライオンも我慢の限界が訪れ、線路に爪つめを立てました。いままでにない刺激に甲高い音を出してしまう線路。そしてそのときの音が耳に障さわったライオンは、今度は嚙かみつきました。ゴリゴリゴリ、と声にならない喜びの音を発する線路。その骨を砕くような音に本能を刺激されたライオンは、歩き続けながらさらなる仕返しを線路に加えていきます。……野生を取り戻し、加速度的に激しさを増すライオンの攻め、それに伴ともなってエスカレートしていく線路の挑発。ライオンが捕まるのが先か、線路が責め苦に耐えきれず壊れるのが先か、いずれにしろタイムリミットの決められた愛の旅路。……ライオンと線路、一匹と一本の[image: ]り着く〝あの日〟は果たして、どんな場所なのでしょう」


    　自みずからの内に渦巻くマグマのような粘ねん度どの妄もう想そうを吐き出した《羅武マシーン》が、マスクの奥からギラギラと鈍にぶい光をまき散らして、満足そうに「うくくくっ」と微笑ほほえむ。


    　いまの僕には、理解できない……っ！


    　早乙女先輩のイラストによって《羅武マシーン》の領域に近づきつつあった四大下ネタテロ組織の構成員たちも、《羅武マシーン》の妄想に汚染され頭を抱えている。


    『ふむぅ……この短時間に、《羅武マシーン》はわしの中の常識をいくつも破壊してくれる。素晴らしいのじゃ！』


    　早さ乙おと女め先輩は恐れ戦おののきながら、けれど怯ひるむことなく筆を動かしていた。いま、早乙女先輩は《羅ら武ぶマシーン》という上位存在に刺激され、春しゆん画が家かとして新たなステージに到達しようとしているのだろう。


    　別次元の変態がより高みへと導みちびいてくれる。健全な絵を描かけと迫る社会から守ってくれる。誰もが早乙女先輩の絵を心の底から欲して称賛してくれる。


    　いまの早乙女先輩の目に、鬼おに頭がしら家傘さん下かのポストはどれだけ魅力的に映っていることか。


    『さて、《ＳＯＸソツクス》の二人組さん？』


    　この圧倒的不利な状況で、華か城じよう先輩は、


    『次は、君たちが回答する番だよー？』


    「……っ！」　


    　果たして逆転の下ネタを生み出せるのだろうか。


    「……くっ」


    　長い沈黙が、僕と華城先輩の周囲だけに展開される。


    　もはやこの場は森しん羅ら万ばん象しようゲームのステージではなく、早乙女先輩が生み出す新たなエロイラストを待ち望み堪たん能のうする場へと変質してしまっていた。


    　誰もが《羅武マシーン》の勝利を確信し、華城先輩の回答に耳を傾けようなどと思っていないのだ。それはこれまでさんざん経験してきた空気に似ていた。


    　正しいと決め込んだ意見や事実以外は排除して、最初から聞く耳を持とうとしない。


    　そんな空気が、この場にはあった。慶けい介すけが勝ち誇ったように、僕たちを見下ろしている。


    　だけど、大丈夫、華城先輩なら！


    　どれだけ周りが否定してこようと、自分の嗜し好こうが間違っていようと、自分を曲げずに突き進んできた強さを持つ華城先輩なら！　こんな状況も、吹き飛ばしてくれるはずだ！


    「……たぬ、きち」


    　と、そのときだ。


    　華城先輩が僕を振り向いていた。


    　昨日きのう、温泉で見せた弱気な表情で、僕を見上げている。その表情は、まるで──。


    「《雪せつ原げんの青あお！》」


    　僕は自分のその思考をかき消すように、華城先輩の肩に手を置いていた。


    「大丈夫ですって！　こういうときこそ《雪原の青》の出番じゃないですか！　どんなときだって、強く、真っすぐに、話の通じない連中の鼻を明かしてきたんです！　僕や鼓こ修す理りだって、その強さに惹ひかれたんです！　いまこそ、早乙女先輩に《雪原の青》の強さと頭のおかしさを魅せるチャンスです！」


    　そうだ。華城先輩はその人並み外れたパワーを発揮して人を魅了し。


    　僕は《群むれた布地》のときのようにそのパワーをサポートするように動いて。


    　それで、いいはずなんだ。僕が探し続けて、撫子なでしこさんが僕に望んだ〝パートナー〟って立ち位置は、こういう姿のはずなんだ。


    「《雪せつ原げんの青あお》なら大丈夫です！　だから、いつもみたいに炸さく裂れつさせちゃってください！」


    「……ええ、そうね。任せときなさい」


    　華か城じよう先輩が頷うなずいて、前を向いた。


    　まただ。またあの笑え顔がおだ。落らく胆たんしたような、けれど安心したような、複雑な笑顔。


    　……これで本当に、正しかったのか？


    　躊ちゆう躇ちよした僕が華城先輩との間に広がる虚こ空くうに手を伸ばした、そのとき。


    



    「──オマ●コオオオオオオオオオオオオオオッ！」


    



    　ＰピーＭエムを無効化した華城先輩が、全身を震わせて叫んだ。


    　早さ乙おと女め先輩のイラストに夢中になっていた四大下ネタテロ組織の連中が、目を丸くして華城先輩に注目する。


    「こっちを見なさい変態ども！　私が回答する時間よ！」


    　片膝ひざ立ちで身を乗り出した華城先輩が、にっかりと力強く笑っていた。


    「私の回答は、０・３ミリシャーペン×０・５ミリシャー芯しん！」


    　いつもの調子で、いつもの不敵さで、華城先輩が猛たけった。


    「君の中はキツすぎる！　ちぎれてしまいそうだ！　と抵抗を続けるシャー芯。けれど芯が入ってないと生きていけない体になっているシャーペンは、シャー芯を無理やり自分の体内に飲み込んでいくわ！　皮がむけるような痛みとともに体が削られていくシャー芯！　我慢汁かはたまた愛液か、吹き出るシャー芯の粉！　やがてシャー芯を根元まで飲み込んだシャーペンは、シャーペンの穴のサイズに合わせて太さを変えられてしまったシャー芯を出し入れして充じゆう足そく感を得るようになるの！」　


    「おいお前ら。旅館の客室にあった筆記用具は、シャーペンだったか？」


    「ボールペンでした」


    「売店に置いてあればいいんだが……」


    　華城先輩の回答に、四大下ネタテロ組織のアホ構成員が何割か食いついた。


    《羅ら武ぶマシーン》と比べて、ウケ具合では負けていない。これなら、まだわからない。


    　だが、僕の甘い予想はすぐに打ち砕かれた。


    『やはり《羅武マシーン》の勝ちじゃな』


    　審判である早乙女先輩が、あまりにもあっさりと判定を下したのだ。


    『テロ組織構成員どものリアクションは、それぞれの回答に対して趣おもむきが違ったので比べようがなかったのじゃ。よって、完全にわしの主観で決めさせてもらった』


    　それはつまりこの土ど壇たん場ばにおいて、早さ乙おと女め先輩が完全に《ＳＯＸソツクス》を見限ったということだ。


    　四回戦敗北。


    　それは前々から危き惧ぐされていたように、五回戦での敗北も意味する。


    　早乙女先輩の心が《羅ら武ぶマシーン》──慶けい介すけサイドに傾いたいま、それはもはや確定的だ。


    「「「「「うおおおおおおおおおっ！」」」」」


    　河原かわらにひしめく四百人近い日本四大下ネタテロ組織構成員たちが、一斉に勝ち鬨どきを上げる。


    　その音圧に、僕たち《ＳＯＸ》が負けたのだという事実が重くのしかかる。


    「最後の最後に、擬ぎ人じん化かの枷かせを外そうとしたようですが、いま一歩及ばなかったようですね」


    　と、こちらに近づいてきて小さく声を発したのは、圧倒的な変態性で僕らから早乙女先輩を奪い取った《羅武マシーン》だった。


    「私は無から愛を生む腐敗の錬金術師。あなたたちのように、本来あるべき姿をねじ曲げて擬人化しなければ愛を紡つむげない者には負けません」


    　なにが愛を生む。だ。愛を膿うむの間違いだろ。


    　けれど、僕は去っていく《羅武マシーン》になに一つ言い返せなかった。


    《羅武マシーン》の言葉がどこか引っかかっていて、前にもどこかで言われたような気がして。


    『さ、四回戦はこれでおしまい。あとは明日あしたの五回戦を残すのみだけれど……楽しみだねぇ』


    　慶介が撤てつ収しゆうを宣言すると、いつものように四大下ネタテロ組織の面々は朱あけ門かど温泉へと戻っていく。新しい境地に達した早乙女先輩のイラストコピーがバラまかれ、それに群がる者もいる。


    　いつもと違ったのは、早乙女先輩が「なあ、もっとほかのカップリングはないのか、のお」「そうですね……サンマの塩焼き×蒸し焼きトマトが熱いかと」と《羅武マシーン》にすっかり懐なついてしまっていることだ。


    　五回戦は、もう戦うまでもなく勝敗が決してしまっているのかもしれない。


    「……いや、なにを考えてるんだ僕は！　まだ、諦あきらめるような時間じゃない！　そうですよね、《雪せつ原げんの青あお》！」


    　いままでだって、絶体絶命のピンチは何度だってあった。


    　けどいつだって、諦めない華か城じよう先輩のパワーで、ときには僕がそれをサポートして、乗り越えてきたんだ。今回だって、きっと──。


    「……先輩？」


    「……ごめん、ちょっと、いまは」


    　そこに広がっていた光景は、僕の期待に真っ向から反するものだった。　


    　畳の上に小さくうずくまり、パンツをかぶったままの顔を両手で覆おおい、か細い声で「……どうしよう……どうしよう……」と繰り返す、一人の少女。


    　一瞬、目の前の光景が現実だと認識することを脳が拒こばんだ。


    　だって、あまりにもか弱い姿で震えていたのは、ほかならぬ、華か城じよう先輩だったから。


    「あ、え、せ、先輩……？」


    　僕は戸惑っていた。縮こまる華城先輩の前で、あわあわと情けなく手や口を動かす。　


    　だって、こんな華城先輩の姿、初めて見る──。


    　──いや。


    　本当に、初めてか？　僕は以前、こんなふうになった華城先輩に、触れてやしないか。


    《群むれた布地》事件で鼓こ修す理りが裏切り、バスから放り出されたあとの電話口、『もう無理だ』と言って通信を切った華城先輩。


    　僕が立てこもり事件の解決策を提てい示じしたとき、『〝下ネタが言えないなら私死ぬしかないじゃない〟って思い詰めていたもの』とおどけて言った華城先輩。


    　電話越しで直接顔を合わせていなかったのをいいことに、弱って折れそうになっていた華城先輩の姿をなかったことにしてたんじゃないか。


    　華城先輩に憧あこがれ、負けることのない、折れることのない完かん璧ぺきなヒーローであると、勝手に思い込んでやしなかったか。


    



    　──あの子は、人間なんだよ。


    



    　朱あけ門かど温泉に来たその日。撫子なでしこさんが僕に囁ささやいた言葉が、いまになって僕の心を貫つらぬいた。


    　僕は、バカだ。撫子さんの言っていたことが、ようやくわかった。


    　下ネタが大好きだというおかしな嗜し好こうを貫く心の強さとか、人並み外れた能力の高さとか。


    　そんなものは関係なかった。関係なかったんだ。


    　どこにでもいるとはとても言えない。けれど。


    《雪せつ原げんの青あお》は……いや、華城綾あや女め先輩は──


    　僕と同じ、人間だったんだ。


    　なんでこんな簡単なことから、目を逸そらし続けていたのか。


    　華城先輩を完全無欠のヒーローみたいに神格化して、僕はそこにすがっていた。


    　いまさっきまで、華城先輩にすべてを押しつけて、サポートしているだなんてうぬぼれて。


    　華城先輩がこうして崩れ落ちるまで、ずっと甘えてきたんだ。


    



    　──やっぱりお前らは、善ぜん導どう課と同じなんだぜ！


    



    　今度はゆとりの言葉が僕の中で蘇よみがえる。


    　あのときは、なんだそれと一いつ笑しように付ふした。けどいまは、あの言葉が僕を突き刺す。


    　そうだ、まさに僕は善導課と、それを推すい奨しようするこの社会と、一緒じゃないか。


    　誰かに勝手な理想の姿を押しつけて、歪ゆがみや矛む盾じゆんから目を逸そらして、そして最後には──憧あこがれとは違ったんだと、見限って……？


    　性せい獣じゆうと化す前のアンナ先輩の姿が、一瞬だけ脳のう裏りをよぎる。


    「なにしてくれとんじゃボケがあああああっス！」


    「ぐあっは!?」


    　華か城じよう先輩を前にして立ちすくんでいた僕の背後から、鼓こ修す理りが突っ込んで来た。


    「《雪せつ原げんの青あお》様になにをしたんっスか！　この妖怪ショートケーキ！」


    　いつの間にか二つ名が増えてるんですけど。いやまあ、《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》よりはファンシーだからいいけどさ。


    「あああっ、食べ物を使って鬼き畜ちくな想像に穴を裂かせるこのゴミクズが発する瘴しよう気きに当てられちゃったんっスね。しょうがないっス。早く宿に戻って休みましょうっス」


    　あんまりな物言いとともに華城先輩を気遣う鼓修理だったが、今回ばかりは僕も負い目が大きすぎてグウの音ねも出なかった。


    　瘴気を浴びせたと言われても反論できない。理想を押しつけるというのは、そういうことだ。


    「おい」


    　ほとんどの人員が朱あけ門かど温泉に帰ったタイミングを見計らって、撫子なでしこさんが華城先輩の肩に手を置いた。


    「いつまでもじっとしてんじゃないよ。もうすぐ川の水位が戻っちまう。畳も片づけねぇと」


    　撫子さんは華城先輩を立たせて、慶けい介すけの部下にあたりの片づけを命じていた。


    「それから、おめぇには話がある。宿に戻ったら、あたいの部屋に来な」


    「……ええ、わかったわ」


    　華城先輩は掠かすれた声で言うと、鼓修理に支えられるようにして戻っていった。


    　撫子さんがその後ろにつきながら、僕を振り向く。


    「もうアドバイスはしてやらねぇよ。あとどうすりゃいいかは、自分の頭で考えな」


    「……はい」


    　僕はアンナ先輩から逃のがれるためにお世話になっている宿へ繫つながる隠しルートを使って、一人、夜の獣けもの道みちを歩いた。


    　懐中電灯が照らす先を、親にすがりつくだけの子供のようについていく。


    　僕はいったい、どうすればよかったんだろうか。

  



  
    



    


    　第七章　強さの理由


    



    　ぶんぶんぶんぶん。


    「……なにやってんだいおめぇは！」


    　風呂の支し度たくを終えて部屋を出た撫なで子しこは、目の前の光景にしばし頭が真っ白になった。綾あや女めが靴くつベラを股こ間かんの高さに構えて、上下にぶんぶんと振っていたからだ。はっと我に返った撫子は、壊れた電化製品に昔そうしていたように、綾女の後頭部を思い切りひっぱたいた。


    「痛い!?　なにって、お風ふ呂ろでおっきしちゃった男子の真ま似ねよ！　振り回して遊ぶらしいわ」


    「大きな声で言うんじゃないよ！　いいからさっさとしまいな！」


    「酷ひどい！　傷しよう心しん中ちゆうの私になんて仕打ちなの！　ちょっとは慰なぐさめてくれてもいいじゃない！　今日はもうＰピーＭエム無効化がほとんどできないから、ジェスチャーで遊ぶしかないのに！」


    「んなくだらねぇことやってるやつを慰める気になんてなるわけねぇだろ！　いいから、さっさと行くよ」


    　撫子は持っていた手提げのうち一つを撫子に投げてよこし、綾女の手を引いた。


    「タオルと着替えは入れてあるからね。久しぶりに、二人で風呂だ」


    



    　撫子なでしこが綾あや女めを引っ張ってやって来たのは、この数週間、綾女と狸たぬ吉きちを何度も強制的に放り込んだ混浴風ぶ呂ろだった。


    「はーあ、やっぱり仕事終わりの風呂は、毎日入っても飽きないねぇ」


    「ねぇ、前から思っていたのだけど、この温泉、湯が白はく濁だくしてるわよ。あなたたち夫婦の体液でも混入してるんじゃないかしら」


    「おめぇはいい加減慎つつしみを覚えな！」


    　撫子の拳げん骨こつが炸さく裂れつする。


    「痛い！　なんなのよ撫子はいつもそう！　私が下しも……卑ひ猥わいな冗談を言うといっつも鉄てつ拳けん制裁して！　なんなの！　肉体言語ならぬ肉体検閲!?　痛い！」


    「おめぇの発言は育成法成立前の時代でも十分アウトなもんばっかなんだからしょうがねぇだろ。躾しつけだしつけ」


    「……狸吉なら、ドン引きするような目をしながらまんざらでもない感じにツッコミを返してくれるのに。撫子なんかより、話していてとっても楽しいわ」


    　綾女がムスッとふくれる。


    　そこで撫子は、すかさず綾女の顔を覗のぞき込んだ。


    「その狸吉なんだがな……いつまであんなふうに腑ふ抜ぬけさせておくつもりだい？　四回戦、正直あたいは見てられなかったね」


    「……それは」


    　撫子が急に話題の方向を変えたこともあってか、綾女は顔を伏せる。


    「このままだと、五回戦も厳しいだろうねぇ。……なぁ綾女。おめぇ、さっき自分で言ったように、あの小僧と一緒にいるのは楽しいんだろう。一回戦のあとにも聞いたけど、本当にこの温泉宿でのんびりやるつもりはないのかい？」


    「ないわ」


    　べそでもかきそうな雰ふん囲い気きに包まれていた綾女が即座に返した答えは、撫子の期待に反するものだった。


    「あのとき語ったように、いまさら引き下がるなんてありえないわ。……あなたが本気で私のテロ活動を阻そ止ししようというのなら抵抗する術すべはないけれど……私は限界まで、好き勝手にやりたいの」


    　綾女の確固たる言葉に、撫子はため息を一つついてから、


    「なら、さっさと狸吉をどうにかしな。おめぇが言ったんだろう。あの小僧には、正しいもんも間違ってるもんも全部抱き込む力があるってな」


    「……だから、それは私のペースでどうにかするって、何度も言ってるでしょうに」


    「明日あしたで全部終わるんだぞ？　時間なんてねぇんだよ」


    　わかりきっているのだろうその事実に、綾女は黙り込んだ。


    　その怯ひるんだ隙すきをつくように、撫子なでしこは強い口く調ちようで綾あや女めに迫る。


    「それともなにか？　やっぱり狸たぬ吉きちは適性に欠けてたってか？」


    「そんなことは……っ」


    「そうかー？　この数週間、ずっとあいつを見てきたが、どうにもな。自分ってもんがないようにしか見えねぇのさ。すべてを抱き込む才能ってのは、しっかりした骨があってこそだろ。あの小僧はどっちかっていうと、あの月つき見み草ぐさ朧おぼろってやつに近いんじゃねぇのかい？」


    「……確かに狸吉はいま、特定の一人に影響されすぎていて、芯しんがぼやけているのかもしれないわ。けれど、確かにある。取り込んだすべての要素のバランスを保つ芯が、きっとあるの」


    　そこで撫子は目ざとく「特定の一人、ねぇ」とニヤニヤしながら綾女から目を逸そらした。


    「誰だい？　その〝特定の一人〟ってのは」


    「……わかってるくせに」


    　言いませんよ、とばかりに湯船に口を沈めた綾女に、撫子はすかさずヘッドロックをかけた。


    「わけのわからんところで恥ずかしがってんじゃねぇよ！　おら、吐け！　沈めっぞ！」


    「ちょっ、反則！　反則よ！　私！　狸吉はいま、私に憧あこがれているの！」


    　ジタバタ暴れる綾女を解放し、撫子は「はっ」と笑う。


    「そりゃまた、あの小僧もいい趣味してるねぇ。芯がぼやけるのも仕方ないってわけさね」


    「……別に、対象が私だからってわけじゃないわよ」


    　湯船で暴れた影響もあるのか、顔を真っ赤かにした綾女がジト目で撫子を睨にらんだ。


    「狸吉はもともと、自分に自信を持てない卑ひ屈くつさがあったわ。同時に、誰かのいいところをきちんとすくい取れる中立な観察眼も。けれどそれがいきすぎると、自分自身を完全否定してまで、たった一つの理想像を追いかける盲もう信しん状態になってしまうの。芯がないように見えてしまうのは、そのせいよ。けれどその過度な卑屈ささえ取り除いてあげれば、誰かの魅力を見抜いて、素直に取り入れる力だけが残る。周囲の人やその性質をまんべんなく取り入れて顧かえりみるような人になるはずだと、私は思ったの。……まあ、最初は私の卑ひ猥わいな冗談に付き合ってくれる楽しいお喋しやべり相手、としか認識していなかったけれど」


    　そこで綾女はふと瞳ひとみを陰らせた。


    「だから私は、狸吉を褒ほめたわ。働きを認めて、ときにすがって、テロの大事な局面を託たくしたりもした。狸吉が自信を取り戻してくれると信じてね」


    「けど、ずっとそうし続けてきて、ご覧の有あり様さまなんだろ？」


    「……」


    　綾女は虚こ空くうを見み据すえたまま、一言も発さない。それは反論できないから、ではなく、返答を口にしようか迷っているふうだった。やがて、


    「……それは私が、心の底から狸吉を褒めていなかったから。すがったり託したりしても、いつもどこかで、頼りになる理想の先輩としての一線だけは越えないようにしていたわ。だから狸たぬ吉きちはきっと、私の肯こう定ていに満足なんてしてなかった」


    「そりゃまた、なんでそんな中途半端なことしたんだい」


    　綾あや女めはまたしても口を閉ざした。先ほどの沈黙とは違い、がんとして喋しやべらないと決めているかのように唇くちびるは真ま一いち文もん字じだ。だから撫子なでしこはドスの利いた声で、


    「おめぇ、ビビったんだろ」


    「え？」


    「自信を取り戻して周りもちゃんと見えるようになって、おめぇに妄もう執しゆうみてぇな憧あこがれを抱いだかなくなった狸吉が、おめぇの本ほん性しように気づいて離れていくかもって、腰が引けたんだろ？」


    「な、なんで……っ」


    　綾女は伏せていた両目を見開いて、久方ぶりに撫子を真正面から見つめた。


    「わからぁ。何年おめぇの世話焼いてきたと思ってんだ。けどな、おめぇの口がだんまりなのは許さねぇぞ。全部吐きな。あたい相手に恥ずかしがるこたぁねえよ。口ばっか達者で、いざ本当に女の子の日が来たらビビって顔真っ青さおにしてあたいに泣きついてきた綾女さんよぉ？」


    「ちょっとやめなさいよ！　私には慎つつしみを覚えろとか言っておいて！」


    「どうせ誰も聞いてねぇんだし、女同士だ。これくらいありだろ。いいからとっとと吐きな」


    「う、ぐ」


    　頭をばしばしと撫なでられ、綾女はさらに小さく縮こまる。


    　そのまま撫子に頭を鷲わしづかみにされたまま、綾女はぎこちなく唇を動かした。


    「……そうよ。私は、私を理想化しなくなった狸吉が、私の本性に気づくのが怖かったの。善ぜん導どう課にそっくりな私の本質……自分の考えこそが正しいと信じ込んでる傲ごう慢まんな私」


    「『間違ってるからこそ魅力的』だとか『私たちが正しくあってはならない』とか盛大に演説かましてたクセになぁ」


    「だから！　あのとき私は下しも……卑ひ猥わいな冗談に〝なりたい〟って最初に宣言したでしょう！　……とにかく、私はそういう人間なのよ。そうじゃなければ、周りの人に否定され続けながらテロを続けるなんて、できるわけがないじゃない。自分を正しいと信じ込まなくちゃ、自分を保てるわけないじゃないの。……私は狸吉たちが考えているような、強い人間ではないわ」


    　ちゃぷん、と綾女は身を隠すように深く湯船に浸つかる。


    「そんな私に気づいたら狸吉は、皆が卑猥な冗談を好きでいる私を受け入れてくれなかったみたいに、私を否定するんじゃないかって。狸吉は、卑猥な冗談が好きな私を受け入れてくれたのに、私の別の本質に気づくことで私を見限るんじゃないかって……それがとても怖かった。だから、《群むれた布地》事件のとき、心の底から狸吉に託たくすことができなかった。さっきの四回戦でも、成長した狸吉がいつ私に気づくのか怖くて、見栄を張ってしまったわ」


    「……んだそりゃ。あたいの修しゆ行ぎようが、逆効果だったってわけかい」


    　撫子が拗すねたように肩をすくめる。綾女は慌あわてたようにそれを訂正した。


    「そ、そんなことはないわっ。撫子なでしこは忙しい合間を縫ぬって頑張ってくれて、狸たぬ吉きちは本当に、あと一歩って感じだったもの。三回戦でも、月つき見み草ぐさ朧おぼろの力を借りて、ちゃんと活躍していたわ」


    「そうだよな。あたいは間違ってねぇよ。おめぇがもたもたしくさってるだけでな」


    　すかさず手のひらを返す撫子。


    「……うっ。わ、私だって、なにもしなかったわけじゃないわ」


    「おめぇが？　はっ、心当たりの欠片かけらもないねぇ」


    「……狸吉は」


    　ギリギリまで湯船に浸つかり、撫子にそっぽを向きながら、綾あや女めは歯切れ悪く、


    「狸吉は、アンナに憧あこがれていたときからそうだったけれど、憧れの気持ちと……その、女性への好意を、混同している節があるわ」


    「おう。で？」


    　のたのたと舌の回らない綾女を急せかすように撫子は性せい急きゆうな相づちを打つ。


    「ううっ。……だからっ。狸吉に健全なアピールをしてくれる子を望んだりもしたわ。狸吉の気持ちが事前に私から離れてくれていれば、狸吉が私から離れるのは私の醜みにくい本質に気づいたからじゃないって、自分に言い聞かせられるから。そしたら、ちゃんと狸吉が自信を持てるよう褒ほめてあげられる。だから、あの子には期待していたのだけれど……狸吉いわく、あの子は慶けい介すけサイドの人間だったみたいで、そうこうしてるうちに、今日きようになっちゃって……」


    　ちっ。ほっとしたような顔しやがって。この期ごに及んでなにバカなことを。


    　撫子は苛いら立だちをわざと混ぜた言葉を綾女にぶつけた。


    「つまり、なんもしてねえんじゃねえか」


    「うっ……だって……」


    　綾女はついにおでこのあたりまで湯に体を沈めてしまう。


    　ぶくぶくと水面に泡あわが浮かぶ。そして十数秒が経たった頃、


    「ぷはああっ！　うん。でも、ここまできてしまったのなら、腹を括くくるしかないわ！　頭のオメデタイ結婚をすることになってしまったバカ男みたいに、私が責任を取るしかないわね！」


    　一気にテンションを上げた綾女が、不敵な笑みとともに水面から飛び出した。


    「前隠しな、前」


    「明日あしたの五回戦は、私の力でどうにかしてみせるわ。……狸吉も鼓こ修す理りも、まだ私のことを頼っているみたいだしね！　どう転んだとしても、朱あけ門かど温泉には迷惑をかけないようにするから、そういうことでいいかしら、撫子」


    「ま、好きにしな。あたいはとりあえず、この温泉街が壊かい滅めつでもしない限りは、おめぇに関して寛容にしてやろうって決めてっからね」


    「卑ひ猥わいな冗談は暴力に訴えてでも止めるくせに」


    「それは単純にあたいが面白くないからさ」


    「あっそ。……それにしても、こんな裏話、狸たぬ吉きちたちには絶対に聞かせられないわ。恥ずかしい。撫子なでしこ、絶対に言っちゃだめよ。お風ふ呂ろから上がったら、私は《雪せつ原げんの青あお》なんだから」


    　綾あや女めは唇くちびるに指を当てると、「さて、そろそろ上がらないとアンナに不審がられるわね」と湯船から出て脱衣所に向かった。


    　残された撫子は、湯船の縁に置いておいたタオルをおでこに乗せて夜空を仰あおぎ見る。


    「……バカが。おめぇは私の娘、華か城じよう綾女だよ」


    　そうしてしばらく経たってから「やれやれだ」とため息をつき、おもむろに湯船を出た。


    　向かう先は脱衣所ではなく、隠し社やしろへと繫つながる獣けもの道みちを隠した敷居。そこをめくると、


    「あ、綾女様の胸、モモ、臀でん部ぶ……ぶげほっ！」


    　浴衣ゆかた姿の鼓こ修す理りが鼻血を噴いていた。


    「あーあーあー。困るねぇ。覗のぞきなんて最低な人間がやるこった。話の内容も、あたいはそんなつもりなかったのに、聞かれちまったねぇ」


    　撫子は大おお仰ぎように肩をすくめ、鼓修理をひょいと捕まえる。


    「なに言ってるんっスか。ここに待機してるよう命じたのは、あんたっスよ」


    　鼻血を押さえながらジタバタと暴れて抗議する鼓修理に「んなこと知らねーなー」と適当な受け答えをしたあと、撫子は鼓修理の耳に顔を寄せた。


    「けどな、おめぇがずっと、あの足の速い小娘とこそこそやってたのは知ってる」


    「ういひえっ!?」


    　いきなり囁ささやかれた事実に、鼓修理は抵抗をやめて呆ぼう然ぜんと撫子を見上げた。


    「綾女の話を聞いたいま、おめぇがおめぇの大好きな綾女様のために誰をどう唆そそのかすべきか、わかるな？」


    　撫子はじっくりと時間をかけて言い含めてから、鼓修理を地面に下ろす。


    「……綾女様の、ためになるなら」


    　とてて、と脱衣所のほうへ走っていった鼓修理を見送りながら撫子は、


    「どいつもこいつも、わけのわからんところを迷走しまくりやがって。ま、これでダメならもう本当にダメってことで、あいつらまとめてうちの従業員だ」


    　がしがし頭を搔かきながら、温泉をあとにした。


    



    
      ●

    


    



    「……なんの用だぜ、鼓修理？」


    　撫子に放たれてからすぐ。迷いながらではあったが、鼓修理はゆとりを清きよ門かど荘そうの一室に呼び出していた。そこは用具入れらしき部屋で、この時間は人の出入りもない。


    「よく来てくれたっスね。この間まで、裏切り者がどうとか言ってたくせに」


    「相変わらず嫌みったらしいし白しら々じらしいぜ。慶けい介すけにあたしを呼び出させたくせに」


    　十数分前、鼓こ修す理りは慶介にＰピーＭエムで電話をかけていた。


    　それまでずっと繫つながらなかったのだが、どうやら四回戦が終了してすぐに留守電状態を解除したらしく、ワンコールで慶介は電話に出た。


    　四回戦で鼓修理が《ＳＯＸソツクス》を見限ると期待していたらしい。鼓修理は父親の気持ち悪い猫ねこ撫なで声を聞いて崩れ落ちそうになる膝ひざを必死に押さえながら、


    『やっぱり《ＳＯＸ》はダメだったっス。もう内側からも徹底的に潰つぶしたいくらい幻げん滅めつしちゃったっスよ。そのために一人手て駒ごまが欲しいんっスけど、パパなら融ゆう通ずう利かせてくれるっスよね？』


    　などと、ハートマークをちりばめたセリフで慶介を籠ろう絡らくした。


    　鼓修理は寿命と引き換えに、自分の演技力と忍耐力が二段階アップしたことを感じた。


    「で、なんの用なんだぜ」


    　一回戦のときよりも憔しよう悴すいした顔のゆとりが、さっさとしろよとばかりに鼓修理を促うながす。


    「それは……」


    　いつもなら滑なめらかに出てくるはずの詭き弁べんが、唐突に喉のどの奥に引っかかった。


    　鼓修理は躊ちゆう躇ちよしていた。


    　これが本当に綾あや女め様のためになるのか。口ではああ言っていたが、綾女様の本心は、本当にこれを望んでいるのか。


    　それに、ゆとりのこの憔悴しきった顔。


    　狸たぬ吉きちが《ＳＯＸ》のメンバーだと知って、かなりのダメージを受けたのだろう。


    　それがいかに愚おろかしかろうとバカらしかろうと、ゆとりがどれだけ悩んできたのか一番理解しているのはほかならぬ鼓修理だ。それを策略に利用するのは……いや、しかし。


    　これで間違っていない。なにもしなければすべてがバラバラになるだけだし、この策略が成功すれば綾女様と狸吉の不ふ可か思し議ぎな関係を断ち切ることができる。綾女様の一番になれる。


    　それに、ゆとりだって狸吉をゲットできればそれがどんなかたちであれ満足できるはずだ。


    　恋心なんて、テクニックと思い込みでどうとでもなる、錯覚みたいなものなのだから。


    　ゆとりは他人を利用するのに初めて芽め生ばえた躊躇を飲み込んで、話を始めた。


    「狸吉の正体を、知ったみたいっスね」


    「……狸吉から聞いたのか？」


    「聞かなくても、三回戦後の様子を見てりゃわかるっス。まあ、化け物生徒会長の対策会議をしてるときにあんたの話も出てきたんで、それが確証っスけど」


    「で、なんだよ。狸吉に惚ほれてるあたしを利用して、五回戦を有利に進めようってか？」


    　いつもの滑らかさで言葉が出ない鼓修理の呼吸の間をついて、ゆとりが続ける。


    「無駄だぜ。あたし一人が内側からなにかしたところで、《羅ら武ぶマシーン》をはじめとするバカどもはどうしようもないぜ。特に五回戦は、内ない通つう者しやなんて役に立たねぇ競技だしな。どうせもう負けることは決定してんだ。諦あきらめて、潔いさぎよくうまい汁が吸えるポジションでも探しゃいいのに」


    　そうするほうが賢いんだとばかり、ゆとりは光のない瞳ひとみで鼓こ修す理りを見下した。


    　鼓修理はその見下しに乗った。


    「あーあ。ゆとりなんかと同じ結論に達するなんて、鼓修理は屈くつ辱じよくっスよ。鼓修理も、もう《ＳＯＸソツクス》に勝ちはないと思ってるんっス」


    「……？」


    　予想外だったらしい鼓修理の返答に、攻撃的だったゆとりの勢いが一瞬だけ緩ゆるむ。


    「だから、せめて少しはマシな状況に持っていければと思ってるんっスよ。だからゆとり、あんたにはいまのうちに《雪せつ原げんの青あお》様に宣戦布告して、狸たぬ吉きちを奪っておいてほしいっス」


    「……あ!?　な!?　は!?　へ!?　なにゆえだぜ！」


    　あー、このアホみたいなリアクション久々っスねー、と若じやつ干かんほのぼのしながら、鼓修理は首から上の茹ゆで上がったゆとりに説明を加えた。


    「鼓修理は、《雪原の青》様が大好きなんっス。家を飛び出して《ＳＯＸ》に入るくらいに。けど《雪原の青》様の隣にはいつも狸吉がいて、目め障ざわりだったんっスよ。もともと鼓修理があんたに接触して狸吉にけしかけたのも、そのポジションを鼓修理が奪うためっス」　


    「……お前はホント、いつもあたしの想像の斜め下をいく性格の悪さだぜ」


    「どうもっス。けど、鼓修理のあくどさなんて、《雪原の青》様には負けるっスね」


    「お前よりあくどいやつなんているのかよ」


    「だって《雪原の青》様は、狸吉が《雪原の青》様に惚ほれているのを利用して、便利なテロ要員として使ってるんっスもん。狸吉は、誑たぶらかされてるんっス」


    「な……っ!?」


    「たぶん、このまま《ＳＯＸ》が負けてテロなんか起こせなくなっても、狸吉は《雪原の青》様の傍そばに惰だ性せいで居続けるに違いないっス。その過程で、狸吉があの化け物生徒会長に食われちゃうのは時間の問題っスね」


    「……」　


    　アンナの恐ろしさを思い出しているのだろう。ゆとりの表情が固まる。


    「化け物会長に食われるのは、狸吉の本意じゃないはずっス。それは誰も幸せにならない結末っスよね？　だからゆとりには、いまのうちに狸吉を奪って時とき岡おか学園から転校させてしまってほしいんっス。大丈夫っスよ。きっと《雪原の青》様も、どうせ負けるなら狸吉のことなんてこの先煩わずらわしいお荷物になるとしか考えないっスし、すんなり受け渡してくれるはずっス。あとは《雪原の青》様に捨てられて傷しよう心しんの狸吉をゆとりが体で癒いやしてあげればできあがりっス」


    「む、無理だぜ……あたしなんかに、汚きたなくて、エゴの固まりみたいな女に、狸吉をどうにかする資格なんて……それに狸吉は、あたしなんかじゃなくて《雪原の青》に、憧あこがれてて……」


    　ゆとりが戦おののくように一歩下がった。


    　やっぱり、狸たぬ吉きちの正体を知ったときになんかあったんっスね。もともと卑ひ屈くつだったのに、狸吉に対してそれがさらに酷ひどくなっている。憔しよう悴すいしているのもそれが原因っスかね？　と考えながら、鼓こ修す理りは用意しておいたセリフをゆとりにぶつけた。


    「狸吉の憧あこがれなんてすぐにころころ変わるっスよ。それに、よく言うじゃないっスか。人を好きになるのに資格なんていらないんっスよ」


    　ま、恋仲になるにはいろいろ条件が必要なんっスけどね。資格いらないなんて名言残したやつマジ性格悪いっス。と内心舌を出しながら、


    「それに鼓修理の計画どおり事が進めば、《雪せつ原げんの青あお》様は重荷を下ろせる、鼓修理は後あと釜がまに収まる、狸吉は化け物の魔手から逃のがれてゆとりと幸せになれる、ゆとりは言うまでもなく幸せになれる。ほら、少しの妥だ協きようさえすれば、みーんな幸せ。ＷＩＮウイン×４っスよ？」


    「でも、そんなの、あたしのエゴを正当化するみたいで、嫌なんだぜ……」


    　やけにエゴを繰り返すっスねぇ、と鼓修理はそこに注目した。


    「別にいいじゃないっスか。エゴで好きな人が救えるなら、素晴らしいことっス。マイナスがプラスに転じるんっスよ？　なにを臆おくすることがあるんっスか」


    「……っ」


    　ゆとりの目が、ぱちくりと見開かれる。


    「……いい、のか。エゴの固まりでも、許されるのか」


    「もちろんっス！」


    　最後の一押しとばかり、鼓修理は力強く断言する。


    「だからとっととあくどい恋こい敵がたきにぶつかっていって、狸吉をぶんどっちゃえばいいんっス！　狸吉はテロリスト側っスし、ゆとりが気後れする理由なんてもうないはずっスよ！」


    「そ、そうかな」


    「そうっス！」


    「……うん、うん。エゴの固まりでも、いいのか。よし、うん、わかった。うん、あ、けど、まず前提として、狸吉があたしなんかに、なびくのかよ……？」


    「いまさらなに言ってんっスかあ！　遠くの親しん戚せきより近くの他人。男なんて結局高たか嶺ねの花より、いつでも門もん戸こを開いてる教会みたいな女に突っ込んでいくんっスよ」


    「そ、そうなのか……門戸を開いた女に……よし、あたしはいまから、《雪原の青》にぶつかってくるぜ！」


    「その意気っス！」


    　うわー、相変わらず心配になるくらいちょろいっスねぇ……。脳みそ入ってんっスか……。


    　鼓修理は若じやつ干かん引きつつ、ぽふんとゆとりの背を押した。


    「じゃあ、鼓修理は《雪原の青》様と話せる場をセッティングしてくるっス」


    「よろしく頼むぜ、鼓修理！」


    　いきなり元気になったゆとりを見送りながら、鼓こ修す理りは撫子なでしこに端的なメールを作成する。


    「……これであとは野となれ山となれっスけど……」


    　本当にこれでよかったのか。


    　ぐるぐると悩みながら、鼓修理は虚こ空くうに映写されたＰピーＭエムメールの送信ボタンを押した。
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    　撫子に説得完了の旨を伝えてから数十分後。


    　鼓修理は、慶けい介すけ率ひきいる日本四大下ネタテロ組織と《ＳＯＸソツクス》が初めて相あい対たいした別館の広間、その押し入れに身を潜ひそめていた。


    　月明かりが差し込む、静せい謐ひつな広間。その窓辺では、頭からパンツをかぶった華か城じよう綾あや女め──《雪せつ原げんの青あお》が所在なさげに月を見上げている。


    　撫子が下ネタテロ組織の構成員として綾女とゆとりを呼び出したのは、この広間だった。


    　深夜に近い時間帯、別館であるこの広間は大規模な宴会でも開かれない限りは誰も近寄らないし、用具入れと違って舞台が整っている。


    　女が女に喧けん嘩かを売る舞台が。


    「やっぱり、止めたほうがいいんっスかねぇ……」


    　ゆとりにはああ言ったものの、実際は狸たぬ吉きちがゆとりになびく確証なんてないし、なにより狸吉が離れていくことを綾女が本当に望んでいるのか、鼓修理にはわからなかった。


    　ぐるぐると堂々巡りをする鼓修理の思考。


    　そしてその中に混じる、ゆとりに対する論理的ではない思い。


    　それが余計に鼓修理の考えを乱して「止めたほうがいいのではないか」という臆おく病びよう風かぜに拍はく車しやをかけていた。


    「……ああ、もう。ゆとりが先に来てれば、すぐにでも声をかけて調整したんっスけど……」


    　生あい憎にく、この場に先に到着したのは《雪原の青》だ。メールを送ろうにも、下へ手たにＰＭを起動させると光で綾女に勘づかれかねない。


    「いや、けど、ゆとりのことっスから。最初のほうはあわあわぐだぐだとろくに喋しやべれそうにないっスね。暗くら闇やみに乗じてゆとりに飛びかかって、場を台なしにしてやれば」


    　少しは時間が稼かせげるかもしれない。


    　せめて、綾女と狸吉に関する、真っ赤かな噓うその関係を訂正するくらいは。


    　と、鼓修理が算段をつけようとしていたそのときだ。


    　スパアン！


    「あたしは、狸吉のことが大好きだぜ！」


    　押し入れから広間を覗のぞいていた鼓修理は目と耳を疑った。


    　気持ちいいくらいの勢いで広間に飛び込んできたゆとりが、開口一番、これ以上ないほど正々堂々カミングアウトをかましたからだ。　


    　なんでこんなときに限って漢おとこらしいんっスかあいつはあああああああああ!?


    　な、なんっスかこれ!?　なんっスかこれ！　鼓こ修す理りは完全にパニックになっていた。


    　はっ！　そういえばあのまな板女、狸たぬ吉きちを前にしなけりゃずいぶんとさばさばしていたし……それに狸吉が絡んだときの暴走具合がいい感じにブレンドされて……？　だあもうなんなんっスかあいつはこの局面で！　これだからゆとりは！　これだからゆとりは！


    「《雪せつ原げんの青あお》！　お前は狸吉のこと、どう思ってるんだぜ!?」


    　薄うす闇やみの中、鼓修理には二人の表情がわからない。


    　だが確実にあんぐりと目や口をまん丸にしているだろう《雪原の青》に、ゆとりはどすどすと勇ましく迫っていく。


    　二人の距離がほとんどゼロに等しくなり、窓の縁に座った《雪原の青》の鼻先にゆとりの指が突きつけられる。


    「……へぇ。狸吉の同級生。本気汁、だったのね」


    《雪原の青》が窓縁から降りて、ゆとりと真っすぐに対たい峙じした。


    《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の共同代表としてこの場に来たのだろうゆとりは、正体を指摘されても怯ひるむことなく言葉を返した。
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    「そっちこそ。あのとき個展会場にいた、副会長さんとやらだよな」


    「さー？　ご想像にお任せするわ。ああ、挨あい拶さつがまだだったわね。こんばんヴァギナ、よろしクンニ、今日きようは月が綺き麗れいねっころがってシックスナイン」


    「ちっ、まさにご挨拶だな……っ！　ふざけてやがるぜ」


    《雪せつ原げんの青あお》が発した挨拶代わりの威い嚇かく下ネタに、ゆとりもまた唸うなり声で返す。


    「それで、私が狸たぬ吉きちのことをどう思っているか、だったかしら？」


    「ああそうだ。あたしははっきりさせたぜ。……返答によっちゃあ、すぐにでも狸吉をあたしら《捕ほ乳にゆう類》の構成員として引き抜かせてもらう！」


    　なにいきなりそこまで飛躍してるんっスかああああああ！


    　狸吉が反発心を持ったら厄やつ介かいなんっスから、もっとじわりじわり、カエルを水から茹ゆでるくらいのペースでいくのがベストっスよ！


    　心の中でアドバイスを叫ぶが、薄うす闇やみの中で繰り広げられるバトルは収まらない。


    「さあ、黙ってないではっきりさせるんだぜ。狸吉のことを、どう思ってるんだぜ！」


    「変に惚ほれられちゃって、迷惑してたわ」


    　そのあまりに冷れい徹てつな返答に、ゆとりが、そして鼓こ修す理りもまた凍り付いた。


    「……あ？」


    　少しして、ゆとりが殺意さえこもったような息を漏もらす。


    「まあ、うまい具合にテロには利用できたから重ちよう宝ほうしてたんだけど、明日あした負けちゃうならもういらないし、あなたが新しい性処理係になってくれるのなら大歓迎よ。……ああ、もし私たちが勝ったとしても、あてがってあげるわよ？　あの春しゆん画が家かと谷や津つヶが森もりのエロ本さえあれば、テロは起こせるのだから」


    「この、カス女っ。鼓修理が信望するのも、いまなら心からわかるぜ……っ！」


    　心外っスね。鼓修理のことをなんだと思ってるんっスか。


    　内心でゆとりに文句を言いながら、ゆとりは《雪原の青》の言げん動どうに集中していた。あんなにもゆとりを挑ちよう発はつして、やはり目的は……。


    「ああ、けれど、一つ注意してね」


    　敵意をむき出しにしているゆとりに対して《雪原の青》は飄ひよう々ひようとした口く調ちようで、


    「狸吉ってば私にベタ惚れだから、私がつれなくしたところであなたのほうへなびいてくれるかどうか……勝負が終わってから一週間ちょっと夏休みが残ってるから、まだこの温泉街にいられるけれど、タイムアップにならないようアプローチ、頑張ってね？　応援してるわ」


    「上等、だぜ……っ！」


    　ゆとりはこれ以上話せば暴力に訴えそうだとばかりに声を飲み込み、くるりと踵きびすを返して広間を出ていってしまった。


    　一連のやりとりを見終えた鼓修理は『よかった、迷う必要なんてなかったんだ』と安あん[image: ]どした。


    「やっぱり綾あや女め様は、ああやって狸たぬ吉きちが離れていくことを望んでたんっスね！」


    　ゆとりを利用するかたちになってしまったことはいまもまだ引っかかっているが、あとはゆとりと狸吉がうまくいくよう裏で動けば、結果オーライになるはずだ。


    　鼓こ修す理りはにししと笑いながら、その声が漏もれないよう押し入れの中で体を丸めた。


    　と、そのときだ。


    　どさっ、と。なにか軽いものが広間の畳に落ちる音がした。


    　なんっスかね？　と鼓修理はもう一度広間を覗のぞく。そこには、


    「……これで、これでよかったのよ。これで……」


    　頭にかぶったパンツを脱ぎ捨て、畳の上に座り込んだ綾女の姿があった。


    「これで、私は、狸吉にちゃんと託たくせる、信頼できる。だから明日あしたは大丈夫。きっと、きっと勝てるわ。……うん、これでよかった。もともと、狸吉が私に抱いだいている気持ちは、間違っているものだったんだから。明日負ければ、私は窮屈な世界に押し込められて、少しずつ死んでいって、そうしてどのみち、狸吉は私への間違った気持ちに、区切りをつけたでしょうから……」


    　鼓修理の高こう揚ようしていた気持ちは、そこで一気に叩たたき落とされた。


    「……なんなんっスか。それ。なら鼓修理は、どうすりゃよかったんっスか……」


    　鼓修理は駄々をこねる子供のように歯を食いしばった。


    　できることなら頭を壁に打ち付けてやりたいくらいの気分だった。だが鼓修理は自分の存在が綾女に露ろ見けんすることを恐れ、じっと押し入れの中で自じ己こ嫌けん悪おと闘うほかなかった。
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    「あー、クソ……」


    　僕は潜伏先の温泉に浸つかりながら、ぼんやりと湯気を眺めていた。


    　清きよ門かど荘そうのそれと違って、普通の男湯の露ろ天てん風ぶ呂ろ。


    　ぬるい温度とはいえ、何時間ここに浸かっているのか、そろそろ全身がちんこみたいにふやけそうだ。けれど上がる気になれない。


    　四回戦で僕がしでかしたこと……いや、これまでずっと華か城じよう先輩にしてきたことが思い出されて、心穏やかではいられない。


    　時間が時間だけに僕以外いなくなったこの露天風呂の中で、自分を責め続けることをやめられないでいた。


    《群むれた布地》事件を通して僕は自分の方向性を探し始め、ちんこバトンで自信をつけて、鼓修理とともに華城先輩をサポートすると決めて……もしかすると僕の立ち位置はこれなんじゃないか。あんまりカッコいいポジションではないけれど、かつて華城先輩が言っていた〝本来の奥おく間ま狸吉〟とはこれなんじゃないか。そんな確信を持ち始めていた。


    　それほどまでに、手て応ごたえがあったのだ。


    　けどそんなものは、僕の勘違いでしかなかった。


    《群むれた布地》事件のときと同じ、独りよがりで突っ走って、あの様ざまだ。


    　まさに後悔オナニー。目も当てられない。


    　僕は結局、華か城じよう先輩を神聖視して甘えていた、情けない男だったんだ。


    「明日あした、どうすりゃいいんだ……」


    　四回戦の負けはすなわち五回戦での負け。


    　華城先輩にどんな顔をして会えばいいのか、僕なんかが明日の勝負に出ていいのか。


    　いろいろな思いを込めて呟つぶやいた、そのときだった。


    「おらぁ！　頭の悪い子はいねえかあああああああっス！」


    「ぎゃあああああああああああああっ!?」


    　内風ぶ呂ろとの扉とびらを開けて、現れたのはなまはげ！


    　ではなく、生意気なチビ、鬼おに頭がしら鼓こ修す理りだった。いやおかしいだろ。


    「なんでお前男風呂にいるんだよ！　捕まるぞ!?　いや捕まれ！」


    「なまはげは風呂に出る妖怪っス！」


    「噓うそつけ！　っていうか、ホントにどうしたんだよ鼓修理！　なんか全身汗だくだけど」


    　僕は白はく濁だくした湯に体を沈めながら鼓修理を観察した。


    　息も荒いしいつも以上に言げん動どうは無む茶ちや苦く茶ちやだし、本当になにがあったんだ!?


    「いいから、鼓修理の言うことをよく聞くっス！」


    　と、鼓修理は服を着たままずぶずぶと湯船に突っ込んでくると、僕のほっぺを両手でばっちーん！　と挟み込む。


    　マジでこいつなんなの！　アンナ先輩に生きたラブドールにされた反動で、なんか変なもんでも感う染つったんじゃねえのか!?　粘ねん膜まく経由で！　粘液経由で！


    　……などとわけのわからないことを考えていた僕とは対照的に、鼓修理のそのくりくりした瞳ひとみはいままでにないほどの真剣味を帯びて僕を睨にらんでいた。


    「明日、絶対に勝つっスよ！」


    　叩たたきつけられた言葉も、鼓修理のキャラに似合わず真剣そのものだ。


    　頰ほおを張られたような衝撃が胸を突き抜ける。


    「……わかってるって。それくらい」


    「どーだか」


    　鼓修理は「はっ！」と見下すように鼻で笑うと、次の瞬間、はっとしたようにきょろきょろと周りを見渡した。


    「あ、あれ？　ここってもしかして、男湯っスか？」


    「いまさら!?」


    「あ、はは、ヤベーっス。……こんな騒ぎを起こしたことがあのババアに知れたら……」


    　鼓こ修す理りはいきなり我に返ったように顔面を蒼そう白はくにすると、びしょびしょのまま露ろ天てん風ぶ呂ろを出ていった。あいつ、なにかあったのか……？


    「けど、まあ」


    　ちょうどいいときに、活を入れに来てくれた。


    　そうだ。どうすりゃいいかなんて、わかりきっている。


    　明日あした、このバカげた勝負に勝つ。そのために全力で下ネタをひねり出す。


    　たとえ、四回戦に負けた時点で五回戦の結果が知れていたとしても。


    　それがいまの僕にできる、唯ゆい一いつのことだ。具体的な方法は、まるでわからない。けれど。


    「もう情けない真ま似ねはしない！　絶対に勝つぞ！」


    　僕は決意を新たに、湯船から上がった。


    「違うっス！　これは誤解なんっス！　だから善ぜん導どう課だけは、善導課だけは勘弁っス！」


    　……なんか、約一名ピンチだから、決意を新たにしたついでに助けてやるか。


    　まあ、あいつの嫌がってる撫子なでしこさんの名前を出すしか、男湯に突っ込んだ女子中学生を助ける方法なんてないんだけども。

  



  
    



    


    　第八章　上半身の魅力、下半身の魅力


    



    「さあ、今日きようは発情しきったオスウサギ並みにはりきっていくわよ！」


    　翌日、ちょうど夕日が沈みきった頃。松たい明まつが照らす隠し社やしろの河原かわらにて。


    　僕たち《ＳＯＸソツクス》は再び、慶けい介すけ率ひきいる日本四大下ネタテロ組織と相あい対たいしていた。


    「いままでの恥ち能のう戦せんと違って、今日は温泉卓球古こ今こん東とう西ざい！　下半身もフル稼か働どうよ！　ストレッチは念入りにね！　ほぉら、ストレッチパワーが、ここに、溜たまってきただろう？」


    　華か城じよう先輩が股こ間かんに手をやりながら力強く笑う。


    「あの、《雪せつ原げんの青あお》様……なんか今日は、やけに元気っスね……？」


    　昨日きのうの晩、僕が潜伏している宿でダイナミック破は廉れん恥ち事件を引き起こした罰で昼間は一日中アンナ先輩のラブドールにされていた鼓修理が、死んだような表情で華城先輩に声をかけた。


    　鼓修理の質問に首を傾かしげる華城先輩の返答に、僕はこっそり耳を傾けていた。


    　華城先輩の回復具合については僕も気になっていたのだ。


    「もしかして、昨日のこの河原でのことを心配してくれているのかしら？　ふふふ、大丈夫よ。一度発射したペニーは、どんな絶ぜつ倫りんでも一度は萎なえるでしょう!?　つまりはそういうことよ！　私も、気力を一度に解放して疲れてしまったとしても、一定時間で回復するの！　精神的絶倫！」


    　ふふんっ、と得意げに胸を張る華か城じよう先輩。


    　その力強さは、皆を牽けん引いんしていくパワーは、別に空元気でもなんでもない。


    　いつもどおりの華城先輩だ。けど、僕はもう知ってしまった。


    　その眩まぶしいくらいに力強い姿は、華城先輩の一部であって、すべてじゃないことを。


    「ホントにホントっスかー？」


    　鼓こ修す理りがなおも華城先輩にしつこく迫る。なんだこいつ。いつもは華城先輩の言うことならちんこもま●こにする勢いなのに。


    「本当よ！　なぁに、疑っているの？　〝売り出し中アイドル〟を〝中出し中アイドル〟に錯さつ覚かくし、草ぞう履りの鼻はな緒おを簡易エスエム装置と認識し、神の神じん通つう力りきを精通力と見み紛まがう罰当たりな私を!?」


    「だあもう意味不明ですし、ＰピーＭエム無効化時間の無駄遣いですからやめてください！」


    　ヒートアップする華城先輩をとりあえずなだめる。と、


    『さーて、それじゃあ今日きようで決着がつくわけだけど、準備はいいかなー？』


    「心も体も、濡ぬれ濡れぐちゅぐちゅで準備完了よ！」


    　隠し社やしろにふんぞり返る慶けい介すけが五回戦の開幕を宣言し、華城先輩が嚙かみつくように応こたえる。


    『五回戦は、温泉卓球古こ今こん東とう西ざい。その名のとおり、出された設問に一人一単語で回答しながら卓球を行おこなう簡単なゲームだよ～』


    　シンプル。ゆえに地力がものをいう。場合によっては内輪性も。


    『けど、ちょっとだけルールはややこしい。朱あけ門かど温泉に伝わる特殊なダブルスなんだって～。ま、どこまでホントかわかんないけど。さあみなさんあちらに注目』


    　と、慶介が差し示した場所が大きく開けた。


    　慶介の部下たちによって、あっという間にいつもより広く畳が敷き詰められる。その上に板が打ち付けられ、卓球台が設置された。


    　この隠し社は周囲を山やま肌はだと崖がけに囲まれていて風も吹かない。卓球をするにあたって、野外にしては上出来な環境だろう。と、僕は設置された卓球台の色に目を疑った。


    　卓球台の面はネットで横に二分割、縦線で二分割と、全部で四つのエリアに分かれている。


    　その四面が、オセロの初期配置のように白黒に塗り分けられていた。


    　事前に撫子なでしこさんから説明は受けていたけど、本当にややこしいな。


    『気づいたかな？　この卓球は、ペアの人間が隣じゃなくて、対角にくるダブルスなんだよ。口で説明ってのも難しいから、練習がてら実際にやってみよっか』


    　僕と華城先輩は黒のコートへ、相手方のずこばこ高たか木ぎとどぴゅどぴゅ小こ島じまが白のコートへ、それぞれラケットを持って並ぶ。


    　僕の左隣はずこばこ高木、真正面にはどぴゅどぴゅ小島、そして対角にあたる左斜め前には華城先輩が並ぶ状況だ。敵味方が入り乱れるややこしいコート、ではあるのだけど。


    『ま、慣れれば普通のダブルスより簡単だけどねー。じゃあちょっと、お試しのお題を出してみよっか。審判さん』


    「ん？　あー、そうじゃなー……女の穴あな蔵ぐらに突っ込むものといえば、とかどうじゃ」


    　早さ乙おと女め先輩があまり興味なさげにお題を放る。その興味は、隣に座る《羅ら武ぶマシーン》へとすぐさま移り、「次はどんなシチュエーションを教えてくれるのかの!?」とキラキラ目を輝かがやかせている。……昨日きのうから今日きようにかけて、早乙女先輩の天てん[image: ]びんはずいぶんとあちらに傾いたらしい。


    　この勝負に勝ったところで早乙女先輩を取り戻せる保証はなさそうだ……けど、いまの僕にとって大事なのはそこじゃない。


    　いまこうして早乙女先輩のことを不安げに見つめている華か城じよう先輩のためにも、とにかくこの勝負に勝つ。早乙女先輩のことは、それからだ。


    『じゃ、サーブは《雪せつ原げんの青あお》からね～。設問は〝アソコに突っ込むもの〟だよ☆』


    「はいはい。じゃ、行くわよ。構えなさい《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》！」


    　と、慶けい介すけに促うながされた華城先輩がオレンジのピンポン球を宙に放る。


    「きゅうりっ」


    　設問に適した単語とともに、華城先輩がゆっくりと僕へ送球する。


    「……ゴーヤ！」


    　そしてその大きく山なりになった球を、僕は真正面のどぴゅどぴゅ小こ島じまへ鋭するどく打ち込んだ。


    「ボールペンっ」


    　どぴゅどぴゅ小島は大きく後退しながら僕の球の勢いを殺すように、僕の左隣、すなわちずこばこ高たか木ぎへと送球する。


    「……筆！」


    　そしてずこばこ高木はさっきの僕のように華城先輩へと高速スマッシュを放つ。


    「なすびっ」


    　一周したピンポン球は再び華城先輩へ戻る。華城先輩はどぴゅどぴゅ高木のように球の勢いを殺しながら僕へと送球してきた。


    「……大根！」


    　そして僕のスマッシュがどぴゅどぴゅ高木の脇わきをすり抜け、ギャラリーのほうへとすっ飛んでいく。本番なら、これで僕らに一点だ。


    　これはつまり、そういうゲームなのだ。卓球とは言いつつ、古こ今こん東とう西ざいの回答に主しゆ軸じくが置かれた競技。各選手は担当すべき自陣と攻守が最初から決まっているから、普通のダブルスのようにちょこまか動いて混乱しないですむのだ。僕たちは古今東西の回答に集中しながら球を転がすことになる。


    『はい、じゃあお題はそのままってことで、次はどぴゅどぴゅ小島サーブでスタートねー』


    　各選手のポジションは固定だけれど、サーブは毎回時計回りで変化していく。その際も、ピンポン球のルートは同じだ。


    「指っ」


    　どぴゅどぴゅ小こ島じまは、緩ゆるやかな軌き跡せきを描えがく球をずこばこ高たか木ぎに送り、


    「……マッチ棒！」


    　ずこばこ高木は例によって鋭するどく華か城じよう先輩へスマッシュを……って、マッチ棒？


    「注射器っ」


    　華城先輩が僕と同様に戸惑いながらも返球してくる。と、僕がそれを「ウナギ！」と打ち返そうとしつつも動どう揺ようしてミスってしまったそのときだ。


    『マッチ棒は審議が必要じゃな』


    　早さ乙おと女め先輩が面倒くさそうに顔を上げ、周囲を見渡す。


    　四大下ネタテロ組織の面々が織りなす人ひと垣がきからは「マッチ棒って……」「意味ないじゃん」「いや焦じらすって意味では」「もしかして火をつけるのかも」と喧けん喧けん囂ごう囂ごうの声が上がる。


    『ふむ。アウトじゃな』


    「えーっ！　いいじゃんマッチ棒！　湿り気で火を消すんだよ！」


    　ちょっと危ない性せい癖へきが認められなかったことに憤いきどおるずこばこ高木。


    　とまあ、こういうふうに、普通の卓球なら向こうに点が入っていたはずだけれど、ラリーが終わってからこうして審議却きやつ下かされると僕たちに点が入る。


    『さてそれじゃあ、大体みんなルールは把握できたはずだから、そろそろ最初の出場選手を決めようか』


    　なにが〝最初の〟だ。ちゃっかりと。


    　慶けい介すけがわざわざ時間をとって詳しくルール説明をしたのは、四百人にも及ぶ四大下ネタテロ組織の中核メンバーたちにまんべんなくルールを浸透させるためだ。


    　いつでも誰でも選手交代できるように。


    　対して僕たち《ＳＯＸソツクス》は僕と華城先輩しか出場権がなく、相談することといえば攻守のポジションくらいだ。


    「さっきの練習どおり、私が守りにしようと思うのだけど、どうかしら」


    　華城先輩が、どこかおずおずと僕に伺うかがいを立ててきた。


    「はい、それで問題ないと思いますよ」


    「あれ？　てっきり狸たぬ吉きちは私に攻撃を任せると思ったのだけれど」


    　華城先輩がぱちくりと目を瞬まばたかせた。


    　まあ、昨日きのうまでの僕だったらそうかもしれない。敵からのスマッシュを柔らかく受け止める守り役に対し、敵のコートにスマッシュを打ち込む攻撃役はこの勝負の花形だ。早乙女先輩に《ＳＯＸ》の魅力をアピールするには華城先輩をそこに据すえるのが一番だと考えただろう。


    　けど、いまの僕の考えは違う。華城先輩を無理やり前に担かつぎ出すんじゃだめな気がした。具体的なことはわからない。けどとにかく、いまは勝つことを最優先にしなければと思ったのだ。


    　そのためには、守りに華か城じよう先輩を置くのが得策だ。


    　華城先輩は下ネタ設問に対する答えが脊せき髄ずい反射で浮かぶ変態エリート。回答しながら相手の強烈な返球に対処するのはお手のものだろう。


    　対して僕はすぐには回答が浮かばないだろうし、仮にも男で腕力はある。華城先輩がゆっくり送ってくれる球を思い切り相手にぶちかます役割が向いているだろう。


    　互いの特性を把握したうえで、確実に勝利を目指す。今度こそは、力を合わせて。


    「さすが狸たぬ吉きち。女の子は守り、男の子は攻めだと本能的に悟ってるのね。妖怪ショートケーキは根っからの凌りよう辱じよく魔まね」


    「人聞きの悪いこと言うのはやめてくださいよ！」


    　人がせっかく真ま面じ目めに勝とうとしてるのに！


    「ま、ともあれ。頼りにしてるわよ」


    「……はいっ」


    　華城先輩はにかっ、と笑いながら僕の肩をぽんと叩たたき、卓球台の向こう側へ歩いていった。


    　やってやる。この勝負、なにがなんでも勝つ！


    『はーい注目。こっちも選手が決まったよー』


    　そして華城先輩側、つまり守り役として台についたのは、


    「ほほほ。手加減はしませんよ」


    　この数日、慶けい介すけのおごりでスッポンなどを食いまくり、精力を回復したと[image: ]うわさの《禁欲の魔人》だった。早さ乙おと女め先輩のエロイラストが放つ引力に抗あらがう精神力を身につけ、同時にほかの構成員がエロイラストを堪たん能のうするのを物欲しげに眺めながら、想像力を膨ふくらませていたらしい。


    　というわけで前回よりもパワーアップしてるって撫子なでしこさん情報なんだけど、こいつがパワーアップしたところで今回の勝負には大して影響ないんだよなぁ。知識勝負みたいなもんだし。


    　問題はその相方。攻役として僕の隣にやってきた人物だ。


    「……」


    　なぜか殺気ともとれる気迫を滾たぎらせて台についたのは、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の共同代表である濡ぬれ衣ごろもゆとりだった。


    　僕のほうには一[image: ]もくれず、ただ真っすぐ、華城先輩と真っ向から睨にらみ合っている。そして、


    「覚悟しとくんだぜ、《雪せつ原げんの青あお》……っ！」


    　忌いま忌ましげに呟つぶやいて華城先輩へラケットを構える始末。え、ちょ、なにかあったんですか。


    　試合開始前に事情でも聞こうかと思ったけど、華城先輩とゆとりの間に満ちる殺気が尋じん常じようではなかったし、僕がちらりとゆとりのほうを見ただけでその首筋が真っ赤かに染まったので、下へ手たなことをしたら殺気の対象にされて終わると確信して、僕はなにもしないことにした。


    　いや、ほら、ときには放置プレイも大事だって父さんが、ね。


    『それじゃあ、十一点マッチ、二セット先取、温泉卓球古こ今こん東とう西ざい、開始だよ！』


    　そうして、最終決戦の火ぶたが切って落とされた。


    『お題は、そうじゃの～～、胸部を大きくする方法、じゃ』


    　なんか遠くから「ぷひっ」と性格悪そうな笑い声が聞こえたし隣のＹさんから殺気が増大したしなんなのやめて。


    　サーブは華か城じよう先輩。オレンジのピンポン球が宙を舞う。


    「揉もむっ」


    「……舐なめる！」


    　華城先輩につられて僕の回答もちょっとアレな感じになる。


    「嚙かむっ」


    　台の端ギリギリを狙ねらったにもかかわらず、《禁欲の魔人》は軽やかに身を翻ひるがえすとわりと最低な回答とともに難なくゆとりへと緩ゆるい球を返した。くそっ、スッポンやっぱりすげぇな！


    「……あれ？」


    　そこで、僕はふとゆとりが消えたかのように感じて隣を見た。


    「なっ!?」


    　ゆとりは本当に消えていた。本来いるべき場所から数メートルほど下がった位置で、クラウチングスタートのポーズを取っている。


    《禁欲の魔人》がこれでもかと高く打ち上げたピンポン球が、ゆっくりと落ちてくる。


    「しっ！」


    　ゆとりが一瞬で加速した。そのまま卓球台の脇を縦断するようにして、


    「……つつく！」


    　ピンポン球が破裂するんじゃないかという勢いでもってスマッシュをかました。


    「っ!?　つ、つねる！」


    　華城先輩はなんとかその球に食らいつくも、ほとんど勢いが殺せていない。


    「くっ、吸う！」


    　僕もなんとか《禁欲の魔人》へ向けて打ち返せたものの、《禁欲の魔人》が打ちやすい位置にむざむざサービスショットしたようなものだ。


    「牛汁！」　


    　案の定、僕たちがリズムを取り戻す前にゆとりが華城先輩へ強烈な一撃を放ち、一点先取される。……って、牛汁!?


    「おい審判！　なんで牛汁ＯＫなんだよ！」


    　牛のパイオツから分ぶん泌ぴつされるらしい、あの生成方法も色もエロい液体が、お題に沿っているとは思えない。


    『なんでと言われてものぉ。《母の会》以外は納得しておるし』


    　見渡せば、確かに《母の会》の人たちが「あれ飲んで大きくなるとか、鳥食ったら空飛べると考える子供以下の発想だよ……」とか死んだ目でぶつくさ言っている以外は、特に不満があるようには見えない。むしろ往おう生じよう際ぎわの悪い僕を非難しているような雰ふん囲い気きだ。


    『あー。昔はね、胸を大きくするための食品として牛汁が推おされてたんだよ』


    　なん……だと……っ!?　なら昔から給食に毎日牛乳が出されているのは国を挙げたセクハラ……いや、〝にっぽん〟と〝おっぱい〟って響きが似てるし、ある意味当然の国策なのか。


    　って、違う違う違う！　いま大事なのはそうじゃなくて！


    「いきなり、知識の差が浮き彫りになってきたな」


    　こうなってくると、お題に答えられなくなる前に純粋に卓球で負かすってのが理想なんだろうけど。いま見たとおり、ゆとりがなぜか人でも殺しそうなくらい本気でヤバイし、敵さんは裏に控えた人員が無む尽じん蔵ぞうだ。


    　至し極ごく単純な算数の問題。体力的にも知識量的にも、勝ち筋が見えない。


    『次のお題は、そうじゃの～』


    　けど、


    『攻めに使う道具といえば、じゃな』


    　諦あきらめるわけにはいかない。


    　窮屈な世界を拒こばむために、腹立たしい連中の思いどおりにさせないために。


    　これまで勝手に理想像を押しつけて甘えてきた、華か城じよう先輩の真正面に堂々と立つために。


    「手て錠じようっ」


    《禁欲の魔人》からサーブが始まり、クラウチングゆとりが早速その緩ゆるい球を「……縄なわ！」と強烈に打ち返した。


    「くっ、蠟ろう燭そくっ」


    　さっきと同じパターンだ。華城先輩が勢いを殺しきれず、僕も「注射器！」とかろうじて打ち返すことしかできない。


    「目隠しっ」


    「……洗濯バサミ！」


    　そして僕たちがリズムを取り戻す前にゆとりの強烈な球が打ち込まれ、失点する。


    　おいおい、このままじゃあ、知識以前に卓球そのものでも太た刀ち打うちできないんじゃあ……。


    　くそっ。しかも次は僕のサーブか……。サーブの威力には限度がある。こっちが決定打を叩たたき込むよりも先にゆとりの強烈な一撃を許すことになってしまう順番だ。


    『うーむ、次のお題は、なににしようかの～』


    　勝ち筋なんて、勝しよう機きなんて、ほとんど見えない。　


    　けど僕と華城先輩は、わずかな可能性を信じて懸けん命めいに抗あらがい続けた。


    



    「「はぁっ、はぁっ、はぁっ」」


    『はーい、早くもマッチポイントだね～』　


    　朱あけ門かど川を挟んで向こう側の崖がけに投影された得点表には、十対六と表示されている。僕たち《ＳＯＸソツクス》は六のほうだ。


    　なんとかここまで食らいついたものの、僕も華か城じよう先輩もかなり体力を消しよう耗もうしてしまっていた。


    　ゆとりの放つ一撃一撃が一発の手抜きもなくすべてが重く、崩されたリズムを取り戻すことにかなり苦労した結果だ。普段使わない筋肉が悲鳴を上げている。


    　本当なら卓球の一セットくらいでここまで体力を消耗するはずがないのだけど、味方の邪魔にならないよう、相手の邪魔になるよう、なんて回答を考えながら小さな球を追うこの競技はひと味違ったらしい。体力と気力が同時に奪われ、予想外の負担が足にくる。


    　そしてゆとりのインパクトで薄れていたけど、《禁欲の魔人》もかなり厄やつ介かいだった。一番恐れていた知識の差こそあまり目立ったものではなかったけど、僕の球の勢いをことごとく殺すテクニックはゆとりの凶悪性を存分に増長させる。こいつらまさかこっそり卓球の練習してたんじゃねえだろな、と食ってかかりたくなるほどだ。僕たちはアンナ先輩対策でろくすっぽ卓球の練習なんてできなかったというのに。


    　けど、四の五の言ってはいられない。向こうだって、《禁欲の魔人》は年のせいか、ゆとりは一撃一撃に全力だったせいか、疲れ切っている。なんとか、この一点を守って逆転を……。


    『さて、ここで選手交代のお知らせでーす』


    「……え？」


    　思わず声が漏もれた。それくらい、僕は目の前の相手だけに集中していた。


    『二人とも下がってー。こっからは、びくびく田た中なかとべろべろ山やま田だに任せるからー』


    　びくびく田中が僕の正面、守り役に。べろべろ山田が僕の隣、攻め役に収まる。


    　おい、なんつーやらしい場面で交代しやがる……っ！　しかも二人ともウォーミングアップは十分らしく、いまさっきまで営いとなんでいたかのようにいい汗をかいている。


    『では次のお題じゃな。夜のパワーが増す食べ物といえば、じゃ。サーブは《雪せつ原げんの青あお》』


    「……っ」


    　華城先輩の顔が歪ゆがむ。


    　ゆとりと《禁欲の魔人》が最初に出てきたのは、僕たちから体力を奪うためだったのだ。


    　いや、けど、相手がびくびく田中とべろべろ山田に変わったのなら、体力が削られた状態でもなんとか勝負になるはず。


    「うなぎっ」


    　華城先輩が苦い顔をしたまま僕に緩ゆるい球を送り、僕が「……レバー！」とびくびく田中にぶちかます。が、最初ほどの威力には到底届かない僕の打球を、びくびく田中は「にんにくっ」と難なくべろべろ山田へ送球する。


    「……ニラ！」


    　べろべろ山やま田だのスマッシュは、ゆとりに比べれば遙はるかに優しい威力だった。得点を狙ねらうというよりは、失点を恐れるかのような、ラリーのための慎重な球、という雰ふん囲い気きさえある。


    　そこで僕はようやく慶けい介すけの狙いと、華か城じよう先輩が苦い顔をしていた理由に気づいた。


    「スッポンッ」


    　華城先輩が緩ゆるやかな球を僕に送る。さっきの繰り返しだ。僕は決定力に欠ける球を「マムシ！」とびくびく田た中なかに打ち込むことになった。びくびく田中は「ごぼうっ」と難なく球を返す。──〝夜のパワーが増す食べ物〟というお題が、終わらない！


    「くっそ、確か、ネバネバした食品がいいんだっけか……？」


    　精のつく食べ物なんて代表的なものしか知らない。そんな情報に触れられるご時世じゃないし、谷や津つヶが森もりのエロ本にもバイアグラ的なお薬やサプリしか紹介されてなかったから。


    　僕も華城先輩もうろ覚えの知識で回答を続ける。


    「オクラッ」「……納豆！」「バナナッ」「……にんじん！」ってかさっきからべろべろ山田にびくびく田中はそれホントに精のつく食い物か!?　細長いのばっかじゃねえか！　下の口に食わせて女の精力アップってことなのそういうことなの!?


    　懸けん命めいに打ち返しながら腹の中で文句を垂れるも、早さ乙おと女め先輩からストップの声がかからない以上、本当に精のつく食べ物なんだろう。僕たちが知らないだけで。くそっ、恐れていた事態そのものだ。


    　そしてすぐに、僕たち《ＳＯＸソツクス》の答えられる食品が尽きる。と、


    「精せい液えきっ」


    　華城先輩がＰピーＭエムを無効化してラケットを振るった！　ってか華城先輩それは確かに精のつく食べ物ですけどお題のニュアンスに沿っているか不明ですしそもそも食べ物じゃないですよ！　けど周囲の反応的に間違いじゃないらしいという衝撃の事実なので僕は力を振り絞って「……ヤマイモ！」とラケットを振り抜いた。


    「卵っ」「……ショウガ！」


    　けれど僕らの必死の抵抗に対し、べろべろ山田とびくびく田中は悠々と球を返す。


    　ＰＭを無効化したままにしていた華城先輩も「愛液っ」とそれに食らいつくが、僕にはもう、精のつく食べ物なんて思い浮かばない！


    「きゅ、きゅうり！」


    　迷いまくりながら打った球はネットに引っかかり、しかも『回答もアウトじゃな』と早乙女先輩からの追い打ちだ。


    　十一対七。


    　一セット目は、ＰＭ無効化時間と僕たちの体力を消しよう耗もうさせられて終わってしまった。


    「大丈夫。まだ次があるわ！　頼りにしてるからね、狸たぬ吉きち！」


    　二分足らずのインターバルで華城先輩は力強くそう宣言する。僕も「はいっ！　次こそは！」とそれに応こたえる。


    　けれど僕は頭の片かた隅すみで、このままでは勝てない。あと一歩、なにかが足りないと感じていた。


    　そしてそれがなんなのかわからないまま、僕は気休めのインターバルを過ごした。


    



    『はーいじゃあ二セット目。こっちの選手はまた入れ替えね～』


    　ほとんど体力を回復させる間もなく卓球台に戻った僕たちの前には、さらなる困難が待ち構えていた。


    　僕の隣には攻め役として体力を回復させたらしいゆとりが。正面には守り役として、無む尽じん蔵ぞうの回答を持つだろう《羅ら武ぶマシーン》が、それぞれ立っていた。


    　そしてなによりキツかったのは、


    『うむ。それではお題は、受けの種類、じゃ。サーブは《雪せつ原げんの青あお》からじゃの』


    　キラキラと目を輝かがやかせた早さ乙おと女め先輩が、明らかに《羅武マシーン》へ肩入れしているお題を出したことだった。


    　もはや、早乙女先輩はこの五本勝負が始まった当初のように、どちらに帰属すべきか迷っていたりはしない。それどころか、《ＳＯＸソツクス》の負けを願っているかのような状態だ。


    　審判兼賞品である早乙女先輩がこれじゃあ、ただでさえゼロに近かった勝算は……。


    　加えて《羅武マシーン》は「ラケット×ラバー×ピンポン球……っ！」とダブルを超えてトリプルの域に達した興奮からか、あの動きにくい服装で「襲おそい受けっ」と難なく僕の球を返しやがる。


    　そしてゆとりは一セット目の前半で見せた強力なクラウチングスマッシュを「……総受け！」と放ち、体力を消しよう耗もうした華か城じよう先輩を痛めつける。


    　かろうじて華城先輩が「誘い受けっ」などと僕に送球しようと、それは一セット目前半の焼き直しでしかない。打ちづらい位置に勢いを殺すことなく送球されたそれを回答しながら《羅武マシーン》へ打ち込むのは至し難なんの業わざだ。


    　しかもゆとりのやつ、《羅武マシーン》から指導でも受けたのか、やたらＢＬボーイズラブ関連の隠いん語ごに詳しい。なんであいつの口から「……女王様受け！」とか青い赤飯みたいな単語が出てくんの。女子はみんな納豆みたいに腐る才能があんのか。股こ間かんの大豆がすべての元げん凶きようなのか。


    　ともあれそのせいでゆとりも《羅武マシーン》も、ＢＬ方面に偏かたよった早乙女先輩の設問に対する回答が尽きない。


    　ゆとりの殺意ＭＡＸマックスな凶弾に打ち抜かれるか、回答できなくなって早乙女先輩から『アウトじゃ～』と宣告されるか。


    　二セット目はそのいずれか、あまりにも酷ひどいワンサイドゲームで進んでいった。　


    



    『次のお題は、攻めの種類、じゃ』


    　九対〇。圧倒的な戦力差。僕らは一点も取れないまま、最終局面にまで追い詰められていた。


    　呼吸が荒く、ラケットが重い。左斜め前方の華か城じよう先輩も、パンツ越しにうかがい知れる表情はこのうえなく険けわしい。それでもなお、「オレ様攻めっ」と三度回ってきたサーブをこなす。


    　ここまで追い詰められて、僕はようやく気づいていた。


    　これは昨日きのう、僕たちが四回戦で惨みじめに敗北したときから続く公開処刑だ。


    　早さ乙おと女め先輩はほとんど勝負の行方ゆくえに興味などなく《羅ら武ぶマシーン》に心しん酔すいし。


    　勝ち筋が見えずに疲ひ弊へいしていく僕たちを、僕たちの負けを望む四大下ネタテロ組織の連中が取り囲む。


    　僕たちの失点で地が震えるほどの歓声を上げ、僕たちのファインプレーには心が潰つぶれそうなほどの音圧で野や次じを飛ばしてくる。


    『よくやるよねー、あの二人～』


    　ＰピーＭエムで増ぞう幅ふくされた慶けい介すけの声が、《ＳＯＸソツクス》を蹂じゆう躙りんする空気に拍はく車しやをかける。


    　点を取れずに疲弊していく心へ、砂漠に水を垂らすように悪意が染みこんでいく。


    　鼓こ修す理りが場外で『うっせえ死ねぼけキモカスっ！』と野次を野次で返してくれてはいるけれど、焼け石に水だ。


    　このシチュエーションを、僕はずっと昔から知っている。


    　お前は間違っている。お前は劣おとっている。お前は排除されるべき存在なのだ。言げん外がいにそう囁ささやきかける数の暴力、窮屈な世界。退屈な世界。


    　限界が訪れてミシミシと悲鳴を上げる体がその重圧に屈しそうになる。


    　汗でぐしゃぐしゃになった顔が酷ひどく歪ゆがんで、視界が滲にじんで、惨めさに拍車をかける。


    　絶対に勝つぞと固く誓ちかった心の勃ぼつ起きが折れそうになる。


    　それでも、


    「……総攻め！」


    　諦あきらめるわけにはいかない。


    「へたれ攻めっ」


    「……オヤジ攻め！」


    　ここにきて勢いの衰おとろえないゆとりの一撃が華城先輩に突き刺さる。


    「ノンケ攻めっ」


    　華城先輩がＰＭを無効化して僕に球を送ってくれる。早々に華城先輩がＰＭを無効化したのは、僕が答えられる単語を残すためだ。


    「……クール攻め！」


    　けど、


    「年下攻めっ」


    「……眼鏡めがね攻め！」


    　それは《羅ら武ぶマシーン》とゆとりの回答できる単語を残すことにも繫つながる。これまでもそれでなんとか失点を引き延ばしてきたけど、結局は点を取られて終わっている。それでも、


    「ショタ攻めっ」


    　華か城じよう先輩も、僕も、勝ち筋がなかろうが、どんなに無ぶ様ざまだろうが、抗あらがい続ける。


    　かぶったパンツが激しい吐と息いきのせいで十八禁レベルに湿ってたって関係ない。


    　理想的なヒーロー像なんかじゃない。


    　僕がついていくと決めた華城先輩の本当の姿はきっと、そんなふうに泥くさくて醜みにくい滑こつ稽けいなものなんだから。


    「……女装攻め」


    　僕はありったけの力を込めて《羅武マシーン》へ打ち返す。


    「鬼き畜ちく攻めっ」


    「……年下攻め！」


    　けど、なにかが足りない。あと一歩、僕の心の枷かせを外すためのなにかが足りないんだ。


    「あ、う、……触腕攻めっ」


    　ゆとりからの剛速球を、華城先輩が歯切れ悪く打ち返す。そしてその球は、僕の頭上を大きく逸それて飛んでいってしまった。


    　触腕なんて回りくどい単語を出してくるってことは、華城先輩のＰピーＭエム無効化も、ついにタイムアップだ。


    　十対〇。このままじゃあ、次ですべてが終わってしまう。


    『うーむ。ここまで勝負が続くと、お題を考えるのも難しいの』


    『そうだねー。まさか彼らが途中でギブアップすることなくここまで粘ねばるだなんて想定外だったから、設問のストックがないよ。ま、すぐに終わるだろうし、ちょっとくらい緩ゆるいお題にしてあげたら？』


    　華城先輩がＰＭ無効化時間を使い切ったことを見計らったかのようなタイミングで、慶けい介すけが早さ乙おと女め先輩に告げていた。


    　形だけのお情けハンデを与えて、僕たちを徹底的に貶おとしめ潰つぶすつもりらしい。　


    『そうじゃなー。なら最後のお題は、男が男にぶちまける白き想おもいの正体、でどうじゃ』


    　つまり精せい液えきをなにか別の言葉に[image: ]たとえろってことか。


    　ＰＭが無効化できない以上、精液、精子汁などはもちろんのこと、ザーメンやスペルマも使用不可。かといって食べ物などで精液を[image: ]えられるものは限られている。


    　体力的にも弱り切った《ＳＯＸソツクス》をひと思いに叩たたき潰すためのお題だ。


    　早乙女先輩もちゃっかり〝最後〟とか言ってたしな。


    『さ、始めようか』


    　にたにたした笑い声が浮かんできそうな声で、慶介がわざわざ促うながしてくる。サーブの順が回ってきている《羅ら武ぶマシーン》が「未熟なお題ですね……ケフ●アっ」と口とは裏腹にノリノリの回答とともにゆとりへ送球する。


    　そういえば昔、父さんの友人がケフ●アをかけたフィギュアを舐なめ回す趣味があって、その様子をブログにアップしてたとかいう奇き想そう天てん外がいな話を聞いたっけなぁ。


    　って、おいこれ走そう馬ま灯とうじゃねえの。気力と体力の限界が、いよいよ赤信号なのかもしれない。


    「……牛汁！」


    「うくっ、カ●ピス！」


    「……ヨーグルト！」


    　なんとか折よく走馬灯から復帰した僕は、危なっかしい華か城じよう先輩の送球を《羅武マシーン》へとぶち込む。けど、妄もう想そうでどこまでも強くなる変態《羅武マシーン》はこれまでどおり「おかゆっ」と涼しげに回答する。こいつら下ネタ補助食品よく知ってんな。


    　と、そのときだった。


    「……ボンド！」


    　数メートル後ろから、お題に対する答えを叫びながら渾こん身しんの一撃を放とうと疾しつ走そうするゆとりの真正面。


    　華城先輩の表情が、目に入った。


    　これまで、一度も真正面から僕に見せることのなかったその表情。


    　不安に満ち満ちた、この世の終わりを嘆なげくかのような弱り切った顔。


    　その表情に僕が吸い寄せられたのは決して偶然じゃない。


    　華城先輩が、その弱々しい表情で真っすぐ僕を見つめていたからだ。


    　人は、人からの視線にとても敏感に反応するようにできている。ハメられている女の子のアヘ顔を盗み見ようとするとすぐにバレてしまうのはこれが原因だ。


    　ほんの刹せつ那な、華城先輩のその表情に見つめられて、僕は改めて自分を責めた。


    　僕はいままでずっと、この人に一方的によりかかっていたのか。その視線に気づくことなく、いや気づいていたのを、そんなわけないと切り捨てて甘えていた。理想を押しつけていた。


    　昨日きのう僕は、あんな表情をしていた人に、すべてをなすりつけて安あん穏のんと応援などしていたのか。


    　いまこうして、ゆとりの猛攻に体力が尽き、台に片手をついて息を切らす女の子を。


    　昨日の夜、たっぷりと猛省したはずの事実が再び僕を苛さいなんだ。


    　そのときだった。


    「……？」


    　僕からふっと目を逸そらした華城先輩の両手が、力なく下ろされようとしていた。


    　いままさにゆとりが一撃を放とうとしているこの瞬間に、華城先輩はラケットを下ろそうとしていたのだ。……華城先輩の心が、中折れしようとしていた！


    　なに、諦あきらめてんですか、華城先輩。


    　ここで諦めたら、もうケフ●アをフィギュアに塗りたくって舐なめとる様子をアップできるようなバカげた世界は手に入らない。この先ずっと、窮屈な世界に身を置くことになってしまうのに！　……けどそんなの、僕が責められるわけもない。


    　勝手に華か城じよう先輩を神格化して、あらゆる重責を押しつけていたのは僕だ。


    　撫子なでしこさんが言っていたパートナーってのはきっと、それを分かち合う存在だったのに。


    　だったら。だったらせめて、最後に。


    「先輩！」


    　僕は叫んでいた。ラケットと一緒に目線までも下げていた華城先輩がびくっ、と顔を上げる。


    　ゆとりがインパクトするまで数瞬もない。言葉を送る間なんてない。だから僕はただ、華城先輩を真っすぐ見つめた。


    　先輩、大丈夫です。先輩が無む茶ちや苦く茶ちやな球を返してこようと、たとえ回答をミスろうと、僕が受け止めますから！　なんとか連中に一いつ矢し報むくいてみせますから！　もしそれができなくたって、負けの責任を共有するくらいのことは、できますから！


    　だから、このまま華城先輩が屈くつ服ぷくするかのように回答も送球も放棄してしまうようなことだけはさせない。どんな球でもいい。こっちに打ち込んでください、華城先輩！


    「……っ！」


    　華城先輩の目が、はっとしたように見開かれた。


    「──これで終わりだぜ！」


    　ゆとりの攻撃が、華城先輩目がけて叩たたき込まれる。


    「……これで本当に。あなたに託たくすわ、狸たぬ吉きち」


    　なぜかそのとき。　


    　唇くちびるだけ微かすかに動かした華城先輩は、満面の笑みで泣いているように見えた。


    「──三億のっ」


    　ゆとりの放った剛速球を、華城先輩がまるで勢いを殺さずに僕へ送球する。


    　しかもその回答は、精せい液えきを示すとはとても思えない誤答だ。


    　最後の最後でやけになったな、と見下すような視線が周囲から突き刺さる。


    　勝利を確信して弛し緩かんするゆとりと《羅ら武ぶマシーン》の気配が伝わってくる。


    　帰りの支し度たくを始めようとする早さ乙おと女め先輩の気配だって感じられる。


    　いまこの場には、僕らの負けを確信している人しかいない。


    　なぜなら華城先輩の回答も送球のやり方も、なにもかも間違っているのだから。


    　けどな。


    《羅武マシーン》さんよ。あんた言ってたな。ありのままの姿を受け入れて愛を生むって。


    　華城先輩の回答は間違っている。間違ってはいるけれど、託されたからには僕はそれを受け入れたい。拒絶するのでも切り捨てるのでもなく。そこにはなにか、《羅武マシーン》が無から愛を生み出すと豪語していたように、なにか可能性が、込められた思いがあるはずだから。


    　だけど、華か城じよう先輩ならこう考えてる、なんて思考だと、また僕はありもしない理想像にしがみついて失敗することになるだろう。


    　ゆとりも僕に言ってくれたよな。自分を殺してんじゃねーぜ、って。


    　僕が華城先輩から託たくされた言葉はあくまで「三億の」だけだ。これをどう回答に導みちびくかは、僕自身が考えることだ。


    　精せい液えき……三億……それが示すものを。


    　託された言葉を、気持ちを、僕自身の言葉でかたちにする。


    　食らえ。


    　華城先輩から僕に引き継がれた回答、精子三億個の──


    「──一撃！」


    　ラケットの真ん中でピンポン球を捉とらえ、ボロボロの体で全力を振り絞る。


    　ゆとりの全力、華城先輩の全力、そして僕の全力が込められた一撃は。


    「ぶえっ!?」


    　マスクを貫つらぬかんばかりの威力で《羅ら武ぶマシーン》のおでこにクリーンヒットした。

  


  [image: ]
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    「──これで終わりだぜ！」


    　ゆとりはずっと前から勝利を確信していた。勝負はもはや作業と化していて、頭の中では《雪せつ原げんの青あお》にたぶらかされているらしい狸たぬ吉きちの洗脳をどう解こうか考えている始末だった。


    　そしてその勝利の確信は、トドメの一撃を放つ直前にさらに強固なものとなった。


    　勝負を捨てたかのように脱力する《雪原の青》の表情が見えたからだ。


    　まあ、無理もないことだろうとゆとりは感じていた。


    　知力体力ともに圧倒的にすぎる戦力差。まるで歯が立たずに惨みじめなほど引き離されていく点数。この前まで味方であったはずの早さ乙おと女め乙おと女めからも見放され、何百もの人間から否定され続ける地獄の土ど俵ひよう。


    　いつまで無駄に粘ねばるつもりだと苛いら立だちさえ感じていたゆとりだったが、最後の最後に自分たちと同じように心が折れた《雪原の青》に満足してトドメを放った。はずだったのに。


    「三億のっ」


    「一撃！」


    　急きゆう転てん直ちよつ下かで息を吹き返した《ＳＯＸソツクス》が、[image: ]なぞの回答とともに凄すさまじい速さで《羅ら武ぶマシーン》へ球を放っていた。


    　ゆとりも含め、その場にいた誰もが啞あ然ぜんとする。


    「「あっはははははははははははははははっ！」」


    　そしてその静寂を笑い飛ばすかのように、卓球台の横で合流してばしばしと肩を叩たたき合っていたのは、ほかならぬ《雪原の青》と奥おく間ま狸吉だった。


    「なーにが三億の一撃よっ。バカじゃないのっ」


    「先輩があんな回答するからですよ。僕は引き継いだにすぎませんって」


    「いやー、苦し紛まぎれに言ったんだけど、まさかあーなるとはねぇ。やっぱりあなた、最高に最低ね」


    「そりゃどうも。んで、おーい審判。点数は？」


    　狸吉が、実に気軽な調子で社やしろの早乙女乙女に声をかける。


    『……え、あ、うむ、うむ……そうじゃの。回答は有効、《ＳＯＸ》に一点じゃ』


    『え、ええっ、ちょっとちょっと、審判さん』


    　慶けい介すけが初めて動どう揺ようしたように早乙女乙女に迫る。《羅武マシーン》もマスクの上からおでこを押さえて悶もん絶ぜつしながら、抗議の目を社に向けていた。


    『一人一単語での回答ってルールだし、アウトだよ、ね？』


    『んー、まあそうなんじゃがな。回答の審議は基本的に球が落ちてからとのことで、その時点で意味が通じておったからの。それに』


    　複雑に急速に組み変わる気持ちに戸惑うように、早さ乙おと女め乙おと女めが慎重に言葉を選んでいる。


    『あの回答には、この場の誰もが圧倒されておった。無論、わしも含めての』


    　圧倒されたというか、意味がわからなかった。


    　なぜあの土ど壇たん場ばで、あんな事前に打ち合わせでもしていたかのような、ルール違反で確実に失点していただろう暴挙じみた回答に踏み出せたのか。ゆとりにはわからなかった。


    　意味がわからない。だが、誰も早乙女乙女の判定に反論できない。


    　それが答えだった。


    「さてそれじゃ、試合の続き、頼むぞ審判」


    『うむ』


    　狸たぬ吉きちに促うながされ、早乙女乙女が『そうじゃの～。じゃあ次のお題は女の穴あな蔵ぐらを[image: ]たとえるなら、じゃな』とわくわくしているかのような声を出す。


    　そのお題はさっきまでの、《羅ら武ぶマシーン》の力を引き出すかのようなお題とは対照的に、《ＳＯＸソツクス》の力を試すようなお題だ。


    『ね、ね、審判さん？　この競技って、単純な知識量を競う色が強いから、いままでみたいにとんちを利かせるようなお題はちょっと』


    『賞品であるわしがルールじゃろう？』


    　慌あわててお題の修正を迫る慶けい介すけの声に、けれど早乙女乙女は耳を貸そうとしない。


    　その真剣な双そう眸ぼうは既に、卓球台でにやりと笑い合う《ＳＯＸ》の二人へと向けられていた。


    　二人から立ちのぼるなにかを見極めんとするように。


    　勝負の行方ゆくえは賞品兼審判である早乙女乙女が決める。それは最初に慶介が自信満々に言っていた言葉だ。慶介はそれ以上の説得を諦あきらめたのか、黙り込む。


    「牡か蠣き！」


    　狸吉のサーブで勝負が再開し、《羅武マシーン》が「あけびっ」とゆとりに緩ゆるい球を送る。


    「……いそぎんちゃく！」


    　その混乱を吹き飛ばすため、ゆとりは「……いそぎんちゃく！」とラケットを振るう。


    　けれど、


    「穴あきっ」「こんにゃく！」　


    《雪せつ原げんの青あお》と狸吉はまたしても、間髪を容いれずに二人で一つの回答を打ち込んでくる。


    『十対二じゃな。さて、次のお題は～～』


    　だが、これまで《ＳＯＸ》に致命的なダメージを与えていたゆとりのクラウチングスマッシュは、もはやなんの意味もなかった。


    《雪原の青》はまるで球の勢いを殺すことなく狸吉に球を送り、狸吉も《雪原の青》が放った不完全な回答を一瞬で補完して《羅武マシーン》へ打ち返す。


    《ＳＯＸソツクス》サイドはこれまでのようにリズムを崩されることなく、ありえないほどの速攻で球を返してくるのだ。逆に《羅ら武ぶマシーン》やゆとりたちがリズムを崩され球を取りこぼす場面が多発する始末。


    　なんで、なんで……っ！


    　ゆとりは乙おと女めのお題を聞きながら、頭の中にひたすら浮かんでくる疑問を反はん芻すうしていた。


    　なんで、あんな絶体絶命の状態からこんな逆転劇に持ち込めるんだ。


    　さっきまで心も体も死に体たいだった二人が、あんなにも元気そうに、あんなにも楽しそうに！


    　あと一点取られたら負けなんだぞ？　なんでそんな屈くつ託たくのない笑え顔がおで、迷いも恐れもない笑顔で、無む茶ちや苦く茶ちやな回答ができるんだよ。


    　なあ《雪せつ原げんの青あお》。


    　お前、昨日きのうの晩、あたしに言ったよな。『狸たぬ吉きちなんてもういらないからあてがってあげる』とかなんとか、あんなに悪そうな顔でさ。


    　なにが『もういらない』だよ。なにが『変に惚ほれられて迷惑してた』だよ。


    　こんなにも付け入る隙すきがないほど信頼し合っておいて、見せつけておいて、なにが……っ。


    『せ、選手交代っ。選手交代だよっ』


    　十対三。慶けい介すけが慌あわてたようにゆとりを退場させる。　


    　もはや《ＳＯＸ》にパワー勝負は分ぶが悪いと見て、回答を多く導みちびき出せるだろう《禁欲の魔人》に交代していた。


    『次のお題は、卑ひ猥わいな動画のジャンル、じゃ！』


    　なにやらテンションの上がっている早さ乙おと女め乙女の出すお題は、動画に親しみの薄い《ＳＯＸ》には不利なものだ。しかし、


    「素人しろうとっ」


    　サーブ権の戻ってきた《雪原の青》が意気揚よう々ようとサーブを打ち、「企画モノ」と狸吉が返す。


    　ここで潰つぶすとばかりに気合いの入った《羅武マシーン》が「制服っ」とベストな高さの球を送り《禁欲の魔人》が「……ＯＬ！」と渾こん身しんの一撃。だが、


    「電車でっ」


    「お触り！」


    　下ネタに関して以い心しん伝でん心しん状態の《ＳＯＸ》は速攻で難なく強烈な球を返し、十対四。


    　みるみるうちに、点差が縮まっていく。


    『次は、女の胸部を連想させる食べ物、じゃ！』


    《ＳＯＸ》が点を取ってテンションを上げていくたびに、早乙女乙女の声も高まっていく。


    　ゆとりはその逆転劇を眺めながら、腸はらわたが煮えくりかえるような気持ちだった。


    　胸元を押さえ、「ううう……」と声を漏もらしながら二人の下品な舞まいを見み据すえる。


    　なあ、なんでだよ《雪原の青》。


    　なんでそんなに信頼し合ってる狸たぬ吉きちをいらないなんて言って、あたしを焚たきつけたんだよ。


    　それに、あたしが卓球台から離れるとき、一瞬だけ合った目。


    　なんで狸吉の一番であるお前が、そんな負け犬みたいな目であたしを見てんだよ！


    　その敗北に満ちた表情は、あたしが浮かべるべき顔だろうが！　


    　ああ、本当に、腹が立つ。


    　……なのに、なんでだろうな。


    　こんなに腹立たしいのに、悔くやしくて仕方ないのに。あたしが経験した絶望よりもずっと酷ひどい状況に追い込まれてなお、あんなふうにバカバカしく笑いながら心底楽しそうに追い上げていく二人を見ていると、どうしようもない気持ちが胸に[image: ]あふれてくる。


    　いままで何度か[image: ]れかけた。けどそのたびにさらなる絶望に塗りつぶされてきたこの気持ち。


    　けど、もう抑えきれない。胸の奥で広がる熱が留とどまるところを知らない。


    　人が変わらなければ世界は変わらない。


    　なら、あたしの気持ちをこんなにも熱く変えてくれる《ＳＯＸソツクス》は、世界を変えてくれるんじゃないのか。


    　……いや、世界なんて変えてくれなくたっていい。そんな大層なことまでは望まない。難しいことはどうでもいい。


    　ただ単純に、あたしはこいつらと一緒に馬ば鹿か騒ぎしていたい。そう思っちまったんだ。


    『十対十二。二セット目は《ＳＯＸ》の逆転勝利じゃな』


    「だっしゃああああああああ！」


    　狸吉がランナーズハイ特有の奇声を上げる。


    「なあお前ら」


    　ゆとりは狸吉の奇声に苦笑しながら、背後で呆ぼう然ぜんと試合の行方ゆくえを眺める《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の若き構成員たちへ声をかけた。


    「あたしは《ＳＯＸ》につくぜ。お前ら、どうする？」
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    　僕と華か城じよう先輩はいま、下ネタを通して一つになっていた。


    「──いいえっ」


    「ケフ●アです！」


    『《ＳＯＸ》の回答は有効じゃ。これで最終セットは四対十。《ＳＯＸ》のマッチポイントじゃ』


    「いよっしゃああ！」


    　僕はもう何度目になるかわからない奇声とガッツポーズを披ひ露ろうしていた。


    　あれから僕と華城先輩はランナーズハイだとしか説明できない異常なテンションで回答を続け、あと一点で逆転勝利というところまできていた。


    　これでテンション上げるなというほうが無理だ。なんかいまなら禁止単語も叫べそう。　


    　華か城じよう先輩も点数が入るたびに「うぇっひひひ！」と満面の笑みだ。僕がはじめに三億の一撃と回答したときに見えた泣き笑いはきっと気のせいだったのだろう。


    　だって華城先輩はいま、あんなにも楽しそうに力強く笑っている！


    『そうじゃな……では最後のお題は、男の象徴を上下にこする体の部位、じゃ……む？』


    　と、早さ乙おと女め先輩が最後になるだろうお題を掲かかげたそのときだった。


    　僕たちと対たい峙じする《羅ら武ぶマシーン》や《禁欲の魔人》。


    　それから卓球台を取り囲んでいた《震しん激げきの尻いさらい》や《ベーコンレタス母の会》から不ふ穏おんな空気が噴出していた。


    「まさか、そんな、私たちが敗北するなんて……こんな、聞いていません……」


    「ほ、ほほほ、これで終わり？　谷や津つヶが森もりの不健全雑誌も奇跡の絵え描かきも、パー？」


    「おい、これ、噓うそだろ……もうあの素晴らしいイラストに出会えないのかよ……俺おれまだ、リクエスト聞いてもらってないぞ……」


    「せっかくおとなしくしてたのに、こんな、酷ひどいじゃない……もっと、もっと鬼き畜ちく眼鏡めがね攻め×筋肉受けが見たいのに！」


    「おい、どうせ谷津ヶ森の不健全雑誌とやらは、清きよ門かど荘そうに隠してあるんだろ？」


    「あの絵描きちゃんだってさ、もう面倒だからさらっちゃえばいいんだよ……」


    「あっちはたった数人なんだ。無理やり奪おうと思えば、簡単だろ」


    　不穏な空気は感染し共鳴し増ぞう幅ふくし、むくむくと男性器のように膨ふくれあがっていく。


    『おい慶けい介すけおめぇ、どういうつもりだい。そっちにも面めん子つがあるんじゃなかったのかい。とっととあいつら抑えな』


    『えー？　まあ確かにそうなんだけどー。僕の指示じゃなくて連中が勝手に強きよう硬こう手段に出ちゃったら僕の面子は関係ないっていうかー、ごめんねー？　未熟なもんでシビリアンコントロールとか下へ手たでさー。あーあー、不本意な結末だよホント』


    　あのクソ野や郎ろう！　今後の組織運営に関わるから正々堂々戦うとか言っておいて、いざとなったら構成員たちが自主的に暴走するのも計画に入れてやがったな!?


    「オラァ！　いい加減にしろよこの性しよう悪わるがあああっス！」


    　あまりにも酷い慶介の策略にもう勘弁ならんと鼓こ修す理りが社やしろへ突っ込んでいく。けれど、


    「ごめんね鼓修理、ごめんね鼓修理！　あの連中がああなっちゃったら、もうパパでさえ言葉で鎮しずめることは不可能なんだよっ」


    「だったらその身を生いけ贄にえに捧ささげるとかいろいろあるだろうがこのカスがああああっス！」


    　慶介でも止められないとなると、これはマズイ。


    　僕と華城先輩はランナーズハイで体を[image: ]だまし、かろうじて動けているゾンビ状態。


    　相手は二百人に上る大人たちだ。一斉に暴れられたら、早さ乙おと女め先輩もエロ本も守りきれない。


    「不健全雑誌……不健全雑誌……」


    「奇跡の絵え描かき……リクエストを聞いてもらわなくちゃ……」


    　欲望に支配された連中が、社やしろに鎮ちん座ざする早乙女先輩や、清きよ門かど荘そうへ続くルートへ幽ゆう鬼きのような足取りで殺到する。


    「あ、おい、待てお前ら！」


    　勝負の最中である《羅ら武ぶマシーン》と《禁欲の魔人》さえも卓球台から離れてその流れに乗りやがる。


    　せめて早乙女先輩だけでも、と僕と華か城じよう先輩が走り出したそのときだ。


    



    『いつまでも好き勝手やってんじゃねえぜお前ら！』


    



    　ＰピーＭエムを通して増ぞう幅ふくされた怒鳴り声が、周囲を一いつ喝かつした。


    　同時に、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の構成員が朱あけ門かど温泉へ通じるルートと社を、それぞれ守るように取り囲む。


    『あたしら《捕乳類》と《絶対領域》の代表およそ二百名は、たったいまから《ＳＯＸソツクス》の傘さん下かだぜ！　お前らがルールを破って《ＳＯＸ》に仇あだなそうってんなら、相手になってやる！　てめえが末代になる覚悟があるってやつから、かかってくるがいいぜ！』


    「ゆとり……？」


    　信じられない光景が展開されていた。


    　一昨日おとといは僕を「善ぜん導どう課と同じだ！」と怒鳴りつけ、今日きようは華城先輩へ[image: ]なぞの殺気を放っていたゆとりが、社の前に立って《禁欲の魔人》や《羅武マシーン》と真正面から向き合っている。


    　僕たち《ＳＯＸ》を守るように、部下二百人を引き連れて！


    　彼ら彼女らはいずれもギラギラと目を滾たぎらせ、がくがく震えながらも挑ちよう発はつするような笑みで《震しん激げきの尻いさらい》と《母の会》で構成されたケダモノたちに相あい対たいしている。


    　覇は気きに欠けるイメージしかなかった《二足歩行の社しや畜ちく》さんでさえ、ネクタイをひゅんひゅん振り回してやる気満々だ。役に立つかどうかは別にして。


    　いきなり立ちはだかった《絶対領域》と《捕乳類》に、面食らったように固まるケダモノたち。と、ゆとりが続けて僕たちに檄げきを飛ばしてきた


    『おい《ＳＯＸ》！　ぼさっとしてんなよ！　もうお題は発表されてんだ！　とっととトドメを刺してやるんだぜ！』


    「え」


    　サーブ役である僕は、手のひらのピンポン球を見つめながら間の抜けた声を漏もらした。


    　卓球台を見れば、「やったれ」とばかりに人さし指と中指の間に親指を突っ込んでにんまりぴこぴこしている華か城じよう先輩。僕の真正面にはがら空きのコート。


    　見渡せば、いまさら慌あわてたように卓球台へ戻ってこようとしている《羅ら武ぶマシーン》と《禁欲の魔人》。


    「えーと、お題は、男の象徴を上下にこする体の部位、だったっけ」


    　思い浮かぶものはいろいろある。足、口、素す股また、髪の毛、脇下、尻しりの穴。


    　けどまあ、ここはアレだ。いままでの独りよがりだった僕と決別したという意味も込めて。


    「手のひら！」


    　僕は一切手を抜くことなく、全力のサーブを、試合放棄したバカ野や郎ろうのコートに叩たたき込んでやった。


    『勝負あり、じゃな』


    　─────わっ！


    　ゆとりをはじめとした《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》の面々が、僕と華城先輩、それから鼓こ修す理りの声をかき消すほどの歓声を上げる。


    　欲望に身を任せることも、競技をやり直すことも封じられた《震しん激げきの尻いさらい》と《ベーコンレタス母の会》が、その場に崩れ落ちた。


    「《オナ禁四十日目センチメンタルの全身性器ボマー》っ！」


    「《雪せつ原げんの青あお》っ！」


    　パァン！


    　僕と華城先輩はいつものように、けれどいつもより互いに力を込めて、ハイタッチを交わした。僕と華城先輩は全身汗だくで、体もバラバラになりそうなほど疲ひ弊へいしてて、全然恰かつ好こうよくない。けどこの勝負、僕たちの勝ちだ！


    「さて、と」


    　そして僕は、ボロボロの体を引きずって社やしろの前へ躍おどり出た。


    　社の中心に座り、慶けい介すけと撫子なでしこさんの間で所在なさげにおろおろしていた早さ乙おと女め先輩に、顔を向ける。


    　華城先輩やゆとりたちが「あの変態はなにを言い出すつもりだ？」とばかりの視線を僕の背中に向けているのがわかる。おいやめてくれよ恥ずかしい。あ、いや、やっぱり恥ずかしくないわ。そういえば僕ってば羞しゆう恥ち心しんなくしてた。


    　うん、恥ずかしくない。だからいま胸に浮かんだ言葉を、ありのまま早乙女先輩に贈ろう。


    「なあ、審判さん。描かきたいものを描くためにそっちに転んだって言ってたけど……本当にもう僕たちの側に、描きたいものは残ってないのか？」


    　僕は両手を広げてちらりと後ろを見た。


    　フラフラの華城先輩に、それを支える鼓修理。ケダモノたちを押さえ込むために立ち上がってくれたゆとりとその仲間たち。


    　今回の勝利を運んで来てくれた人たちだ。


    「人を表現する事柄の中で、卑ひ猥わいは確かに魅力的だよ。トップクラスと言っていい。いや、トップだ。僕のムスコがもっと卑猥を求めろと囁ささやいている」


    　後ろから鼓こ修す理りに蹴けられた。おい邪魔すんな、人の話は最後まで聞け。


    「けど、人の魅力が卑猥だけだなんてことは、ないと思うんだ。それだけに固こ執しつしちゃったら、人のあるべき姿が〝健全〟だと決めつけてる善ぜん導どう課と同じじゃない？　きっと、早さ乙おと女め先輩が描えがきたいと思えるような〝人の魅力〟は、まだ残ってるはずなんだ」


    　僕はもう一度、背中を振り返った。


    「まあ、これは僕がいま感じただけのことで、確証もなにもない。判断は、審判兼賞品の先輩に任せますよ」


    　華か城じよう先輩が、エロイラストをバラまくだけバラまいてあとは放置し、最後の選択は時とき岡おか学園の生徒たちに任せたように。


    　けどいつかのゆとりのように、自分の考えはしっかりとぶつける。自分の言葉で。


    「……わかっとるわ、それくらい」


    　と、早乙女先輩がぼそりと拗すねるように呟つぶやいて、社やしろに設しつらえられた椅い子すから降りる。


    「ただ、それがわからんようになるのがスランプというものなんじゃよ」


    　気恥ずかしそうに唇くちびるを尖とがらせて顔を斜め下に逸そらしながら、早乙女先輩がてこてことこちらに歩いてくる。そして階段に差しかかったところで慶けい介すけのほうを振り返ると。


    「悪いの、森の妖精。お主ぬしがどんな思おも惑わくであろうと関係ない。世話にはなったが、わしはわしの描かきたいものを描きたいように描くために、《ＳＯＸソツクス》へ戻ろうと思う。《羅ら武ぶマシーン》も魅力的じゃが、あやつらならすぐ、その領域に達しそうじゃしな」


    「……あっそ。好きにするといいよー」


    　ぺいぺい、とどうでもよさそうに手を振る慶介に「相談に乗ってくれて、ありがとうの」と言い残し、早乙女先輩は僕らの下もとに帰ってきた。


    「すまん。迷惑をかけた」


    「本当よ。帰ったら全身くすぐりのけ、い……？」


    「ああもう《雪せつ原げんの青あお》。フラフラなのに勇んで無理する、か、ら……？」


    　急に体を傾かしげた華城先輩を支えようとした僕の足から力が抜ける。


    「だああああっ!?　《雪原の青》様は大歓迎っスけど、お前まで気絶すんじゃねぇっすよ！　運んだ人間に匂においが染みついてあの化け物の標的になっちまうんっスから！　……お、そうだそこの背中に突起。くっつくチャンスっスよ。運べ」


    「えっ。あの、いやあたしは……なんか悪い気がするぜ……」


    「……あー。もうめんどくさいっスね。これだからゆとりは……。それじゃあとりあえず、この男は川に流して下流で拾ってもらう方向でいくっスかね」


    「なっ、バカ！　死ぬだろ！　だったらあたしが運ぶぜ！」


    「最初っからそう言っとけばいいんっスよ。……ちょっとくらいあんたにいい目を見てもらわないと、鼓こ修す理りが気分わりーんっス」


    「ん？　なんか言ったか？」


    「なんでもねーっスよ！　とっとと運ぶっス！」　


    　そんなやりとりをうっすらと聞きながら、僕は完全に意識を失った。
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    　ぶっ倒れて運ばれる綾あや女めと狸たぬ吉きちを見ながら、撫子なでしこは盛大にため息をついた。


    「あーあー。あいつら。マジで成長しちまいやがった。またこれでしばらく、テロ組織の後援なんて危ない橋を渡り続けなきゃなんないねぇ。憂ゆう鬱うつだよ、まったく」


    「……女将おかみさぁ、もしかして、これが狙ねらいだったわけー？」


    　飄ひよう々ひようとした口く調ちようながら、いまにも怒ど号ごうを上げてしまいそうなほど全身を震わせた慶けい介すけが、絞り出すように尋ねる。


    「ここまでうまいこといくたー思わなかったけどねぇ。まあ、あたいが昔やんちゃだった頃の経験から言わせてもらえば、人は心の底からすげぇって感じた人や組織についていくのさ。待遇とか条件とか、そんなもんは二の次でな。おめぇも次に誰かを引き抜くときは、口先以外にも策を用意しときな。ま、頭で考えてどうにかなる問題じゃねーけど」


    「……参考にさせてもらうよ。しかしまさか、僕たちのことをこんなふうに利用するバカがいるなんて、思ってもみなかったな～」


    「おう。いい経験だったろ。ほれ、さっさと帰りな。……失礼いたしました。またのお越しをお待ちしております。鬼おに頭がしら慶介様」


    　手でしっしっとやっておきながら、いきなり営業モードに突入した撫子に慶介は苦笑する。


    「うん。今日きようのところはおとなしく引き上げることにするよ。一人娘もまだ、反抗期真っただ中みたいだしねー。そっちに預けとく。まあでも～」


    　と、慶介もまたくねくねとしなを作り、オカマモードへと突入する。


    「《ＳＯＸソツクス》メンバーの誰を真っ先に叩たたき潰つぶすべきなのか見誤ってたことを認識させてもらっただけ、収穫だと思っておくわ～。それじゃ、次の機会を楽しみにしてるわね☆」


    　慶介は運ばれていく狸吉を睨にらみつけながら、河原かわらに崩れ落ちているケダモノたちに撤てつ収しゆうを命じた。《羅ら武ぶマシーン》らと並んで、それぞれのルートで帰っていく。


    「……悪いこと考えてるときの喋しやべり方だったねぇ」


    　慶介の捨てゼリフを頭の中で反はん芻すうしながら、撫子は「あーめんどくせぇ」と頭を搔かく。


    「ま、あいつらなら、どうにかするだろ」


    　紫し煙えんをくゆらせながら、撫子なでしこはぼんやりと夜空を眺めていた。

  



  
    



    


    　エンディング　それぞれの顛てん末まつ


    



    「あー。やっと全身の筋肉痛が取れた」


    　僕たち《ＳＯＸソツクス》が下ネタ五本勝負で慶けい介すけたちを下してから、早くも数日が経たっていた。


    　五回戦が終わったあの日。同時に気絶した僕と華か城じよう先輩はゆとりたちによって運ばれ、丸一日以上爆ばく睡すいし続けていたらしい。


    　目を覚ましたあとも全身を激しい筋肉痛に襲おそわれ、温泉に浸つかりまくって療養したものの、回復するのにかなりの時間がかかってしまっていた。


    　アンナ先輩を回避する意味もあって、僕は華城先輩やゆとりとずっと顔を合わせていない。


    　なぜか《二足歩行の社しや畜ちく》さんが看病と連絡係を買って出てくれていたので不便はなかったけれど、オヤジ攻めという新しい言葉を覚えた早さ乙おと女め先輩が一度押し入れに潜ひそんでたのでもう勘弁してほしかった。


    　ともあれ、今日きようでようやく全快。


    　夏休みも残すところ一週間と少し。数日ぶりに《ＳＯＸ》メンバーで一堂に会することとなっていた。いや、早乙女先輩がずっと離れていたことも考えれば何日ぶりになることやら。


    　場所は、アンナ先輩に僕の存在が露ろ見けんしないよう、僕が匿かくまわれている温泉宿のゲストルームだ。時間きっかりに、ドアを開ける。


    「お久しぶりでふぅあ!?」


    　ぶしゅうっ。ぶしゅっ、ぶしゅううっ！


    　部屋に足を踏み入れた瞬間、全身に液体をぶっかけられた。無論、スペルマではない。消臭スプレーだ。


    「はい次！　全身をコーティング！　早そう漏ろうちんこにコンドームをかぶせるくらい厳重かつ迅じん速そくにね！　少しでも漏もれたら人生終了すると思いなさい！」


    　華か城じよう先輩の指示の下もと、両脇わきから鼓こ修す理りとゆとりが僕をラップみたいなものでぐるぐる巻きにする。高い台によじ登ってまで鼓修理が僕の顔面をコーティングしようとしたところで、呆あつ気けにとられていた僕はようやく声を発した。


    「ちょっと！　死ぬって！」


    「大丈夫っス！　目と鼻と口だけは穴開けてあげるっスから！　まあ、そこからブレ●ケアぶち込むっスけどね」


    「だから死ぬっつーの！　なんなんだよ、突然！」


    《ＳＯＸソツクス》の新しい一員として、この場にいるゆとりを問い詰める。


    「……え、あ、え～と。その」


    　なんか股こ間かんのあたりを特に念入りにコーティングしていたゆとりが、顔を真っ赤かにしてしどろもどろになる。照れるなら最初からそんなとこコーティングするな。


    「アンナの禁断症状が毎晩酷ひどくってね」


    　と、僕の疑問に答えたのは華城先輩だ。僕と同様、体調は回復しているはずなんだけど、なんかちょっと顔が青い。


    「私とアンナは同じ部屋で、鼓修理とゆとりはその隣に泊まっているのだけど、毎晩毎晩アンナが布ふ団とんの中で、その、ぬめぬめした音と一緒に悶もだえていてね」


    「あの欲求不満が、匂においの付着した鼓修理たちへ万が一にでも向けられたら敵かなわないというわけで、念入りな消臭断臭に踏み切った次第っス」


    　言いづらそうにしていた華城先輩のあとを鼓修理が引き継ぐ。


    「って、僕の服着た鼓修理が受け止めてたんじゃないの。アンナ先輩のこと」


    「あー。なんか途中から匂いが劣れつ化かしたとかで相手にされなくなったんっスよ」


    　満面の笑みで応こたえる鼓修理。ここ数週間でのベストショットだ。


    「まあそういうわけで、匂い消しは念入りにしようかと。それにしても、早さ乙おと女め先輩の件はなんとかなったけれど、アンナ転校の件はどうしたものかしらね」


    　そういえば、それがまだ残っていた。


    　アンナ先輩は母親であるソフィア・錦にしきノの宮みやが転校を取り消すまで朱あけ門かど温泉に引きこもるつもりらしいけど、ソフィア・錦ノ宮が本気を出したらなにをしてくるかわかったものじゃない。


    　なにか解決策があればいいんだけど……というかそもそもソフィアが転校とか言い出したのって、僕らが第一清せい麗れい指定都市の治安を乱したからだもんなぁ。どうしたものか。


    　と、そのときだ。


    　ピピピピピ。


    　華か城じよう先輩のＰピーＭエムが着信を知らせた。


    「……アンナからだわ」


    「おら、さっさと押し入れに隠れるっスよ！　ラップ人間！」


    　ラップに巻かれたせいで自由に身動きがとれない僕を、鼓こ修す理りが押し入れに蹴けり込む。


    「なにすんだ！」


    「あの化け物、いまなら電話越しの衣きぬ擦ずれや息づかいでお前のこと感知しそうなんっスよ！」


    　鼓修理が本気で怯おびえていた。華城先輩やゆとりも僕を庇かばってくれないので、その恐怖は共通認識になっているらしい。うん、まあ、怖いよね。


    「はい、もしもし。どうしたのアンナ、なんだか声が弾はずんでいるけれど……え？　転校が、なしになった!?　明日あしたにでも家に戻る？　え、ちょっと、もちろん嬉うれしいけれど、なんで急にそんなことになったの」


    　久々に生徒会副会長モードになって淡々と対応していた華城先輩が、すっとんきょうな声を上げた。無理もない。いま話していたアンナ先輩転校の件が、いきなりチャラになったというのだ。


    「……ええ。ええ。そうなの。わかったわ。明日か明後日あさつて、駅に向かうバスに空きがあるか聞いてみるわね。……え？　な、なにをバカなことを言っているの。ここに狸たぬ吉きちがいるなんて、そんなわけないじゃない。それじゃあ、切るわね」


    　びくんっ、と鼓修理とゆとりが肩を揺ゆらす。おいもう匂におい封鎖しても無駄なんじゃないの。


    「……なんだか、ソフィアからアンナに連絡があったらしいわ。転校の件は、本当になくなったみたい」


    「じゃあ、この数日のドタバタはなんだったんっスか……」


    　鼓修理が床ゆかに全身を投げ出しながら愚ぐ痴ちる。


    「なんで急に転校がチャラになったんですか。ソフィア・錦にしきノの宮みやがそう簡単に自分の主張を変えるとは思えませんけど」


    　自分の考えが正しいと信じてあんなバカげた署名活動を展開させる人だ。


    「ええ。それがなんだか、第一清麗指定都市に頼りになるソフィアの旧友が来ることになったから、それでもう安心だとかなんとか」


    　……なんだそれ。


    　まあ、結局はソフィアの主観で全部決まるってことなんだろう。人騒がせな。


    「まあなんにせよ、目の上のたんこぶが取れたところで、本題に入りましょうか」


    　華か城じよう先輩の音おん頭どに従い、僕らはゲストルームに設しつらえられたテーブルにそれぞれ着席する。


    　上かみ座ざに華城先輩が座り、僕とゆとりが隣同士、鼓こ修す理りがその正面だ。


    「って、そういえば早さ乙おと女め先輩がいないじゃないですか」


    「呼んだのだけれど、コンクールに出展する作品の制作に専念したいとかで、多目的館の一室にこもっちゃってるわ。まったく、公開全身くすぐりびくんびくんあへぇあへぇの刑の予定だったのに」


    　それが嫌で逃げたんじゃなかろうか。


    「ちょ、ちょい待ち、おい狸たぬ吉きちっ。お前近いぜ！　《雪せつ原げんの青あお》の隣に行けよ！」


    　と、僕の隣にいたゆとりが僕とは反対方向にぎゅーっと体を傾けながら手で追い払う仕草をする。


    「なに言ってんの。別にそんな気にするもんでもないじゃん」


    「そうよ。むしろもっとくっついたらいいわ」


    　は？　と思ったときにはすでに遅く、華城先輩が僕をどんっ！　と押した。


    　ごんっ！


    　自由に体を動かせない僕は、ゆとりの胸部におでこからぶつかる。


    「な、ななな、なにすんじゃこのボケがアアアアアアア！」


    　顔を真っ赤かにして僕を華城先輩の側まで押し返したゆとりが、立ち上がって華城先輩に食ってかかった。


    「ふざけんじゃねーぜ！　こんなの押しつけやがって！　てめーのものなんだからてめーがしっかり隣に置いとけ！」


    「あ？　それはこっちのセリフよ。なに返品してるの。鬼き畜ちく趣味の童どう貞ていが感う染つるじゃないの」


    「お？　だからいらねーっつってんだぜ。こんな冴さえない野や郎ろう」


    「は？」


    「ああ？」


    　バチバチバチッ！　と華城先輩とゆとりの間に火花が散る。


    　え？　なにこれ？　僕が死ねばいいの？


    「あー、もー。これだからゆとりは……ああいや、この場合はゆとりだけじゃないっスね……」


    「ねえ、これどうなってんの。僕が死ねばいいの？」


    　なにやら訳知り顔で頭を抱えている鼓修理にイモムシ歩きで近づきながら尋ねる。


    「ああもうとりあえず。今回は鼓修理の椅い子すにでもなっとくっスよ。お前は」


    　簀す巻まきの僕は鼓修理の椅子にされた。イジメ、ダメ、ゼッタイ。


    　それからしばらくしてようやく場が落ち着き、本題に入ることとなった。


    　これからの《ＳＯＸソツクス》と《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》がどのように連れん携けいしていくか、についてだ。


    「とりあえず、今回引き連れてきた二百人に関しては意思の統一ができてるぜ。すぐにでも《ＳＯＸソツクス》の手足になって性知識の流る布ふに走れる。けどまあ、本部の腑ふ抜ぬけどもを説得しないことには全力を出しづらい状況なんだぜ。すぐにでも帰って説得したいとこだが、口頭だけじゃ説得力に欠けるんだよな……。あたしらに全部押しつけやがったあの腑抜けどもが、熱意だけじゃ動かねぇ現金なやつらだってのは悔くやしいけど、事実だから」


    　少々気まずそうに、ゆとりが華か城じよう先輩を見る。


    「もしよかったら、《ＳＯＸ》と協力体制を組んだって証しよう拠こと性知識流布の材料を兼ねて、谷や津つヶが森もりの不健全雑誌を分けてもらえると、助かるんだけど……」


    「ダメよ」


    　華城先輩は即答だった。


    「あなたたちは一度、私たちを裏切っているもの。私が一度譲じよう渡とした過激な不健全雑誌は、慶けい介すけに渡っているのでしょう。少なくとも原本は渡せないわ。悪いけれど、あなたたちの組織はまたいつ別の大きな流れに流されるかわからないもの」


    「……なはは。そりゃそうだよな。ジジイどもは、あたしらで説得してみるぜ」


    　ゆとりがしゅんと肩を落とす。


    　華城先輩の主張は当然だ。今回の一件で慶介の手元にかなりの数のエロ本が渡ってしまったし、ゆとりたちの組織が流されやすい体質のままであることは事実だろう。けれど、


    「別にいいじゃないですか、華城先輩」


    　僕の上げた意見に、華城先輩が「どうしてかしら。そこのコンドーム人間」と悪意のある相づちを打つ。


    「流されやすいってことは、もしまた僕たちが間違えたとき、そこに敏感に反応して離れていったり反発したりしてくれる人たちってことです。わかりやすい指し標ひようです。それに貴重な不健全雑誌を担たん保ぽにしておけば、また今回みたいなミスを犯さないよう、僕たち自身の身を引き締めることにも繫つながると思うんですよ」


    「……ふむ」


    　華城先輩が考えるように顎あごに手を添える。そして、


    「まあ、狸たぬ吉きちが言うのなら別に構わないかしらね」


    「ほ、ホントか！　助かるぜ！」


    　ゆとりが嬉うれしそうに顔をほころばせる。その表情を眺めていたらぱちりと目が合ってしまって、けどすぐにぷいと逸そらされてしまった。あー、鼓こ修す理りの尻しりの温もりだけが癒いやし。


    「すぐにでも持ち帰って、組織全体で《ＳＯＸ》の補佐ができるよう体制を整えるぜ！」


    「よろしく頼むわ。具体的にどう動くかは、改めて作戦を立てて夏休み明けにでも知らせるわね。鼓修理とＰピーＭエムの番号を交換しているみたいだけれど、できれば私が以前そうしたように、撫子なでしこを経由して連絡を取り合いましょう。ＰＭ経由は、緊急時以外は使わないほうが無難ね」


    「……あー、そうだな」


    　ゆとりが僕のほうをちらりと見て、すぐに顔を伏せる。なんだ、さっきから。


    「とまあ、いま話し合えるのはこれくらいかしら。ゆとりたちはすぐに帰って上司の説得。アンナも明日あした明後日あさつてに帰るとのことだし、私たちもまとめて帰っちゃいましょうかしら」


    　華か城じよう先輩が話をまとめようとする。そこで僕は手を挙げた。


    「華城先輩。それならちょっと、僕が帰るタイミングだけずらしてもらえると助かります」


    「？　当然よ。アンナと一緒のタイミングで帰らせるわけないでしょう。なに。食われたいの」


    「違いますって！　そのですね、もっと朱あけ門かど温泉に長居したいというか、描かき上がった早さ乙おと女め先輩の作品を一足早く見たいんです。早乙女先輩はまだしばらく、ここで描き続けるんでしょう？」


    「あー、そうね。どのみち、しばらく朱門温泉にいてくれたほうが、第一清せい麗れい指定都市に戻ったアンナとかち合わずにすむし。数日は安全よ。まあ、反動が怖いけれど」


    　まあ反動なんて四六時中注意しなけりゃならんし、久しぶりにアンナ先輩の脅きよう威いに怯おびえないですむ数日間があってもいいだろう。僕も、華城先輩たちも。


    「じゃ、話はこんなところね。私たちは明日にでも帰って夏休み明けテロの準備。狸たぬ吉きちと早乙女先輩はもうしばらく療養ってことで」


    　華城先輩が両手を合わせて「肉と肉のぶつかり合い！」と場を締めた。


    「早く帰らないとアンナにまた妙な疑いをかけられちゃうわ」


    「帰る前に一応リ●ッシュ全身に浴びときましょうっス」


    　アンナ先輩からの電話で僕の存在をうっすら感知されたからか、嫌にあっさり二人は帰っていく。って、おい、簀す巻まき状態から解放しろよ！　おい！


    「……《雪せつ原げんの青あお》と鼓こ修す理りのやつ、いっつもこんな調子なのかよ」


    　と、部屋に留とどまっていたゆとりが、しぶしぶといった感じで遠くから声をかけてきた。


    　……ねえゆとり。とりあえず壁の柱に向かって話すのやめよう。


    「まあ、アンナ先輩が絡むといろいろ怖いからね。……あの、ゆとり、それよりもこれどうにかしてくれると嬉うれしいんだけど」


    「……しようがないぜ」


    　ゆとりはさんざんその場を行ったり来たりしたあと、僕の全身に巻かれたラップを乱暴に剝はがしてくれた。


    「ほらよ。これでいいだろ。……《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の連中に結果を報告して、早速本部に帰る準備しなきゃなんないから。あたしはもう戻るぜ」


    「あっ、ちょっと」


    　僕と目を合わせず、そそくさと部屋から出ていこうとするゆとりの服をちょいと摘つまむ。


    「なっ、ちょっ、卑ひ猥わい！　卑猥だぜ！」


    　ぶんぶんと体を揺ゆすって僕の手を振り払うゆとり。


    「ちょっ、卑ひ猥わいってどこが！　……せっかく、もうゆとりが僕を避ける理由がなくなったんだから、ゆっくり話せると思ったのに」


    　わざと拗すねたように言うと、ゆとりががつんっ！　と壁に頭をぶつける。おい、なに、持病？


    「……《雪せつ原げんの青あお》もお前も、なんだってんだよ、ふざけんじゃねーぜ……」


    　恨うらみ言のようにぶつぶつ言うと、ゆとりは痛みで真っ赤かになったらしい顔をこっちに向けて、


    「急いでるって言ってんだぜ！　とっととすませ！」


    「せっかちだなぁ、もう。はい、じゃあこれ」


    　僕は机の上にあったメモ用紙をちぎり、ペンで数字を羅ら列れつした。それをゆとりに手渡す。


    「？　なんだこりゃ」


    「僕のＰピーＭエムの番号だよ」


    「……え？」


    「番号交換しようとすると逃げちゃうでしょ。それに、華か城じよう先輩じゃないけど、あんまりＰＭで繫つながってるといろいろ疑われそうだから。まあ、なんか緊急で困ったことがあったらそのとき入力して電話してくれればいいよ」


    「……あ、う、うん」


    　ゆとりが珍しく素直に頷うなずいてくれた。うむ、殊しゆ勝しようでよろしい。


    「そんじゃ、引き留めて悪かった。改めてこれからよろしく」


    　僕はゆとりにひらひらと手を振る。


    　と、なぜかゆとりはその場から動かず、もじもじと口を動かしている。


    「どしたの」


    「え、あ、その、さっきの、《雪原の青》とのやりとりなんだけど……」


    　ああ、あの僕が死ねばいいっていう一連のやりとりね。


    「……あれ、噓うそだから。……その、真に受けんじゃねー、ぜ……」


    　絞り出すように言ったかと思うと、ゆとりはその駿しゆん足そくをいかんなく発揮して僕の目の前から消え失せた。


    「わかってるよ、それくらい。いつものことだろ」


    　ただまあ、華城先輩に関してはいつになく辛しん辣らつだったので、地味に傷ついてたりするんだけれどね……。


    



    　こうして、僕の中学時代の同級生、濡ぬれ衣ごろもゆとりは、僕たち《ＳＯＸソツクス》の仲間となった。


    



    
      ●

    


    



    「さて、どんなもんかな」


    　華か城じよう先輩たちが朱あけ門かど温泉を撤てつ収しゆうしてから三日ほど。


    　ほとんど寝ずに作業していたらしい早さ乙おと女め先輩が、一段落ついたという話を撫子なでしこさんから聞き、僕は多目的館に足を向けていた。


    　早乙女先輩のスランプを悪化させる原因となった個展会場は慶けい介すけがきっちり撤収させたらしく、その跡あと形かたも残っていない。


    「っと、ここかな」


    　撫子さんに教えてもらった部屋に入る。


    「うわ、ゴミ屋敷かよ」


    　学校の教室二個分ほどの空間に、ところ狭しと画材や食器の類たぐいが散乱していた。


    　食器なんかは清きよ門かど荘そうの従業員さんたちが定期的に片づけてくれていたらしいけど、それにしたって汚きたない。まあ、食欲があるのはスランプ脱出したってことだからいいんだけどさ。


    「おー、狸たぬ吉きちか。ちょうどいいとこに来たの。ちょうど完成するところじゃ」


    　部屋の一番奥まったところに、リンゴ[image: ]あめをくわえた作さ務む衣え姿の早乙女先輩が立っていた。


    　なにやら足あし下もとの絵を、壁に吊つるしているらしい。


    　すでに壁には百枚近い絵画が干されていた。


    「ぬふふ。ここは天国のような環境だったぞい。絵に専念できるし、清門荘の者があとからあとから食べ物を運んできてくれての。たこ焼き焼きそば焼きもろこしにリンゴ[image: ]、フランクフルトにイカ焼きと、わしはもう幸せすぎて死ぬかもしれんの」


    「栄養バランス崩れて死にますよ!?」


    　祭りの残飯処理係にされてるじゃないですか。


    「ま、それはともかくとしてな。どうじゃ、この絵は」


    　絵を吊す作業を終えたらしい早乙女先輩が、自信満々に尋ねてくる。


    「そうですね……」


    　正直、軽々しく感想が口にできないほどの完成度だった。


    　自じ画が自じ賛さんみたいでなんかアレだけど、壁に吊された膨ぼう大だいな絵画にはすべて、五回戦の僕と華城先輩をモデルにしているらしいスポーツ少年スポーツ少女が描えがかれている。


    　様々なアングル、シチュエーション、勝っている場面や負けている場面などそれぞれバリエーション豊かだけど、そのどれもが思わず応援したくなるほど輝かがやいている。


    　早乙女先輩がエロイラストに目覚める前の綺き麗れいなだけの絵画とは違って、ちゃんと魂たましいがこもっている。見ているだけでこっちも頑張ろうと思えるような気迫に満ちていた。


    「これなら、学校の人たちも納得させられますね」


    　陳ちん腐ぷながら、そんな感想しか出ない。


    　と、早乙女先輩が「阿あ呆ほう」と僕の腰を小突く。


    「そんなものは当たり前じゃ。お主ぬしに聞いておるのは、その先の感想じゃよ。ほれ、もっと下がれ」


    　と、早さ乙おと女め先輩が僕の手を引っ張って部屋の手前にまで連れてきた。


    「あの吊つるされた絵画たちを、一枚の絵として見るんじゃ。あのゆとりとかいう小娘から聞いた手法なんじゃがな」


    　僕は吊された絵画を言われたとおりに意識して見る。なんだってんだ、いった──


    「ぶはっ!?」


    　気づいた瞬間、僕は噴き出していた。


    「ふはは、どうじゃ。凄すごかろう」


    「あんなの、反則ですよ！」


    　なぜなら百枚近い絵画群を並べて浮かび上がってきたものは、男女がシックスナインをやっているイラストだったからだ。


    　モザイクアート、というやつである。


    「タイトルは〝表ひよう裏り一体シリーズ〟！　こいつらを一枚ずつ、あらゆるコンクールに送りまくってくれる！　くふふっ。世の中が変わったあと、ネタばらしするのが楽しみで仕方ないわい」


    　心底誇らしげな早乙女先輩に贈る感想は、ただ一つ。


    「あははっ。ばっかじゃねーのっ」　


    「ふふふ。最高の褒ほめ言葉じゃな！」


    　早乙女先輩は腰に両手を当て、ふんぞり返って笑った。


    《ＳＯＸソツクス》お抱えの春しゆん画が家かが、パワーアップして復活した瞬間であった。　


    



    「さて。早乙女先輩の件も片づいたことだし、そろそろ学校のほうに戻らないとな」


    　この三日間は本当にのんびりさせてもらった。　


    　改めてお礼を言って、ついでにバスの確認をしようと多目的館から清きよ門かど荘そうへ向かう。


    　暦の上ではもう九月だけれど、売れ残ったセミのヤりきれない鳴き声はまだ騒々しいし、日差しもまだまだ強い。


    　けれどピークをすぎてあまり人が多くなくなった清門荘の町並みは散歩に適していて、朱あけ門かど川のせせらぎを聞きながら涼やかな気分で闊かつ歩ぽできる。


    「この前まであんなに忙しくしてたのになぁ」


    　残された休息を満喫するように体を伸ばした、そのときだった。


    　ピピピピ。


    　僕のＰピーＭエムがメールの着信を知らせる。


    「……母さん？」


    　滅めつ多たに連絡なんてよこさないのに、珍しい。


    　ＰＭの画面を虚こ空くうに展開させて、メールをチェックする。


    　そしてその内容が目に飛び込んできた途端、僕は愕がく然ぜんとした。


    



    　　From　奥おく間ま爛らん子こ


    　　件名：私だ


    　　本文　本年度十月より、第一清せい麗れい指定都市に転勤となった。


    　　　　　いろいろと示し合わせておきたいことがある。


    　　　　　転勤先への挨あい拶さつも兼ねて近いうちにそちらへ行く。


    　　　　　準備をしておけ


    



    「……おいおい。ソフィア・錦にしきノの宮みやが言ってた旧友って、まさか……」


    　安あん穏のんとした僕の夏休みは、そこで終わりを告げたらしかった。

  



  
    



    


    　あとがき


    



    　お久しぶりです。赤あか城ぎ大ひろ空たかです。三巻から四か月が経たち、やっとこさ四巻の発売です。いままでで一番下ネタが多いと評された今巻、いかかでしたでしょうか。あ、一応言っておきたいんですが、僕はあくまで仕事として下ネタを書かざるをえない状況にあるだけで、普段の僕はこれ以上ないくらい清きよらかなんだからねっ。勘かん違ちがいしないでよねっ！


    　……さて。茶ちや番ばんはこのくらいにして、そろそろ「のどちんこ」という単語の素晴らしさについて語らなければなりません。


    　なにが凄すごいってのどちんこ、正式名称は「口こう蓋がい垂すい」と少し言いにくいものの、ほかにも「喉のど彦びこ」とか「上うわ舌じた」とか愛称があるのに、それらを押しのけて世せ間けんに定着してるんです。なら「耳」を「顔ま●こ」って呼んでもいいじゃんか。「お尻しり」を「腰おっぱい」って呼んでもいいじゃんか！　けれど普及しているのはのどちんこだけです。こいつだけが、日常で女の子にいかがわしいことを言わせる機会を作ってくれる唯一の単語なんです。


    　ちんこじゃないから恥はずかしくないもんね。


    　のどちんこって名称を考えた人は天才だと思います。


    　ところで、最近の僕は家族や友人から「あとがきだけは読んでるよ」とよく言われます。


    　悔くやしいのであとがきにも本編のノリを持ってきてみました。


    　これが赤あか城ぎの抱かかえている心の病やまいですよ。


    



    　以下、謝しや辞じです。


    　担当の具ぐ志し堅けん様。今回もお世せ話わになりました。スケジュール調整してくださったおかげで、好き放題下ネタを放り込むことができました！


    　イラストを担当してくださった霜しも月つきえいと様。毎度毎度、作者の発案→担当氏の悪ノリで生まれるとんでもないイラスト指定に応えてくださって、本当にありがとうございます！　　


    　そしてそして、今回も引き続き、問題ばかりの『下ネタ』出版に携たずさわってくださった皆様方。本当にありがとうございます。赤城の作家生命は皆様と下ネタに支えられております。


    



    　それでは、紙し幅ふくも尽きそうなので、今回はこの辺で。


    　次巻がいつになるかわかりませんが、またそのときにお会いしましょう！


    （＠akagihirotakaでツイッターやってるんで、フォローしていただけたら新刊情報が流れてきますよー。下ネタは言わないのでタイムラインが汚れることもありませんよー）


    　露ろ骨こつな宣伝。ダイレクトマーケティング。自分、不器用ですから……。


    　それでは本当に紙幅が尽きるので、今回はこの辺で。それでは！

  



  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    哺乳瓶による授乳はちょっと問題があるんじゃないのかな、と本気で考えている二十二歳。だってほら、仮にオール哺乳瓶で育った男がモテない系だった場合、その子は一生おっぱいに吸いつくことなく死んでいくんだよ？

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    下ネタという概念が存在しない退屈な世界４
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